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茨城県は　昭和諏年に筑波研究学園都市計画地域の指定を受けて

以来夕我が国凝太のサイエンスシティとしてタ国や民間の研究機関学

大学タ　また関連の工場等を集中的に誘致しタ　日本の科学技術の研究

開発の桟としてタ　さらにタ　国際交流の拠点としての国際都市にふさ

わしい町づくりを進めております。

この新しい町づく如こ欠かせない交通機関である常磐新線の整備

は芦　つくばと東京圏を直結しタ　Å◎物◎情報の交流を盛んにするだ

けでなく　地域活性化の太　な力となります。そこでタ　平成6年7

月に県夕　商学　地権者の三者協議が合意しタ　新線開発と沿線開発を一

体的に進める土地区画整理事業が進められております。

この予定地内に熊の山遺跡が存在していたため　財団法Å茨城県

教育財団は茨城県から埋蔵文化財発掘調査についての委託を受軋

平成　年4月から発掘調査を実施してまいりました。その成果の一

部は　既には仮称島名砂福田坪地区土地区画整理事業地内埋蔵文

化財調査報告書机　として刊行しました。

本書は撃　平成8年度に調査を行った熊の山遺跡の調査成果を収録

した　のであります。本書が学術的な研究資料としてはもとよ軋

ひいては教育昏文化の向上の一助として芦　御活用いただければ幸い

です。

なおタ　発掘調査から報告書の刊行に至るまでタ　委託者である茨城

県からいただいた多太なる御協力に対し心から御礼申し上げます。

またタ　茨城県教育委員会タ　つくば市教育委員会をはじめタ　関係各

機関及び関係各位から御指導　御協力をいただいたことに　衷心よ

り感謝の意を表します。

平成摘年3月

財団法人　　茨城県教育財団

理事長　橋　本　　昌
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1本書は，茨城県の委託により，財団法人茨城県教育財団が，平成8年4月から平成9年3月まで発掘調査

を実施した茨城県つくば市大字島名字香取且964番地ほかに所在する，熊の山遺跡の発掘調査報告書である。

2　熊の山遺跡の調査及び整理に関する当教育財団の組織は，次のとおりである。

理　　　 事　　　 長 ！橋 本　 昌
平成7 年4 月～

副　　 理　　 事　　 長 中　 島　 弘　 光 平成7 年4 月～

副　　 理　　 事　　 長 斎　 藤　 佳　 郎 平成 8 年4 月～

常　　 務　　 理　　 事 梅　 澤　 秀　 夫 平成8 年4 月～平成9 年3 月

常　　 務　　 理　　 事 斎　 藤　 妃　 彦 平成9 年4 月、

事　　 務　　 局　　 長 小　 林　 隆　 郎 平成8 年4 月～平成 9 年3 月

事　　 務　　 局　　 長 西　 村　 敏　 一 平成9 年4 月、

極 蔵 文 化 財 部 長
沼　 田　 文　 夫 平成 8 年4 月～

匝 蔵文化財部長代理
河　 野　 佑　 司 平成 6 年4 月～

企 課　　　　　 長 小　 幡　 弘　 明 平成8 年4 月～平成9 年 3 月

画 課　　　　　 長 河　 崎　 孝　 典 平成9 年4 月～

管 課　 長　 代　 理 根　 本　 達　 夫 平成7 年4 月、

理

課

課　 長　 代　 理 清　 水　　　 薫 平成 9 年4 月～ （平成8 年4 月～平成 9 年3 月係長）

主 任 調 査 員 小　 高　 五十二 平成 8 年4 月～

経

理

課

課　　　　　 長 河　 崎　 孝　 典 平成8 年4 月～平成9 年 3 月

課　　　　　 長 鈴　 木　 三　 郎　　 平成9 年4 月～

主　　　　　 査 田　 所　 多佳男 平成8 年4 月～

課　 長　 代　 理 大　 高　 春　 夫 平成 7 年4 月～平成9 年3 月

主　　　　　 任 小　 池　　　 孝 平成 7 年4 月～

主　　　　　 任 宮　 本　　　 勉 平成9 年4 月～

主　　　　　 事 柳　 澤　 松　 雄 平成8 年4 月～平成 9 年3 月

主　　　　　 事 小　 西　 孝　 典 平成9 年4 月～

調

査

課　　　　　 長 和　 田　 雄　 次 平成 8 年4 月～

調査 第一班長 後　 藤　 哲　 也 平成 7 年4 月～平成9 年 3 月

主 任 調 査 員 小　 島　　　 敏 平成8 年4 月～平成9 年3 月調査

主 任 調 査 員 眞　 疇　 紀　 雄 平成8 年4 月～平成 9 年3 月調査

主 任 調 査 員 野　 田　 良　 直 平成8 年4 月～平成 8 年6 月調査

課

主 任 調 査 員 柴　 田　 博　 行 平成 8 年7 月～平成9 年3 月調査

主 任 調 査 員 平　 石　 尚　 和 平成 8 年11月～平成 9 年3 月調査

主 任 調 査 員 白　 田　 正　 子 平成8 年Ⅲ月～平成 9 年3 月調査



整

理

課

課　　　　　長

首席調査員

主任調査員

主任調査員

主任調査員

主任調査員

4、泉　光　正

川　井　正　一

小　島　　　敏

眞　崎　紀　雄

白　田　正　子

野　田　良　直

平成9年4月～

平成8年4月～

平成9年4月、平成10年3月整理・執筆・編集

平成9月4月～平成9年9月整理・執筆

平成9年4月～平成9年6月整理・執筆

平成9年7月～平成10年3月整理・執筆・編集

3　本書で使用した記号等については，凡例を参照されたい。

4　本書の作成にあたり，第1章～第3章第1・2節，第3節2の（1）第23温号住居跡～第340号住居跡は小島

第3章第3節2の（1）第131号住居跡～第170号住居跡は白田，第171号住居跡～第230号住居跡・（2ト（7）は野

軋　第3章第3節163は眞吼　第4節は小島がそれぞれ執筆した。編集は，小島・野田が行った。

5　本書の作成にあたり須恵器の編年については，千代川柑教育委員会の赤井博之氏に御教示をいただいた。

且0世紀以降の土師器については，宮城県教育庁文化財保護課の村田晃一氏に御教示をいただいた。

6　赤色物質の成分分析，竃灰層の自然科学分析は，パリノ・サーヴェイ株式会社に委託した。須恵器壷Gの

胎土分析は株式会社第四紀地質研究所に委託した。

7　発掘調査及び整理に際して，御指導，御協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。
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所収遺跡名

熊の山遺跡

種　別

集落跡

主な時代

古　　墳

奈　良・

平　安

近　　世

時期不明

主　な　遺構

土　　　坑　2基

竪穴住居跡　粥軒

十　　　坑　3基

竪穴住居跡

169軒

土　　　坑　3基

士　　　坑　1基

竪穴住居跡　温3軒

据立柱建物跡

3棟

井　　　戸　4基

土　　　坑　85基

大形竪穴状遺構

3基

溝　　　6条

不明遺構　1基

主　な　遺物

縄文土器片

石鉱　石斧

土師器　須恵器

鉄鉱　刀子　錬

士錘　支脚　紡

錘車　勾玉　砥

石　石製模造品

土師器　須恵器

灰軸陶器　鉄鉱

刀子　錬　士錘

支脚　砥石

跨菅

銅銭

陶磁器片

特記事項

古墳時代から平安時

代の竪穴住居跡がタ

259軒検出された。



凡

1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅸ系座標を原点とし，Ⅹ軸＝＋57，400m，Y軸＝＋54，000mの

交点を基準点（Alal）とした。

大調査区は，この基準点を基に遺跡範囲内を東西

南北各々40m四方の大調査区に分割し，さらに，こ

の大調査区を東西，南北に各々10等分し，4m四方

の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を

用い，北から南へA，B，C…・，西から東へ1，

2，3…・とし，「Al区」，「B2区」のように呼称し

た。大調査区内の小調査区は，北から南へa，b，

C…・j，西から東へ1，2，3…・0とし，名称

は，大調査区の名称を冠し，「Alal区」，「B2b2

区」のように呼称した。

2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，次のとおり

1　　　　　　　　2　　　　　　　　3

al2 34 5 6 7 8 9 0 l

⑥

b
c
d
e
t
9
h
l
1“

■■
である。

遺構　住居跡－SI　掘立柱建物跡－SB　　　第1図　調査区呼称方法概念図

土坑－SK　井戸－SE　清一SD　不明遺構－SX　ピットーP

遺物　土器・陶器－P　土製品－DP　石製品－Q　金属製品・古銭－M　拓本土器－TP

土層　　撹乱－K

3　遺構・遺物の実測図中の表示は，次のとおりである。

竃・赤彩 炉・焼土・粕薬 黒色処理

●　土器　　　　□　石器・石製品　　　　○　土製品　　　　△　金属製品

4　土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日本色研事業株

式会社）を使用した。

5　遺構・遺物実測図の作成方法と掲載方法については，次のとおりである。

（1）遺跡の全体図は200分の1，住居跡や掘立柱建物跡，土坑，井戸，不明遺構は60分の1・80分の1に縮尺

し掲載した。

（2）遣物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては，

個々にS＝1／○と表示した。

（3）「主軸方向」は，長辺で炉・竃を通る線を長軸とし，その主軸が座標北からみて，どの方向にどれだけ

振れているかを角度で表示した（例　N－100－E，N－100－W）。なお，［］を付したものは推定である。

（4）土器の計測値は，A－口径　B一幕高　C－底径　Dq高台径　E一高台高　F－つまみ径　GTつま

み高とし，単位はcmである。なお，現存値は（）で，推定値は［］を付して示した。

（5）遣物観察表の備考の欄は，土器の残存率，実測（P）番号，出土位置及びその他必要と思われる事項を記

した。
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第1章　調査経緯
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第6号掘立柱建物跡



第且章　調査経緯

第且節　調査に至る経過

茨城県では，首都とつくば研究学園都市を結ぶ常磐新線の早期開通をめざし，常磐新線の建設とそれに伴う

沿線開発に取り組んでいる、、

当遺跡のある島名地区についてはタ平成6年8別8日，茨城県知事は茨城県教育委員会あてに，常磐新線沿

線地域の土地区画整理事業地域内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取扱いについて照会した。これに

対して茨城県教育委員会は，平成6年9月且9日から2閥にかけて現地踏査を行った。平成7年3月8日，茨城

県教育委員会から茨城県知事に，常磐新線沿線地域の島名◎福田坪地区特定土地区画整理事業地域内に熊の山

遺跡が所在する旨回答した0同日夕茨城県知事から茨城県教育委員会あてに，島名◎福田坪地区特定土地区画

整理事業に係わる熊の山遺跡の取扱いについて協議があり，文化財保護の立場から再三協議を重ねた。

その結鼠現状保存が困難であることからヲ平成7年3月9日，茨城県教育委員会から茨城県知事あてに，

熊の山遺跡を記録保存とする旨回答し，調査機関として，財団法人茨城県教育財団を紹介した。

茨城県教育財団は，茨城県から埋蔵文化財発掘調査事業についての委託を受け，平成7年針月1日から熊の

山遺跡の発掘調査を開始した。平成7年度は，l区から魂区再思誹好感）までの調査を終了した。

同じく平成8年2月5日に，平成8年度の熊の山遺跡の取り扱いについて協議があり，平成8年2月9日，

鉱の26感を記録保存する事になった。しかし平成8年9月の発掘調査計画の変更により，5区◎6区◎8区

（16，050mつの調査を実施した、、

第2節　調査経過

熊の山遺跡の発掘調査は，平成8年4月且目から平成9年3月3日］までの1年間にわたって，5区◎6区◎

8区の調査を実施した05区の一瓢　7区については平成9年度に調査が行われる。遺構番号については，昨

年度よりの継続である。以下，調査経過について，その概要を記述する。

4月　発掘調査を開始するため，現場休憩所の設置，現場倉庫の移乱調査器材の搬入，補助員投入等の諸

準備を行った。

5月　　7日に，茨城県県南都市建設事務所と調査区域の確認を行った。同じく7日から補助員を投入してグ

リット試掘を開始した。23日，調査6区から人力による表土除去及び遺構確認作業を行った。6区の北

側から23軒の住居跡を確認し，調査を開始した。

6月　引き続き6区の調査を行った。14日，茨城県土木部長から茨城県教育委員会に熊の山遺跡の発掘調査

計画の変更協議があった。24日には茨城県教育委員会から茨城県土木部長宛に調査面積の変更（3招77

麒）について回答した。同じく24日，6区から重機による表土除去を開始し，同時に遺構確認作業を行っ

た。

7月　12日から7区，17日から8区，22日から5区の表土除去を行った。重機による表土除去◎遺構確認作

業と平行して，6区の調査も続けた026日には，表土除去◎遺構確認作業を終了し，住居跡486軋土

坑278基，溝21条，不明遺構7基を確認した。また6区の遺構調査も，第154号住居跡まで終了した。

－1－



8月　　6区北側から遺構調査を再開した。20日から，補助員を増員し調査の進捗を早めることにした。

9月　　本年度の調査区域は遺構が多く重複が激しいため，期間内に調査を終了する事がかなり難しいとの見

通しから対応策の検討を進め，20日に委託者である県南都市建設事務所と茨城県教育財団，茨城県教育

委員会との三者協議を行い，本年度の調査面積を縮小することが決まった。

10月　　重複が激しく調査に困難を極めたが，精力的に調査を進め第240号住居眺　第147号土坑までの調査を

ほぼ終了させた。

11月　　調査は6区のほぼ4分の3が終了した。

12月　　調査担当者の増員があり，調査員5名で調査を行う。6日，つくば市市長公室広報公聴課による遺跡

見学会が実施され，12名の見学者が訪れた。第310号住居眺　第175号土坑，第13号溝までの調査をほぼ

終了した。また，8区の調査も開始した。

1月　　中旬に，6区の遺構調査をほぼ終了した。6区は，古墳時代，奈良◎平安時代の遺構が多いことが確

認できた。

2月　　5区の調査を開始したが，覆土が浅く遺構の残りが悪かった。中旬には，8区の調査を終了した。

3月　13日に航空写真撮影を実施し，15日には遺跡の現地説明会を行い，160名の見学者が訪れた。17日か

ら補足調査を行い，24日に5区の遺構調査が終了した。現場事務所で諸帳簿や諸記録の点検，調査区で

は安全対策を行い，25日に現場事務所を閉鎖した。
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告ン∴　′宜工十一豪震

′、′、　∴∴　ノ　言．ノ

熊の蛙遺跡は　茨城県っ　ば市大宇島名字香取摘航かに所在している。昭和鵬年温臓の　町村合併　桜柑学

谷田部町　薬種町　豊里町　昭和鋸年3錮二筑波町も編入　によるつ　ば市誕生以前昼　筑波郡谷田部町に属

していた二一、

つくば市は芳茨城県南西部に位置し，北は真壁郡明野町芦　同郡真壁町資新治郡八郷町にタ東は新治郡新治柑芦

・　　　　‘　一　十　ノ　　、・く　－　′　　．・・／、　一・、　′　′∴′　　、ぺf′′　・・上

代川村、下妻r出二接している、、．
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ノ　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　′　　　　′　　　′　　　　　、一　　一　　　一　　　′　、′　　　′・一ノ
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ご　　　　　・′・1、′　′、　′　′　　　　　　′、　一　　　　　　　　　　　′　　　、，．　　・

な地形である、、

当遺跡は　筑波研究学園都市の西側を南北に流れる東谷田川右岸の標高約翻mの由地上に立地している。こ

、　　　　　・　・・　′　　　　　ノ：　　　　　′　　　　、′．　一　　　　　　　．　　　　　′　　′　　・、

∴′　′　　　　　　′′、　ノ　　　　　′　　　′・　　　　　′　ノ　　　ノ　　．く　こ　′く．′　ノ′′　′　′′．　二　．

ノ′　　　　　　　　・　　　　′　　　ノ　　′　ノ　　　′、′　　′　　　　　　　∴　）　、ノ∴′　′．　∴　！、∴′く

ある、一、、

水田との比高は約8mである－　調査前の現況は畑であった、．

参考文献

〇人l輌二次，蜂須紀夫　『茨城県　地学のガイm　1977年

⑳蜂須紀夫、大森昌衡　自失城の地質をめぐ1て。Jj　築地書館1979年91j

第望節　歴史的環境

つ　ば市谷田部地区には　東谷田川　西谷田川流域の台地上縁辺部や中央部と芦　東谷田川支流の蓮沼川右岸

台地上に遺跡が数多く存在しているが，これまでの谷田部地区の遺跡分布調査の結果では，縄文時代以降の遺

跡のみで，旧石器時代の遺構はまだ確認されていない、一、，
さかいまつかいづか　　　やまだ

縄文時代の遺跡は，境松貝塚く且〉，山田遺跡く3〉など中期から後期にかけての遺跡が中心である。境松貝塚

は谷田部地区の代表的な貝塚であり，縄文時代中期から後期の土器や石器が出土している。貝類は，オキシジ

ミ，ヤマトシジミ，ムラサキガイ，シオフキなどで構成されている。山田遺跡からは縄文時代中期から後期の

土器や石器が広範囲にわたって出土し，大規模な集落跡の可能性が予想される。熊の山遺跡周辺では，当遺跡
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まえの

から約1km南下した東谷田川と西谷田川に挟まれた台地の中央部に前野遺跡く2＼，さらに500m南にタカドロ
いっちょうだ

遺跡く22〉，一町田遺跡く23〉が確認されている。タカドロ遺跡と一町田遺跡からは中期から後期にかけての遺物

が出土しており，小貝川右岸の台地と東谷田川，西谷田川に挟まれた台地では縄文時代中期から人々の生活が

営まれていたと考えられる。

弥生時代の遺跡は，2か所確認されているが，熊の山遺跡周辺にはない。
しもよこば　　　おものいこふんぐん　　　せきのだいこふんぐん　　　　しもかわらざきこふんぐん

古墳時代の遺跡は，下横場遺跡，面の井古墳群く10〉，関の台古墳群く9〉，下河原崎古墳群く12〉などの中小の

古墳群が数多く確認されている。古墳は大半が径7～25mの円墳である。
しまなくまのやまこふんぐん

熊の山遺跡周辺では，当遺跡のすぐ北側に島名熊の山古墳群く17〉，約1km北に関の台古墳群と関の台遺跡
やくし　　　　　　　　　　　　　　えのきうち

く26〉がある。当遺跡の南東約500mには薬師遺跡く6〉，南東約1．5kmには榎内遺跡く7〉がある。どの遺跡も東谷
みずほり

田川左岸の台地上に位置している。また，対岸の台地上には，東南東約1kmに水堀遺跡く28〉，南東約1．5kmに
やなはし

柳橋遺跡く29〉がある。特に島名熊の山古墳群は，当遺跡のすぐ北に位置しており，径7、12m，高さ0．5＼・1．2

mの円墳が11基群在している。
やたのわかのいらっめ

平安時代は，「和名頬東抄」によれば，谷田部地区は河内郡八部郷といい，仁徳天皇の妃，八田若郎女のた

め八田部を置いた所と言われる。また，島名も「和名舞楽抄」にある「嶋名郷」に比定されている。

奈良◎平安時代の遺跡はこれまで確認されていなかったが，平成7年度，茨城県教育財団の調査により，熊
じんでん　　　　　　　　　　　にしくりやま　　　　　ねさき

の山遺跡の他に，当遺跡から北東約3kmの神田遺跡く30〉，約3。5km南の西栗山遺跡く32〉，根疇遺跡く31〉にこの

時代の遺構が存在することが明らかになった。平安時代末には苅間，谷田部，小野崎などに開発領主が出現し

たという言い伝えもあり，今後の調査の成果が期待できる。
つねやすは　みなみのまき

12世紀後半には，常陸西南部をおおう広大な常安保は南野牧とともに村田荘の一部であったが，南野牧の分

離とともに村田荘そのものになり，12世紀末にはさらに下妻荘，田中荘を分出し，八条院領として伝領された。
たいらのなおもと　　　　　　　　　　　　　　げすしき

谷田部地区の大部分は田中荘域に入る。常安保の開発領主は平直幹と考えられ，下妻荘，村田荘の下司職は下
たけよしもと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はったともいえ

妻広幹に，田中荘の下司職は多気義幹に伝えられたと推測されている。しかし，鎌倉幕府の成立後，八田知家
しもつきそうどう　　　　　　　　　　　はうじょうとくそうけ

の入部により義幹は没落し，田中荘は小田氏の支配下に入る。霜月騒動（且285年）により，一時北条得宗家の

手に移るが，室町時代になり，また小田氏の手に戻る。当時，小田氏配下の土豪に小野崎の荒井氏，苅間の野
おものい　ひらいで

中瀬氏，島名◎南野井の平井手氏がいたと伝えられる。

中世以降として確認された遺跡は城館跡がほとんどであるが，熊の山遺跡周辺では北北東へ約2kmの位置に

平井手氏の居城と伝えられる南野井城跡が確認されており，当遺跡との関連も考えられる。

註

（1）谷田部の歴史編纂委員会　『谷田部の歴史』1975年9月

参考文献

◎　註（1）同掲書

◎　茨城県史編纂会　『茨城県史中世編』1976年3月

◎　池遽禰　『和名類賢抄郡郷里辟名考謹』　吉川公文館1981年2月

◎　竹内理三　『角川日本地名大辞典8茨城県』　角川書店1973年12月

e　中山信名　『新編常陸国語』　谷書房1978年12月

◎　鬼澤大海　『常陸旧地考』　甚書房1976年10月
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江原忠昭　『増補　茨城の地祝＿1耕入社1976年1月

茨城県教育財団「研究学園都市計画桜柴崎土地区画整理事業地内埋蔵文化財詞査報告書（の」

『茨城県教育財団文化財調査報告第54集』　且989年9月

茨城県教育財団「研究学園都市計画桜柴崎土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書ほ）」

『茨城県教育財団文化財調査報告第63集』1991年3月

茨城県教育財団「研究学園都市計画桜柴崎土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（韮）」

『茨城県教育財団文化財調査報告第72集』　且992年3月

茨城県教育財団「研究学園都市計画桜柴崎土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査報告書（Ⅳ）」

『茨城県教育財団文化財調査報告第93集』1994年9月

茨城県教育委員会『茨城県遺跡地図』1991＿年3月

哀且　熊の山遺跡周辺遺跡一覧表

番

遺　 跡　 名

県
遺
跡

時　　 代 番 県
血ヽ

時　　 代

旧棍 弥　吉奈 鎌 江

にコ等

遺　 跡　 名 跡 旧 銘

文

弥

生

古

墳

奈 鎌 江

m写 番
にコ等

O　　　　　e
右 文 生墳 平 室 戸

番
にコ等

石
○
平

e
室 戸

◎ 熊　の　山　遺　跡 ‖ 坤 ＊ 函
18 ツ　バ　 タ　遺　跡 2906 ○

思境　 松　 貝　 塚 2098 O 「 日 日 つ 19 台　成　井　遺　跡 2910 ○

2 庫　 野　 遺　 彿i2温腑i 回 ！ ‖ つ
20 福　田　前　遺　跡 2911 O i ！ ［

3 山　 田　 遺　 跡 2101 O 「 「 日 日
21 福田坪池の台遺跡 2912 io

4 高　 山　 遺　 跡 2103 io 日 日
22 タ　カ ド　ロ遺跡 2914 ○

5 和　田　台　遺　跡 2104 io
23 一　町　田　遺　跡 2915 ○ i

6 薬　 師　 遺　 跡 2105 i O i 24 真瀬新田谷津遺跡 2916 ○ i

i7 梅　 内　 遺　 跡 2106 ！ ！○ i
25 苅　 間　 遺　 跡 2917 ○

8 谷　田　部　城　跡 2110 ‖ io 26 関　の　台　遺　跡 2919 ○ ‖

9 関 の台 古墳群 2112 i O
27 高　 田　 遺　 跡 2920 ○

10 面 の 井古 墳群 2113 io 28 水　 堀　 遺　 跡 5838 ○

Ⅲ 高　山　古　墳　群 2114 ！ ○ 29 柳　 橋　 遺　 跡 5839 ○ i

12 下河原崎古墳群 2115 ○ i 30 神　 田　 遺　 跡 5841 ○ C）○ ○ ○ ○ O i

13 羽　成　古　墳　群 2116 ‖ ○ ！ 31 根　 崎　 遺　 跡 ○ ○ ○ ○ ○ i

14 道 心塚 古 墳群 2117 ○ ‖
32 西　栗　山　遺　跡 ○ ○ （⊃ i

15 台　町　古　墳　群 2118 i

i

i

〇日 目 33 三　度　山　遺　跡 C） O i

O i

I

i

○

i

○
回

i且7
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！o　 i
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第3章　熊の山遺跡

第1節　遺跡の概要

熊の山遺跡は，筑波研究学園都市の西側を南北に流れる東谷田川右岸の標高約20mの台地上に位置している。

調査区は，発掘年度の順に従い便宜上1～8区に分けられてる。平成7年度の調査区を1～4区，平成8年度

の調査区を5～8区としてきた。なお，5区の一部と7区は平成9年度に調査が行われる。調査区の規模は北

側の5区（南北約130m，東西約100m），南側の6区（南北約120m，東西約80m），西側の8区（南北約25m，

東西約90m）に分かれ，総面積は16，050mZである。現況は畑地で，主に芝畑として利用されていた。

今回の調査によって，住居跡272軒，掘立柱建物跡3棟，土坑94基，大形竪穴状遺構3基，井戸4基，溝6

条，不明遺構1基を検出した。住居跡は古墳時代が90軒，奈良・平安時代が169軒，時期不明が13軒である。

遺物は，遺物収納コンテナ（60×40×20cm）に320箱出土している。遺物の大部分は古墳時代から平安時代に

かけての土師器，須恵器である。その他の遺物として，削器，縄文土器片，石嫉，石器，球状土錘，管状土錘，

支脚，紡錘車，砥石，石帯，鉄錬，刀子，鎌，陶磁器片，古銭などが出土している。

第2節　基本層序

調査6区内にテストピットを掘り，基本土層の観察

を行った（第3図）。

第1層は，40～45cmの厚さの耕作土層で，暗褐色を

している。

第2層は，5～10cmの厚さで，褐色をしたソフトロ

ーム層との漸移層である。

第3層は，15cmはどの厚さで，明褐色をしたソフト

ローム層である。

第4層は，30cmはどの厚さで，明褐色をしたハード

ローム層である。

第5層は，30cmはどの厚さで，暗褐色の粘土混じり

の層である。
第3図　基本土層図

第6層は，10cmはどの厚さで，にぷい黄橙色をした

粘土層である。

第7層は，20cmはどの厚さで，砂質を少量に含む黄橙色をした粘土層である。

第8層は，60cmはどの厚さで，砂質を大量に含む明黄橙色をした粘土層である。

住居跡などの遺構は，第2層上面で確認した。
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第4園　熊の山遺跡調査区設定図



第3節　遺構と遺物

当遺跡からは，古墳時代前期から平安時代にかけての竪穴住居跡が272軒検出されている。これらの竪穴住

居跡は調査区内の全域に分布している。これらのうち19藩％にあたる53軒は単独で存在しているが，ほとんど

の住居跡は重複が激しく複雑な様相を呈している。

以下夕　検出された遺構の特徴や出土遺物について記述する。

温　5区の遺構と遺物

拍　竪穴住居跡

①　古墳時代

第別号佳腰掛　第　図）

位置　調査5区東部，J14a3区．

規模藍平面形　ほとんどの壁が残存しておらず芦規模も平面形も明確ではないが，長軸［6。26］m，短軸［6．臓］

mの方形と推定される。

主軸方向「N－180一・一W］

壁　北西コーナ…から西側にかけて確認され，壁高はⅢ細で，外傾して立ち上がる。

壁溝　北西コ…ナ…付近に確認され　上幅摘～摘cm，下幅3～9cmヲ　深さ4cmで断面形はU字形である。

床　西側から東側にかけて傾斜しており，全面的に硬い。

竃　北壁中央部の壁面に，火床部のみを確認した。撹乱により，規模は不明である。

ぼ亀y睦　3か所（Pl～P3）。㌘1は，長径27cm，短径23cmの楕円形で，深さ22cmである。P2は，径22cmの円

形で　深さ甜cmである。P3は，径路cmの円形で，深さが68cmあり，いずれも主柱穴と考えられる。

貯蔵穴　北東コーナー部で確認されている。長径60cm，短径媚cmの楕円形で，断面形は皿状をしている。

覆土　2層からなり，自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック◎焼土粒子微量
2　黒褐色　ロー一ム粒子少量，焼土粒子ゆ炭化粒子◎粘土粒子微量

遺物　土師器片86点が出土している。2の土師器の婆と3の紡錘車が貯蔵穴の底面から，1の土師器の杯が覆

土中からそれぞれ出土している。

所農　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期の6世紀後半と考えられる。

第34且号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ◎色調 ◎焼成 備　　 考

第6 図 杯 A ［12 ．0］ 体部から口緑部にかけての破片。体 口緑部内 ¢外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 。スコリア P 2001
1 土 師 器 B （3．1） 部は内攣して立ち上がり，休部と口 ラ削り。内面ナデ。 にぷい黄橙色 10％

緑部の境に段を有し，口緑部はほば
直立する。

普通 覆土中

2

聾 B （18 ．8） 体部破片。体部は内攣して立ち上が 体部中位から下半にかけてへラ磨き。砂粒e雲母。石英 P 2002
土 師 器 る。 内面ナデ。 橙色

普通
5 ％
貯蔵穴底面

l－9－
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図版番ロ 種　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考
径 （cm ） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量 （g）

第6図3 紡 錘 車 3．6 2．0 0．6 32 貯蔵穴底面 D P 2000　　　　　　　　 95％
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欝　図　第別号住居跡出藍遺物実測図

第別号住居跡　第　◎　図）

位置　調査5区東部，J14el匝∴

重複関係　第摘号土坑を掘り込んでいるのでタ　本跡が新しい。

規模藍平面形　本跡の南西側部分が調査区域外に延びており，規模や乎感形は明確ではないが，残存する床や

壁から長軸［73摘］町∴短軸纏諸鋸mの方形と推定される。

主軸方向　Nl－1－1－220－∵W

壁　北西部のみ残存しぎ　壁高は複～6用で，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で芦　竃から中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に壁外へはcmほど掘り込み　付設されている。長さは110cm，袖幅［158］cmである。火床部は床

面を5撒ほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤愛している。煙道は外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1極暗赤褐色　廃土小ブロックe廃土粒子少量，炭化粒子微量
2　極暗赤褐色　焼土粒子中農　焼土中ブロック少鼠　炭化粒子◎粘土粒子微量
3　極暗赤褐色　廃土小ブロックe焼土粒子中量

4　暗赤褐色　廃土小ブロック◎廃土粒子中量，炭化物砂炭化粒子⑳灰微量
5　黒　褐　色　廃土小ブしコックe廃土粒子。炭化粒子。ローIl－ム粒子微量
6　極暗赤褐色　廃土粒子中島　焼土中ブロック少量，炭化粒子◎ローーム粒子の灰微量

掛y匪　5か所津　～P5）。Plは，径62細の円形で　深さは瑠cmである。P2は，長径65cm，短径53cmの楕

円形で，深さは88cmである。P3は，径60cmの円形で，深さは78cmである。P4は，長径62cm，短径53cmの楕

円形で　深さ誠cmである。いずれも主柱穴と考えられる。P5は，長径46cm，短径姐cmの楕円形で，深さ28cm

である。出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　3層からなり，自然堆積である。，

土層解説

1　黒褐色　廃土粒子eローム粒子少量，炭化粒子◎こトーム小ブロック微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック。焼土粒子微量，炭化粒子極微量
3　暗褐色　廃土粒子e炭化粒子少量，ローム粒子微量

遺物　土師器片180息須恵器片1点が出土している。1の土師器埠が，西側覆土下層から逆位で，2の土師

器埠がその東側から，3の土師器埠が竜右袖部東側の覆土上層から，8の土師器聾と9，10の土師器鉢が竃内

から，4の土師器坑　6の土師器小形聾，7の土師器賓，11の土師器鉢，12の土製臼玉が竃周辺覆土下層から，

－11－
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の土師器小形婆が竃右裾付近床面からそれぞれ出土している。

新風　寒路の時期は，班土遺物から古墳時代後期の痘陛紀優半と考えられる。

第別号住居跡出土遣物観察表
図版番苛 ′‾‾′‾義 種 恒 雁 （cm）i　 器 形 の 特 徴

手 法 の 特 徴 胎土 ・色 調 。焼成 備　　 考

′第 9 図　　 塔

1　 土 師 器

Å 13．0

8　 寸．5

丸底㍉休部は 内攣 して立ち上が り，

体部 と＝緑部の境に段を有 し， ＝緑

部 はやや内懐する．

口緑部 内 e外面横ナデ∴休部 e 底部

外面 へラ削 年 内而ナデ㍉ 内 e 外面

黒色勉理。

砂粒 。雲母 。スコリ

ア　 明褐色 上 部黒
色）　 普通

P 2 00 3

9 0㌦

西側 覆土下層

杯

2　　 土 師 器

A 13 ．2

B　 4 。4

丸献 体部は内攣 して立ち上が り，

休部と 日縁部 の境 に段 を有 し， 口緑
目線部内 。外面横 ナデ．休部 e 底部 砂粒 。雲母 ・スコリ P 20 04

外面へ ラ削 年 内面 ナデ．内 ・外面 ア　 黒褐色 85 9。
部はやや内偵す る√ 黒色処理。 普通 1 の東側覆土下層

杯

3　　 土 師 器

Å 13．6

椙　 J ．8

丸駄 休部は 内攣 して立ち上が 年

休部 と口縁部の境に段を有 し， ＝縁
口縁部 内 。外面横ナデ㍉休部 ・底部 砂粒 。雲母 ・スコリ P 200 5

外面 へラ削り．内面ナデい 甘 e 外面 ア　 黒色 60％
部 は内攣気味に直立する． 黒 色勉理。 普通 帯土上層

杯

ヰ　　 土 師　 器

Åト22 ．0！

B L 5 ．2う

休部か ら口縁部にかけての破片㍉休

部は内攣 して立ち上が り，休部と 口

緑部の境に稜 をもっ十 日緑部は外 傾

する。

口縁部内 e 外面横 ナデ．休部外面へ

ラ削 年　 内面ナデ十

砂粒 ・雲母

にぷい黄褐色

普通

P 2 00 7

10％

竜周辺覆土下層

小 形 婆

5　　 土 師 器

Å 11 ．8

B 16 ．2

e　 6 ．6

平底㍉体部は内攣 して立ち上が り，

最 大径が中位にある∴ 目線部 は短 く

外傾す る㍉ ＝縁端部外面 に一条の沈

線を もっ。

日緑部 内 e 外面横ナデ．休部 e底部 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 20 09

外面へ ラ削り∵内面へラナデ㍉ ア ・石英 ・礫

橙色

普通　 二次焼成

70％

竃右袖付近床面

小 形 賓

6　　 土 師 器

Åつ1 ．圭

B l∴1．9

底部か ら日縁部 にかけ ての破片∴平

底㍉休部 は内攣 して立 ち上が り，最

ノ　　　や－L LL．

目線部内 e 外面横 ナデ．休部 ・底部 砂粒 P 20 1 1
外面へラ削 年 内面へ ラナデ． 褐灰色 40％′

e　 6」 大径が 中位 にあ るい 口縁部は短 く外

傾す る。

普通　 二次焼成 竃周辺覆土下層

賓 B 白3 ．5 1 底部か ら休部にかけての破片．平底．体部 e底部外面へラ削 り． 内面へ ラ 砂粒 昏雲母 ◎石英 P 20 12
7　　 土 師 器 C ［7 ，2］ 休部は内攣 して立ち上がる． ナデ。 にぷい黄褐色

普通　 二次焼成

30 0d

竃 周辺覆土下層

ー＿＿．、＿F＿＿＿′＿＿＿＿iFr＿′＿＿＿＿＿．．、＿－＿露 頭 B L2 6．6 1

e　 8 ．0

底部か ら体部 にかけ ての破片。平底。

体部は内攣 して立 ち上がる。

休部外面の中位 から下位 にかけて， 砂粒 容雲母 ◎石英 P 2 01 3

へラ磨き。内面 へラナデ。 にぷい黄褐色

普通

40％

竜 内

－且3－
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第9図　第342号住居跡出土遺物実測図
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図版番 口 器　 種 計謝値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 9 図 鉢 A ［10 ．6］ 底部か ら口縁部にかけての破片。体 ロ縁部内 ・外面横 ナデ。休部外面へ 砂粒 ・雲母 P 2（X裕
9 土 師 器 B （8 ．5） 部ははぼ直立 し， 口緑部 に至 る。 ラ削 り。内面ナデ。 橙色

普通

20％

竃内

10

鉢 A lO ．6 平底。休部 は内攣気味に立ち上が り，口緑部内 ・外面横 ナデ。体部 ・底部 砂粒 ・雲母 P 2α浴
土 師 器 B　 9 ．9 休部と 口緑部 の境に稜を もつ。口緑 外面へラ削 り。 内面へラナデ。 橙色 90％

C　 5 ．4 部は細 くつぼ まる。底部肥厚。 普通 篭 内

11

鉢 A ［15．8］ 底部か ら口縁部にかけての破片。平 口緑 部外面横ナデ。休部 ・底部外面 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 20 10
土 師 器 B ll．0 底。休部は内攣 して立ち上が り，体 へラ削り。内面へラ磨 き。 ア 50％

C　 8 ．3 部と口縁部の境に稜 をもつ。 口緑部

は外反す る。
褐灰色

普通

竃周辺覆土下層

図版番 口 種　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考
径 （cm ） 厚さ（cm） 孔径 （cm ） 重 量 （g ）

12 臼　　 玉 1．8 0．6 0 ．2 1．5 竃周辺 覆土下層 D P 2㈹1　　　　　　　 1（町％

第344号住居跡（第11図）

位置　調査5区北東部，I13g9区。

重複関係　第17号溝が本跡を掘り込んでいるため，本跡が古い。

規模と平面形　ほとんどの壁が残存しておらず，また中央部が調査区域外になるため，規模や平面形は明確で

はないが，長軸［7．㈱］m，短軸［6．30］mの長方形と推定される。

主軸方向［N－360－W］

壁　北西コーナー及び南西コーナー付近で確認でき，壁高は6～18cmで，外傾して立ち上がる。

床　西側の一部が撹乱されているが，全体的に平坦で，よく踏み固められている。

ピット　2か所（Pl，P2）。Plは，径43cmの円形で，深さ58cmである。P2は，東半分が調査区域外になる

ため大きさは不明で，深さは36cmである。位置から主柱穴と考えられる。

覆土　3層からなり，人為堆積と推測される。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

2　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
3　黒褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片161点，須恵器片2点，陶器片2点が出土している。1は須恵器脚付壷片で，カキ目，3条の

櫛歯状波状文が施されている。2は須恵器賓の休部片で，外面に平行叩きが施されている。

所見　本跡の出土遺物は細片が多く時期判断は難しいが，古墳時代と考えられる。

第10図　第344号住居跡出土遺物実測図
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第謝号住居跡　第は図）

位置　調査5区北東部，Il射．虐∴

規模藍平面形　南西から北東にかけて斜面部になっており資　また竃と画法ト三上ーの一部を除いてはタ　ほとんど

が削平されているため，規模や平面形は明確ではないが，長軸［4．06］m，短軸は．00］mの方形と推定される。

主軸方向［：Nムーl一一1410．－W］

壁　西コ一一ナ一一の一一一一一一部か残存し，壁高は6（†nlで，外傾して立ち上がる＿－、

床　竃の前面が踏み固められている．、丁，

竃　南西壁の中央部に付設されている。長さは凱cm　袖幅五臓cm　壁外への掘り込みは蟻cmである。火床部は芦

火熱を受けて赤変している。煙道は，緩やかに立ち上がる，－、

竃土層解説

1　黒褐　色　焼上粒子。粘土小ゾしトノア・粘士粒J’一少鼠　焼上′トゾし7㌧′ニ7e炭化物・炭化粒‾j’一・しトー！、粒f・微量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量，廃土粒子微量

3　暗赤褐色　廃土粒子少量，廃土小ブロック◎炭化粒子微量

－16－



4　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・焼土小ブロック中量，炭化粒子微量
5　暗褐色　焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子微量
6　黒褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは，径34cmの円形で，深さ45cmである。P2は，径23cmの円形，深さ26cmで，

いずれも主柱穴と考えられる。P3は，長径20cm，短径12cmの楕円形で，深さ36cmで，性格は不明である。

覆土　削平により，覆土は確認できなかった。

遺物　同一個体と思われる聾の破片5息土製晶の支脚1点が竃周辺の覆土から出土しているのみである。

所見　本跡の時期は，外面に縦位のへラ削り，内面に丁寧なへラ磨きが施されている褒片が出土していること

と，竃が付設されている遺構の形態から，古墳時代後期と考えられる。

＿旦

旦

一一一・．・．．・．PP　－－・．・・一一・一．・・．・・・・．一一一一一・－－．・・・．・・－・－・－－－・－．．一°
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第12図　第345号住居跡実測図
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第347号住居跡（第13図）

位置　調査5区北部，I13i7区。

規模と平面形　耕作による撹乱を受け，規模や平面形は明確ではないが，残存する床や柱穴から長軸［5．32］m，

短軸［4．16］mの長方形と推定される。

主軸方向　N－180－W

床　全体的に平坦で，竃前面が踏み固められている。

竃　南北に教本のトレンチャ一による撹乱があり，北壁中央部に火床部のみが残存していた。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは，径37cmの円形で，深さ25cmである。P2は，径30cmの円形で，深さ20cm

である。位置から主柱穴と考えられる。P3は，径28cmの円形，深さは20cmで，出入り口施設に伴うピットと

考えられる。

覆土　覆土は確認できなかった。

遺物　土師器片37点が出土している。1の土師器杯が，中央やや南の覆土下層から出土している。

所見　本跡は出土遺物が少なく時期判断は難しいが，1の土師器杯が出土していることと竃を付設しているこ

とから，古墳時代後期の6世紀後半と考えられる。
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第13図　第347号住居跡・出土遺物実測図
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図版番号器種恒雁可　　 器形の特徴－　 i　 手法の特徴
胎土。色調。焼成 備　　考

第13図

温

杯　　 AIH．2〕休部から＝縁部にかけての破片㍉休　日縁部内e外面横ナ千体部・底部
土師器I上3．か　部は内攣して立ち上が年　休部と＝　外面へ二瑚り年　内面ナ千内e外面

縁部の境に段を有上　目縁部は直立　黒色処理十
する。

砂粒。雲母。てコリ

ア
黒色
普通

P2026

15％
覆土下層

欝別号住居跡　第摘図）

位置　調査5区中央部，J13e9区、－、

重複関係　第349号住居跡を掘り込んでいるのでタ　本跡が新しい。

規模藍平面形　寒路の東側は調査区域外に延びており　第別号住居跡と重複しているので規模や平面形は明

確ではないが芦　残存する壁や柱穴から最軸纏凋狛叫　短軸摘誹射mの長方形と推定される。

主軸方向　N一一一1380－Ⅵ7

・－．　′．ノ・′－‥、：∴・当月　‘・ノ′・、！・、、／　　　′　′　く：　ノ　ー、　シ　　　　．・一　∴／

床　全体的に平坦である、二．

竃　北西壁中央部に付設されている。長さはは翫m　袖幅はは艶mで　壁外への掘り込みは壷cmである。両袖部

の一部に砂混じりの粘土が残存している。火床部は，残存していない。煙道部は，ほぼ垂直に立ち上がる。

憲土層解説
1　明赤褐色　廃土粒子多量

2　赤　褐　色　廃土粒子・炭化物中量
：う　極暗赤褐色　炭化粒f一中鼠　焼土中ゾし了、ソク・廃土粒子二一。炭化物e粘巨巨ブしフック少量
11暗赤褐色　焼土粒子多量，廃土小ゾしトノク中量，炭化物微量

ぼ彗y陣　風か所津1。P　は　径飢cmの円形で　深さ5艶mで　主柱穴と考えられる。床面を丁寧に精査した

が，他にど、ソトを確認することはできなかった。

貯蔵究　竃の北東部で確認されている。長径妬cm　短径振cmの楕円形で　断面形は皿状をしている。

貯蔵穴土層解説

1黒　褐　色　焼土粒子e炭化粒If一。ローーム粒子少量，炭化物微量，しトーム小プロ、ソク極微量

2　暗　褐　色　しトーム粒子多鼠　しトム小ブしコ・ノク小鼠　焼上粒子・炭化粒子微鼠　しトlム中ブしトノク極微旨

3　暗　褐　色　しト・ム粒子多鼠　焼士粒子。炭化粒子・しトlム中。小ブし了∵ノク極微量

覆土　7層からなり，人為堆積と推測される。

土層解説

1黒　褐　色　しトーム粒子少鼠　炭化物・炭化粒子・しトムf二恒小ブしフ・ソク微鼠　廃土粒子極微量

2　暗　褐　色　ローーlム粒子多量，ローtlム小ブして・ツク中最

3　黒　褐　色　ロー一一一ム小プロ、ソク・lコ一一ム粒子少鼠　廃土粒子。炭化物・炭化粒子微量

－1黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化物。炭化粒子。ローーム中・小プロ、ソク微量

5　極暗褐色　廃土粒子。ロー一一ム小ブロック・ロー一一ム粒子少鼠　廃土小プロ、ソク。炭化物・炭化粒子。ローーム中ブロック徴最

6　極暗褐色　ローl－ム粒子中鼠　しトーム小ブロック少鼠　廃土粒子。炭化物・炭化粒子。ローlム中ブしトソク。粘上粒子微量

7　極暗赤褐色　廃土粒子中鼠　焼上中ブしトノク。焼土中ブしブック。ロー一一ム粒子少鼠　炭化物・炭化粒子。ロー一一一ム小ブしフック微量

遺物　土師器片蟻息　陶器片　点が出土している。5の土師器埠が貯蔵穴南側の床面から，　～娠　6の土

師器棒が竃近くの覆土下層からヲ1，7の土師器塔が北壁近くの覆土下層からタ　8の小形婆が覆土中からそれ

ぞれ出土している。

所農　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期の7世紀前葉と考えられる。

－温9－
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第14図　第348号住居跡実測図
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第15図　第348号住居跡出土遺物実測図

第348号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第15図 杯 A 14 ．6 丸底。体部は内攣 して立ち上が り， 口緑部 内 ・外面横ナデ。体部 ・底部 砂粒 ・雲母 ・スコIj P 20 2 7
1 土 師 器 B　 3 ．3 体部 と口縁部の境に稜をもつ。 口縁 外面へ ラ削 り。内面 ナデ。 内 ・外面 ア　 褐灰色 95％　 北西壁近

部 は直立する。 黒色処理。 普通 く覆土下層

2

年 A 12 ，1 丸底。体部は内増 して立 ち上が り， 口縁部内 ・外面横 ナデ。休部 ・底部 砂粒 ・雲母 P 20 28
土 師 器 B　 3 ．5 休部と 口緑部 の境 に稜 をもつ。 口緑 外面へラ削 り後，ナデ。内面ナデ。 明赤褐色 95％

部は直立す る。 口緑部内面直下に一

条の沈線をもつ。
普通 竃付近覆土下層

3

杯 A 1 3．8 丸底。休部は内攣 して立ち上が り， 口緑部 内 ・外面横ナデ。休部 ・底部 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 2 02 9
土 師 器 B　 4 ．8 体部 とロ縁部の境に段を有 し， 口縁 外面へ ラ削 り。内面へラナデ。 ア　 内面にぷい橙色・7 0％

部 はほぼ直立する。 外面灰褐色　 普通 竃付近覆土下層

4

杯 A 13 ．6 口緑部一部欠損。 丸底。体部は内攣 口縁部内 ・外面横ナデ。休部 ・底部 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 20 30
土 師 器 B　 4 ．0 して立 ち上が り，休部 と口縁部の境 外面へ ラ削 り。内面 ナデ。 ア　 にぷい褐色 70％

に段を有 し，口縁部 ははぼ直立する。 普通 竃付近覆土下層

5

杯 A ［14．2］ 底部か ら口縁部 にかけ ての破片。 丸 口緑部内 ・外面横 ナデ。休部 ・底部 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 203 1
土 師 器 B　 4．4 底。休部 は内攣 して立 ち上が り，体 外面へラ削 り。 内面ナデ。 ア 35％

部と口緑部 の境に段を有 し，口緑部

はやや 内傾す る。

褐色

普通

貯蔵穴南側床面

6

杯 A 15 ．6 丸底。休部は内攣 して立ち上が り， 口緑部 内 ・外面横ナデ。休部 ・底部 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 2 03 2
土 師 器 B　 5 ．4 休部 とロ緑部の境に稜 をもつ。 口縁 外面 へラ削 り後，ナデ。 内面ナデ。 ア　 明赤褐色 6 5％

部はやや内傾する。 普通 竃 付近覆土下層

7

杯 A 14 ．4 丸底。休部は内攣 して立 ち上が り， 口緑部内 ・外面横 ナデ。休部 ・底部 砂粒 ・雲母 ・ス コリ P 20 3 3
土 師 器 B　 3 ．6 休部と 口緑部の境 に稜 をもつ。 口緑 外面へラ削 り。内面 ナデ。外面黒色 ア　 内面にぷい黄褐 80％　 北西壁近

部は短 く直立す る。 処理。 色 ・外面黒色　 普通 く覆土下層

8

小 形 賓 A ll．0 平底。休部 は内攣 して立ち上がり， 口緑部内 ・外面横ナ デ。休部外面 へ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 20 34
土 師 器 B 1 1．2 最大径 を中位 にもつ。 口緑部はやや ラ削 り。内面 ナデ。全体的に磨滅が ア　 にぷい橙色 50％

C ［6 ．0 ］ 外反す る。 激 しい。 普通 覆土中

－21－



第別号住居跡　第蟻図）

位置　調査5区中央部，調3C7区。

重複関係　第鍼鋭　詣号住居跡に掘り込まれているので　両住居跡より青い。

規模藍平面形　長軸鍔。56m　短軸。流血の方形である。

主軸方向　N－200－W

壁　壁高は温～摘cmで　外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で軟らかい。

竃　南北に教本のトレンチャ…による撹乱があり資　残存している部分は少ないが，北壁中央部に砂質粘土で付

設されている。長さ粥cmで　壁外への掘り込みは欝cmである。火床部は，火熱を受けて赤愛している。煙道は，

外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1暗褐色　焼土中プロ・ソク・廃土粒子。炭化粒子。ロー一一ム小プロ、ソク・ロー．1ム粒子・粘土粒子少量

2　暗褐色　廃土粒子多量，焼土中ブロック中畳，炭化粒子。ロー一一ム粒子。粘土粒子少最　廃土大プロ、ソク・ローーム小プロ、ソク微量

3　褐　色　ローーム粒子多最　焼土粒子・ローーム小プロ、ソク中豊，廃土小プロ、ソク。炭化粒子少鼠　ロー一一ムLfrれコ、ソク微量

・1暗褐色　焼土粒子多鼠　焼上中ブロック。炭化粒子。しトーム粒Ifヰ鼠　ロー′一一ム小ブロック少鼠　焼土中ブロック。しトーム中ゾしトノク微量

5　褐　色　しトム粒子多量，焼土粒子。lコ一一一一一ム小ブロック中量，焼上中ブしトソク。炭化粒子。ローl一ム中ブロック少量

6　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子。ロー一一一ム小ブロック・ローム粒子少量，廃土小ブロック微量

掛調も　且か斬（Pl）。P　は　長径墟cm　短径那cmの楕円形で　深さ禦cmである。位置から，出入り口施設

に伴うピットと考えられる。床面を丁寧に精査したが，蝕にピットを確認することはできなかった。

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　しコーlム粒子少量，焼土粒子。ロー一一一ム中・小ブしコ、ソク微量

2　黒褐色　ロー一一一ム小ブロック・ローーム粒子少量，廃土粒子。炭化粒子・ロー一一ム中ブロック微量

3　極暗褐色　ロー一一ム小ブロック・ローーl－ム粒子少量，焼土中ブロック・廃土粒子・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

遺物　土師器片節点　須恵器片　点が出土している。4の土師器輝がPi北側の床面から，虹の土師器舞が

東壁際覆土中層から，8の土師器饗が竃東側の北壁際覆土中層からタ　9の土師器鉢が竃西側の北壁際から芦　3

の土師器杯がPl覆土下層から，勘　の土師器埠，　の土師器小形聾が中央やや西寄りの覆土下層からタ　Ⅲ

の土義が北壁近くの覆土上層から，　の土師器棒芦　臓の須恵器卿付壷が覆土中からそれぞれ出土している。

所凰　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期の7世紀前葉と考えられる。

第別号住居跡出土遺物観察表

図版可 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第17図 年 A 14 ．7 丸底や休部は内攣 して立 ち上が り， 口緑部 内 。外面構ナデ㍉休部 ・底部 砂粒 ・雲母 P 2 03 5
1 土 師 器 8　 4 ．5 体部 と目線部の境 に弱 い稜を もつ。 外面へ ラ削 り後，ナデ。 内面ナデ。 灰褐色 70㌔

日経部はやや内儀す る。 ′内 ◎外面黒色処理。 普通 東壁際覆土 中層

2

杯 A 「1 7．4 1 底部か ら目線部 にかけ ての破片。丸 日緑部内 ・外面横 ナデト休部 ・底部 砂粒 ゆ雲母 P 20 36
土 師 器 B　 5．9 底。体部 は内攣 して立 ち上が り，体 外面へラ削 り後， ナデ。内面ナデ。 黒褐色 40 0d

部と口縁部 の境 に稜を もっ。 日経部

はやや 内傾す る。

内 e外面 黒色 処理√ 普通 青土下層

3

杯 A ［15 。各］ 底部か ら口緑部にかけての破片．丸 日縁部 内 ・外面横ナデ十休部 ・底部 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 203 7
土 師 器 B （4 4 ） 底㍉休部は内攣 して立 ち上が り，体 外面へ ラ削 り後，ナデ㍉内面 ナデ． ア 20㌔

部 と目線部の境に稜 をもつ。 ロ緑部

はやや内傾する。

内 ・外面黒色処理． にぷい赤褐色

普通

P l覆 土下層

4

埠 A 「13 ．0 1 底部か ら口緑部 にかけ ての破片．丸 ロ緑部内 ・外面横ナデ．休部 ・底部 砂粒 ・雲母 ・石英 ・ P 2 03 8
土 師 器 B　 l．5 底。休部は内攣 して立 ち上が り，体 外面へ ラ削 し「 内面 ナデ． 内 ・外面 スコリア 25％

部と 口緑部 の境 に段を有 し， 口緑部

は直立す る。

剥離が著 しい。 にぷい橙色

普通

P l北側床面

－22－
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第16図　第349号住居跡実測図
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第17図　第349号住居跡出土遺物実測図
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図版番ロ器　種計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第17図杯A［13．2］底部から口緑部にかけての破片。丸口緑部内・外面横ナデ。休部・底部砂粒・雲母・スコリP2039

5 土師器B　4．4底。体部は内攣して立ち上がり，体外面へラ削り。内面ナデ。 ア 20％

部と口緑部の境に段を有し，口縁部

は直立する。

灰黄褐色

普通

覆土中

6

杯 A［12．6］体部から口緑部にかけての破片。体口縁部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・雲母・スコリP2040

土師器B（3．9）部は内攣して立ち上がり，体部とロラ削り後，ナデ。内面ナデ。外面磨ア・石英 20％

緑部の境に稜をもつ。口緑部はやや

内傾する。

滅。 にぷい橙色

普通

覆土下層

7

小形要A［14．8］底部から口緑部にかけての破片。丸ロ縁部内・外面横ナデ。休部・底部砂粒・雲母・スコリP2041

土師器B14．3底。休部は内攣して立ち上がり，口外面へラ削り。内面へラナデ。 ア　明赤褐色 30％

C［8．0］縁部は外反する。 普通 覆土下層

8

聾 A［23．1］口縁部片。口緑部は外反し，端部はロ縁部内・外面構ナデ。 砂粒・雲母・石英P2042

土師器B（7．9）わずかにつまみ上げられている。 にぷい橙色

普通

5％　亀東側

北壁際覆土中層

9

小形鉢A　9．7口縁部一部欠損。平底。体部は内攣ロ縁部内・外面横ナデ。体部・底部砂粒・雲母・スコリP2043

土師器B　8．5気味に立ち上がり，休部と口緑部の外面へラ削り。内面ナデ。 ア 80％　竃西側

C　4．8境に弱い稜をもつ。口縁部はやや外

傾する。

褐灰色

普通

北壁際覆土下層

－24－



図版番 ロ 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第17図 脚 付 壷 D ［16．0］ 脚部片。裾端部内◎外面に一条の沈 脚部外面カキ目。内面ナデ。 砂粒　　 内面黒色e P 2044
10 須 恵 器 E （2．3） 線をもつ。透かしをもっ。 外面黄灰色

普通　 二次焼成
5 0d
覆土中

志版尋

種　別
計　　　　 測　　　　 値 i 出 土 地 点

備　　　　　　 考
長さ（cm） 径（cm） 孔径（cm） 重量（g）

11 土　　 玉 2．0 2．0 0．5 6 北壁近く覆土上層 D P 2002　　　　　　　　 90％

節義号住居跡（第且8図）

位置　調査5区北東部，I13。17区．

重複関係　第353号住居跡に掘り込まれているので，本跡が古い。

規模藍平面形　北東側約3分の2が調査区域外に延びており，第353号住居跡と重複しているので規模や平面

形は明確ではないが，残存する壁や床から，長軸（机5）m，短軸（2．温5）mで，方形または長方形と推定される。

主軸方向「N－400－－W］

壁　壁高は2＼．10し・mで，外傾して立ち上がるJ

壁溝　南西壁下から北西壁下にかけて確認され　上幅摘～温8cm，下幅3～6cm，深さ3～7cmで，断面形はU

字形である。

床　全体的に平坦で，軟らかい、〕

ぼ亀y睦　床面を丁寧に精査したが，ピットは確認できなかった。

覆土　4層からなり，人為堆積と推測される．

土層解説

1黒褐色　焼土粒子砂こト…ム小ブロック◎ローム粒子少量，炭化粒子eローム中ブロック微量
2　黒褐色　焼土粒子◎ローム粒子少量，炭化粒子◎ローム小ブロック◎粘土粒子微量

3　黒褐色　炭化粒子◎ローム粒子少量，焼土粒子のロ細一ム小ブロック微量
4　黒褐色　焼土粒子◎炭化粒子中量，ローム粒子少量

遺物　土師器片42点，須恵器片温点が出土している。1の土師器埠が北西壁近くの覆土下層から，2の土師器

埠が中央の床面から，3の土師器埠が1の近くの床面から，4の土師器埠が北西よりの覆土下層から，5の土

師器聾が4の南側覆土下層から，6の土師器賓が2の西側の覆土下層から，7の刀子が覆土中からそれぞれ出

上している．

所凰　本跡の時期は，2，3が出土していることから，古墳時代後期の6世紀中葉と考えられる。

第352号住居跡出土遺物観察表

図版番 可 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 e 色調 e 焼成 備　　 考

第19図 土不 Å 12．2 口緑部一部欠損。丸底 。体部 は内攣 口緑部 内 ◎外面横ナデ。体部 ◎底部 砂粒 。雲母 e スコリ P 20 53
1 土 師 器 B　 4．7 して立 ち上が り，体部 と口緑部の境 外面 へラ削 り後，へラ磨 き。 内面 ナ ア　 明褐色 90％

に稜 をもつ。 口緑部 はほぼ 直立す る。デ。 内 ◎外面黒色処理。 普通 覆土下層

2

j不 A ［14 ．2］ 休部か ら口緑部 にかけての破片。体 日録部 内 ◎外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 20 54
土 師 器 B （3 ．5） 部は内攣 して立 ち上が り，休部 とロ ラ削り。内面ナデ。 内 e外面黒色処 ア 10％

緑部の境に稜 をもっ。 日録部は直立

す る。

理。 灰黄褐色

普通

中央床面
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図版番口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の特徴 手 法 の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第19図 杯 A 12．9 丸底。体部は内攣して立ち上がり， 口縁部内e外面横ナデ。体部◎底部 砂粒・雲母・スコリ P2055

3 土＿師 器 B　 4．4 体部と口緑部の境に段を有し，口緑 外面へラ削り。内面ナデ。内◎外面 ア 100％

部はほぼ直立する。 黒色処理されているが，磨滅により

色が薄れている。
にぷい黄褐色
普通

北西壁近く床面

4

j不 A 12．4 丸底。体部は内攣して立ち上がり， 口緑部内e外面横ナデ。体部◎底部 砂粒e雲母 P 2056

土 師 器 B　 5．0 休部と口緑部の境に段を有し，口緑 外面へラ削り後，ナデ。内面ナデ。 黒褐色 95％
部は内攣気味に直立する。 内◎外面黒色処理。 普通 北西寄り覆土下層

5

賓
土 師 器

A ［23．2］

B （8．8）

目線部片。日録部は外反する。 口緑部内◎外面横ナデ。 砂粒e雲母◎スコリ

アe石英

にぷい赤褐色　普通

P 2058
10％
覆土下層
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第19図　第352号住居跡出土遺物実測図
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図版番可 器　種 計卸値（CⅦ） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第19図 要 A ［17．8］休部中位から口緑部にかけての破片。口縁部内・外面槙ナデ。休部外面へ 砂粒・雲母・スコリ P2057
6 土師器 B（13．3）休部は内攣気味に直立し，休部と口 ラ削り後，ヘラ磨き。内面へラナデ。ア 20％

縁部の境に稜をもつ。口緑部はやや

外反する。

黒褐色

普通

中央覆土下層

図版番口種　別
計　　　　 測　　　　 値 I 出 土 地 点

備　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

7 刀　　 子 （6．6） 1．3 0．4 （10） 覆土中 M2000

第354号住居跡（第20図）

位置　調査5区中央部，J13。7区。

重複関係　第349号住居跡を掘り込み，第350号住居跡に掘り込まれているので，第349号住居跡より新しく，

第350号住居跡より古い。

規模と平面形　西側約3分の1が調査区域外に延びており，第350号住居跡と重複しているため規模や平面形

は明確ではないが，残存する壁から長軸［8・70］m，短軸［8．60］mの方形と推定される。

主軸方向　N－180－W

壁　竃の東側から東壁の一部で確認でき，壁高は9～12cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦である。

竃　北壁に砂質粘土で構築されている。長さは158cm，袖幅は140cmで，壁外への掘り込みは65cmである。トレ

ンチヤーによる撹乱のため，袖部はほとんど確認できなかった。火床部は，床面を5cmはど掘りくぼめており，

火熱を受けて赤変している。煙道は，外傾して立ち上がる。
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竃土層解説
1　黒褐色
2　暗褐色
3　暗褐色
4　黒褐色
5　暗褐色
6　暗褐色

焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子・粘土粒子微量・焼土小ブロック・ローム小ブロック・砂極微量

焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック・粘土粒子微風ローム小ブロック・灰極微量
廃土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子少量，焼土小ブロック微量，ローム小ブロック・砂極微量
焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量・粘土粒子・灰微量，焼土小ブロック極微量
焼土粒子中量・焼土小ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量，粘土粒子・灰微量

焼土粒子多量，廃土小ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量，炭化物・粘土粒子微量，ローム小ブロック・灰極微量

ピット1か所（Pl）。Plは長径50cm，短径39cmの楕円形で，深さは20cmである。性格は不明である。

覆土　覆土は確認できなかった。

遺物土師器片379点，須恵器片1点，土製晶3点，鉄淳1点が出土している01一の土師器杯が竃南側の覆土

上層から，2の土師器杯が1のすぐ西側の覆土中層から，4の土師器杯が1の南側の覆土下層から，6の土師

器杯が4のすぐ近くの覆土中層から，5の土師器杯が6の南側の床面から，7の土師器勧ミ5のすぐ近くの床

面から，8の土師器小形壷が北壁近くの床面から，3の土師器恥9の鉄釘が覆土中からそれぞれ出土してい

る。

所見本跡は第349号住居跡を掘り込み，第350号住居跡に掘り込まれていることから，古墳時代後期の7世紀

前葉と考えられる。
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第21図　第354号住居跡出土遺物実測図

第354号住居跡出土遺物観察表

図版 番可 器　 種 計測値（cn） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼成

砂粒 ・雲母 ・スコリ

備　　 考

第21図

1

杯

土 師 器

A ［14 ．4 ］

B　 4 ．7

丸底。休部は内攣 して立ち上が り，

休部 と口緑部の境に稜をもっ。 口緑

部ははぼ直立す る。

口緑 部内 ・外面梼ナデ。休部 ・底部
P 20 6 1

外面 へフ削り後，ナデ。内面ナデ。 ア　 にぷい赤褐色 60％
内 ・外面黒色処理。 普通 寵 南側覆土上層

P 2 06 2
2

杯

土 師 器

A ［14 ．0］

B　 3．7

丸底。休部は 内攣 して立ち上が り，

体部と口緑部の境に稜をもつ。 口縁

部 は直立す る。

日録部内 ・外面横 ナデ。休部 ・底部 砂粒 ・雲母 ・スコリ

外面へフ削 り。内面ナデ。 ア　 明赤褐色

普通
60％

1 の西側覆土中層

P 2 0 633

杯

土 師 器

A ［15 月］

B （3 ．9）

休部か ら口縁部 にか けての破片。体

部は内攣 して立 ち上が り， 口緑部に

至る。

口緑部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・長石 ・雲母

フ削 り。内面ナデ。外面磨滅。 にぷい赤褐色

普通
15％

覆土 中
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計測値（（lm）

A白3．Oj
B　5．5

器形の特徴

丸底、－、休部は内攣して立ち上がり，
体部と口緑部の境に稜をもっ。口緑
部はやや内傾するJ

手法の特徴

口縁部内e外面横ナデ。体部e底部
外面へラ削生つ勺面へラ磨き．内面
黒色処理、外面は剥離している、、、

胎土・色調。焼成

砂粒・雲母・石英
外面黒褐色・内面黒

色　普通

備　　考

5

i

杯

i

A 白3．21

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i　　　　　　　　　　　　　 ！
体部から日縁部にかけての破片予体　 口緑部内e外面構ナデ㍉体部外面へ　 砂粒e雲母e石英　 P2065

土 師 器 B （5．3） 部は内攣して立ち上がり，体部と日 ラ削り㍉内面ナデ㍉　　　　　　　　 灰褐色 30？。
緑部の境に稜をもつJ 口緑部はほぼ 普通　　　　　　　 6 の南側床面
直立する。

杯 Å白3．針 体部から口緑部にかけての破片J 体　 口緑部内e外面横ナデ㍉休部外面へ　 砂粒。雲母・スコリ　P 2066

6 土 師 器 B （4．2） 部は内攣して立ち上がり，休部と口 ラ削生 内面ナデ㍉　　　　　　　　 ア　　　　　　　 15㌔
緑部の境に段を有し，日縁部は直立　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい黄褐色　　　 1 の近く覆土中層

する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

饗 A は7．2」 口緑部片e 目線部は外反する。　　 U 縁部内。外面横ナデ√　　　　　　 砧粒e雲母e スコリ　P 2067

7 土 師 器 B ぐ6．2） ア　灰黄褐色　　　 5 ㌔
普通　　　　　　　 5 の近く床面

椀 Å「10．針 休部から口縁部にかけての破片い休　 日緑部内。外面横ナデ㍉休部外面へ　 砂粒。雲母eスコリ　 P2081

8 土 師 器 B （7．3う 部は内攣して立ち上が年　 口緑部は　 ラ削年 内面ナデ十　　　　　　　　 ア　橙色　　　　 100b

直立する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 北壁近く床面

図版番車 別 長さ葎m） 幅葎m）；厚さ葎m）童謡 出 土 地 点
備　　　　　　 考

目　 釘 （5e3）恒 0日　 0日　 拍） 覆土中 M 2001

〕予言．一l・一了　′11∴シ言′′

位置　調査　区北部誹はg区。

規模と平面形　南西部が調査区域外に延びているが，長軸5．40m，短軸5．39mの方形と考えられる．、、二，

主軸方向　N一一20一一E

壁　壁高は1・＼一12（Ⅶで，外傾して立ち上がる。〕

壁満　南西部の調査区域外が不明であるはかはほぼ愛用しており　上幅　～摘cm　下幅　～祝mタ　深さ　～冒

しImで，断面形はU字形である．、〕

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている、〕

÷三．二く∴　ノ二一一：1二：、工～モr、一十い石　一∴＼′！‾′こ′、　′・’二三、　　㌦　＼ノ）ん　　′、′′了．：・’ノ・∴．、言ノ、∴′ノ

熱を受けて赤変している。火床部は床面を5cmほど掘り　ぼめており　火熱を受けて赤変している。煙道は外

傾して立ち上がる。

竃土層解説
1　極暗褐色　焼土粒子中量，焼土中プロ、ソクe炭化粒子e粘土粒子少量
2　暗赤褐色　焼土中プロ、ソク。廃土粒子。炭化物・粘土粒子少量
3　明赤褐色　廃土粒子。粘土粒子多量，焼土中ブロック中呈、炭化粒子少量
4　黒　褐　色　廃土小ブロック。廃土粒子。炭化粒子少量

5　極暗赤褐色　炭化粒子多量，焼土中ブロック。廃土粒子少量、粘土粒子微量
6　暗　褐　色　粘土中プロ、ソク中量，廃土粒子・炭化物少量

ぼ亀y紅　3か所（Pl～P3）。Plは，径23cmの円形で　深さ軸cmである。㌘2は　径亜cmの円形で　深さ誠cm

である。P3は，長径47cm，短径41emの楕円形で，深さ56emである。いずれも主柱穴と考えられる。〕

覆土　6層からなり，自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，廃土小ブロック。廃土粒子。ローム中ブロック・粘土中プロ、ソク微量
2　黒褐色　ローム小ブロック。ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子・粘土小ブロック微量
3　黒褐色　ローム小ブロック少量，廃土粒子微量
4　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子。炭化粒子・ローlム中ブロック微量

5　極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子◎ローム小ブロック⑳粘土小ブロック微量
6　暗褐色　ローム粒子多量
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第22図　第355号住居跡実測図
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遺物　土師器片198点，須恵器片7点が出土している。2の土師器婆がP3付近の覆土下層から，4の須恵器

蓋が西側の覆土上層から，1の土師器杯，3の須恵器蓋が覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期の7世紀後半と考えられる。

≡≡き誌。

第23図　第355号住居跡出土遺物実測図

第355号住居跡出土遺物観察表

・戸

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト一一－ト一一一一一一一一一l」

図版番ロ 器　種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第23図 杯 A［11．0］休部から口緑部にかけての破片。体 口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ 砂粒・雲母・スコリP2傭

1 土師器 B（2．9）部は内管して立ち上がり，体部と口 ラ削り。内面ナデ。内・外面黒色処 ア 20％

緑部の境に稜をもつ。ロ緑部は内攣

気味に直立する。

理。 褐灰色

普通

覆土中

2

璽 A［21．2］体部上位から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面横ナデ。内面に指頭 砂粒・雲母・石英 P2（娼9

土師器 B（8．6）休部は内攣して立ち上がり，ロ緑部 押庄痕。 褐色 5％

は外反し，端部はわずかにつまみ上

げられている。

普通 P3付近覆土下層

3

蓋 A［15．4］つまみ欠損。天井部は緩やかに開く。天井部回転へラ削り。口緑部内面ロ 砂粒・雲母・石英 P2070

須恵器 B（2．5）口緑部内面にかえりがっく。 タロナデ。 黄灰色

普通

30％

覆土中

4

蓋 B（1．7）ボタン状のつまみがっく。天井部は 天井部回転へラ削り。内面ロクロナ 砂粒・雲母・スコリ P2071

須恵器 F　3．5

G　O．7

平坦である。 デ。 ア・石英

灰黄色　普通

25％

西側覆土上層

第358号住居跡（第25・26図）

位置　調査5区北部，I13j5区。

重複関係　第193号土坑に掘り込まれているため，本跡が古い。

規模と平面形　耕作による撹乱を受けているため規模や平面形は明確ではないが，長軸［9・70］m，短軸［8・80］

mの長方形であると推定される。

主軸方向　N－230－W

壁　壁高は4～8cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，竃前面から中央部にかけて踏み固められている。

竃　北西壁に壁外へ23cmはど掘り込んで付設されている。長さ110cm，袖幅［110］cmである。左袖部と火床部か

ら右袖部にかけて，2本のトレンチャ一による撹乱を受けて，左袖部は残存していない。右袖部の一部には，

砂質粘土が残っている。煙道部は，確認できなかった。
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第24図　第358号住居跡出土遺物実測図

第358号住居跡出土遺物観察表

・‥l・二二＝＝≡
0　　　　　　　　　　　10cm

！　　　「一一」

図版番口器　種計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第24図杯A13．2口縁部一部欠損。丸底。休部は内攣口縁部内・外面横ナデ。休部・底部砂粒・雲母 P2074
1 土師器B　4．0して立ち上がり，口縁部は直立する。外面へラ削り。内面ナデ。 赤褐色

普通

80％

覆土下層

2

杯A［13．2］休部から口縁部にかけての破片。体ロ緑部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・雲母・スコリP2075
土師器B（3．2）部は内攣して立ち上がり，口緑部はラ削り。内面ナデ。 ア　にぷい黄褐色10％

直立する。 普通 覆土中

3

小形賓A［14．9］底部から口縁部にかけての破片。平口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ砂粒・雲母・スコリP2076
土師器B16．0底。体部は内攣して立ち上がり，ロラ削り。内面へラナデ。体部内面にア・石英・長石50％

C　4．8縁部は外反する。 輸積み痕，底部に木葉痕。 赤褐色　普通　二次

焼成　胎土が粗い

覆土中

4

甑 A［28．0］休部からロ縁部にかけての破片。体口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ砂粒・雲母・スコリP2077

土師器B（31．5）部ははぼ直立し，口縁部は短く外反ラ削り。内面へラ磨き。休部内面にア・石英 20％
する。 輪積み痕。 橙色　普通 竃前面覆土下層

5

蓋 B（1．9）天井部は平坦である。ボタン状のつ天井部回転へラ削り。内面ナデ。砂粒・雲母・石英P2078
須恵器P　3．6

G　O．8

まみがつく。 灰色

普通

20％

覆土中

6

賓B（4．5）口緑部片。頸部はくの字状に屈曲す頸部には4本一条の栖歯状工具によ砂粒 P2079

須恵器 る。 る波状文。 内面黒褐色・外面に

ぷい黄色　普通

二次焼成

5％

霞土中
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ピット　4か所（Pl～P4）。Plは，長径107cm，短径98

cmの楕円形で，深さ92cmである。P2は，長径73cm，短径

65cmの楕円形で，深さ57cmである。P3は，長径63cm，短

径50cmの楕円形で，深さ82cmである。P4は，長径82cm，

短径65cmの楕円形で，深さ67cmである。いずれも主柱穴と

考えられる。

覆土　覆土は確認できなかった。

遺物　土師器片398点，須恵器片6点，陶器片3点，土製

晶1点，鉄棒2点が出土している。1の土師器杯が北西壁

近くの覆土下層から，4の土師器甑が篭前面の覆土下層か

ら，2の土師器杯，5の須恵器蓋，3の土師器小形整，6

の須恵器聾がそれぞれ覆土中から出土している。5の須恵

器蓋は混入と思われる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期の7世紀

初頭と考えられる。

／ヽ、、＿
ノ

言‾「＼

1m

ト　　‥十　・l1

第錆図　第3諭号住居跡竃実測図

第362号住居跡（第27図）

位置　調査5区北部，I12eo区。

重複関係　第363～366号住居跡に掘り込まれているので，本跡は，それぞれの住居跡より古い。また第206号

土坑に掘り込まれ，第207号土坑の上部に構築されているので，第206号土坑より古く，第207号土坑より新し

い。

規模と平面形　重複と耕作による撹乱により規模や平面形は明確ではないが，残存する壁や床から長軸9．12m，

短軸［9．08］mの方形と考えられる。

主軸方向　N－150－W

壁　壁高は2～7cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北西コーナーから北壁下にかけて確認され，上幅13～30cm，下幅3～10cm，深さ4～5cmで，断面形は

U字形である。

床　全体的に平坦で，竃前面が踏み固められている。

塞　北壁中央部に付設されている。規模は，長さ123cm，袖幅150cmで，壁外への掘り込みは18cmである。天井

部は崩落している。両袖部は，壁に砂質粘土を貼り付けて構築しており，袖の内壁は火熱を受けて赤変してい

る。火床部は床面を7cmはど掘りくぼめており，火熱を受けて赤変している。煙道は外傾して立ち上がる。

麗土層解説
1　黒褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土小ブロック微量
2　暗赤褐色　焼土粒子多量
3　暗褐色　粘土粒子中量，廃土粒子・炭化物微量

4　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック・ローム小ブロック微量
5　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・灰少量，焼土中ブロック・ローム小ブロック微量

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは，長径110cm，短径93cmの楕円形で，深さ88cmである。P2は，径110cmの

円形で，深さ79cmである。P3は，長径105cm，短径93cmの楕円形で，深さ105cmである。P4は，長径100cm，

短径62cmの楕円形で，深さ89cmである。いずれも主柱穴と考えられる。
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第27園　第3記号住居跡実測図
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P，土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色
3　暗褐色

P2土層解説
1　黒褐色
2　極暗褐色
3　暗褐色

P。土層解説
1　黒褐色
2　暗褐色
3　暗褐色
4　褐　　色

ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子微量，焼土粒子極微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量，焼土粒子極微量
ローム粒子多量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
ローム粒子多量

ローム粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子・ローム小ブロック微量，焼土粒子極微量
ローム粒子多量，炭化粒子極微量
ローム粒子多量
ローム粒子多量

貯蔵穴　北東コーナー部から確認されている。長径133cm，短径116cmの楕円形で，底面は鍋底状をしている。

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・ローム小ブロック微量，焼土粒子・炭化粒子極微量
2　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック・炭化物微量
3　暗褐色　ローム粒子多量

4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量，焼土粒子極微量

覆土　4層からなり，人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

2　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，廃土小ブロック少量・焼土粒子微量

4　黒褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子微量

遺物　土師器片182点，須恵器片4点が出土している02の土師器杯が貯蔵穴付近の床面から，1の土師器杯

が2のすぐ近くの覆土下層から，4の須恵器高杯が北壁近くの覆土下層から，3の土師器賓が4の西側の覆土

上層からそれぞれ出土している。1，3は，混入と考えられる。

所見　本跡の時期は，2の土師器杯，4の須恵器高杯が出土していることから，古墳時代後期の6世紀後半と

考えられる。
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第28図　第362号住居跡出土遺物実測図
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第謎号住居跡出土遺物観察蓑

図版番口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第28図 塔 Å「11．鋸 底部から口緑部にかけての破片J 平 目線部から休部にかけての外面ロク 砂粒・雲母e石英 P 2083

1 土 師 器 8　 4．0 底√体部は内攣して立ち上が年　 口 ロナデJ 底部回転へラ削生 内面磨 橙色 20㌔
e 「7．81 緑部はやや外反する予 減が激 しい㍉ 普通　 二次焼成 覆土下層

2

杯 A 白3．針 体部から口緑部にかけての破片㍉体 口緑部内e外面横ナデ㍉休部外面へ 砂粒 ・雲母 P 2084
土 師 器 B （2．即 部は外傾して立ち上が年　 目縁部は ラ削り㍉内面ナデ㍉ 橙色 5％

直立する。 普通 貯蔵穴付近床面

賓 Å「20．打 日緑部片√　口緑部は外反 し，端部は 口縁部内 ・外面構ナデ㍉ 砂粒 。雲母 。石英 P 2085
3 土 師 器 B （5．81 短くっまみ上げられているい にぷい赤褐色

普通
5 0d
1 の西側覆土上層

高　　 年 B （7．6う 脚部から林部にかけての破片㍉脚部 杯部内 e外面　 脚部外面ロクロナデ㍉砂粒 P 2086

4 須 恵 器 E （5．5う は筒状で，上下二段に三つの三角形 黄灰色 300。
透かしをもつ㍉年部はほぼ平坦であ

る。
普通 北壁近く育土下層

第詭号住居跡　第蟄図）

位置　調査5区北部，I12p9区、

二二年智幸　′、誉∴∴了．巨写、ケア、′′∴　　′′、′′　　　　一′　′‘　′′　く　　　　′十、′　一′　　　く・′∵　・・　　工′一

坑より新しい。

規模と平面形　長軸5．52m，短軸5．45mの方形である。

ト、＿こ亮一ニー　＼、　ら　　′

壁　壁高は12′＼・16（lmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅12・＼．22（恥　下幅4・・＼－11（－nl，深さ3・＼7（lmで全周しており，断面形は，し丁字形である、、、

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている．

竃　北西壁中央部に付設されている、〕規模は長さ125（lm，袖幅136〔恥　壁外への掘り込みは16emである。，袖部は

砂質粘土を壁面に貼り付けて構築しており，内壁は火熱を受けて赤変している、、火床部は，床面を6（lmほど掘

りくぼめており，火熱を受けて赤変している。二、煙道は，緩やかに立ち上がる。〕

竃土層解説
1　暗赤褐色　廃土粒子。炭化粒子「巨鼠　ローーム粒子少量、廃土小ブしコック微量，粘土粒子。砂極微量
2　暗赤褐色　焼土粒子。炭化粒子e Lトーム粒子少鼠　廃土小ブロックe粘土粒子微量，砂極微量
3　褐　　　色　ローlム粒子中量，廃土粒子・炭化粒子微量，砂極微量
－1　黒　褐　色　粘土粒子中量，焼土中ブロック。廃土粒子。炭化粒子。ローーム粒子。砂少量，焼土中プロ、ソク微量
5　黒　褐　色　廃土粒子。炭化粒子。lコ一一一ム粒子少量，廃土小プロ、ソク。粘土粒子微量，砂極微量

6　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子。ローーム粒子少量，廃土小ブロック。灰微量
7　暗　褐　色　ローム粒子中量，廃土粒子。炭化粒子。粘土粒子少量，廃土小プロ、ソク微量、砂極微量

ピ1y卜　5か所（Pl＼ノP5主　Plは，径34ぐmの円形で，深さ60し：mである。P2は，長径38し恥　短径32（lmの楕円

形で，深さ58emである。P3は，径26emの円形で，深さ40cmである。P．Iは，長径31em，短径27（一mの楕円形で，

深さ60（？mである。二一　いずれも主柱穴と考えられる。、P5は，長径37（町　短径32（一mの楕円形で，深さ50emである，こ、

位置から出入り口施設に伴うど、ソトと考えられる．

覆土　5層からなり，自然堆積である．

土層解説
1　黒褐　色　廃土小ブロック・廃土粒子・炭化物。ローーl－ム粒子微量
2　黒褐色　ロー一一ム粒子少量，廃土小ブロック。廃土粒子。炭化物・炭化粒子。ローーム小ブロック微量

3　黒褐色　ローム粒子少量，廃土小ブロック微量
4　極暗褐色　ローム粒子中量，炭化物・ロー一一ム小プロ、ソク微量

5　黒褐　色　廃土小ブロック・廃土粒子e炭化粒子eローーム粒子e粘土小プロ・ソクe粘土粒子微量

遺物　土師器片509点，須恵器片1点，土製品3点がH圭上している。二、1の土師器土不が南西壁際から正位で，2
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第29図　第363号住居跡実測図
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5の小義が北西壁際からそれぞれ出土している。

所農　本跡の時期はタ　の土師器塔が出土していることから　古墳時代後期の　陛紀前半と考えられる。

∴’一拍く1∴予　′∴㍉l、＿．－　．－三上．．予‘

第罰号住居跡出土遺物観察蓑

図版番可 器　 種 計測値雨〕 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　 ！胎土 ⑳色調 ⑳舶
備　　 考

第30図 杯 A 13．6 丸軋 休部は内攣して立ち上がり、 ＝縁部内 。外面横ナデJ 休部 。底部　 砂粒。雲母・スコリ P 2087
l 土 師 器 8　 4．6 口縁部はやや外傾する㍉　　　　　 外面へラ削年 内面ナデ了　　　　 ア　 明赤褐色 95㌔

普通 南西壁際

婆 Åト15．2〕 休部上位から＝縁部にかけての古酎「 口縁部内。外面構ナデ．頭部外面に　 砂粒 。雲母e石英 P 2088
2 土 師　器 B 組2鳶） ヽ休部は内攣して立ち上が年　 口縁部　 縦方向のへラ当て軋 体部外面へラ　 にぷい橙色 159。

は短く外反する㍉端部は外上方に短　 削り後，ナデい部分的に指頭押圧痕．普通

くっまみ上げられている。　　　 内面へラナデ。体部に輪積み痕。　 二次攣成
P l昏土中

3

小 形 聾

土 師 器

Å「13．61

8 ぐ1上目

休部下位から日縁部にかけての破手「 口緑部内 e外面構ナデ予休部外面へ　 砂粒e雲母 。スコリ
休部は内攣 して立ち上が廿，最大径　 ラ削り．内面へラナデ　　　　　 ア

P 2089

20㌔
を中位にもっ㍉休部と口緑部の境に 外面橙色。内面黒色 P l南側
稜をもち，口縁部は短 く外反する．　　　　　　　　　　　　　　　 普通

4

甑 Å「22．2十 無底式√休部は外傾 して立ち上がり，口緑部内e外面横ナデ∴休部外面へ　 砂粒 e雲母e スコリ P 2090
土 師 器 B　21．7 ロ緑部は短く外反する。　　　　　 ラ削り。内面へラナデ。　　　　　 ア　 にぷい橙色 600。

e　 9．0 普通 中央覆土中層

図版番→

種　 別
計　　　　 測　　　　 値

備　　　　　　 考
長さ（em） 径 （cm） 孔径行m） 重量 軸） ノill

5 小　　 玉 1．1 0．8 0．2 0．87 北西壁際 n P 2003　　　　　　　　 100 9。
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規模藍平面形　耕作による撹乱のため規模や平面形は明確ではないが　長軸は駈］m，短軸［3溜習mの方形と

推定される＿、、、

主軸方向［：Nl一一・40－巧打

床　全体的に平坦である、、、

、　　　　ノ、．　、・、　′　　∴′′，一、一′く：　・′．ノ’′　　′　．、／言∴、六！一め1′畑、了∴一、二‾∵∴ノノ、■

火床部は　床面を5cmはど掘り　ぼめており　火熱を受けて赤愛している。煙道は　外傾して立ち上がる。

憲土層解説

1暗　赤　褐　色　焼14、ゾしト′ク。焼上粒子ヰ慮，炭化粒子微量
2　にぷい黄橙色．灰多量芦　焼土粒子微農
3　暗　赤　褐　色　焼土粒子多鼠　快極微鼠

・1黒　褐　色　廃土′トブしコック。焼士粒jつ♪鼠　炭化粒f‥しトーム粒子微鼠　戊極微量
5　暗　褐　色　しトーム粒子多量

覆土　覆日ま確認できなかった＿，

′　、　　ノ、‾′　′　　　　ノ　　　　′′′　　、、′　∴　　お　＿′　㌦∴ノノ　ノー．∴　＿、∴′、（ら∵∴′′ノ

面から汐　3の土師器棒が且のすぐ近くの床面から汐　窯の土師器杯が覆土車からそれぞれ出土している。

研農　本跡の時期は芦　杭　の土師器棒が出土していることから　古墳時代後期の　陛紀前葉と考えられる。
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第32図　第368号住居跡出土遺物実測図

第368号住居跡出土遺物観察表

図版 番 口 器　 種 計卸値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第32図 杯 A 13 ．6 丸底。体部は内攣 して立ち上が り， 口緑部内 ・外面横ナデ。体部 ・底部 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 20 9 3
1 土 師 器 B　 4 ．3 口縁部は直立する。 外面へ ラ削 り。内面へラ磨 き。 ア ・石英　 内面黒褐

色 ・外面にぷい赤褐

色　 普通

95％

西壁付近床面

2

杯 A ［15．2］ 体部か ら口縁部 にかけての破片。体 ロ縁部内 ・外面横 ナデ。体部外面 へ 砂粒 ・雲母 P 20 94
土 師 器 B （4．2） 部は内攣 して立 ち上が り，体部とロ ラ削 り後，ヘ ラ磨 き。内面へラ磨 き。明赤褐色 15％

縁部 の境 に稜 をもつ。 口緑部 は短 く

内傾す る。
普通 覆土中

3

杯 A ［15 ．0］ 体部か ら口緑部にか けての破片。体 口縁部 内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・雲母 ・石英 P 20 9 5
土 師 器 B （3 ．4） 部は内攣 して立ち上が り，体部と 口 ラ削 り。内面ナデ。内 ・外面黒色処 黒色 5 ％

縁部の境に段を有 し， 口緑部は直立

する。

理。 普通 1 の近 く床面

第370号住居跡（第34・35図）

位置　調査5区北西部，I12C6区。

重複関係　第18号溝に掘り込まれているので，本跡が古い。

規模と平面形　長軸7．44m，短軸6．87mの方形である。

主軸方向　N－240－W

壁　壁高は2～7cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　北西壁中央部に付設されている。規模は，長さ105cm，袖幅105cm，壁外への掘り込みは30cmである。袖部

は，壁面に砂質粘土を貼り付けて構築している。火床部は，床面を8cmはど掘りくぼめており，火熱を受けて

赤変している。煙道は，火床面から緩やかに立ち上がる。

確土層解説

1極暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・粘土小ブロック・粘土粒子少量，炭化粒子・ローム粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，焼土小ブロック・ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子微量
3　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化物・ローム粒子・粘土粒子微量
4　黒　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム小ブロック・粘土小ブロック微量
5　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子微量
6　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　5か所（Pl～P5）。Plは，長径54cm，短径48cmの楕円形で，深さ70cmである。P2は，径54cmはど

の円形で，深さ84cmである。P3は，長径56cm，短径49cmの楕円形で，深さ80cmである。P4は，長径53cm，

短径43cmの楕円形で，深さ78cmである。いずれも主柱穴と考えられる。P5は，長径51cm，短径40cmの楕円形

で，深さ34cmである。出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　4層からなり，自然堆積である。
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第33図　第370号住居跡出土遺物実測図

－43－



′　ブて、指．′　　　　　　一

SD18

瑠　　　　　　瑠

第劉園　欝那号住居跡実測図

－44－



G

＿＿′‾、、、

し＿／「、－

第35園　第370号住居跡竃実測図

0　　　　　　　　　　　　　1m
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土層解説

1褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，炭化物・炭化粒子微量，焼土粒子極微量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，炭化粒子微量，焼土粒子極微量
3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量，焼土粒子・炭化粒子極微量
4　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量，ローム小ブロック極微量

遺物　土師器片亜3点，須恵器片13点が出土している。1の土師器杯がPlの北東寄りの床面から，2の土師

器高杯が竃焚口から，3の土師器高杯が北西壁際から，4の土師器小形饗が2のすぐ近くの床面から，5の土

師器賓が竃内から，6の土師器饗が竃前面の床面からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期の6世紀中葉と考えられる。

第370号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第3 3図 杯 A ［16 ．4 ］ 休部か ら口縁 部にかけての破片。体 口縁部内 ・外面は，工具 を使用 した 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 2 09 6
1 土 師 器 B （3 ．6） 部は内攣 して立 ち上が り，体部 と口 横ナデ と思われ，何条 もの沈線のよ ア 10％

緑部の境に段 を有 し， 口緑部は直立 うな工具痕を残す。体部外面へ ラ削 内面黒褐色 P l北東寄り床面
す る。 り後，へ ラ磨き。 内面 ナデ。内面 ・

口綾部外面黒色処理。

外面橙色

普通

2

高　　 呵こ A ［12 ．6］ 休部破片。休部は 内攣 して立ち上が 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部外面へ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 2 09 7
土 師 器 B （6 ．1） り，休部 と口緑部の境 に段を有 し， ラ削 り。内面へラ磨 き。 ア　 にぷい黄橙色 30％

口縁部 はほぼ直立す る。 普通 篭焚 口

3

高　　 杯 A ［1 4．0］ 杯部破片。体執 ま内攣気味に緩やか 口緑部 内 ・外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 ・雲母 P 20 98
土 師 器 B （ 6．0） に立 ち上が り，休部と ロ緑部 の境 に ラ削 り。 内面へ ラ磨き。内面黒色処 内面黒色 ・外面にぶ 35％

明瞭 な稜 を有 し， 口緑部は外反す る。理。 い赤褐色　 普通 北西壁際

4

小 形 寮 A 12 ．0 平底。休部は内攣 して立 ち上が り， 口縁部 内 ・外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 2（治9
土 師 器 B 14 ．2 最大径を中位にもつ。体部 とロ縁部 ラ削り後，ヘ ラ磨き。 内面へラナデ。 ア 50％

C ［7 ．6］ の境に稜をもち， 口縁部 はやや外傾

す る。

底部へ ラ削 り。 にぷい赤褐色

普通

竜焚 口付近

5

聾 A ［3 5 ．0］ 体部上位 から口縁部 にかけての破片。口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 2 1∝）
土 師 器 B （12 ．3） ロ縁部は外反す る。 ラ削 り。内面へラナデ。 ア　 明赤褐色

普通

10％

竃内

6

賓 A　 2 2．6 底部か らロ縁部にかけての破片。平 口縁部内 ・外面横 ナデ。休部外面上 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 2 10 1
土 師 器 B　 3 2．9 底。体部は 内野 して立ち上が り，最 位ナデ，中位 から下位にかけてへラ ア 4 0％

C ［ 7．8］ 大径 を中位 にもつ。 口緑部は外反 し，磨き。底部 へラ削 り。体部内面へラ にぷい黄橙色 竜前面床 面
端部は上方につまみ上げ られている。ナデ。 普通

－45－



第371号住居跡（第37図）

位置　調査5区北西部，I12e5区。

重複関係　第372号住居跡を掘り込んでいるので，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3．46m，短軸3．36mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は8～18cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は，長さ82cm，袖幅83cmである。袖部は，壁面に砂質粘土を貼り付け

て構築している。左袖部には，さらに補強材として内面に土師器褒片を貼り付けている。火床部は，床面と同

じレベルであり，火熱を受けて赤変している。煙道は，緩やかに立ち上がる。

麗土屠解説
1　黒褐色　焼土小ブロック・廃土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック微量

2　暗褐色　粘土小ブロック・粘土粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・ローム粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子微量
4　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子・灰微量

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土居解説
1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

遺物　土師器片189点，須恵器片1点が出土している。2の土師器聾は，竃西側の床面，中央床面から出土し

た破片および竃左袖部の補強材として使用した破片と接合している。3の土師器饗が中央覆土下層から，1の

土師器杯が覆土中からそれぞれ出土している。4は土師器聾の底部片で，外面に木葉痕が施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期の7世紀前葉と考えられる。

∈∃：

第36園　第371号住居跡出土遺物実測図
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図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第36図 杯 A L 14 ．8］ 体部か ら口緑部 にかけ ての破片。体 体部内 ・外面横ナデ。体部外面へラ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 210 2

1 土 師 器 B （3．8） 部は内攣 して立 ち上が り，休部と口 削 り。内面ナデ。 ア 5 ％
縁部の境 に稜 をもつ。稜の直下に部

分的な沈線 を残す。 口縁部はやや 内

傾す る。

にぷい黄橙色

普通

覆土 中
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床　全体的に平坦である。

炉　中央部に付設されている。長径80cm，短径38cmの楕円

形で，4cmはど掘りくぼめた地床炉である。

炉土層解説

1暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，ローム小ブ
ロック極微量

2　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，炭化粒子少量，
ローム粒子極微量

3　暗　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量
4　褐　　　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子中量
5　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量

．∠千一：

0　　　　　　　5cm

」　に＿」

第39図　第372号住居跡出土遺物実測図

ピtyト1か所（Pl）。Plは，長径28cm，短径22cmの楕円形で，深さ26cmである。位置から，出入り口施設

に伴うピットと考えられる。床面を丁寧に精査したが，他にピットを確認することはできなかった。

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　極暗褐色　ローム粒子中量

遺物　土師器片17点が出土している。1の土師器相が中央部床面から，2の土師器器台が南西壁寄りの床面か

らそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，炉を持ち，1の土師器札　2の土師器器台が出土していることから，古墳時代前期と考

えられる。

第372号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第39 図 柑 B （2 ．3） 底部片 。丸底。休部は 内攣 して立ち 休部 ・底部外面 へラ削り。内面刷 毛 砂粒 ・石英 P 2 105
1 土 師 器 上がる。 目調整後，へラナデ。 内 ・外面赤彩 にぷい赤褐色 20％

処理 。 普通 中央床面

2

器　　 台 A　 6 ．7 脚部一部欠損。脚部はハの字状 に開 脚部 ・器受部外面へ ラ磨き。器受部 砂粒 ・スコリア P 21（X；
土 師 器 B　 7．1 く。 4 か所に透か し孔をもつ。器受 内面へ ラ磨 き。脚部内面刷毛 目調整。 にぷい橙色 90％

D　 9 ．8

E　 4 ．7

部は内攣 して立 ち上が り， ロ縁部に

至 る。端部に平坦面をもつ。
普通 南西壁寄 り床面

第376号住居跡（第40図）

位置　調査5区北西部，I12i5区。

重複関係　第375号住居跡の下位に構築されているので，本跡が古い。

規模と平面形　重複により規模も平面形も明確ではないが，長軸［3．95］m，短軸［3．70］mの方形と推測される。

主軸方向［N－70－W］

床　全体的に平坦である。

竃　北壁中央部に焼土があり，竃があったと考えられるが，形状，規模等は不明である。

覆土　2層からなり，人為堆積と推測される。

土層解説

1極暗褐色　口一ム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土小ブロック・炭化物微量
2　極暗褐色　炭化粒子中量，廃土粒子微量
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第梱図　第那号住居跡◎出立遺物実測園
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遺物　土師器片58息　須恵器片3点が出土している。1の土師器埠が覆土中から出土している○

所見　本跡の時期は，第375号住居跡の下位に構築されていることと，出土遺物から古墳時代後期の7世紀後

半と考えられる。

第376号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第40図 ま不 A ［13 ．6］ 体部か ら口緑部にかけての破片。体 口緑部内 ◎外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 2 02 3

1 土 師 器 B （3 ．4） 部は 内攣 して立ち上が り， ロ緑部に ラ削 り。内面ナデ。 ア　 赤色 10％

至 る。 普通 覆土 中
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②　奈良◎平安時代

欝瑠臓号住居跡（第4且図）

位置　調査5区南西部，L12d8区。

規模と平面形　長軸3．47m，短軸3．15mの方形である。

主軸方向　N－900－E

壁　壁高は4・＼▼8emで，緩斜して立ち上がる．

床　全体的に平坦で，よく踏み固められているし、

竃　東壁を壁外へ80cmはど掘り込み，付設されている。天井部は崩落して残存せず，砂混じりの灰色粘土で構

築された左袖部の一部が確認された。火床部は楕円形に4cmはど掘りくぼめられ，火熱を受け，赤変している。

竃土層解説
1　黒褐色　ローム粒子微量

2　黒褐色　粘土粒子少量，焼土粒子微量
3　黒褐色　焼土粒子◎粘土粒子微量
4　暗褐色　粘土粒子少量
5　黒褐色　ロー一一ム小プロ、ソク・粘土粒子少量
6　極暗褐色　焼土粒子微量

7　極暗褐色　ローム粒子◎焼土粒子少量
8　暗　褐色　ロー－1ム粒子中量
9　暗　褐色　ローーム粒子・粘土粒子微量
10　黒褐　色　粘土粒子中量，廃土粒子微量

1
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．

4

　

5

　

だ

U

　

7

　

8

　

9

　

0

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

1

　

2

黒褐色　粘土粒子少量，焼土粒子微量
暗褐色　ローム粒子・廃土粒子・粘土粒子少量
黒褐色
極暗褐色
黒褐色

黒褐色
黒褐色
極暗褐色

粘土粒子微量
焼土粒子◎粘土粒子微量

焼土粒子e粘土粒子微量
粘土粒子少量，焼士粒子微量
ローム粒子◎焼土粒子少量，炭化粒子◎粘土粒子微量
焼土粒子少量，粘土粒子微量

暗褐色　ローム粒子中量

黒褐色　ロトーム粒子砂焼土中ブロック微量

④）

第射図　筑二摘号住屈跡冥測園
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暖色y睦　4か所（Pl～P4）。Plは径22cmの円形で，深さ21cmである。P2は長径75cm，短径50cmの楕円形で，

深さは28cmである。P4は長径17cm，短径13cmの楕円形で，深さ33cmである。いずれも主柱穴と考えられる。

P3は上端部分が崩落して広がっているが，本来は径40cmはどの円形と推測される。深さは35cmで，位置から

出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土12層からなり，自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量　　　　　　　7　褐　　色　ローム粒子中量

2　黒褐色　ローム粒子・廃土粒子・粘土粒子微量　　　　8　暗褐色　ローム中プロ、ソク中量，ローーム粒子・炭化物・炭化粒子少量
3　黒褐色　焼土粒子◎ローム粒子◎粘土中ブロック微量　9　極暗褐色　ローム粒子。廃土粒子微量
4　黒褐色　焼土粒子eローム粒子微量　　　　　　　　10　黒褐色　ローム小ブロック◎ローム粒子微量

5　黒褐色　炭化物eローム粒子少量，炭化粒子微量　　11褐　　色　ローム粒子多量，炭化粒子少量
6　黒褐色　焼土粒子◎ローム粒子少量　　　　　　　　12　黒褐色　炭化粒子多量，ローム粒子少量

遺物　土師器片53点が出土しているが，ほとんどが砕片である。

所農　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から平安時代と思われる。

なお，本跡の南部が平成7年度に調査され，既に報告されているが，平成8年度に残る北部を調査したので，

平成7年度分の実測図と合成し，新しい事実を加えて解説した。（茨城県教育財団文化財報告第120集参照）

第別号住居跡（第42図）

位置　調査5区東部，I14il区。

規模と平面形　長軸5．90m，短軸5．60mの方形である。、

主軸方向　N－100－W

壁　北側から南西部にかけて確認され，壁高は10、・24CImで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　上幅15～25cm，下幅5～10cm，深さ8～15cmで，全周している。断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，よく踏み固められている。

竃　北壁中央部を壁外へ25cmはど掘り込み，砂質粘土で構築されている。長さは114cm，袖幅105cmで，袖の内

壁は火熱を受けて赤変している。火床部は床面を6cmはど掘りくぼめられており，火熱を受けて赤変している。

煙道は，緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1　暗赤褐色　焼土粒子◎炭化粒子少量，焼土中ブロックeローム粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子e炭化粒子⑳ローム粒子少量，粘土粒子微量

3　暗赤褐色　灰多量，焼土粒子e炭化粒子少量，ローム粒子微量
4　暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子。灰e粘土粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子e粘土粒子少量，焼土粒子e炭化粒子eローム小ブロック微量
6　暗褐色　ローム粒子e粘土粒子◎砂少量，焼土中ブロック◎廃土粒子ゆ炭化粒子◎ローム小ブロック微量

だty睦　5か所（Pl～P5）。Plは，径63cmの円形で，深さ48cmである。P2は，径72cmの円形で，深さ51cm

である。P3は，長径91cm，短径75cmの楕円形で，深さ70cmである。P4は，長径88cm，短径74cmの楕円形で，

深さは73cmである。いずれも主柱穴と考えられる。P5は，長径36cm，短径30cmの楕円形，深さは32cmで，出

入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなり，自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック。焼土粒子e炭化粒子eローム中◎小ブロック微量

2　黒褐色　ローム小ブロックのローム粒子少量，焼土粒子。炭化粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子多量

4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量
5　黒褐色　焼土中ブロック◎焼土粒子少量，ローム小ブロックeローム粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子e炭化粒子eローム小ブロック。粘土粒子e砂微量
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遺物　土師器片那意　須恵器片摘盛　土製品結蛍　鉄渾　意が出土している。　の土師器輝ヲ　～　の須恵

器埠が重なるように斜位で北壁際覆土下層から，勘　の須意器蓋が覆土車から，　の須恵器蓋がP　の南西

側の覆土下層から声　の土師器鉢がP　の東側の床面からそれぞれ出土している。鍔の須恵器塔は混入である。

所農　本跡の時期は芦　～　の須恵器塔が出土していることから　奈良時代の　健紀前葉と考えられる。

！′豆：；∴二ノ1‘三言ニ‘＿こ，＿　∴二油Jへふ．・ノ：

第別号住居跡出土遺物観察蓑

9

頂9cm

－

図版番頭 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土。色調 e焼成 備　　 考

第43図 杯 Å 13．6 丸底．休部は外傾して立ち上が畑 目線部内e外面横ナデ㍉休部外面へ 砂粒。雲母・スコリ P 2014

温 土 師 器 B　 4．1 口緑部に至る√　口緑部内面直下に一 ラ削り．内面ナデ． アe石英　 橙色 且擁％

条の沈線をもつ。 普通　 喋付着 北壁際覆土下層

2

鉢 A 「20．81 底部から日緑部にかけての破片子平
I
口縁部内。外面横ナデ㍉休部 e底部 砂粒 e雲母。スコリ P 2015

土 師　器 B　 7．6 底。休部は内攣して立ち上が年　 休 外面へラ削り㍉内面へラ削り衡　 ナ アe石英 35 90
e 「8．01 部と口縁部の境に稜をもつ㍉　日緑部 脚．．こ．．．＿沸フ㌔ 明赤褐色 P 5東側床面

は外反する㍉ 普通　 二次焼成

3

杯 Å　 8．6 目線部一部欠損。丸底。休部は外傾 口縁部から体部にかけての内・外面 砂粒・雲母。石英 P 2016
須 恵 器 8　 4．4 して立ち上がり，日緑部に至る㍉ ロクロナデ．底部回転へラ切り後， 灰黄色 95％

e　 6．1 手持ちへラ削り㍉　ロクロ回転左J 普通 北壁際覆土下層

4

杯 A　 9．0 口緑部一部欠損㍉丸底．休部は外傾 日縁部から体部にかけての内。外面 砂粒。雲母。石英 P 2017
須 恵 器 B　 4．2 して立ち上がり，口縁部に至る予 ロクロナデい底部手持ちへラ削り． 灰黄色 85％

C　 6」 ロクロ回転左。 普通 北壁際覆土下層

5

杯 Å　 9．2 口緑部一部欠損．丸底．休部は外傾 日縁部から休部にかけての内e外面 砂粒。雲母 P 2018

須 恵 器 8　 4．4 して立ち上が年　 目緑部に至る㍉ ロクロナデ㍉底部手持ちへラ削り㍉ 灰白色 70㌔

C　 6．3 ロクロ回転左章 普通 北壁際覆土下層

6

年 A は1．8〕 休部から口緑部にかけての破片√体 口緑部から休部にかけての内。外面 砂粒・雲母 P 2019

須 恵 器 B ぐ3．71 部は外傾して立ち上が年　 口緑部に ロクロナデ。 灰白色 5 ％

至る。 普通 覆土中

7

蓋 B （2．5）扁平なっまみがっく㍉天井部は緩や 天井部外面回転へラ削り．内面ロク 砂粒・雲母・石英・ P 2020

須 恵 器 F 「3．81

G　 O．7

かに下降する。 ロナデ。 長石　 にぷい赤褐色

普通

30％

P J南西側覆土下層

8

蓋 B （1．6） 天井部片。ボタン状のつまみがっく。天井部外面回転へラ削り㍉内面ロク 砂粒・雲母。長石 P 2021

須 恵 器 F　 3．9

G　 O．6

天井部は緩やかに下降する。 ロナデ。 灰色

普通

100。

覆土中

9

蓋

須 恵 器

A q 3．2」

B （1逓）

l

口緑部片。内面に短いかえりがっく。日緑部内。外面ロクロナデ㍉ 砂粒・雲母。石英

にぷい黄橙色
普通

P 2022

5 9も

覆土中
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第別号住居跡（第45図）

位置　調査5区北東部，Ⅲ3f8区。

重複関係　第190号土坑に掘り込まれているので，本跡が古い。

規模＆平面形　一辺が4。50mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は1～15cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝北壁下中央部から東壁下中央部にかけて確認され，上幅10～15cmタ下幅3～6cm，深さ5～8cmで，断

面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，竃から中央部がよく踏み固められている。

竃北壁中央部を壁外へ5cmほど掘り込み，付設されている。長さは88cm，袖幅［150］cmである。袖部は右袖

の一部しか残存していない。火床部は楕円形に13cmはど掘りくぼめられている。煙道は外傾して立ち上がる。

竃土層解説

1黒褐色　廃土小ブロックe焼土粒子e炭化粒子少量
2　暗赤褐色　焼土粒子◎焼土中ブロックe炭化粒子多量

3　暗赤褐色　焼土中ブロックe焼土粒子多量，焼土中ブロックe炭化粒子中量
4　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロックe炭化粒子中量
5黒褐色焼土粒子e炭化粒子中量

ぽty睦　5か所（Pl～P5）。Plは，径20cmで，深さ52cmである。P2は，長径23cm，短径mmの楕円形で，

深さ6細である。P3は，長径65cm，短径触mの楕円形で，深さ38cmであるo P4は，長径27cm，短径20cmの

楕円形で，深さ触孤である。これらのピットは，位置から主柱穴と考えられるo P5は，径26cmの円形，深さ

は2細で，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子e炭化粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，廃土粒子e炭化粒子微量
3　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム中◎小ブロック少量
4黒褐色ローム中e小ブロック少量

遺物土師器片55点，須恵器片鳩礫1点が出土している。1の土師器賓が覆土中から，2の須恵器杯が東

側床面から出土している。

所農　本跡の時期は，出土遺物から奈良時代の8世紀前半と考えられる。

第朋図　第別号住居跡出土遺物実測図
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第346号住居跡出土遺物観察表

図版番司 器　 種 計測値（Cロ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第44図 璽 A ［2 7 ．6］ 口綾部片。 口緑部は外反 し，端部 は 口縁部 内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 20 25
1 土 師 器 B （3．7） 短 くつ まみ上げ られている。 ア ・石英

にぷい褐色　 普通

5 ％

覆土中

2

杯 B （2 ．4） 底部か ら体部 にか けての破片。平底。体部内 ・外面ロクロナデ。底部外面 砂粒 ・雲母 P 2 02 4
須 恵 器 C ［10 ，0］ 休部は外傾 して立 ち上が る。 手持ちへラ削り。 灰白色

普通
15％

東側床面

第350号住居跡（第47図）

位置　調査5区中央部，J13f8区。

重複関係　第354号住居跡を掘り込んでいるので，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸5．51m，短軸4．56mの長方形である。

主軸方向　N－190－W

壁　壁高は2～12cmで，緩やかに立ち上がる。

床　全体的に平坦で，竃前面が踏み固められている。

竃北壁中央部に付設されている。竃中央部が耕作による撹乱を受けているため，袖部は残存しているが，火

床部は確認できなかった。袖幅は，101cmである。

竃土層解説

1暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・砂少量，焼土小ブロック・ローム粒子・粘土粒子微量
2　黒褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック・砂少量，ローム粒子微量，粘土粒子極微量

ピット　2か所（Pl・P2）o Plは径27cmの円形で，深さ22cmであるo P2は径26cmの円形，深さ30cmで，い

ずれも主柱穴と考えられる。床面を丁寧に精査したが，他にピットを確認することはできなかった。

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量

2　暗褐色　ローム大ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・ローム中ブロック微量，炭化粒子極微量
3　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム中ブロック・ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
4　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

∴11

4

第46図　第350号住居跡出土遺物実測図
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遺物　土師器片158点，須恵器片5点，陶器片2点，鉄樺1点，不明土製品2点が出土している。1の土師器

動坤央やや西寄りの覆土下層から，2の須恵器杯が竃左袖部から，3の須恵器蓋が覆土中からそれぞれ出土

している。4は須恵器賓の休部片で，外面に格子目叩きが，内面に当て具痕が見られる。

所見　本跡の時期は，出土遺物から奈良時代の8世紀前半と考えられる。
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第47図　第350号住居跡実測図
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第35の号住居跡出土遣物観察表

図版番 号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法　の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第46図 婆 A ［21 ．6］ 日録部片。 日録部端部 は外上方につ 目線部内 ◎外面横 ナデ。 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 20 45
1 土 師 器 B （5 ．9） まみ上げ られ ている。 ア ◎長石

にぷい黄褐色　 普通

5 ％　 中央西寄

り覆土下層

杯 A は3 ．2］ 底部か らロ縁部 にかけ ての破片。平 目線部か ら休部 にかけての内 e外面 砂粒 ・雲母 P 204 6
2 須 恵 器 B　 3 ．7 底。体部は外傾 して立 ち上が 畑　 日 ロクロナデ。底部外面一方向の手持 灰白色 45％

C ［ 8．9］ 緑部 に至 る。 ちへラ削り。 普通 竃左袖 部

3

蓋

須 恵 器

A ［1 0．6］

B （ 2。5）

目線部片。内面に短いかえ りがっ く。 ロ緑部 内 ◎外面 ロクロナデ。 砂粒

灰黄色

普通

P 2 04 7

5 ％
覆土 中

節義層号住居跡（第48図）

位置　調査5区北東部，I13dG区。、

規模と平面形　長軸3．76m，短軸3．59nlの方形である。，

主軸方向　N一一一一1－1601－1－E

壁　壁高は＿10＼14川で，外傾して立ち上がる。、

壁満　西壁中央下から東壁南東下にかけて確認され，上幅14～23cm，下幅4～且3cm，深さ3～7cmで，断面形

はU字形である。

床　全体的に平坦で，竃から中央部にかけて踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。長さ温10cm，袖幅125cm，壁外への掘り込みは触mである。袖部の内壁は火

熱を受けて赤愛している。火床部は床面を3Ⅷほど掘りくぼめており，火熱を受けて赤変している。煙道は

外傾して立ち上がる。

竃土層解説
1　暗赤褐色
2　暗赤褐色
3　暗赤褐色
4　暗赤褐色

5　暗赤褐色
6　黒褐　色
7　黒褐色
8　褐　　色

9　暗赤褐色

廃土粒子中量，焼土中ブロックe炭化粒子少量
焼土粒子多量，炭化粒子少量
焼土粒子中量，焼土中ブロック◎炭化粒子微量
焼土粒子ゆ砂多量

焼土中ブロックe焼土粒子中量，炭化粒子少量
炭化粒子多量，焼土粒子中量，廃土小ブロック少量
廃土粒子◎炭化物◎炭化粒子少量
砂多量

焼土粒子多量，炭化粒子中量

ぼ亀y匪　2か所（Pl，P2）。Plは，長径63cm，短径48cmの楕円私　深さ3鼠cmで，主柱穴と考えられる。P2

は　長径亜cm，短径36cmの楕円形　深さ摘cmで　出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵究　南西コ…ナ…部で確認されている。長径95C勘　短径80cmの楕円形で，断面は皿状をしている。

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　廃土粒子・ローーlム粒子中量，炭化粒子。ローーlム小プロ、ソク少量
2　褐　　色　ローム粒子多鼠　廃土粒子◎ローム小ブロック少量，炭化粒子のローム中ブロック微量

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子◎ローム小ブロック微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量，焼土粒子極微量
4　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロックe粘土粒子微量

遺物　土師器片212点，須恵器片19点が出土している。2の須恵器杯がPl北側の覆土上層から逆位で，3の

須恵器杯が南壁際の床面から，4の須恵器埠が南西コーナー付近の覆土上層から，1の土師器賓が西壁際の覆

－59－
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土中層から，5の須恵器蓋が覆土中からそれぞれ出土している。6は須恵器聾の体部片で，外面に平行叩きが

施されている。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代の8世紀後某と考えられる。
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第49図　第351号住居跡出土遺物実測図

第351号住居跡出土遺物観察表

図版 番 ロ 器　 種 計測値（CⅢ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第49 図

1

肇

土 師 器

A ［13 ．4 ］

B （4 ．9）

口緑部片。 口緑部は外反す る。 口緑部 内 ・外面横ナデ。 砂粒 ・雲母

赤褐色

普通

P 20 48

10％

西壁際覆土中層

2

j不 A 12 ．6 ロ縁部一部欠損。平底。体執 ま外傾 口縁部か ら休部 にかけ ての内 ・外面 砂粒 ・雲母 ・石英 ・ P 20 49
須 恵 器 B　 4 ．4 して立ち上が り， ロ緑部に至る。 ロクロナデ。休部下端 ・底部手持 ち 長石　 暗灰黄色 9 0％

C　 7．2 へラ削 り。 普通 P l北側覆土上層

3

杯 A ［13．2］ 底部か ら口緑部 にかけての破片。平 口緑部 から休部にかけての内 ・外面 砂粒 ・雲母 ・石英 ・ P 2 05 0
須 恵 器 B　 4 ．3 底。休部は外傾 して立ち上が り， ロ ロクロナデ。休部下端手持 ちへ ラ削 長石 6 0％

C　 7 ．8 緑部に至 る。 り。底部回転へラ切 り後，手持ちへ

ラ削 り。
灰黄色

普通

南壁際床面

4

杯 A ［11 ．6］ 底部か ら口縁 部にかけ ての破片。平 口緑部か ら休部 にかけ ての内 ・外面 砂粒 ・石英 P 20 5 1
須 恵 器 B　 4 ．5 底。休部は外傾 して立 ち上が り，口 ロクロナデ。休部下端 ・底部手持 ち 黄灰色 45％　 南西コーナ

C　 6 ．6 縁部に至る。 へラ削 り。 普通 ー付近覆土上 層

5

蓋 A ［1 3．6］ つまみ 欠乱 天井部は扁平で， 口縁 天井 部回転 へラ削 り。 口緑部 ・内面 砂粒 ・雲母 ・石英 P 2 05 2
須 恵 器 B （2 ．2） 部は短 く屈曲す る。 ロクロナデ。 黄灰色

普通

10％

覆土 中

第353号住居跡（第18図）

位置　調査5区北東部，I13。7区。

重複関係　第352号住居跡を掘り込んでいるので，本跡が新しい。

規模と平面形　東側約2分の1が調査区域外へ延びているので，規模や平面形は明確ではないが，南北方向

3・11m，東西方向（2．65）mで，方形または長方形と考えられる。

主軸方向［N－150－W］

壁　壁高は1～7cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　西壁下，および北壁下の一部から確認され，上幅9～15cm，下幅3～5cm，深さ3～4cmで，断面形は

U字形である。

床　全体的に平坦で，軟らかい。

竃　北壁に付設されているが，東側2分の1が調査区域外のため，西半分だけを確認した。左袖部は残存して

いない。火床部は床面を7cmはど掘りくぼめており，火熱を受けて赤変している。

ピット　床面を丁寧に精査したが，ピットは確認できなかった。

覆土　6層からなり，人為堆積と推測される。
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欝渕図　第弱者住居跡出藍遺物窯測園

土層解説

1　黒褐色　しトーム粒戸巨鼠　廃土粒子・炭化粒子少鼠　廃

土！」←れト′ク・粘土粒子微量

2　暗赤褐色　廃土粒子・炭化粒子中量．廃土小ブしブ、、′ク。しブ

ーム粒子少還ラ　ロ…ム中ブロック珍粘土載予磯I L1　－1一一l　＿－こ＿　　J l　′′ヽ

El＿

野＿

：3　黒　褐　色　廃土二粒一一千。炭化粒子。ローーム粒f一少鼠　ロー一一！．、

小ゾしフック微量

・1　黒　褐　色　炭化粒子中量，廃土小▼ブしコック。廃土粒子e H図

一11ム粒子少量，ローーム小ブ［コック微量

5　暗褐色　粘土粒子中量，廃土粒子e炭化粒子。しトーム粒

子少量

6　黒褐色　しトーム粒fヰー鼠　廃土粒－f一・炭化粒子しトーム小
ゾしト′ク少量

∴＋　．．・・′．罠ノ‥、′十　　　　、′′　　　∴　　′′　ノー4／＿　′・・．　、′・　1

‥　べ十年′、、．工ニ：十ジノ　J′1′　′′　′、′′、　′　　ノ．、J′′、　、′　ノノ　つ　′㍉′．：く　′、、六？l？．・

推定されるし、

第353号住居跡出土遺物観察哀

図版番頭 器 種 計測値（雨 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴　 i胎土 魯色調 機 可　 石蕗　 考

第50図　　 賓 Å白3．針 H 縁部片㍉口縁部は外反 し，端部は ＝縁部内e外面構ナデい　　　　　　 砂粒 ・雲母 ・てコリ　 P 2059
1　　 土 師 器 8 し3．鋸 上方につまみ上げられている．目線 ア・石英　　　　　　 5 0。

部外面直下に一条の沈練をもつ㍉ にぷい褐色　 普通　 竃内

第義号住居跡　第別図）

位置　調査5区北東部，I13h5区√

規模と平面形　長軸3．08m，短軸2．86mの方形であるこ、

主軸方向　N－30－E

壁　壁高は2＼5（lmで，外傾して立ち「二がる。、

壁溝　上幅　～蟻cm　下幅　～5cm　深さ　～6cmで　全周している。断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，踏み固められている、－、

竃　北壁中央部に付設されている。袖幅はⅢ旺mである。火床部と思われるところから左袖部にかけて，トレ

ンチャ一による撹乱を受けており，左磯部は一部が残存しているに過ぎない。磯部は壁面に砂質粘土を貼り付

けて構築しているし‥、

憲土層解説
1　暗赤褐色　廃土粒子多量

ぼ亀y睦　床面を丁寧に精査したがタ　ピットは確認できなかった。

覆土　2層からなり，自然堆積である、、

土層解説
1　極暗褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ロ…ム小ブロック少量

遺物　土師器片仕蕪，陶器片且点が出土している。いずれも覆土中からの出土である。

所農　本跡は出土遺物が少なく時期判断は難しいがタ　遺構の形態から平安時代と考えられる。
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第51図　第356号住居跡実測図

第357号住居跡（第52図）

位置　調査5区北東部，I13g6区。

規模と平面形　長軸3．40m，短軸2．85mの長方形と考えられる。

主軸方向　N－100－W

壁　北および西側のみ残存し，壁高は6cmで外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に砂質粘土で構築されている。長さ110cm，袖幅120cmで，壁外への掘り込みは40cmである。火

床部中央部を北西方向に18cm幅でトレンチャ一による撹乱を受けており，火床部は12cmほどくぼんでいる。

袖部は，壁面に砂質粘土を貼り付けて構築している。煙道は，緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1　黒褐色　焼土粒子中量，炭化粒子微量
2　暗褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック・炭化粒子少量

3　黒褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量
4　黒褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック・炭化粒子中量

ピット　床面を丁寧に精査したが，ピットは確認できなかった。

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
2　暗褐色　ローム粒子多量
3　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子中量

遺物　土師器片23点，須恵器片4点が出土している。1，2の須恵器杯が覆土中から出土している。

一一63－
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第52図　第357号住居跡実測図

第53図　第357号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　1m

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥－　i

0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿；　　　！

所見　本跡は出土遺物が少なく時期判断は難しいが，遺構の形態と出土遺物から，平安時代の9世紀前半と考

えられる。

第357号住居跡出土遺物観察表

図版 番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第53図 杯 A ［1 4．6］ 休部 か らロ縁部にかけての破片。体 口緑部か ら体部にかけての内 ・外面 砂粒 ・雲母 P 20 7 2

1 須 恵 器 B （ 3．3） 部 は外傾 して立ち上が り，ロ縁部 に ロクロナ デ。休部下端手持 ちへラ削 灰色 5 ％

至 る。 り。 普通 覆土中

2

杯 B （ 2．2） 底部か ら休部にかけての破片。平底。体部 内 ・外面 ロクロナデ。底部 回転 砂粒 ・雲母 ・石英 P 20 73

須 恵 器 C　 7 ．2 体部は外傾 して立ち上 がる。 へラ削 り。体部下端磨滅。 明黄褐色

普通

4 0％

覆土中
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第361号住居跡（第55図）

位置　調査5区北西部，I12e6区。

規模と平面形　長軸3．54m，短軸3．32mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は3～8cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅10～15cm，下幅3～8cm，深さ5～8cmで，全周している。断面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に壁外へ11cmはど掘り込み，付設されている。耕作による撹乱を受けており，袖部は左袖部の

一部が残存しているに過ぎない。火床部は浅く掘りくぼめられ，火熱を受けて赤変している。煙道は緩やかに

立ち上がる。

竃土層解説
1赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子微量

3　極暗褐色　廃土粒子少量，廃土小ブロック・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　5か所（Pl～P5）。Plは，長径31cm，短径26cmの楕円形で，深さ28cmである。P2は，径37cmの円

形で，深さ26cmである。P3は，長径36cm，短径30cmの楕円形で，深さ25cmである。P4は，径34cmの円形で，

深さ26cmである。いずれも，主柱穴と考えられる。P5は，長径28cm，短径24cmの楕円形で，深さ20cmである。

出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　単一層で，自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・ローム小ブロック・粘土小ブロック微量

遺物　土師器片115点，須恵器片7点が出土している。1の土師器聾が北壁近くの床面から，2の須恵器杯が

西側覆土中層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から奈良時代の8世紀前葉と考えられる。

一一一一65－

第54図　第361号住居跡出土遺物実測図
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第55図　第361号住居跡実測図

第361号住居跡出土遺物観察表

1

0　　　　　　　　　　　　　　1m
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図版番口 器　種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第54図 璽 A ［28．0］口緑部片。ロ縁部は外反し，端部は 口緑部内・外面横ナデ。 砂粒・雲母・スコリ P2080

1 土師器 B （8．2）上方につまみ上げられている。 ア・石英

にぷい褐色　普通

5％

北壁近く床面

2

杯 B （2．4）底部から休部にかけての破片。平底。体部内・外面ロクロナデ。休部下端・砂粒・雲母 P2082

須恵器 C ［8．6］休部は外傾して立ち上がる。 底部手持ちへラ削り。 褐灰色

普通

30％

西側覆土中層

－136－



第365号住居跡（第56図）
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第％図　第365号住居跡・出土遺物実測図
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位置　調査　区北部誹は摘区。

重複関係　第362号住居跡を掘り込み　第謎号住居跡の上部に構築されているので芦　両住居跡より新しい。

規模藍平面形　最軸狛防恥　短軸3824mの長方形である。

主軸方向　N－100

壁　北東コーナーから西側にかけて確認されタ　壁高は4～6cmで学　外醸して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。

憲　北壁中央部に付設されている。規模は　長さ建鮎m　袖幅摘翫m　璧外への掘り込みは7cmである。磯部は

壁面に砂嚢粘土を貼り翻すて構築している。火床部は，床面を5餓ほど掘りくぼめているが芦　赤愛している部

分は確認できなかった．煙道は，緩やかな傾斜で立ちI二がる、、

竃土層解説

1　暗　褐　色　ロー一ム粒子中量，廃土粒子微量

2　極暗赤褐色　廃土粒子中量、焼土中。小プロ、ソク少鼠　炭化粒子。しトーム粒子・粘土小ブしコ、ソク。粘土粒子微量

3　極暗褐色　ローlム小ブロック。ロー一一ム粒子少量，廃土小プロ、ソク。廃土粒子。炭化粒子微量

－1極暗褐色　廃土粒子。ローーム粒子少鼠　廃土小プロ、ソク。炭化粒子。しコ一一一一ム小ブロックe粘土粒子微量

5　黒　褐　色　廃土粒子・炭化粒子。しブ一一ム粒子e粘土二粒子微蔓

6　黒　褐　色　廃土粒子・炭化物。炭化粒If一・しトーム小ブしブック・しトーム粒子微量

暖もy睦　且か所（Pl）。P　は長径飢cmタ　短径瓢cmの楕円形　深さ那cmで　出入り口施設に伴うピットと考え

られる。

覆土　4層からなり，自然堆積である、、

土層解説

1　黒　褐　色　ローl一ム粒子少量，廃土粒子。炭化粒子・しブ一一ム小ブしトノク微量

2　黒　褐　色　ローーム粒子少量、廃土小ブロック。廃し粒子。炭化物。炭化粒f－・しトーム小ゾしコック微量

3　黒　褐　色　Lr7－一ム粒子少鼠　焼土粒子。炭化粒子微旨

・－1黒　褐　色　廃土粒子。ローーlム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片光点　須恵器片　意が出土している。且の須恵器饗が㌘lの北側の覆土中層から出土してい

る。

所見　本跡の時期は，出土した遺物から平安時代の9世紀後半と考えられる．こ、

第謎号住居跡出土遣物観察蓑

図版番可 器 種 計測値（cn） 器 形 の 特 徴　 ！　 手 法 の 特 徴　 i胎土⑳色調欄 成 備　　 考
第年 器

聾
1 1

Å［2L 4］
B （17．4）

体部上位から日録部にかけての破片。ロ緑部外面横ナデ。内面へラナデ。 攣粒砂石英
休部は内攣して立ち上が廿　 日緑部　休部外面平行叩き．　　　　　　　 灰色
は外反し，端部は上方につまみ上げ　　　　　　　　　　　　　　　　 普通
られている。

P 2091
20㌔
P l北側覆土中層

第詭号住居跡（第閻図）

位置　調査5区北部，I12ro区。

重複関係　第362号住居跡を掘り込み，第誠号住居跡の下位に構築されているので，第362号住居跡より新し

く，第365号住居跡より古い。二，

規模と平面形　長軸3．48m，短軸3．38mの方形である。、

主軸方向　N－110－W

壁　壁高は7～9cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。、

－68－
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第57図　第366号住居跡・出土遺物実測図

竃　北壁中央部に付設されている。規模は，長さ80cm，袖幅［101］cm，壁外への掘り込みは40cmである。袖部

は砂質粘土で構築されているが，重複による撹乱のためほとんど残存していない。火床部は床面を浅く掘りく

ぼめており，火熱を受けて赤変している。煙道は緩やかに立ち上がる。

覆土　3層からなり，人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
2　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量

3　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量

遺物　土師器片73点，須恵器片1点が出土している。1の須恵器杯が宥土中から出土している。

所見　本跡の時期は，1の須恵器杯から平安時代の9世紀前葉と考えられる。

第366号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（CⅢ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第57図 杯 A ［1 2．8］ 底部か ら口緑部 にかけての破片。平 口縁部か ら休部にかけての 内 ・外面 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 2 0（X ）
1 須 恵 器 B　 4 ．3 底。休部 は外傾 して立 ち上が り，口 ロクロナデ。休部下端手持 ちへ ラ削 ア ・石英 20％

C ［6 ．4 ］ 緑部に至 る。 り。 にぷい赤褐色　 普通 覆 土中

llll69－



第367号住居跡（第58図）

位置　調査5区北西部，I12b7区。

規模と平面形　耕作による撹乱のため規模や平面形は明確ではないが，長軸［3．45］m，短軸［3．40］mの方形と

推定される。

主軸方向［N－60－W］

床　全体的に平坦である。

竃　北壁中央部に付設されている。耕作による撹乱を受けているため，規模は長さ（57）cm，袖幅（59）cmである。

火床部は床面を浅く掘りくぼめており，火熱を受けて赤変している部分がわずかに見られる。煙道は　外傾し

て立ち上がる。

寵土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック少量，炭化物微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

覆土　覆土は確認できなかった。

遺物　土師器片65点，須恵器片4点が出土している。1の土師器高台付杯が中央やや北寄りの床面から出土し

ている。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少ないが1の土師器高台付杯が出土していることから，平安時代の10世紀以

降と考えられる。
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第討図　第3即号住居跡・出土遺物実測図
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図版番口器種恒臓軽的ラ　　 器形の特徴　　　　 手法の特徴　　 恒 ⑳色調◎焼成
備　　考

第讐図票雷芸 喜［iii；］煮 窯曇写真㌍ ‰ 豊 庸 翠 幾 密 麺 頭 蜜 喪 元

けて回転へ予削年　内面へラ磨き∴　にぷい黄橙色

P2092
900。
中央北寄り床面

E　O・6　　　　　　　　　　　　　　　 高台貼月什け軋　ナデ㍉内面黒色処　普通
理。

′　　　　　＿＿　一，．一：摘

ノ＼′　′、　　　　二

・・一　　　‥／ノ　ヽ　　一・・一　　　　′　　　′・・′′　　　′、′　ノ、

‾　　、　　ヾ　　　′′′　　二　　二　′．　．言

主軸方向　N－1－1170－－－1つ1

ニ　　　　　　′、、′　　　　　　　　　　！　∴）

・・　　　　　′　　　　　　　、　　′　′′　　　・′

ノ、′、ノ、、ノノ、　　　　′　　′　　　′　　′′、　　　　′　　　　　　ノ・’　　つ．　′　′‥・′、ノ′　′、こく′　一　∴、ら

磯部は砂質粘土で構築している0火床部は浅　掘り　ぼめられており　火熱を受けて赤愛している。煙道は学

外傾して立ち上がる0煙道の立ち上がり付近からは芦支卿に使用されたと思われる雲母片岩が出土している。

憲土層解説

1　黒　褐　色　廃土粒子e砂中量，炭化物微量
2　暗　褐　色　砂多量
：3　極暗褐色　焼一十二粒子e炭化粒子中鼠　砂少量

・－1極暗褐色　廃土粒子。炭化粒子・砂少鼠　炭化物微量
5　黒　褐　色　炭化粒十・砂中鼠　焼士粒守一微量
6　極暗赤褐色　焼土粒子多＿鼠　炭化粒子少量

7　黒　褐　色　廃土粒子中鼠　廃土小ブロック少鼠　焼巨巨ブしトノク微量
8　暗赤褐色　廃土粒子多量，炭化粒子少量

、　；！′、′・一　　　　、ハ・ンくくニ′・、ノ′　一言－′一　　！′：・．てノ）′上　皇／′人品・‥当一・′　′′：∵∵′l．

である。いずれも主柱穴と考えられる。

貯蔵究　北東コ…ナ…付近から確認されている。長径73cm芦短径揖服の楕円形笠深さは節用である。

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　廃土粒f・。しトム粒子少鼠　炭化粒子微鼠　しトーム小プロ、ソク極微量

2　褐　　色　ローーム小ブLトノク。しブーム粒子中鼠　廃土粒子。炭化粒子極微呈

3　黒褐色　灰中鼠　焼上粒子。炭化粒子。ロ一・一ム粒子少鼠　ローl一ム小ブしトノク極微量

・i　黒褐色　しトム粒子。灰少鼠　炭化粒子微鼠　しトム小ブしト′ク極微最

5　黒褐色　昧多鼠　焼土粒子e炭化粒子。ロー一一ム粒子少鼠　しトム小ブしト′ク極微品

6　暗褐色　ローーム粒子中鼠　灰微鼠　炭化粒子・U一一ム小ブしトノク極微量

覆羞　複層からなり，自然堆積である。

土層角睾説

1黒褐色　ロー→ム粒子中鼠　ロー一一ム小プロ、ソク少量，廃土粒守一。炭化粒子微量

2　黒褐色　ロー′r一ム粒子少鼠　廃土粒子。炭化粒子微量

3　黒褐色　ロー一一！・＼粒子少量，廃土粒子。炭化粒子・ローーム小ブロック微量

・l　黒褐色　炭化粒子中鼠　廃土粒子・ロー一一ム粒子。粘土粒子少量

遺物　土師器机謂意　須恵器片謎私立製品　息鉄製品　意が出土している。且の土師器高台付椀が竃焚

口付近の床面から正位で，2の土師器高台付椀が中央部東寄りの床面から，4の土師器小皿が竃焚ロから，そ

れぞれ出土している。3の土師器椀は　竃前薗竃内　竃焚打から出土している破片と接合している。

所鳳　本跡の時期はタ　出土遺物から平安時代の摘世紀以降と考えられる。

－7且－
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第59図　第373号住居跡実測図

第373号住居跡出土遺物観察表

l」誌

QIll品　可

V

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第顔）図 高台付椀 A 14 ．4 高台部欠損。休部は内攣 して立ち上 口緑 部 ・体部外面 ロクロナデ。内面 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 2108

1 土 師 器 B （5 ．7） が り， 口縁部はやや外反す る。 へラ磨 き。高台貼 り付け後，ナデ。 ア　 内面黒色　 外面

にぷい橙色　 普通

ロ縁部煤付着

85％

竃焚 口付近床面

2

高台付椀 A ［15 ．1］ 口緑部一部欠損。短 いハ の字状に開 口緑部 ・休部外面 ロクロナデ。休部 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 2109
土 師 器 B　 5 ．6 く高台がつ く。体部は 内攣 して立 ち 下端回転へ ラ削 り。内面へラ磨 き後， ア　 にぷい赤褐色 70％

D　 7 ．0

E　 O．7

上が り， ロ縁部 は短 く外反す る。 黒色処理。高台貼 り付け。 普通

休部外面煤付着

中央東寄 り床面

－72－



第60図　第373号住居跡出土遺物実測図
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図版番 口 器　 種 計卸値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第6 0図 椀 A 18 ．8 休部か ら口緑部 にか けての破片。体 内 ・外面へ ラ磨 き。 内 ・外面黒色処 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 2 110

3 土 師 器 B （6 ．1） 部は内攣 して立 ち上が り， 口緑部に 理。 ア　 黒色 30％　 竃前面 ・

至 る。 普通 寵内 ・竃焚 口

4

小　　 皿 A ［9 ．6］ 底部か ら口緑部 にかけ ての破片。平 体部内 ・外面ロクロナデ。底部回転 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 2 10 7

土 師 器 B　 2 ．1 底。休部は内攣 して立 ち上が り， 口 糸切 り。 ア　 橙色 20％

C ［5 ．7］ 縁部に至る。 普通 竃焚 ロ

第374号住居跡（第61図）

位置　調査5区北西部，I12b4区。

規模と平面形　長軸3．32m，短軸3．30mの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は16～28cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ100cm，袖幅120cm，壁外への掘り込みは12cmである。両袖部と

も，南側の一部がトレンチヤーによる撹乱を受けている。袖部は，壁面に砂質粘土を貼り付けて構築している。

袖内面には，補強材として土師器の整片が貼り付けられている。火床部は，床面を8cmはど掘りくぼめており，

火熱を受けて赤変している。煙道は外傾して立ち上がる。煙道の立ち上がり部から，土製支脚が出土している。

薗土層解説
1　暗褐色　廃土小ブロック・ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量
2　黒褐色　粘土粒子中量，焼土粒子少量，焼土小ブロック・粘土小ブロック微量，炭化粒子極微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・粘土小ブロック微量
4　暗褐色　粘土粒子中量，廃土小ブロック・焼土粒子・ローム粒子・灰微量，炭化粒子極微量

覆土　8層からなり，人為堆積と思われる。

土層解説
1　暗褐色　廃土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量，炭化物・ローム中ブロック極微量
2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子・ローム中ブロック極微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，焼土粒子・ローム小ブロック少量，炭化粒子極微量
4　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

5　褐　　色　粘土粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量
6　暗褐色　廃土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック・粘土粒子微量
7　暗褐色　廃土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，焼土小ブロック微量，粘土粒子極微量
8　暗褐色　炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量
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第61図　第374号住居跡実測図

遺物　土師器片312点，須恵器片74点，陶器片3点，鉄津2点が出土している。3の須恵器杯が北西寄りの覆

土中層から，4の須恵器杯が中央部覆土下層から，2の土師器聾が中央部東寄りの覆土下層から，1の土師器

寮が竃前面の床面から，5の土玉が東壁際からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から平安時代の8世紀後葉と考えられる。
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第62図　第374号住居跡出土遺物実測図

第374号住居跡出土遺物観察表

図版 番 目 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第62図 要 B （ 5．9） 底部から休部下位にかけての破片。 休部外面へ ラ磨き。内面 へラナ デ。 砂粒 ・雲母 ・石英 P 2 1 11

1 土 師 器 C ［8 ．8］ 平底。休部は外傾 して立ち上がる。 底部 に木葉痕。体部外面磨滅。 にぷい褐色

普通

15％

竃 前面床面

2

要 B （3 ．7） 底部 から休部下位にかけての破片。 体部外面へ ラ削 り。 内面 へラナ デ。 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 2 1 12

土 師 器 C ［7 ．0 ］ 体部 は外傾 して立ち上がる。 底部 内面指頭押庄痕。底部 に木葉痕。 ア・石英　 明赤褐色

普通

10％　 中央部

東 寄 り覆土下層

3

杯 A ［13 ．0 ］ 底部か ら口縁部にかけての破片。平 口緑部か ら休部にかけての内 ・外面 砂粒 ・雲母 P 2 1 13

須 恵 器 B　 4 ．6 底。休部は外傾 して立ち上が り， 口 ロタロナデ。休部下端 ・底部外面手 黄灰色 35％　 北 西寄 り

C　 7 ．0 緑部 に至る。 持 ちへ ラ削 り。 普通 覆土 中層

4

杯 A ［13 ．8］ 底部か ら口縁 部にかけての破片。平 口縁部か ら休部にかけ ての内 ・外面 砂粒 ・雲母 P 2 1 14

須 恵 器 B　 4 ．0 底。休部は外傾 して立ち上が り， ロ ロクロナデ。体部下端 ・底部外面手 灰色 20％

C ［8 ．2］ 緑部に至る。 持 ちへ ラ削 り。 普通 中央覆土下層

図版番 口 種　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考
長 さ（cm） 径 （cm ） 孔径 （cm） 重 量 （g ）

5 土　　 玉 3 ．0 2 ．9 0．9 27 東壁 際 D P 2（氾4　　　　　　　　 1（沿％

第375号住居跡（第63図）

位置　調査5区北西部，I12i5区。

重複関係　第376号住居跡の上部に構築されているので，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸5．34m，短軸5．00mの方形である。

主軸方向　N－70－W

壁　壁高は10～28cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦である。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ118cm，袖幅112cm，壁外への掘り込みは飢cmである。袖部は，

砂質粘土で構築している。火床部はわずかにくぼんでおり，火熱を受けて赤変している。煙道は緩やかに立ち

上がる。

麗土届解説
1　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，砂微量，炭化粒子極微量

2　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量
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第63図　第375号住居跡実測図
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第64図　第375号住居跡出土遺物実測図

暗　褐　色　廃土粒子中量，炭化粒子微量
極暗赤褐色

黒　褐　色

黒　褐　色

黒　褐　色

極暗赤褐色

暗赤褐色

二！‡二　手
4

3へ一5　S＝七

10cm

j i I

焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土粒子微量
焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量
焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子微量

焼土粒子・粘土粒子微量，炭化粒子極微量
焼土粒子中量，炭化粒子少量，焼土小ブロック・炭化物・ローム粒子・砂微量
廃土粒子多量，焼土小ブロック少量

ピット　1か所（Pl）。Plは南壁中央の壁際から80cmはど内側に位置し，篭と同一線上に並んでいる。径53

cmの円形，深さ34cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　9層からなり，人為堆積である。

土層解説
1　黒褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化物・ローム粒子微量

2　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子少量，廃土小ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土小ブロック微量
3　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，焼土小ブロック・粘土小ブロック微量
4　黒褐色　焼土粒子中量，廃土小ブロック少量，炭化粒子・ローム粒子微量
5　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
6　極暗褐色　焼土粒子少量

7　極暗褐色　廃土小ブロック・焼土粒子・ローム中・小ブロック微量，炭化粒子極微量
8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
9　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量

遺物　土師器片734点，須恵器片17点，鉄樺1点が出土している。1の土師器聾が竃内から，2の須恵器杯が

南東部床面から，3の臼玉が竃右側の覆土上層から，4の臼玉が3の北側の覆土中層から，5の鉄鉄がPlの

東側の覆土中層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から奈良時代の8世紀前葉と考えられる。

第375号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第64 図 肇 A ［23 ．8 ］ 口緑部片。 口縁 部は外反 し，端部は 口緑部 内 ・外面梼ナデ。 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 2 115

1 土 師 器 B （3 ．2） 上方 につ まみ上げ られ ている。 ア　 赤褐色

普通

5 ％

竃内

2

杯 B （2 ，4） 底部か ら休部下位 にかけ ての破片。 休部下端 ・底部外面回転 へラ削 り。 砂粒 ・雲母 ・石英 P 21 16
須 恵 器 C ［12 ．2］ 平底。 内面 ロクロナデ。 灰黄色

普通

30％

南東床面
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図版番 口 器　 種
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考
径 （cm ） 厚 さ（cm） 孔径 （cm ） 重 量 （g ）

第朗図 3 臼　　 玉 1．6 1 ．1 0 ．3 3 ．04 竃右側覆土 上層 Q 2∝沿　 滑石片岩　　　　 80％

4 臼　　 玉 1．7 0 ．9 0 ．3 3 ．（：垢 3 の北側覆土 中層 Q 2（泊1 滑 石片岩　　　　 80％

図版番 口 器　 種
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 重 量 （g）

5 鉄　　 鍍 （12 ．7） 2．4 0 ．6 （16） P l東側 覆土中層 M 20 13
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第65図　第359号住居跡実測図
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第66図　第364号住居跡実測図

－78－

（勤　時期不明

第359号住居跡（第65図）

位置　調査5区北東部，I13f5区。

規模と平面形　耕作により削平され，規模も平面形

も明確ではないが，長軸［2．42］m，短軸［2．36］mの

方形と推測される。

主軸方向［N－680－W］

床　全体的に平坦である。中央部南側に長径53cm，

短径38cmの楕円形の粘土が確認されている。

竃　壁は確認できなかったが，北西壁と思われる中

央部に焼土があり，竃があったと考えられるが，削

平され形状，規模等は不明である。

遺物　土師器片6点が出土している。

所見　本跡は，出土遺物が少なく篭もはっきり残存

していないため，時期は不明である。

第364号住居跡（第66図）

位置　調査5区北部，I13rl区。

重複関係　第362号住居跡を掘り込んでいるので，

本跡が新しい。

規模と平面形　長軸3．04m，短軸3．03mの方形であ

る。

主軸方向　N－30－W

壁　北東・北西コーナー付近で確認され，壁高は2

～3cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北東・北西コーナー付近で確認され，上幅7

～15cm，下幅3～7cm，深さ2cmで断面形はU字形

である。

床　全体的に平坦である。



竃　北壁中央部に付設されているが，耕作による撹乱を受けており，火床部のみを確認した。火床部は，火熱

を受けて赤変している。また，西壁中央付近から径50cmの円形に焼土が確認されており，竃の可能性もある。

ピット1か所（Pl）。Plは長径32cm，短径28cmの楕円形，深さ15cmで，出入り口施設に伴うピットと考え

られる。

覆土　覆土は確認できなかった。

遺物　土師器片5点が出土している。

所見　本跡は出土遺物が少なく時期判断は難しいが，第362号住居跡を掘り込んでいることから，古墳時代後

期の6世紀後半以降と考えられる。

第369号住居跡（第67図）

位置　調査5区北西部，I12a5区。

規模と平面形　上部が削乎されており規模や平面形は明確ではないが，長軸［4．20］m，短軸［3．22］mの長

方形と推測される。

主軸方向［N－850－E］

床　全体的に平坦である。

竃　東壁中央部に付設されているが，上部が削平されており火床部のみを確認した。規模は不明である。

覆土　覆土は確認できなかった。

遺物　遺物は，出土しなかった。

所見　本跡の時期は，竃は付設されているが，出土遺物がないため，不明である。

‾‾‾‾‾‾‾‾‾一‾‾‾‾‾‾‾‾一一一l

l

l

J

l

l

＼

＿蜃＿20．2m

‾－　－　＿　．－　－・－．・・・－．－．－・・一一

可

第67図　第369号住居跡実測図
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第377号住居跡（第68図）

位置　調査5区北西部，I12C8区。

重複関係　第18号溝に掘り込まれているので，本跡が古い。

規模と平面形　北東部が調査区域外に延びており，また耕作により削平され規模も平面形も明確ではないが，

長軸［3．98］m，短軸［3．72］mの方形と推測される。

主軸方向［N－80－W］

床　全体的に平坦である。

竃　北壁中央から西寄りに付設されている。長さ98cmである。袖部は確認できなかった。火床部は浅く掘りく

ぼめており，火熱を受けて赤変している。

竃土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子・ローム中・小ブロック微量
2　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック・灰微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，廃土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

覆土　覆土は確認できなかった。

遺物　土師器片4点，土製晶1点が出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物が少なく，不明である。
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第鎚図　第377号住居跡実測図
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ノこ．′　熊の．・∴了、・－／∵・工　′」∴

1摘 腎 蝕 N一軒一㍗ 方　 形 3．47　x　3．15 4～8 平担 ‖ l 東電 － － 自然
ヽ 平成 7 年度調査

3射
恒 a 3

旛＋ぱ」射 ［方　 形〕［6．26］×［6．10］ 11 平担
巨

毯 1 … 自然、土師器（杯，賓）紡錘車

342 打日日 鮮瑠「載 ［方　形］［7．10］×［6．70］4～6 平担
巨

1 竃 … － 自然窯土師器（埠，賓，′　鉢）土製臼玉 S K 186→本跡

343 ‡14 il 鮮1 醗－W 方　形 5，90 ＼5．60 10、封平担 全問
巨

1 篭 － … 自然、土師器（埠，鉢）須恵器（埠，蓋）

344 ‡13g9 旛1 紡－W］［長方形］甘㈲］×［6．30］6～18 平担
巨

… － 人為 本跡→S D 17

3壷 ＝1日 洒斗酔一一一勘服方　形］［4瀾再現。榔］ 6 平担 2 竜 － i

34 6 ‡13ぎ8 ＼一いこ 方　形 4．50　k　t 50 10～盈平担 一部
i

4 ま 竃 － … 自然、土師器（婆）須恵器（埠） 本跡→ SK 190

34 7
恒 i7

軋＋ぽ㌧W ［長方形］［5．32］x 鉦 16］ － 平担 2 1 竃 ー － 土師器（塔）

348
iJ 13C9

軋∴鮮㌧W ［長方形］［8．㈱］×［6．07］5～6 平坦 ヱ 竃 l 人為 土師器（埠，婆） SI349→本跡

349
iJ i3C7

軋∴好㌧W 方　 形
（

6．56　x　6．55 11～14 平坦 － 1 篭 自然 土師器り不，髪　 鉢　須恵器　脚付壷）
土∃三

本跡→S I348，35 4

350 J 13ぎ8 軒二ぽ㌧群 長方形 5湖上X　叡減 2～12 平坦 2 篭 自然 土師器（聾）須恵器（杯，蓋） S I354→本跡

351 ‡13d 6 Ⅳ1 ㌢㍗ 方　形 3ヰ76　x　3ヶ59 10・＼＝平坦 一部 1 i 竃 1 自然 土師器（聾）須恵器（杯，蓋）

3 52
i
‡13d7 ［酢4 が」机 ［長方形］練 15ラX（2．15）′2～10 平坦 一部 － 人為 土師器（塔，聾）刀子 本跡→S I35 3

35 3 ＝昔H 「N一括しW 」［長方形］3．11 ×（2．65）1～7 平坦 一部 － 竃 人為 土師器（婆） SI3㍊→本跡

354 J 13e 7 N一一189wv′〃E ［方　 形］［8．70］×［8．釣〕9 ・＼12平坦 － 竜 1 土師器（隼，椀，聾）釘 SI34 9→本跡一ヰS I3 50

355 貰13 g3 甘一㌢㌧牒 方　 形 5．40 × 5．39 1～12平坦一部 3 竜 自然 土師器（棒，婆）須恵器（蓋）

356 113 h〕 N－ヤ・Y′35”′…E 方　 形 3．08　×　2 486 2～5 平坦 全問 － 竃 自然

357 ‡13 g6 酢1 ぽ㌧W 長方形 3」0 ＼2，85 6 平坦 － 亀 自然 須恵器（隼）

358 拍勘 5 軒」が㌧W 長方形 ［9．70］×［8，80］4～8 平坦 4 竃 土師器（塔，聾，甑）須恵器（蓋，寮） 本跡→S K 193

3 59 ‡13持 ［N一紺∵勘 ［方　形］［2．42］×［2．36］ 平坦 － 竃

36 1 ‡12鵬 軒－0 0 方　形 3，54　x 3．32 3′㌦8 平坦 全問 4 i 竜 自然 土師器（婆）須恵器（埠）

36 2 H 2 eo 軒1ぽ㌧W ［方　 形］ 9．12 ×［9．08］2 ′㌦7 平坦 一部 4 竃 1 人為 土師器（埠，聾）須恵器（高塚） S K 20 7－→本跡…ヰSI363 ～ノ
366　SK 206

363 I12 e9 酢」が一W 方　 形 5．52　× 5845 12～16平坦全周 4 1 竃 自然 土師器（埠，聾，甑）小玉 SI36 2，S K 2 07…す本跡

364 I13 fl 軒∵㍍㌧W 方　 形 3．04　×3．03 2～3 平坦 一部 － 1 竃 SI36 2→本跡

365 I12 fo
i
N…00 長方形 3．65　×3．24 4～6 平坦 － 1 竃 自然 須恵器（饗） SI36 2，366→本跡

3 66 ‖2仕
】
軋」が㌧W 方　形 3す亜　×3．38 7へ′9 平坦 － 竃 人為 須恵器（杯） SI362→本跡→SI365

36 7 I12も7 ［N一㍍」勘 ［方　形］［3，45］×［3．40］ 平坦 － 竃 － 土師器（高台付埠）

368 I12雨 甘 4 ㌧勘 ［方　 形］［3．85〕×［3．67］ 平坦 － 竃 － 土師器（埠）

369 I12 a5 甘欄ト 鋸 ［長方形］［4．20］×［3．22］ 平坦 － 東竃
－

370 I12C 6 N一組㌧載 方　 形 7．44　×6．87 2～7 平坦 4 1 竃 － 自然 土師器（埠，高杯，聾） S D 18→本跡

371 H 2 e5 酢→㍍ 方　 形 3．46 ×　3．36 8′～18 平坦
」

」

」

」

」

」

」

－
つ

l i

つ

」

1 i

つ

つ

竃 ！

炉 ！

可

竃 ！

竃 ！

竃 i

竃 ！

－
」

つ

つ

つ

つ

」

」

自然！

自然l

自然i

人為！

人為！

人為！

」

土師器（杯，賓） SI3 72→本跡

372 I12e4 N…550－E ［長方形］ 3．96 Xは 24］2′、6 平坦 － － 土師器（増，器台） 本跡→ SI3 71，373

3 73 I12e4 甘一㌢㌧牒 方　形 3．08　×3．01
13～18i

16～強

10～強

つ

つ

平坦 2 i

」

」

1 i

つ

つ

つ

」

土師器（高台付椀，椀，小皿） SI37 2→本跡

SI376→本跡

374 I12 b4 N…0 0 方　形 3．32　×3．30 平坦 土師器（聾）須恵器（塔）土玉

375 I12 i5 N－7㌧載 方　 形て5．34 ×5．00 平坦 土師器（賓）須恵器（杯）臼玉　 鉄鉱

376 I12 i5 細1 生龍雄方　 形］［3．95］×［3．70］ 平坦 … 土師器（杯）

I

本跡→S I375

377 I12C 8 抽パ辛華用ハ方　 形〕［3．98］×［3。72］ 平坦 － 本跡→S D 18
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（2）掘立柾建物跡

調査5区の北西部から，掘立柱建物跡1棟を検出した。以下，検出した建物跡の特徴や出土遺物について記

載する。

第習号掘立柱建物跡（第69図）

位置　調査5区北西部，m2i4区。

重複関係　第375◎376号住居跡を掘り込んでいるので，本跡が新しい。

規模　東西2間，南北1間の建物跡で，東西5．1m，南北2。7mである。柱間寸法は，桁行2．4～2。7m，梁行2。7m

である。柱穴の掘り方は，平面形が径33～壷cmの円形で，深さ32～52cmである。柱痕はタ　確認されていない。

桁行方向　N－840－Eの東西棟であるJ

者達　ブロック状の堆積をしており，人為堆積と考えられる。

掘り方土層解説
1　黒褐色　ロ…ム粒子少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ロトーム粒子少量，炭化粒子◎粘土粒子微量
3　極暗褐色　ロー一ム粒子少量，炭化粒子のローム小ブロック微量

4　暗褐色　ローム粒子中量

5　暗褐色　ローム粒子中量，ロトーム小ブロック少量
6　褐　　色　ローム中ブロック中量

7　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量
8　暗褐色　ローム小ブロック多量，焼土中ブロック中量

上1督．6m

「さ′‾一一

第的園　第　号掘立櫨建物跡実測図
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遺物　土師器片57点が出土している。

所見　本跡は，出土遺物が細片のため時期を判断するのは難しいが，奈良時代の第375号住居跡を掘り込んで

いることから，奈良時代の8世紀前葉以降と考えられる。

（3）土　坑

調査5区で，土坑23基を検出した。その中でも，しっかりしたものや特徴的なものについて記載し，その他

は一覧表に掲示した。

第186号土坑（第70図）

位置　調査5区東部，J14b2区。

重複関係　上部に第342号住居跡が構築されており，本跡

が古い。

規模と平面形　長径2．26叫　短径1．47mの楕円形である。

長径方向　N－270－E

壁面　深さは133cmで，外債して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　9層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　口一ム粒子多量，ローム小ブロック少量
2　黒褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量
3　黒褐色　ローム粒子多量，ローム大・中ブロック少量

4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム大・中
ブロック少量

5　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量，ローム大ブロ
ック中量

6　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

7　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量
8　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
9　黒褐色　ローム粒子中量

遺物　縄文土器片1点，土師器片19点が出土している。1

は，覆土中から出土した縄文土器深鉢の口緑部付近の破片

で，縄文時代後期中葉の堀ノ内I式土器である。沈線の交

点に円形の付文，無節縄文が施されている。1は混入と思

われる。

こ！こ
旦19．2m

ニ’＿＿・こ⊥＿＿－

0　　　　　　5cm

ト1・‥」

第70図　第186号土坑・出土遺物実測図

所見　本跡は，遺構の形態から陥し穴と思われ，時期は縄文時代と考えられる。

第191号土坑（第71図）

位置　調査5区北部，I13f4区。

規模と平面形　長径2．50m，短径1．92mの楕円形である。

長径方向　N－700－E

壁面　深さは50cmで，外傾して立ち上がる。

底面　緩やかな凹凸がある。
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くi　　　　可

2m

ト1－・‥l　‥－　1

第71図　第191号土坑・出土遺物実測図

］ 諭

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　；　　　［

覆土　4層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック少量，焼土小ブロック・ローム中ブロック微量

2　黒褐色　ローム粒子多量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子多量
4　褐　　色　ローム粒子多量

遺物　縄文土器片1点，土師器片85点が出土している。1の土師器寮が南東側の覆土中層から出土している。

2は覆土中から出土した縄文土器深鉢の休部片で，縄文時代後期中葉の堀ノ内I式土器である。半裁竹管状工

具による平行沈線を巡らし，その上部に粂線による格子目文を施している。2は混入と思われる。

所見　本跡は，出土遺物は流れ込みと思われ，時期は不明である。

第191号土坑出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 7 1図

1

襲

土 師 器

B （10．0） 体部片。休部 は内攣 して立 ち上がる。休部外面 へラ磨 き。内面へラナデ。 砂粒 ・雲母 ・スコリ

ア ・石英

外面黒褐色 ・内面に

ぷい褐色　 普通

P 2 11 7

5 ％

南東側覆土中層

第207号土坑（第72図）

位置　調査5区北部，I12e9区。

重複関係　上位に第362・363号住居跡が構築されており，本跡が古い。

規模と平面形　長径1．96m，短径1．28mの楕円形である。

長径方向　N－00

壁面　深さは151～163cmで，外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。
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夢魔図　第調号豊琉実測図

者達　4層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　ローlム粒子中鼠　しトム小ゾしトノク少鼠　廃土粒子極微量
2　暗褐色　しトーム粒子中鼠　炭化粒子極微呈
3　暗褐色　しトーム粒子多量

4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック微最　粘土粒子極微量

遺物　遺物は，出土しなかった。

所農　本跡は，遺物が出土しなかったが，遺構の形態から陥し穴と思われ，時期は縄文時代と考えられる。

蓑3　熊の山遺跡5区土坑一覧表

土坑

番 号
位　 置

長径方 向

（長軸方向）
平　 面　 形

規　　　 模
壁面 底面 覆土 主　 な　 遺　 物 備　　　 考

長径（軸）×短径（軸）（m ） 深さ（cm）

185 L i2d4 酢「樟－W 円　　 形 0 ．66　×　0．6j 29 －＼32 外 傾 平坦 自然 土 師器片 1 須恵器片 1 旧 2 区

186 J 14b2 N …270－E 楕 円 形 2 ．26　× 1．47　　　 133 外傾 平坦 人為 縄文土 器片 1 土師器片19 本跡 －→SI342

187 113ho ′N 一針㌧W ［楕 円 形］ ！ 0・72 ×（0 ・52）
48 緩斜 傾斜 人為 SK 188→本跡

188 I13ho N －100－W ［楕 円 形］ 巨 ・10 ×（0 調
47 外傾 平坦 人為 SK 189－十本跡→SK 187

189 I13ho 酢」が －W ［楕 円 形］ 0 ．96　×（私38 ） 48 外傾 平坦 人為

190 H 3f8 N つ 90…W ［方　 形］ 1．04　×（0．50） 25 外傾 平坦 人為 土師器片 4 SI346－→本跡

191 I13 f4 N …700－E 楕 円 形 2 ．50　× 1．92 50 緩斜 凹凸 人為 縄 文土器片 1　 土師器片85
土 師器 （饗）

192 I13 f5 N －5 ㌧載 長 方 形 1．．16　× 1．06 47 外債 平坦 人為 土 師器片22

193 ね13b6 N －7 0－E 長 方 形 ［2 。66］×［上26］ 96 垂 直 平坦 人為 SI358→本跡→SK 194

194 J13b6 N …1 0－W 不 整 形 4．88　× 1．62 190 垂直 平坦 不 明 土師器片 H 6　 須恵器片10 SI358－→SK 193－－→本跡

195 I12両 N …00 不整方形 1．50　× 1 ．36 12 緩斜 平坦 自然

196 I12d4 刃…160－W 長 方 形 2 ．8⊥1 × 1 ．38 92 外傾 平坦 人為 土師器片 9 SD 18→ 本跡

197 I12p3 N －10－W 長 方 形 1 ．54　×　0．60 42 外傾 皿状 自然 鉄浮 1 SK 199→本跡

198 I12d3 N 一針L W 長 方 形 2 ．16　× 1．16 54 外 債 平坦 自然 石製 品 1 SK 200…→本跡

199 112い3 N －1 0－W ［長 方 形］ 3 ．30　×（1．03） 24 緩斜 平坦 自然 鉄浮 1 本跡→ SK 197

200 112p3 N …0 0 ［方　 形］ 上36 ×（欄 ‖　 23
外債 平坦 不 明 古銭 1 本跡→ SK 198

201 112ぐ5 N －910－W 長 方 形 1．16　×　0 ．90 50 緩斜 凹凸 自然 土師器片 4

202 I12f9 N …0 0 方　　 形 1．28　× 1 ．20 29 外傾 平坦 人為 土師器片19　 須恵器片 1

203 I13dl N …5 0…W 長 方 形 0 ．93　×　0．76 50 外傾 皿状 自然 土師器片12 本跡→SK 206

204 H 3dl N －1060－W 長 方 形 1 ．08　×　0 ．84 48 外 債 凹凸 自然 土 師器片 8

205 I12f8 N －130－W 長 方 形 上22　×　0 ．84 27 外傾 平 坦 人為 土 師器片34

206 I13dl N －200…W 長 方 形 0．62　×　0 ．52 45 外傾 凹凸 自然 SI362，SK 203→ 本跡

207 I12e9 N …00 楕 円 形 1．96　× 1 ．28 15ト 16司外傾 平坦 人為 本跡→SI362，363
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第185号土坑土層解説

l　黒褐色　炭化粒J’一・しト一人粒J’・微量

2　暗褐色　炭化粒子微量，ロ…ム小ブロック極微畳

3　黒褐色　し「ム小ゾしト・′ク少鼠　炭化粒子微量

第187号土坑土層解説

1　黒褐色　「7－－ム粒r一微量

2　黒褐色　ローム粒子少量

こう　暗　褐　色　Llトーム粒f斗慮

第188号土坑土層解説

1暗褐色　しトlム粒子微量

2　梅暗褐色Ilトーム粒－i「・微量

第189号土坑土層解説

1＿　暗褐色　しトーム粒f一微量

2　暗褐色　しトーム粒子少量

第190号土坑土層解説

1黒褐色　しトム粒f一多鼓　しト∴叫－・′トノしト′叫一品

2　黒褐色「トム中e小一ブしトノンO Lト∴粒戸車品　し「l！＼大づ工トノ「．7

微量

：〕黒褐色　しトーム小ゾしトノク。しトー∴粒子も鼠　しトム車ゾLト′珂－r量

一一1黒褐色　しブ一一一！、小ゾ「トノク・しトl∴粒子多量H L「∴中‾ブしトノ・ク′出孟

5　黒褐色　し「！、′トブートノク・し「∴・二ノ、粒再「量，tト∴中ゾlト′ク微量

第192号土坑土層解説

1黒褐色　しトーム車e小ブしてソク。「ト！＼粒J’一考′鼠　しトー∴大ゾしトノク

中量

2　黒褐色　しトム′巨／tブソク・しト∴粒丁・多量，しト∴′、大・中ブし「ソク

中量

第193号土坑土層解説

1黒褐色　焼一土二粒子e炭化物e炭fL粒j’一e Lトム粒1’一少量．しトl！・＼【－†山

中ブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ロ…ム中ブロック少量，焼土粒子⑳炭化粒

子⑳ロ蜘…ム太ブロック微量

：う　黒褐色　しトム中ブしト′ク・しト∴ム粒つ’一中量、「トーム小一ブしトノク少量1

炭化粒子砂粘土粒子微量
．i　黒褐色　しトーム中一ブしト′クa L「ム粒了ヰ鼓　し了　一！、小ゾしト′ク少鼠

焼土粒子◎炭化粒子微量

5　黒褐色　しトーム大。中・小一‾ハトノク・しト！－、粒再慮、焼＿1二粒子微量

6　黒褐色　しトーム小ゾしトノク。しト一人粒f‥焼「粒1－e粘土二粒ナ少鼠

し‾1－1ム中ブしトノク微量

第195号土坑土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック◎ローム粒子少量，炭化物砂ローム中ブロ

ック微量

2　暗褐色　しトーム粒子中鼠　ローーム中・小ブしトノク少量，炭化粒自敬呈
3　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
4　暗褐色　ロ」ム粒子多量

第196号土坑土層解説
1暗褐色　しトlム中。小プロ・ソク・ロー一一ム粒子多量，しトlム大ブロック

少量

2　暗褐色l‾トl！、大・中。小ブしトノク・しトーム粒子多量

第197号土坑土層解説
1暗褐色　ロ」ム粒子少量，焼土粒子◎炭化粒子極微量

2　褐　　色　ローム粒子多量
3　暗褐色　廃土粒子e炭化粒子◎ロ蜘…ム粒子少量
4　暗褐色　炭化粒子◎ローム粒子少亀　焼土粒子微量，ロ…ム小ブロッ

ク極微量

5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

第且98号土坑出土遺物観察表

第198号土坑土層解説
1黒　褐色　しトー！、粒画境＼しトー∴小、らト′ソ少鼠　焼

土粒子極微畳

2　極暗褐色　しトーム粒子斗唱L r「∴小‾デしトノブ′レ鼠　炭

化粒子魯ローム中ブロック微量，炭化物極微
鼠
鰯鼠

；3　暗褐色　npノーーム粒J二一も鼠　しトー！＼小‾－デtlフ‥ツ少鼠　しブ一一

∴大e車づしト′ツ微量

第柑9号土坑土層解説

1暗褐色　しト一一ム粒子「巨旨，焼士粒子。炭化粒J’一極微量

2　暗褐色　しト∴・！、粒子中鼠　廃土粒j二微鼠　炭化粒J’一極

微量

：〕　褐　　色　し「∴！－、粒j’一多量∴l「一！、小一イtトノ：：！ノ上品

第201号土坑土層解説

1　黒褐色　Llトーム小一‾ブしトノクe L‾トム粒子微鼠　炭化粒

子極微畳

2　黒褐色　しトー！、粒f一少鼠　tlトー∴中．‾ブしてりク微量，焼

土粒子極微豊

3　暗褐色　ロ…ム粒子多量

第202号土坑土層解説

l　暗褐色　し1－∴！湖′子中鼠　しト∴ノ、中ソ十トノク少鼠　tトー

ム中ブロック微量声　焼土粒予極微畳

：2　暗　褐　色1‘「∴ノ、粒j′一多鼠　し「∴二′、小／しト′㌢少量

第203号土坑土層解説

＿1極暗褐色　しト・ム中ソしブリクe Lトム粒f一少量、ロー一一ム

中ブロック微靂

2　極暗褐色　し7wl一ム小ゾしトノウe Llトーノl、粒トト鼠　しト・人

中－‾デ「トノブ′吊蒜，了・∴′、、大ゾしト′ク微量

3　黒　褐色　し‾トーノ、小▼ハトノウ・し」一一∴粒j’一射遠，し「トーム

中ブロック少量

・1黒褐色　しト∴叫一一〇小ブしト′クe Lトーム粒子多鼠　U一一

ム太ブロック少量

第204号土坑土層解説

1　褐　　色　しトへム小一ブしい′ク多鼠　しトーム中イLト′ク中

量，しトーム大ブしコ、ソク微量

2　黒褐色　しトーム粒子中鼠　ローl一ム小プロ、ソク少鼠　Lト

ム車ブロック微量

：3　黒褐色　しトーム小ゾし了・ソク・し「－ム粒jT・少鼠　ロー一一ム

中ソしトノク微量

・－1黒褐色　ローlムーlム粒子中鼠　しトム小プロ、ソク少量＼目し一

ム太◎中ブロック微量

第205号土坑土層解説

1黒褐色　ロー一一ム小ブしコ、ソク・しト一一ム粒子少鼠　廃土粒

子◎粘土小ブロック微量，炭化粒子極微量
2　極暗褐色　ロー1一一一一ム粒子中量，ロー一一ム小ブし］ック少量　しトl

ム車ブロック微量，廃土粒子極微量

第206号土坑土層解説
1暗褐色　しトーム粒子少量、廃土二粒子。炭化粒子・しトー

ム小ブロック極微量

2　暗褐色　ローム粒子少最　炭化粒子砂ローム小ブロッ
ク極微量

3　黒褐色　ローーム粒子微量，廃土粒子・炭化粒子・ローー
ム小ブロック◎粘土粒子極微量

4　黒褐色　ロトム粒子少量，粘土粒子微量，焼土粒子の
炭化粒子◎ローム小ブロック極微量

図版番 ロ 器　 種
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考

長さ（cm） 幅 （cm ） 厚さ（cm） 重量（g ）

第75図1 砥　　 石 （9．8） 2．7 2．0 （93） 覆土上層 Q 2002　凝灰岩
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．一言
第75図　5区土坑出土遺物実測・拓影図

第200号土坑出土遺物観察表

阿
0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番口器　種
計　　　　測　　　　値

出　　土　　地　　点 備　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第75図2古　　銭2．45 2．45 0．15 3．52 覆土上層 M2（氾3　元豊通賓（1659）　銅銭1∝）％

（4）井　戸

調査5区において，井戸1基を検出した。以下，その特徴と出土遺物について記載する。

第7号井戸（第76図）

位置　調査5区北西部，I12f5区。

規模と形状　掘り方は，平面形が2・50m前後の円形をしており，確認面から90cmの深さまで急傾斜を持ち，そ

こから下1．20mまでは，径1．25mの円筒形をしている。深さは，（2．1）mである。

覆土　7層からなり，自然堆積と考えられる。

土層解説

1黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子・粘土小ブロック微量，焼土小ブロック極微量
2　黒褐色　炭化物・ローム粒子・砂・粘土小ブロック微量

3　黒褐色　炭化物・ローム中・小ブロック・ローム粒子・粘土小ブロック微量

4　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中・小ブロック微量，焼土小ブロック極微量
5　極暗褐色　ローム粒子中量，炭化物微量，焼土粒子極微量

6　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中島　ローム中ブロック微量，焼土粒子極微量
7　極暗褐色　ローム粒子中量，炭化物・ローム小ブロック・粘土小ブロック微量，焼土粒子極微量

遺物　土師器片36点，須恵器片2点，鉄津3点，鉄製品1点が出土している。1の鉄鎌が，覆土中から出土し

ている。

所見　本跡は，出土遺物が少なく，いずれも細片のため，時期は不明である。

第7号井戸出土遺物観察表

図版番 口 器　 種
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 重量 （g ）

第76図 1 鎌 （8 ．2 ） （2 ．5） 0 ．4 （3 9） 覆土 中 M 200 2
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「〆 2m

∴′　．　∴l　　　　　　＿　∴、、

、　　　′　一

調査　区において　北東部で　条　北西部で　条の藩を検出した。以下　それぞれの特徴と出土遺物につい

て記載する、、

欝膵号満　付図）

一∴ノ、、ぺ　′．′．　、　′′　　　　　　′

重複関係　第鍼号住居跡を掘り込んでいるので　寒路が新しい。

、一一√＋∴㍉　　　∴、　・　　　了、t．　　、こノ　　　ブニ　／、∴一　了：　　　′．　絹　．1　㌧／

工　ノ‘′′ノ．ノ！ノ　　　、：ノ　．・′′′．　　　∴　∵・一　′　　　ノ

遺物　遺物は，甘土しなかった、＿．

∴．・′、ナ　ら　‾　∴、・∴二　ノ、－　′／／、／′‘ノ　八′′　　ノ／　一′′　′　　．、、．ノ　′′　′二　　ノ　′．・　′ノ　　′、‾：ノ′′ノ

ィさし　こ，、．．

．＿＿　一＼＿．＿　＿　＿ノ言′〇

0　　　　　1m

」－よニここ』

第開園　欝帽号溝断面園

二二一　ふ、ノ、＿・／　　　′く

位置　調査5区北西部，I12d証幸二＼′I12e8区、一、、

－C‾査至言て　二言目？．∴′　ノく－・′ノ′ノ′　′J′、ノ（リノ、∴lノ　ノノ　∵　√ノ　′さ∴′　／ノ

カ∵．′／∴1′し：日′．′　　′∴二一言．う一　∴，；∴∴十′　り　∴′二

法確立ノ幸二、：：嗅言）、′：私、、、R：・‘二　号　0．、、′岩下　　宍工　／、Iミ　ニJt′∴川、、

で，断面形はし丁字形である＿－、

方向　は2d3区から北東（NJ開㌧月日の方向に，ほぼ直線的に延びている。
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覆土　単一層であり，自然堆積である、＿－，

土層解説

l　暗褐色　Llトーム粒巨巨量．しトー∴小一デしト′ウ少鼠　炭化粒自動微量

遺物　遺物は，出上しなかった

所見　本跡は，出土遺物がないため，時期と性格は不明である、

摘　遺構外遺物　第闊紺∋

′　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　′　′

ものを抽出し，拓影図∴夫測囲，及び…一覧表で掲載した、、

′　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　’　　　　　′、　　　　＼・・　　　　二　　　一　′・

′　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　・′　　　′　　　　　　　　　．　　　′∴′　　　　　　　　　′　　、　　　　　　ソ：

上層戎土器で　胎丑には繊維が含まれ　平行洗練文が斜位に施されている。　は銘文土器深鉢の胴部片で　綴

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．′　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　、　　′

′

が施されて締る。　は銘文土器深鉢の胴部片で　縄文時代後期中葉の堀ノ内　式土器で　地文に銘文を施し撃

半裁竹管こよる沈線文が設けられて折る。　は土師器小皿の底部片で　外面に回転糸切り痕が残る。

5匪遺構外出土遺物観察義

図版番号i 器 種 桓 測値廟 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴 胎士 e色調 。焼成 備　　 考

第 図 土　 器 孟豊 雲］

i

休部か0 日縁部にかけての破片∵休　 日緑部内 e 外面横ナデ　 休部外面へ 砂粒 怨雲母砂スコリ P 2日冊
部は内増して立木十が生　 体部上目　 十削I「 内面ナ∴「 外面細酢 ア 40％
縁部の境「投を有上　 目縁部は内頓 明赤褐色 調査 5 区蓑採
する。

i
普通

高台廿杯　 Å 10．9 パの字状工開く高台が付 く＋休部は　 目線部か㍉休部工かけての外面は十 砂粒 窃雲母 P 2119
9　　 工 師 器 8　 ィ．5 内攣気味に立ち十が 年　 目縁部に圭 日プロナチ鯨　 へラ磨き十内面へ予 黒色 榔％

D　 G．り

斑　 1．1

る＋　　　　　　　　　　　　　　 磨き，再 ¢外面黒色処理∴ 普通 調査 5区末採

！

10

休部中位から‖縁部にかけての破片．口縁部内 e外面刷毛目調整∴体部外 砂粒8雲母　　 外面 P 2120
休部は内攣 して立ち上が年　 目縁部　 面へラ削年　 内面へラナデ∵ にぷい特色 。内面に 20 0。
は外反する∴ ぷい黄樽色　 普通 調査5 区美保

温温

平底む休部は内攣して立ち上がる空 欄 磯
砂粒合雲母啓スコリ

ア　 外面にぷい褐色
内面黒色　 普通

P 2は1

榔％
調査5 区表採

甑　　 8 日2．7〕 底部から＝縁部にかけての破片∵　多　 休部外面へラ削と「 内面㍉＼ラナデ∵ 砂粒 ・雲母・てコリ P 2122
12　　 工 師 器　 ぐつ0．十 孔式．休部は外傾して立ち工が年 体部内e外面に輪積み痕∴ ア　 にぷい橙色 100。

把手を有する。 普通 調査5 区長採

蓋　　 Å」7．2！ 天井部から＝縁部にかけての破片．　 天井部外面回転へラ削「「 内面ロク 砂粒 脅スコリア P 2123
13　　 須 恵 器　 B （L 8〕 天井部は緩やかに下降する．日縁部　 ロナデ十 黄橙色 200。

内面に短いかえりがつく． 普通 調査5 区表採

注目土器　 8 し1．0）

1」・　 縄文土器

注旺 器の把手o　 i内 舶 よく研磨されている0
砂粒 ㊤スコリア

にぷい黄橙色
普通

P 2121

5 q。
調査5 区表採

図版番う
種　　 別

計　　　　 側　　　　 値 巨 土 …

備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm う 厚さ（cm） 重畳（g）

15 砥　　 石 （9．9う 6．J 3．9 （296） 5区表面採集 Q 2003　凝灰岩

16 鍬 （9．0） （5．5） （0ぁ7：） （331 5区表面採集 M 2004
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2　6区の遺構と遺物

拍　竪穴住居跡

①　古墳時代

第臓号住居跡　第関図）

位置　調査6区北端部，L15（、1区。

重複関係　本跡は第142号住居跡を掘り込み，第温61◎162号住居跡に掘り込まれていることから，第142号住居

跡より新しく，第五61◎162号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸5．90m，短軸5。76mの方形である。

主軸方向　Nl－500－W

壁　壁高は4～10cmで，外傾（して立ち上がる。

壁溝　上幅18～25cm，下幅　～用cm　深さ4～8cm，断面形はU字形で，ほぼ全周する。

床　全体的に平担で踏み固められ，東部分では貼り床が確認された。

炉　2か所。炉1は，中央部に位置し，長径50cmタ短径35cmの楕円形で5cmはど掘りくぼめている。炉2は，

北西壁際の西寄りに位置し，長径且3触，短径80cmの楕円形で深さ且Ocmはど掘りくぼめている。

炉1・2土層解説
1暗赤褐色　こト－ム粒子◎焼土粒子中量，炭化粒子少量
2　暗褐色　炭化粒子中農，ローム小ブロック砂ロ…ム粒子砂炭化粒子少量
3　褐　　色　ローム粒子◎ローム中ブロック中量，焼土粒子e炭化粒子少量
4　赤褐色　ロ…ム粒子◎ロ…ム中ブロック◎焼土ブロック中島　炭化粒子少量
5　褐　　色　ローム粒子◎ローム車ブロック⑳焼土粒子中量

掛y睦　摘、所（Pl～P4）。Pl～P3は，径20～25cmの円私深さ46～55cmで，主柱穴と思われる。P。は，

長径28C勘　短径20cmの楕円形，深さ59cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　2層からなり，自然堆積である。。

土層解説
1褐　　色　ローム粒子少量，廃土粒子e炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子◎炭化粒子少量

遺物　土師器片897点が出土しており，特に，北西壁際の炉2周辺と南コーナーから多く出土している。第80

図且の土師器椀は北西壁際下層から，5の土師器婆目線部片は，南コ…ナーの覆土中層から出土している。2

の小形増は炉2の南部中層から，3の高塔脚部は炉2の南西側床面からそれぞれ逆位の状態で出土している。

4の高塚は炉2の西側覆土中層から，6の土師器小形要は炉2の東側から出土し，6の土師器小形聾は二次焼

成を受けている。7の紡錘車は炉温付近の覆土中層から出土している。8の不明土製鼠　9の勾玉は炉1の覆

土中から出土している。

所凰　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代中期の5世紀中葉と考えられる。

第且3且号住居跡出土遺物観察表

図版番可 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第80 図 椀 A ［13 ．0］

B （7 淵）

体部から口緑部にかけての破片。体

部は内攣して立ち上がり，球形状を

呈する。口緑部と体部との境に稜を
もち，折 り返 し口緑である。

日録部内◎外面横ナデ。体部外面へ 砂粒の白色粒子 P 3
1 土 師 器 ラ削り。体部内面へラナデ。 暗赤褐色

良好
30％
北西壁際覆土下層

2

小 形 塘 A ［9．0］ 口緑部一一一部欠損。平底。体部は扁平 口縁部内面から外面上半横ナデ。日 白色粒子 ◎小礫 P 4
土 師 器 B　 8 ．5 気味で，体部最大径と口径がほぼ等 緑部外面下半へラ削り後へラ磨き。 明赤褐色 700も

e　 3．6 しい。目線部は外傾する。 体部 e 底部外面へラ削り。体部 ◎底

部内面へラナデ。
普通 炉2 南部覆土中層
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第細園　第臓号住居跡出藍遺物実測図
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図版番彗’器　種 l計測値（cm）l　　　 器形の特徴 l 手法の特徴 I胎土・色調・焼成l 備　　 考

第80図 高　　 埠 B（5．0）杯部から脚部片。年部下位に稜を有 杯部外面へラ磨き。杯部と脚部の接 砂粒 P 5
3 土師器 する。 合部へラ削り。脚部外面へラ磨き。 浅黄橙色 20％

磨滅が著しい。 普通 炉2南西床面

4

高　　 杯 B（8．0）脚部片。裾部欠損。脚部は円筒状を 脚部◎裾部外面へラ磨き。裾部内面 砂粒e白色粒子 P 6
土師器 室し中空である。裾部は大きく開く。ヘラナデ。脚部内面に輪積み痕が残 黄橙色 脚部70％

る。 普通　脚部二次焼成炉2西側覆土中層

5

賓 Å［17。0］口縁部片。日録部は外傾して立ち上 口緑部内◎外面横ナデ。 砂粒e白色粒子 P 7
土師器 B（6．2）がり，日録端部は丸くおさまる。 にぷい橙色

普通
10％

南コーナー覆土

6

小形賓 B（11．5）底部◎口緑部欠損。体部は球形状で 頸部e体部内面へラナデ。頸部◎体 砂粒 P 8
土師器 頸部はくの字状に折れる。 部外面へラ削り。 橙色

普通　二次焼成
35％　炉2東側

覆土下層

図版番号 種　別
計　　　　 測　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　 考
径（cm）厚さ（cm）孔径（cm月重量（g）

7 紡　錘　車 （2．3）～5 1．8 （0．4） （5．9） 炉1付近覆土中層 D P l　　　 砂岩

8 不明土製品 ・1 日 ・5
－ 1．98 炉1覆土中 D P 2

図版番号 種　別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）i

厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

9 勾　　 玉 2．5 L 6 0．6 0．2 2．8 炉1覆土中 Q l　碧玉
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欝臓考住居跡　第別図）

位置　調査6区北部，L14j9区二、・

重複関係　第飢号住居跡を掘り込み芦　第摘号住居跡が上部に構築されていることから資　本跡は第飢号住居

跡より新しく，第1・49引主居跡よりII古＼、一一、

規模藍平面形　長軸逢。78mヲ　短軸叡那加の方形である。

‾J、ご∴l∴　テl　＼　′こニ　　ノ

＿∴　一・、・つ言と・；ノ　ミ　‥一一・二　　了ら：、‥・・．　ノ、′／′

壁溝　上幅　～蟻cm　下幅　～摘cm　深さ　～蟻cm　断面形はU字形で　食間している。

床　全体的に平担で，踏み固められている。

竃　東壁中央部に付設されている。規模は袖幅摘軌m　長さ鮒cm　壁外への掘り込みはない。煙道部天井は崩

落しているが残存状況は良好で袖部◎煙道部が確認できた。磯部は　粘土と山砂を混ぜて構築されている。火

床部は径5廉恥　深さ5用の円形に掘り　ぼめられている。燃焼部奥は芦都度の角度で立ち上がっている。燃焼

部側壁はかなり焼けており学　長期間使用されたものと考えられる。

竃土層解説

1暗褐色　ロー一一、一ム粒、手・焼士粒子・炭化粒巨粘土粒子。砂少量

2　褐　　色　炭化粒J「一。しトム小ブしトノク・lpトム粒ナ。廃土粒J’一。粘上ブしトノク・砂少量

3　暗赤褐色　焼土中ブロック魯廃土粒子多鼠　粘土ブロック少量，炭化物砂ロ…ム粒子微量

・l　暗　褐　色
5　暗褐色

6　暗褐色
7　暗赤褐色
8　褐　　色
9　暗赤褐色

炭化粒子中鼠
炭化粒子中量，
焼土中ブロック
廃土粒子中量，

魔王粒子。ローF－
廃土粒子多量，

焼土粒子⑳
ローム粒子
の廃土粒子
炭化粒子・

ム粒子車鼠
炭化粒子・

「トーノ、粒子′レ鼠　焼上′トゾ「トノク微量

砂焼土粒子少量

・炭化粒－トしト・ム粒i二一〇秒少鼠　し「・！、小ゾしト′ク微量

ロトーム粒子少最，廃土小ブロック微量

炭化粒子少量

しトーム粒f一。砂少量

10　褐　　色　しトーム粒子中鼠　焼土粒子。炭化粒子少量

ぼやy睦　4カ、所（Pl～P4）。Pl～P4は，径60～80cmの円形，深さ誠～関cmで　主柱穴と考えられる。

覆土　5層からなり，自然堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック◎ローム粒子中量

2　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子¢炭化粒子◎ローム小ブロック少量
3　極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中島　炭化粒子◎ローム中ブロック少量，廃土粒子微量
4　極暗褐色　しトム粒子中量，しトム小ブロック少鼠　廃土粒子・炭化粒子微量
5　極暗褐色　ローム小ブロック◎ローム粒子中量，ロ…ム中ブロック少量

遺物　土師器片613点，須恵器片12点が出土している。遺物は比較的良好な状態で，土師器の埠，高杯，乳

器台，賓などの器種が見られる。第8図信　2の土師器杯，8の須恵器高塚はP2周辺覆土中層からほぼ完形

の状態で出土した。3の土師器埠は竃右袖側の床面から，6の土師器高塚，了の土師器小形聾は，北東コーナー

の床面からそれぞれ出土している。

所農　本跡の時期は，土師器埠が小形化傾向にある特徴から，古墳時代後期の6世紀末から7世紀初頭と考え

られる。
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∠型 』35　』二

第82図　第132号住居跡出土遺物実測図

第132号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番ロ器　種計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第82図杯All．8丸底。休部は内攣して立ち上がり，体部内面からロ緑部外面横ナデ。体緻密，雲母 P9

1 土師器B　4．9口縁部で直立する。口緑部内面に一部・底部外面手持ちへラ削り。明褐色 1（氾％

条の沈線をもつ。 良好 P2内覆土中層

2

杯A12．0丸底。休部は内攣して立ちあがり，体部内面から口緑部外面横ナデ。体緻密，砂粒・雲母PlO

土師器B　4．5口緑部で直立する。口緑部内面に弱部・底部外面手持ちへラ削り。内面内面黒色・外面明赤1（氾％

い稜をもつ。 黒色処理。 褐色　良好 P2周辺覆土中層

3

杯A12．6丸底。休部は内攣して立ち上がり，ロ緑部内・外面横ナデ。体部・底部砂粒・長石 Pll

土師器B　4，3休部と口縁部の境に段を有し，ロ緑内面へラナデ。休部・底部外面手持橙色 80％

部は，ほぼ直立する。 ちへラ削り。 普通 竃右袖付近床面

4

杯A［13．0］口縁部片。休部は内攣して立ち上が口縁部内・外面横ナデ。休部外面手赤色粒子 P12

土師器B（3．2）り，休部と口緑部の境に段を有し，持ちへラ削り。内・外面黒色処理。黒褐色 10％

ロ緑部は，はぼ直立する。 普通 覆土上層

5

高　1不D［15．4］脚部片。裾部は大きくハの字状に開脚部外面へラ磨き。裾部内・外面横緻密，砂粒 P13

土師器E（3．8）く。 ナデ。内面に輪積み痕を残す。 橙色

良好

10％

覆土上層

6

高　　年D［12．8］脚部片。裾部は大きくハの字状に開脚部外面へラ削り。裾部内・外面横緻密，砂粒 P14

土師器E（4．1）く。 ナデ。内面へラナデ。 橙色

良好

10％

北東コーナー床面

7

小形賓A［14．0］休部から口緑部にかけての破片。体口緑部内・外面横ナデ。休部外面縦砂粒・長石 P16

土師器B（10．8）部は直線的に立ち上がり，ロ緑部は方向の手持ちへラ削り，内面へラナ灰褐色 20％

短く外反する。口唇部は肥厚する。7－0 普通 北東コーナー下層

8

高　　杯AlO．4裾部欠損。裾部は大きくハの字状に体部内・外面ロクロナデ。 砂粒 P17

土師器B（8．0）開く。ロ緑部はほぼ直立する。 灰白色

普通

80％

P2周辺覆土中層
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第臓号住居跡（第83図）

位置　調査6区北西部，Ll宛4区。

規模と平面形　長軸6。90m，短軸6．32mの長方形と考えられる。

童軸方向　N－310－W

壁　壁高は10～32cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。北西コーナーは調査区域外のため，検出できなかった。

壁溝　上幅7～17cm，下幅4～14cm，深さ5～12cm，断面形はU字形で，全局している。

間仕切溝　2条（a，b）。2条とも南壁から2条中央に向かって延びる。上幅16～20cm，下幅8～1細，深さ

10、13cm，断面形は逆台形である。

床　全体的に平担である。特に中央付近が踏み固められている。

炉　中央部からわずかに北東寄りに位置し，出入り口施設に伴うピットと同一線上にある。長径60cm，短径40

cmの楕円形で，4cmはど掘りくぼめられている。

掛y匪　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は，径45～50cmの円形，深さ59～72cmで，主柱穴と考えられる。これ

らの主柱穴では，一辺80～100cmの方形の掘り方が確認できた。P5は南壁から50cmほど中央寄りに位置し，

径35cm，深さ21cmで，出入り口施設に伴うピットと思われる。P6は，P5の東側に近接し，径50cmの円形，

深さ110cmの断面「円筒形」で，底面には粘土が張ってある。性格は不明である。

覆土．6層からなる。覆土にはロームブロック，焼土粒子，炭化粒子が含まれていることから人為堆積と考え

られる。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

2　黒褐色　ローム粒子e炭化粒子少量，炭化物◎ローム小ブロック微量
3　黒褐色　ローム粒子。ローム小ブロック微量
4　極暗褐色　ローム粒子多量，ローム小◎中ブロック少量
5　極暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子中量，焼土粒子◎炭化粒子微量

6　黒褐色　廃土小ブロックe焼土粒子中量，炭化粒子少量

遺物　土師器片462点，手捏ね土器1点が出土している。第84図1の土師器椀は南東側覆土中から，9の土師

器饗はP4覆土中層から，2，4の土師器高坑　5の土師器相は東壁寄りの床面から，3の土師器高坑　6，

7の土師器器台は間仕切り溝a，b脇床面からそれぞれ出土している。8の土師器器台はP3とP4の間の床

面，10の土師器婆はP4周辺の床面から出土している。

所凰　北壁際，南東コーナー，南壁際，西壁際には，床面から約10cmの厚さで廃土が見られ，焼失住居である。

ほとんどの遺物は床面直上から出土しており，焼失時のものと思われる。時期は，遺構形態と遺物から古墳時

代前期の4世紀中葉と考えられる。

第133号住居跡出土遣物観察表

図版番可
器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第84図 椀 A 13．8 体部から口緑部にかけての破片。体 日録部内面刷毛目調整後，横ナデ。 長石 e石英 ◎スコリ P 19
1 土 師 器 B （5．3） 部は内攣して立ち上がり，口緑部は 日経部外面横ナデ。体部外面へラ削 アe砂粒 20％

ほぼ直立する。目線部と体部の境に

明瞭な稜をもっ。
り，内面へラナデ。磨滅が激しい。 橙色

不良
南東側覆土中

2

高　　 塚 A 19．8 杯部破片。底部と体部の境に明瞭な 口緑部内e外面横ナデ。体部外面上 長石e石英 。細砂 e P 20
土 師 器 B （′5．7） 稜を有し，体部は大きく外方に開く。半へラ磨き，下半へラ削り。体部内 スコリア 30％

面へラ磨き。 橙色　　 普通 東壁寄り床面

3

高　　 塚 D 14．3 脚部片。脚部はハの字状に開く。4 脚部外面上半刷毛目調整，下半刷毛 緻密 P 21
土 師 器 E （9．2） か所に透か し孔をもつ。 目調整後，へラ磨き。内面上半櫛歯 明赤褐色 50％

状刷毛目調整，下半へラナデ。 良好 間仕切a 脇床面
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第84図　第133号住居跡出土遺物実測図

図版番 口 器　 種 計測値（CⅢ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第84図 高　　 杯 B （7．6） 脚 部はラ ッパ状 に開 く。 1 か所 に透 脚部外面 へラ磨 き。脚部 内面へラナ 緻密 P 22

4 土 師 器 E （6．2） か し孔 をもつ。 デ。裾部 内面刷毛 目調整。内 ・外面 暗赤褐色 20％

赤彩。 良好 東壁寄 り床面

5

柑 A l l．8 平底。体部は丸みを もって立ち上が 口緑部 内 ・外面横ナデ。刷毛 目調整 長石 ・石英 ・砂粒 P 23

土 師 器 B l l．2 り，最大径は体部中位にあ り，わず 後ナデ，下位 には刷毛 目が残る。体 褐色 65％

C　 4 ．7 か に扁平であ る。 口緑部は外傾 し， 部 内面上位へ ラナデ，中位か ら底部 良好　 外面煤付着 東壁寄 り床面
外 に開 く。 刷毛 日調整後指頭押圧。

6

器　　 台 A　 9 ．6 脚部一部欠損。脚部は大き くハの字 器受部内 ・外面，脚部内 ・外面へ ラ 長石 ・石英 ・砂粒 P 2 4
土 師 器 B　 9 ．0 状 に開 く。器受 部はわず かに内攣 し 磨 き。 明赤褐色 70％

D ［13 ．0］

E　 7．0

て立ち上が り，端部 に稜 をもつ。 4

か所に透か し孔 をもつ。

良好 間仕切 a 脇床面

7

小形 器台 A　 7．7 脚部下半欠損。器受部 は外方に開き 器受部外面ナデ。脚部外面へラ磨 き。 砂粒 P 2 5

土 師 器 B （5．1） 端部に稜をもつ。 4 か所 に透か し孔 橙色 50％
E （ 3．1） をもつ。 良好 間仕切 b 脇床面
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計測値し（・m）

第84図
8

小形器台
土師　器

A［8。8］

B（6．3）

E（1．1）

器形の特徴

卿部下半，日録部一部欠損。脚部は
外方に開く，、、器受部は外方に開き，
端部に弱い稜をもっ．3か所に透か
1　7l　ナノ　ヰ　′－、

手法の特徴

器受部内面，［］緑部外面構ナデし、器
受部下半、脚部外面へラ磨き、－・，．

胎土・色調・焼成 備　　考

し／つLrcLてJ J0

9

婆 Å［14．6］ 休部から口緑部にかけての破片√体 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面刷 長石・砂粒。雲母 P 27
土 師 器 B （9．0） 部は内攣して立ち上がり，中位に最 宅 目調整．内面へラ削年 橙色 30㌔

太径をもっ。日経部は外傾 し端部で

直立する。ロ緑端部内面に稜をもつ。
良好　 外面煤付着 P l覆土中層

10

饗 A 「14．8 1 休部から口緑部にかけての破片。体 口緑部内面櫛歯状刷毛目ナデ，外面 長石 ・石英 ・小石 P 28
土 師 器 B （7．の 部は内攣して立ち上が年　 目緑部は 指頭押庄い体部外面櫛歯状刷毛目詞 にぷい橙色 10％

内儀する。 整。内面へラ削り。 良好 P l周辺床面

n

饗 B （7渦） 底部から体部下半の破片。平底。突 休部外面刷毛 目調整後，ナデJ 体部 砂粒・スコリア P 29
土 師 器 C　 4．6 出した底部から内攣して立ち上がる。内面へラナデ。底部内面櫛歯状刷毛 にぷい赤褐色 30㌔

目による放射状のナデい 普通　 外面煤付着 床面

12

婆 B （8．5） 底部から体部にかけての破片。平底。 休部外面刷毛日調整。内面へラナデ． 砂粒 ◎石英 P 30
土 師 器 C 「5．21 突出した底部から内攣して立ち上が 底部内面櫛歯状刷毛目によるナデい にぷい橙色 10 9。

る。 普通　 外面煤付着 床面

第臓号住居跡　第駈図）

位置　調査6区北部，L14i、7区。

重複関係　本跡の上部に第は　砂は号住居跡が構築され　第は号住居跡に掘り込まれていることからタ　木鉢

は第且36◎且38◎鼠39号住居跡よりも古い。

規模と平面形　一辺が約5。70mの方形である。

主軸方向　N一一30－W

壁　壁高は　～誠cmで　外傾して立ち上がる。東壁北側半分は第臓号住居跡によって壊されている。

塵溝　第鼠38号住居跡に壊されている北壁を除いた全壁下を巡っている。上幅且～飢cm　下幅　～摘cm　深さ

5Clm，断面形はU字形である。

床　中央部と出入り口付近が踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は袖幅は鮎n　長さ鍼cm　壁外への掘り込みはわずか川棚である。両

袖部は白色粘土で覆われている。火床部は長径28cm，短径霊用の楕僧形で，わずかに掘りくぼめられている。

燃焼部から煙道部へは壷度の角度で立ち上がる。

竃土層解説

1暗褐色　ローム小プロ・ソク多量、ローム粒子中量，廃土粒子少量，炭化物微量
2　褐　　色　炭化粒子。山砂多量，ロー一一ム粒子・焼土粒子・炭化材少量
3　赤褐色　廃土粒子多量，ローム粒子。山砂少量

Ii　赤褐色　焼土中プロ、ソク多量，ローム粒子・炭化物・山砂少量
5　赤褐色　焼土粒子・炭化粒子。ローム粒子。山砂少量
6　暗赤褐色　焼土粒子・山砂中量，ローム粒子・炭化粒子少量
7　赤褐色　廃土粒子中量，ローム粒子少量
8　暗褐色　廃土粒子・ローム粒子少量

ぼ曝訝睦　5か所（Pl～P5）。Pl～㌘4は，径43～伽mの円艶深さ油～叡盟で　主柱穴と思われる。P5は，

長径60cm，短径40cmの楕円形，深さ25cmで出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　5層からなる自然堆積である。・，

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，ローム中プロ、ソク微量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

3　極暗褐色　ローム粒子中量

4　暗褐色　ローム粒子多量

5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中最　ローム大・中プロ、ソク微量
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第85図　第137号住居跡実測図
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第86図　第137号住居跡出土遺物実測図

第137号住居跡出土遺物観察表

遺物　土師器片284点，須恵器片7息　鉄製品1点，鉄樺，

砥石片が出土している。第86図1の土師器杯は，北東側覆

土中から出土したものである。2の土師器高杯脚部は，南

壁の壁溝中から出土している。3の鉄釘は，出入り口施設

に伴うピットの西側覆土中から出土している。

所見　時期は，出土遺物から古墳時代後期の6世紀後薬と

考えられる。

図版 番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 8 6 図 1不 A ［12 ．5 ］ 口縁 部 破 片 。 休 部 と 口縁 部 の 境 に明 口緑 部 内 ・外面 横 ナ デ。 体 部 外 面 へ 砂 粒 ・ス コ リア P 34

1 土 師 器 B （ 3 ．3） 確 な段 を もつ 。 口緑 部 は長 く， 直 立 ラ削 り。 にぷい橙色 10 ％

す る。 普 通 北 東 側 覆 土 中

2

高　　 杯 D ［10 ．8 ］ 脚 部 片 。 裾 に 向 か っ てハ の 字 状 に 開 外 面 刷 毛 日ナ デ後 ， へ ラナ デ 。 内 面 砂粒 ・雲母 P 35

土 師 器 E （ 5 ．3 ） く。 裾 端 部 は平 坦 であ る。 へ ラナ デ 。 にぷ い橙色

普通

30 ％

甫 壁 壁 溝 中

図 版 番 口 種　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考

長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

3 釘 8 ．8 0 ．5 0 ．4 5 ．0 西側 覆 土 中 M 1　　　　　　　　　　 9 0％

第138号住居跡（第87図）

位置　調査6区北部，L14f8区。

重複関係　第137号住居跡を掘り込み，第143号住居跡の上に構築している。さらに，本跡の上には第139号住

居跡が構築されていることから，本跡は第137・143号住居跡より新しく，第139号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸4．10m，短軸3．90mの方形である。

主軸方向　N－60－W

壁　壁高は4～18cmで，わずかに外傾して立ち上がる。

壁溝　南東コーナーを除いた壁下を巡っている。上幅11～20cm，下幅4～12cm，深さ6cm，断面形はU字形で

ある。

床　中央部が踏み固められており，わずかに高くなっている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は袖幅104cm，長さ102cm，壁外への掘り込みは16cmで，平面形は逆U

字形である。両袖部は白色粘土で構築されている。燃焼部から煙道部への立ち上がりは約20度で緩やかである。

竃土層解説
1黒褐色　炭化粒子多量，焼土粒子・粘土中ブロック中量，焼土小ブロック少量

2　暗赤褐色　焼土粒子・粘土中ブロック多量，焼土中・小ブロック中量
3　暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子・廃土大・中・小ブロック中量
4　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子中量，焼土小ブロック少量
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第87図　第138号住居跡実測図

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl，P2は，径32～36cmの円形，深さ51～65cmで，主柱穴と思われる。P3は，

径36cmの円形，深さ25cmの出入り口に伴うピットと考えられる。

覆土　3層からなる。ロームブロックや炭化物を含んでいるので人為堆積と考えられる。
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第88図　第138号住居跡出土遺物実測図

第138号住居跡出土遺物観察表

図版 番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第8 8図 杯 A ［15．0］ 平底気味の底部か ら内攣 して立 ち上 底部内面か らロ緑部内・外面横ナデ。 砂粒 ・石英 P 36

1 土 師 器 B　 2．8 がり， 口緑部に至る。底部 と口縁部 底部外面不定方向手持 ちへラ削 り。 橙色 50％

との境に明瞭な段 をもつ。 良好 中央部覆土下層

2

杯 A ［14 ．0］ 底部か ら口縁部 にかけての破片。平 口緑部内 ・外面 ロクロナデ。底部外 緻密，微粒 P 37

土 師 器 B （2 ．7） 底気味の底部か ら内攣気味に立ち上 面手持ちへラ削 り。 橙色 10％
が る。底部と口緑部との境に明瞭な

段をもつ。

良好

口縁部内面煤付着

覆土中

3

椀 A ［19．8］ 口緑部破片。休部は丸み をも って立 口緑部 内 ・外面横ナデ。休部外面手 スコリア ・雲母 P 38

土 師 器 B （6．5） ち上がり， 口縁部に至 る。 口縁端部 持 ちへラ削 り。休部内面 へラ磨 き。 赤褐色 10％

はわずか に外につまみ だ している。 良好 竜 左袖脇

4

小 形 要 A ［13．0］ ロ緑部破片。 口緑部は外傾 して立 ち 口緑部 内 ・外面横ナデ。 長石 ・砂粒 ・雲母が P 3 9

土 師 器 B （4 ．3） 上がり，端部はつまみ あげ ている。 多量で粗い 10％

口緑端部内面に沈線が巡 る。 橙色　 普通 篭 覆土中層

5

蓋 A ［14 ．0 ］ ロ縁部破片。 ロ緑部は短 く，丸みが 口緑部内 ・外面 ロクロナデ。 雲母 P 40

須 恵 器 B （2 ．1） あり肥厚する。端部には低いかえ り 灰色 5 ％

が付 く。全体的 に扁平であ る。 良好 覆土 中

6

蓋 A ［14 ．0］ 口縁部破片。 口縁部は短 く，丸みが ロ縁部内 ・外面 ロクロナデ。天井部 雲母 P 4 1

須 恵 器 B （2 ．1） あ る。端部 には低 いかえ りが付 く。 回転へラ削り。 灰オリーブ色

不良

5 ％

覆土 中

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，焼土粒子少量
3　極暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片366点，須恵器片22点が出土している。第88図2の土師器杯，5，6の須恵器杯蓋は覆土中か

ら出土している。1の土師器杯は中央部下層から，3の土師器椀は竃左袖脇から，4の土師器小形饗は竃覆土

中層からそれぞれ出土している。7の須恵器聾片は，北東コーナー床面から出土しており，胎土が緻密で灰白

色を呈し他地域からの搬入晶である。8の須恵器整体部片は，体部外面に同心円状叩きが施されたもので雲母

を多量に含んでいる。この他に図示はできなかったが須恵器長頸瓶の破片が1点出土しており，肩部と頸部の

接合は3段接合のもので外面に自然粕がかかっている。

所見　本跡の時期は，かえりが付く須恵器杯蓋が出土していることから，奈良時代の7世紀末から8世紀初頭

と考えられる。本跡からは，搬入晶の須恵器も出土しており，他の住居跡とは様相を異にしている。
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欝臓号住居跡　第的図）

位置　調査6区北部，L14d9区＿J

重複関係　第摘号住居跡に掘り込まれ，第摘2号住居跡を掘り込んでいることから　本跡は第摘号住居跡よ

り青く，第142号住居跡より新しい。

規模と平面形　長軸6．10In，短軸5．80mの方形である．

鴇五・三．＼　37　、iJ

登　壁高は2～鍼cmで　はば垂直に立ち上がる。北西コ…ナ…部は　第摘号住居跡に壊されている。

壁溝　北西コ㌧一ナ…を除いた一部壁下を巡っている。上幅摘～雷cm　下幅　～摘cm　深さ5～8cmで，断面形

は逆台形である。、

床　全体的に平坦で，踏み固められている。南東壁下中央部には，幅22～35cm，高さ5cmの半円状の高まりが

あり，踏み固められている。位置や形態から出入り口施設と思われる。

竃　北西壁中央に付設されている。第摘号住居跡によって，左裾部から煙道部が壊されており，残存部は右

袖部と火床部である。火床部は径劇棚の円形で皿状に掘りくぼめられている。磯部は，粘土とロト…ム粒子を混

ぜて構築されている。

竃土層解説

1　暗褐色　廃土粒子・炭化粒子・粘土少量
2　極暗褐色　廃土粒子・廃土小プロ、ソク・炭化粒子・粘土微量
3　極暗褐色　粘土ブロック多量，廃土粒子◎炭化粒子少量

1　極暗褐色　ローlム粒子中量，粘土プロ、ソクe廃土粒子。廃土小ブロック・炭化粒子少量
5　暗赤褐色　焼土中ブロック中量，廃土粒子◎焼土中ブロック⑫粘土少量，焼土大ブロック微量
6　暗赤褐色　焼土からなる。（火床）
7　褐　　色　廃土粒子・炭化粒子・ローーム粒子少量
8　暗褐色　しトーム粒子。ロー一一一ム小ブロック・炭化粒子・粘土粒子少量，廃土二粒子微量
9　褐　　色　しトーム粒子・炭化粒子。焼土粒子・焼土中ブロック中量、しトlム小プロ、ソク少量

ぼ竜y紅　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は，径40～73cmの円軌　深さ54～85cmでタ　主柱穴と思われる。P5は，

南東壁中央部壁際に接し，出入り口施設と思われる半円状の高まり内側に位置し，竃と同一線上に並んでいる。

長径55cm　短径胡cmの楕円形　深さ誠cmで出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆豊　6層からなる。ロ…ムブロック◎ロ…ム粒子が主体の埋土であることから，人為的堆積と考えられる。

土層解説

1　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

2　極暗褐色　ローム粒子多量，ローーム小ブロック中量，ローーlム天・中プロ、ソク微量

3　極暗褐色　ローム粒子・ローーム中・小ブロック中量，廃土小ブロック微量

Ll　暗褐色　ローーム粒子多量，ローlム小ブロック中量，ローム大・中ブロック微量

5　暗褐色　ローム粒子◎ロ胸叫ム小ブロック中量，ローム中ブロック微量

6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中車中ブロック少量，焼土小ブロックeローム太ブロック微量

遺物　土師器片粥点　須恵器片4息　鉄製品且点，銑浮3点，石製品2点及び混入した縄文土器片1点が出

土している。これらは特に，竃東側とPl周辺，出入り口施設周辺，南コーナ…，東コ㌧一ナ一に集中して出土

している。第90図1～4の土師器埠は壁際から逆位◎斜位の状態で，いずれもほぼ完形で出土している。9，

用の土師器寮は南コーナー壁際覆土から，5の土師器杯，7の土師器聾はP5内から，6の土師器杯は，P4

南側床面から，12，温3の臼玉はP2の床面から出土している。Ⅲの土師器饗はPlを囲むように破片が散在し

ていた、二、14の鉄釘は，覆土中から出土している。

所農　本跡の時期は，出土遣物から古墳時代後期の6世紀後葉と考えられる。
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第89図　第141号住居跡実測図
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第摘号住居跡出土遺物観察蓑
図版番 可

器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 。焼成 備　　 考

第90図 年 A 13 ．0 丸底。体部は内攣 して立 ち上が り， 底部か ら目線部外面横ナデ。体部外 長石 。砂粒 P 58
1⊥ 土 師 器 B　 4 ．8 体部 と口緑部の境 に段 をもっ㌔ 口緑 面手持ちへラ削 乙「 内 ・外面黒色処 黒色 90 9∩

部は直立する十 理。 普通 南西壁際覆土上層

2
杯 A 15．0 丸底い休部は内攣して立ち上がり， 口緑部内面から日縁部外面構ナデ㍉ 砂粒 P 59

土 師 器 B　 3．8 口緑部は直立 し，休部と口緑部の境 体部内面横ナデ．休部外面手持ちへ 外面にぷい橙色 80㌔　 南 コーナ
に稜をもっ。 ラ削り。内面黒色処理。 内面黒色　　 普通 ー覆土下層

3

年 A 13 ．4 丸底。体部は内攣して立ち上がり， 口緑部内面から口緑部外面構ナデい 砂粒 ・スコリア P 60
土 師 器 8　 3．7 口緑部は短く直立する．休部と口緑 休部外面手持ちへラ削り．内 ・外面 黒色 90 P。

部の境に稜をもっ。 黒色処理い 良好 南壁際得土上層

4
杯 A 13 ．2 丸底。体部は内攣 して立ち上がり， 口緑部内 e外面横ナデ．休部外面手 砂粒 P 61

土 師 器 B　 3．6 口緑部は短く内傾するい　口緑部内 ・ 持ちへラ削り，内面へラナデい内 ・ 黒色 90％
外面に弱い稜をもつ。 外面黒色処理。 良好 南西壁際覆土下層

5

杯 A 13．0 丸底。休部は内攣して立ち上がり， 底部内面から目線部外面横ナデ。体 砂粒 P 62
土 師 器 8　 4．1 目線部は内攣気味に直立する。 部外面手持ちへラ削り。内 魯外面窯 黒色 90㌔

色処理。 普通 P 5内

6
年 Å 14．6 丸底。体部は内攣して立ち上がり， 口縁部内 ◎外面横ナデ。休部外面手 砂粒 P 63

土 師 器 B　 4．5 口緑部は直立する。体部と口緑部の 持ちへラ削り，内面ナデ㍉内 ・外面 黒色 90 9。
境に弱い稜をもつ。 黒色処理。 普通 P l南側床面

7

賓 A 白9．91 休部から日緑部にかけての破片㍉体 内・外面共に磨滅が激しく調整不明い 長石・石英・砂粒 P 65
土 師 器 B （17．事 部は丸みをもって立ち上がり，球形 にぷい黄橙色 15％

状を室する。ロ緑部は外反する。 普通 P 5内

8

賓 Å「21．61 体部から口緑部の破片。体部は丸み 日緑部内・外面横ナデい内 ・外面へ 長石 ・石英・砂粒 P 66
土 師 器 B （15調 をもち，日緑部はコの字状に折れる㍉ ラナデ。 橙色

普通
100。
P 5 覆土

聾 Å「20．6」 日縁部片。口緑部はくの字状に外反 口緑部内 ・外面構ナデい 長石 ・砂粒 ・雲母 P 67
9 土 師 器 B （軋8） する。口唇部はわずかに上方につま にぷい橙色 15％　 南コーナ9 土 師 器 B （軋8） する。口唇部はわずかに上方につま にぷい橙色 15％　 南コーナ

みあげる。 普通　 外面牒付着 ‥覆土上層

10

聾 A 「18．91 休部から日縁部にかけての破片い体 日縁部内 e外面横ナデい体部外面麿 長石・石英・雲母 P 68
土 師 器 B （10．8） 部はわずかに内攣 して立ち上がり， 減で調整不明，内面へラナデ㍉ にぷい橙色 1090　南コーナ

日録部は外反する。口唇部はつまみ

あげ，口唇部内面に沈線をもっ。
普通　 二次焼成 ー覆土上層

賓 B （16．3） 底部から体部下半の破片。平底。体 ，体部外面へラ磨き，内面剥離のため 長石 ・石英・小礫 P 69
11 土 師 器 e　 8．0 部は内攣 して立ち上がる。 調整不明。 にぷい橙色

普通
30 0云

P l周辺覆土

図版番う

種　　 別
計　　　　 測　　　　 値 ！ 出 土 地 点

備　　　　　　 考
径 （cm ） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重畳 （g）

12 臼　　 玉 1．7 1．0 0 ．3 3 ．56 P 2内床面 Q 4

13 臼　　 玉 1．5 0．9 0 ．4 2．16 P ヱ内床面 Q 5

図版番⇒

種　　 別
計　　　　 測　　　　 値 ！ 出 土 地 点

備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm ） 厚さ（cIn） 重 量（g）

14 釘 （7．2） 0．7 0．5 （5．15） 覆土中 M 8
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位置　調査6区北部芦　田5el区。

重複関係　第臓　◎摘号住居跡に掘り込まれていることから，本跡が青い。

磯撥藍平面形　重複により規模や平面形は明確でないが資残存する壁や床から，一辺約［5渦のmの方形と推定

される、＿、

′‾三㌻∴．　、、・　ミ：二　二．

壁　重複のためタ北壁東側半分の壁が残存しているのみである。壁高は約6cmで，はば垂直に立ち上がる。

壁溝　壁が現存している北壁下の東側部分を巡っている。上幅摘～臓cm　下幅　～8cm　深さ5cm　断面形は

し丁字形である．、＿、

床　床面の魂分の　は第は号住居跡に壊されており，残存する北側の床は芦　ピットの周囲がわずかに踏み固

められている、、「、

ぼ篭y　　鼠が所津1。P　は　径約磯cmの円形　深さ油cmで主柱穴と考えられる。

覆豊　層からなる。炭化材や焼丑を多　含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1暗褐色　しトム粒子多鼠　炭化材・炭化粒子・廃土粒子・焼土中ブLU′ク中量

遺物　覆土中から土師器細片蟻点が出土しているが　図示できる遺物はない。

所農　本跡は芦床面に焼土塊撃炭化相が多量にみられ努焼失住居である。時期は，出土遺物に刷毛目諷磐の婆

片がみられること資　古墳時代中期の5世紀中葉に比定した第臓号住居跡に掘り込まれていることから，古墳

時代前期と考えられる。，

第臓号住居跡　第別図）

位置　調査　区北乳　監摘g区。

重複関係　本跡の上に第温3　の摘～摘号住居跡が構築されているので，本跡が最も青い。

磯樺藍平面形　一辺が約も就血の方形である。

主軸方向　N一一64（一一一V一一E

壁　壁高は　～測cmで　外傾して立ち上がる。

壁溝　南東コ…ナ…，北壁を除いた壁下を巡っている。上幅1の～且8cm　下幅　～8cm　深さ　～はcm，断面形

はし丁字形である．こ，

床　全体的に平担で，踏み固められている。

竃　東壁の中央部から北寄りに付設されている。規模は袖幅1恥m，長さ鋤cm　壁外への掘り込みは20cmで，

平面形は三角形である。観煙道部の残存状況は良好であり，袖部は粘土と山砂を混ぜて構築されている。火

床部は長径37cm，短径29cmの楕円形でわずかに掘りくぼめられている。燃焼部奥は，70度の急な角度で立ち上

がっている。

露土層解説
1　極暗褐色
2　暗褐色
3　極暗褐色
4　黒褐色
5　暗褐色

6　暗褐色
7　暗赤褐色

山砂多量，廃土粒子中量，炭化粒子少量

山砂多量，廃土粒子少量，炭化粒子微量
山砂中量，廃土小ブロック◎廃土粒子少量，炭化粒子微量
山砂・廃土粒子中量，焼土中・小ブロック・炭化物・炭化粒子少量
山砂中量，焼土粒子e炭化粒子少量
しトーム粒子中量，廃土粒子・炭化粒子少量

焼土粒子多量，焼土中。小ブロック中島　炭化粒子少量
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第91図　第143号住居跡実測図
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第92図　第143号住居跡出土遺物実測図

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は，径25～30clnの円形，深さ43～54cmで主柱穴と考えられる。

覆土　5層からなる。焼土ブロックや炭化粒子を含んだ黒褐色土が主体の人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子多量
3　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

5　極暗褐色　炭化粒子・焼土粒子中量，粘土ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック微量

遺物　土師器片212点，須恵器片5点が出土している。第92図1の土師器杯，4の土師器鉢はそれぞれ左袖内，

右袖内から出土している。5の土師器甑は左袖脇の床面直上から伏せた状態で，6の土師器甑は右袖近くの覆

土下層から出土している。2の土師器杯，3の土師器小形鉢は，北東コーナーの覆土から出土したものが接合

している。7の須恵器整体部片は，外面に同心円文の叩きが施されたものである。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期の6世紀後葉と考えられる。
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計測値葎雨 器形の特徴

丸虹．休部は内攣して立ち上がり、
休部と＝縁部との境に明瞭な段をも

手法し7〕特徴

［l縁部内0外面横十デつ相；外面手
持ちへう削年　内面ナデ

胎上・色調。焼成

砂粒・雲母。白色微
粒　　にぷい黄橿色

備　　考

i　 i　 P 詳 ㈲ 紺 翻 経 るo　　 i　　　　　　　 i繍　　 i竃左機内

杯　　 根 上1〕体部かへ＝縁部にかけて琳酎「 体　目線部内e外面横ナデ．休部外面手　長右。右奥　　　 P 71
2 土師 器　　　　 部は内攣して立ち上が軋 休部と持　手持ちへラ削軋 内面ナデ。内面黒　外面にぷ磯橙色蓉　翻％

欝 羞 境に稜をもっ0 日鮒 は内 色処理0　　　　　　 内面黒色 普通　 覆土

3
笠 霊 慧 孟［鼠雲：雲］豊 海讐警護慧還轟 窯最 窯も 昆鸞警撃謡 雷撃蔓デ崗慧讐讐 享。雷髭 、慧 色　 宗 。…ナ讐％

し　7・0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　 覆土上層

鉢　　 Å22・3　丸紅 休部は丸みをも1 て立ち上が　口緑部内e外面横ナデ．休部e底部　 長石。砂粒。雲母　 P 73
4 土 師器　 B lL 0　る．口緑部は大きく開く．　　　 外面手持ちへラ削畑 内面へラ磨き．外面灰黄褐色e内面 900。

内面黒色処理．　　　　　　　　 黒色　普通　　　　 竃右袖内

甑　　 Å20・3　単孔式．休部は砲弾型を呈する．日　日縁部内。外面横ナデ。休部外面へ　長石・石英。砂粒　 P m
5 土 師 器 路 溌 漂芸霊 畿 豊 讐 0 体部と 諸 芸 部分的にへ媚 凱 痛 へ 豊　　 慧 脇床面

甑　　 十封・十　単孔式㍉休部はわずかに膨らみ，日　日縁部内e外面構ナデ∴休部外面上　長右。砂粒e雲母　 P 75
6 土 師′器 警温芸：溌 畿 禁 禁 体部と打線部との 譜 志翳 諾 禁 譜 先 禁 賎 羞潤色　 ‰ 近覆土欄

磨き．

：ご．　　　　　′′　こ′　　ノ：、．ご

－、√、′′・　′　　　　　　　　′

′一　′∴　′．ノ　二　　三．ハ・　こ　，′　　，　　　　　′　　　　．　′′　　一

．一　　一‘　　　　　　′　∴　　・　　　　　　　　　ノ　ブ　　　′：

藍観動向　撒上磯打つ机

：′　’、　　　　‘　　　′　　　ノ　ー′｛ノ／′、

、　　∴・．′1；1　　′　∴二　　′′　？∴一㌦二　　　　　．㍉言　′　′　∴′、ノら　‥　′′　　′′　′　　　ノ

′、ノ了、′1∴′、ノ　ノ　　　　ー　′　′　′言　＼吉．・、　ノ　、よ√′ノ∴ノノ・∵′′ノ

、′、′／∴・′∴∴ソト　∴　・ノ、　ノ′　　ノ、　　＿．　　　　　′m hノ．′ノ　　　　　　　　　　　　　′

には炭化材がみられる、－、i

炉　中央部から僅かに西寄りに位置する。第臓号住居跡に西半分は壊されているため　規模は明確ではない

′：・　′ノ言、、－ノ　；一一‘′　　′′′′　　′　′　′、′∴㌧．　　′：、一　、′了

一　　　一／′　　　　、ノ′　　ノ　ノ′　　　　ノ　′、ノ　　′　′、ノ‥′′ノ　言′′　ノ　、・′′、′　ノ、・・．′

ノ　　　′′、　　　　＿′　－，′′　′・1∴　′′－．ク　ノ．一　′J　　　′・∴一ノ‥、言∴ソノ

ー二一　　日　′′　－‥′‾∴　′ノー　∴　　ノ、′二　　　　　′　シ　　ソ′‾′ノ、l′・ご′、　∴：′　　′ノ、′ノノ′、∴∴′′二　′ノ．′・ィ、

土層解説

1暗褐色　しトム小ブしコック［‾巨鼠　しトム粒子少鼠　廃土粒子。炭化粒子・ロー1－ム中プロ、ソク微量

2　黒褐色　しトーム小ブロック中量．ローーlム粒子少鼠　廃土粒子。炭化物e．炭化粒子。ローl一一1ム中ブしフ・ソク微量

3　暗褐色　ローム一一一ム粒子eローーム小ブロック少量，廃土粒子・炭化粒了・微量

L－i　黒褐色　炭化粒子中鼠　ロー一一ム小プロ、ソク0ローーム粒子少鼠　廃土粒子微量

5　黒褐色　ロー一一lム小ブしトノク・しトーム粒子少鼠　焼土粒子・炭化物。炭化粒子微量

遺物　土師若月悠墟息手捏ね土器　息砥石　息混入した縄文土器片　意が出土している。太部分の遺物

は覆土且，2層にあたる中層から上層に集中して出土している。第盤図紅　の土師器高杯，勘　の土師器

．「∴　－）√ニし′ノ言．・i品′J、′「叛　′　‥ノ′ノノ　∴1イ′＼f弓′二　　の．言・｝言t　∴！、′；再　臨十　＿′、六′ノニ二、′－

ア土器は中央部の中層から上層で出土している。劫の土師器　ニチュア台付聾はタ北西コーナニ下層から，飢
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第93図　第152号住居跡出土遺物実測図
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第95図　第152・195号住居跡実測図（2）

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　　；　　」

の砥石は南東コーナー下層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の床面には焼土塊，炭化材が広がっており，焼失住居である。これらの上から遺物が多量に出土し

ていることから，焼失後人為的な埋め戻しの際，遺物投棄が行われたものと考えられる。時期は，出土遺物か

－117－



ら古墳時代前期で　世紀中葉と思われる。本遺跡の中では番場時代前期の住居跡は少なら　寒路の出土遺物の

器種構成は当該期の良好な資料である，、二、

第蟻号住居跡出土遺物観察蓑

図版番頭 器 種 恒 腑 i　 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　 i胎土 ⑬色調 砂舶 i 備　 考

第93図　 高　　 年 D 16．5 脚部片い脚部はラッパ状で，裾長に　 外面へラ磨き十内面刷毛日調整後ナ　 長石。白色粒子 P lll
1　　 土 師 器 E （6．の 大きく広がり，端部は反り気味とな デ．端部内e外面横ナデ十　　　　　 明黄褐色 JO㌔

る㍉　3か所に透かし孔をもっ㍉　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通 中央部覆土中層

高　　 林 ロト12．0 1 脚部片㍉脚部はハの字状に大きく開　 脚部上位へラ磨き，下位ナデ㍉内面　 長石 。砂粒 P l15
2　　 土 師 器 E （7．の く㍉ 1カ、所に透かし孔をもつ㍉　　　 刷毛目調整後ナデ．　　　　　　　 にぷい哉橙色 20㌔

普通 中央部育土上層

器　　 台
3　　 土 師 器

D 「7．針

E （4。2）

脚部片．脚部はハの字状に開くJ J 外面へラ磨き．内面ナデ㍉　　　　　 砂粒

か所に透かし孔をもつ㍉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 橙色
P l16

30㌔
良好 得土中

器　　 台 n lO．6 脚部片J 脚部は丸みをもって外方に　 外面へラ磨き．内面刷毛目調整．　 長石 。砂粒 P l17
1　　 土 師 器 E （私封 開くJ 4 か所に透かし孔をもっ㍉　　　　　　　　　　　　　　　　　　 橙色 30 96

良好 中央部博士中層

Å「11．十小 形 婆 底部は丸底気味で突出するい休部は ＝緑部内 e外面横ナデい休部外面ナ　 砂粒 P l18
5　　 土 師 器 B ll．9 丸みをもって立ち上がる。最大径は デ，内面へラナデ小　　　　　　　　 にぷい黄褐色 50 9。

C　 J．9 中位にもっ．口緑部は外傾する㍉　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　 外面煤付着 中央部覆土上層

小 形 婆 Å「11．01 底部欠損㍉体部は丸みをもって立ち　 日縁部 。体部上半外面櫛歯状刷毛臼　 白色粒子多量で粗い P l19
6　　 土 師 器 牒 （15・3）

i
ii

上がり，中位に最大径をもっ㍉口緑　 調整い口緑部内面へラ磨き後ナデ㍉　 橙色 309b
部はくの字状に折れ外傾する．口緑 休部内面強いへラナデ。休部外面下 良好 中央部帝士上層
端部に平坦面をもつ． 半横方向のへラ削り． 外面喋付着

台 什 婆 A 白5．21 体部上位から口緑部にかけての破片。日緑部内e外面横ナデ．休部外面刷　 砂粒 P 121
7　　 土 師 器

i
B L 7．1） 頸部はくの字状で†口縁部は外傾す　 毛目調教　 内面へラ削り†粗い刷毛　 にぷい黄特色

る。　　　　　　　　　　　　　　 ナデ。　　　　　　　　　　　　　 良好
10 9b
中央部育土上層

台 付 婆 Å「17．21 休部から口緑部にかけての破片。休　 日緑部内 e外面横ナデ㍉休部外面刷　 長石 。砂粒 P 124
8　　 土 師 器 8 ぐ10．5） 部は緩やかに内攣して立ち上がる。 毛目調整後へラナデ．内面へラナデい明黄褐色 之0㌔

口緑部はわずかに外方に開くい器壁 普通 中央部覆土上層
は薄い。 外面喋付着

台 付 賓 A 16．9 口緑部片．口緑部は外反する．　　 日緑部内 e外面横ナデ．　　　　　 長石・砂粒 P 125
9　　 土 師 器 B （4諭） にぷい黄褐色 1090

良好 中央部覆土上層

台 付 聾 Å白5．事 休部か ら口緑部にかけての破片い休　 日緑部内e外面横ナデ。休部外面刷　 砂粒 P 127
10　　 土 師 器 B （5．7） 部は内攣 して立ち上がる小口緑部は　 毛目調整，内面へラナデ㍉　　　　　 にぷい黄橙色 10㌔

外傾する。 良好　 口緑部喋付着 中央部覆土上層

賓 Å白6．針 体部から口緑部にかけての破片十日　 目緑部外面櫛歯状刷毛目調整後ナデ．長石・石英・柵砂 P 122
且且 土 師 器 B （7。4）

A 白9．61

緑部は外傾し，わずかに開く．　　 口緑部内面 ・休部外面櫛歯状刷毛目 浅黄橙色 10㌔

調 。 。　 へラ削り㍉　口　 端。 普通 炉内

P l13

キザミ目を施す．

有 段 壷 口緑部片J 口緑部は強く外反 し，大　 口緑部内。外面へラ磨き㍉　　　　　 砂粒

12　　 土 師 器 B （3．針 きく開くJ 口縁部に段を有する．器 にぷい橙色 10％
壁は肥厚する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通 中央部覆土上層

こ忠男芝 Å白5．8」 体部から日緑部にかけての破片。目　 口縁部外面刷毛目調整後横ナデ，内　 練乳 細砂 P 129
13　　 土 師 器 B ぐ6．2う 緑部は外反し，大きく開き端部に垂　 面横ナデ．体部外面刷毛目調整後ナ 浅黄橙色 10％

直の面をっくる．　　　　　　　 デ，内面指頭押圧√　　　　　　　 普通 中央部育土中層

一dkr雲芝 Å白3．21 体部から口緑部にかけての破片㍉休　 日緑部外面刷毛目調教　 内面刷毛目　 砂粒 P 120
11　 土 師 器

・＝圭こご・雲芝

B （5．事 部は丸みをもっ㍉　口緑部は強く外反 調整後ナデ㍉体部外面刷毛目調教 にぷい褐色 20㌔

し水平近くまで開く。器壁は薄い。　 内面指頭押圧。　　　　　　　　　 良好 中央部覆土上層

B （12．3） 体部片。体部は球形状を呈する。 休部外面強い刷毛目調整J 休部内面　 砂粒・小礫 P 126
15　　 土 師 器

ニニ生＝・竺E

刷毛目調整後へラ削り予 にぷい黄橙色 鼠0％
良好 中央部覆土上層

B （3．針 複合目線部の破片。 日縁部外面横ナデ、内面刷毛目調整。 砂粒 P 128
16　　 土 師 器 にぷい橙色 10％

i　　　　　　　　 普通 中央部覆土上層
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計測値行来

Å：9．0．・

器形の特徴

平底。、体部は内攣しノて立ち上がり，

手法の特徴

＝縁部内。外面横ナデ、体部内e外

胎＿i二。色調・焼成 備　　考

つ 師勘 鵠 …紺 賢 はほぼ直立する0椀の ニチ 面へラナデ0

i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

にぷい黄橙色
津好

JOq。

！中央部覆土中層
且8　 去ニチュ孟 孟；警；豊潤 讐 監 禁 浣漂 最 深 謡 讐 滴へラ磨き後棺 桶 へラ 緻密．微粒

にぷい黄橙色
良好

P131
300。
背土中土師器　　　　　 内面に稜をもっ．椀のミニチ1ア．

且9　 豊ニチュ孟 孟 霊：溌 露語 監 禁 議 孟詣 雲㌘　 体部痛 指輯 内面鵬 縄 0

土師器

砂粒
にぷい黄橙色
良好

P132
1㈱％
中央部覆土中層

2の　 豊ニチュ孟 孟［且芸：羞］警 護叢書漂 彿警砦誓 霊豊 譜 豊語義蒜霊讐品 謡 警忘禁

土師器　n　708　もっ。日録部は外傾する。由緒婆の　へラ削り。脚部外面縦方向のへラ削
E　5・0　 ミニチュア㍉　　　　　　　　　 生 体部内面刷毛目調整後ナデ㍉脚

砂粒。白色微粒
灰黄色
普通

Pl12
900宥
北西コーナー下層

部内面へラナデ、へラ当て痕を残す㍉

、、　 m　　　　　　　 計　　　 測　　　 値
出　 土　 地　 点　　　　　　　 備　　　　　 考

長紬 m） 幅律の 厚さ葎m）重畳（g）
」 と 庚 ＿ん＿＿＿＿＿…石い せ中 土 豆 ＿…＿＿＿＿＿＿＿め5 南東コ…ナ…覆土下層　　 ＿L撃＿＿＿＿＿撃　 凝灰岩　　 5略

く　　・　　．㍉∴／・く

＿　　　　　ノ‘．′′，′′　′′　　．　ノミ

一　　　　ノ′　∴．　　　　　ノ・　　　′　　′・ノ　′　′、・ノ

、言：＋・こ．、∴、　二、．∴　ノ．一′ノ．；′レノ／て－ノ

主軸方向　N一・・一190－－－1－、W

、　　　二　∴ノ・・′一　二′∴、一㌧・′　ノ　′′／：／、′l　′：、′∴　∴′∴′　‖イl∴∴言「／・／）

壁溝　西壁北半分と　第蟻号住居跡に壊されている東壁南半分を除いた璧下を巡っている。上幅摘～那cm汐

‘　ノ日．、：二、　：．、・　ノ1一　言　′、　′き　一　い∵′′

ノ‥ノ＼‘．′、’　　　′、′、′月′、！．′′．：＼∴　工　‥．・・、一　差

竃　北壁中央部に付設されている。規模は袖幅盤cm　長さ衛m　壁外への掘り込みは挽mで　平面形は三角形

了．′1′′∴　′／’二、一∴′了　一　一　′、：　′　∴∴√　′、＿、′7j　穴ノ、′上里∴　月：弓こ　二、高（一言′．㍉て

ぼめられている0燃焼部奥から煙道部へは壷度の角度で立ち上がる。火床部には土製支卿が残っていた。

憲土層解説

温　赤褐色　焼土小ブロック⑳廃土粒子中量，山砂少鼠炭化物⑳炭化粒子患ローム小ブロック魯ロ…ム粒子微量

2　灰褐色　廃土小ブしト′ク・廃土粒子。山砂少鼠　炭化物。炭化粒子微量

3　赤褐色　灰中量，廃土粒子。ll」砂少量、焼土中・小ブしコック微量

4　褐　色　廃土小ブロック◎廃土粒子中量，焼土中ブロック砂山砂少量，廃土太ブロック◎灰微量

－、　‥ノ′′′、、一′　　一、－一上、隼、・く誉こ・－　′二六∴　∴　　′∴∴名言－′、・′行　－∴工l∴声了　′

は南壁中央の壁際から甑涌ど内側に位置し芦竃と同一線上に並んでいる。径触mの円乳深さ渕cmで出入り

持施設に伴うピットと考えられる。

者達　7層からなり，人為堆積である。

土層解説

1暗褐色　ロー1－ム粒子中量，

2　褐　　色　ローム粒子中量，

3　極暗褐色　ローーム粒子少鼠

L－1褐　　色　ロー一一lム粒子中量、

5　黒褐色　ロ…ム粒子少最

6　褐　　色　しトーム粒子多量

7　黒褐色　ローム粒子中量，

廃土粒子。ロー一一一ム小ブロック微量

廃土粒子・ローーlム粒子微量

廃土粒子。しトーム小ブロック微量

廃土小プロ、ソク・lコ一一ム小ブロック微量

廃土粒子◎ロ…ム小ブロック微量

廃土粒子。ローム小ブロック微量
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第96図　第159・160号住居跡実測図
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ノ
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第97図　第159号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　l

遺物　土師器片178点，須恵器片2点が出土している。第97図1，2の土師器杯，5の土師器椀は，P2，P3，

出入り口ピット付近の床面からそれぞれ出土している。4の土師器杯は南壁際中層から，8の須恵器蓋は中央

部下層から出土している。6の土師器聾は左袖際床面から出土したものと竃と竃内から出土したものが接合し

たものである。10の土製支脚は原位置をとどめた状態で出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期の6世紀中葉と考えられる。
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第蟻号住居跡出土遺物観察表
図版番 ‾‾…‾‾…‾‾‾‾‾‾‾看 ”‾‾‾．計測値葎 …一‾‾‾ム‾‾‾　 器 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴 ‾ マ 蒜 色調 療焼成　 清　 孝

第聖曳璧臆澄攣攣纏酵靡恋雨季識霞
中畑雷肢野鵠鵠磯野豊鵠蠣㌍　滝監
3 土器器孟豊潤窯蓋蓋三軍警義 窯聾睾慧漂芳慧雲霞窒漂 警横ナデ0体豊蓋警孟色　 蓋罠

中畑彗怒鷲慰野際㍑糟鵠鮮言麗云
i5品饉磯煮墜準腰攫窯慰憑酌　麗掛

土鵜一饗紺野誓還窯蓋芸蕪蓋還蓋捌讐題漉漂南下憂鬱芸芸孟芸絹還床面

中瀧澤現患罵襲撃轡汎豊野猟場拳骨患
登　　 射 臓潮　 田縁部破片。打線部は盤　 外短する。打線部外南口グロナデ。内面別離の　 長石傍砂粒　　　 ㌘蟻3

須 恵 器　 誤は 潮　 打線端部に垂直の面をっギる蓑　　 ため　 整形不明。　　　　　　 オ盲…プ色　　　 相％

普通　　　　　　　 車東証音十 卜層

9彗埜勝野溜弊獅蜘舶輝繍　患i＿　－ …ん．＿…＿＿＿

図鵬 号種 別 長さ 、径 m月志 g　 出 土 ！
竿　 薫つ 備 考

臓　 支　 卿恒 の糾　 望望皇 曇 堅 ＿＿＿竃尭床面 」 聖 5 実測図左「

欝臓号佳腰捗　第粥囲う

位置　調査　区北端部学　監蟻摘区。

′　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′′　　　　　　′　　・・　　　　　　　′

住居跡より新し弘　第蟻　◎蟻号住居跡より歯締。

、　　　　　　　（

主軸方向　N一一一一・2・4°一一l－Ⅵノこ

こ　　　　　　、′　　　′　　　・　　　′　　　　　′

ノ　　　　′　　ノ　　　′・　′　　　　′

・・　′′　　　　　　　　　　　　　　　′　　ノ　・ノ　、∴　　　　　ノ　　　′ノ′

－　　　　・　　′＼　　　　　C　　　　　　・・・・・　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／、．．　　　　　　　・′　一

三‾・ノ　・・　　　ノ′．．　　　ノ　　　　　　　ー　　　　・′　　　′　′　′′．′　　　　′

‾　　ノ‥　　　′・・′ノ　　′lノ　′　′′　－

竃土層解説

1暗褐色　廃土粒千・歳化粒子′レ鼠　しトー！、粒1㌔・粘梱「予微量

2　黒褐色　焼土粒子・炭化粒j∴・しトー！、粒J’一微量

：3　暗褐色　しトム粒子少鼠　焼巨」、ゾしトノク・焼「粒つ∴e炭化粒r微量

・1黒褐色　廃土粒一再J呈，鳳I二中ゾしトノクe炭化粒巨しブーム粒If一少量

－llll一一一一1122一一一一11－－
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第98図　第162号住居跡実測図
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0　　　　　　　　　　　　　　1m

仁一－十一　　　」



5　黒褐色　廃土粒子少鼠　炭化粒子e U一一一ム粒子微量

6　暗赤褐色　粘土粒子多鼠　廃土粒子弓」鼠　炭化粒子少鼠　焼上中ブーノート′クe Lトーム粒子微量
7　暗褐色　廃土粒子。ロー一一ム粒子少量，炭化粒子微量
8　黒褐色　廃土粒子。炭化粒子中鼠　ローーム粒子微量

9　暗赤褐色　廃土粒子多量，炭化粒子少量，ローーム粒子微量

‾　　　∴　　　　　　　　　　　　十㌦　、′　　一、　二：、　　　ナ　、′・・　、　、′

二㌧、’　′　ニ　′∴／、、、r、　　　‾一　′　一　　‥一　　、．・　　∴　　・・′、　′′′　．　　　、∴

′　　′　′∴‥．了　′‾　　、′、．′：′ノ、

ご　　　ノ／、、　　　．′′　、　　′′く工、　　、　、　、．　　　　　　′　　′　　　・′　．

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　ロー一一ム粒子少鼠　廃土粒fO射ヒ粒子eロー一一ム小プロ、ソク微量

2　極暗褐色　廃土粒子・炭化粒子。ロー1－ム粒子少量，廃土小ゾロ、ソク。ロー一一一ム小lパトノク微量
：3　暗褐色　しトーム粒子少量，ローーr一ム小ゾロ、ソク微量

′二　　　・・′′　　　、′′　∴′　　′．′　　′　′

土層解説

1暗褐色　しトム粒f・軒鼠　しトム小ブしコ、ソク中鼠　廃土粒l巨炭化粒子・t＿トーム中ブしト′ク少量
2　暗褐色　しトム小ブロック中鼠　廃土粒子一少昌二

3　暗褐色　しトム小ブしフックe山砂少鼠　廃土小ブしトノク。炭化物。しトム大e中ゾtコ、ソク微量

11暗褐色　しトlム小ヅしコ・ソク少鼠　しトム大。中ゾしトノク微量

5　黒褐色　しトム粒子中量，廃土粒子。廃土小ブロック少鼓　しトム中。小ブしコ、ソク微量

．‾　　　．′　　∴　　二、一、　′　　　、　　　′・′　　　　く　．　　　′　　　　　．　　′　　′′

斗′′‘　　　′′ノ　　∴！　′・・・．ノ・　　　／′．．く′′．、ノ・′．　　　　　　は、・・．

二　　十‘　穴　　ン・‾．．‾　　′＼　′・lノ、・ノ　∴　　　　　′・ノ　　′　　　二・・∴　′、

∴　　　∴－　　・・′㌧∵、　　ニ∴′　∴′　　　　　　　′／　　　　．′　　　′　二・　　　　ノ、　　、′

二　　　′．　　′・、′、′ノ、、、′．：し′　　　ニ：、′　　一　　．　′　　　′　　　　　　て

・　へ∴′′　ノ∴；・　ミ′久㌧、′ノ　二、∴＼；′て′、ソ′′ノ　了ナ　ノ、・・ニ／　′　′ニー；

第蟻号住居跡出土遺物観察蓑
遠版番頭

器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴　 i胎土 砂色掛 舶 可　 廟旨　 考

第99図 杯 Å「12．針 丸底㍉休部は内攣して立ち上がり， 日縁部内 e外面横ナデ．体部内 e外　 緻軋 微粒　　　　 P 173
温 土 師 器 8　 寸．1 体部と日縁部の境に段をもっ．口緑

部は内傾する．
面へラ磨き．　　　　　　　　　 橙色　　　　　　 50％

良好　　　　　　　 竃内

2

年
土 師 器

Å白土51

8　 4．3

丸底。休部は内攣して立ち上がり，

口緑部は短く直立する√日縁部内e
外面に稜をもつ㍉

口緑部内e外面横ナデや休部外面手　 長石 。砂粒　　　　 P 174
持ちへラ削り，内面へラ磨き㍉内 e　 黒色　　　　　　 調㌔

外面黒色処理．　　　　　　　　 普通　　　　　　 左袖周辺床面

杯
1
Å「13．針 底部欠損㍉休部は内攣 して立ち上が 口縁部内 。外面構ナデ十休部外面手　 砂粒　　　　　　 P 175

3 土 師 器 B （5．5う り，体部と目線部の境に段をもっ㍉

口緑部は直立する√

持ちへラ削り，内面へラ磨きJ 内 。l黒色　　　　　　 30㌔

外面黒色処理。　　　　　　　　 普通　　　　　　 北壁溝床面

杯 B L 3．鋸 口縁部欠損や休部は内攣して立ち上 外面手持ちへラ削り√内面横ナデ予　 緻密　 微粒　　　　 P 176

4 土 師 器 がる√休部と日緑部の境に段をもっ㍉ ，浅黄橙色　　　　　 30㌦

普通　　　　　　　 覆土中

5

婆 Å「22．0」 体部上位から口緑部にかけての破片．日緑部内 e外面横ナデナ体部外面縦　 砂粒　　　　　　 P 177
土 師 器 B ぐ15．7う 体部は緩やかに立ち上がり，口緑部 方向へラ削り㌔内面へラ磨き後へラ 橙色　　　　　　　 20㌔

は外反する。 ナデ。 普通　　　　　　　 貯蔵穴底面

6

賓 A 「20．針 休部か ら口緑部にかけての破片い体 日緑部内 e外面横ナデ√休部外面へ 砂粒 P 178
土 師 器 B （23．5） 部は丸みをもって立ち上がり球形状 ラ削り，内面へラナデ㍉ 橙色　　　　　　　 20％

を呈する．口緑部は外方に開き，端
部に平坦面をもっ。

普通 竃覆土上層

7

饗 B （13．1） 日録部欠損。平底。体部は内攣して 体 ・底部外面へラ削り．内面へラナ 長石 ・砂粒 P 179
土 師 器 e　 6．7 立ち上がる。 デ。 にぷい橙色

普通
50％

西壁際床面
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第99図　第162号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」　－」

図版番口器　種計激値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第99図甑 B（10．6）単孔式。休部は外傾して立ち上がる。休部外面縦方向のへラ削り。内面へ長石・砂粒 P180
8 土師器 ラナデ。 にぷい橙色

不良

5％

貯蔵穴底面

竃覆土中

図版番種　別
計　　　　測　　　　値

出　　土　　地　　点 備　　　　　　 考
長さ（cm）径（cm）孔径（cm）重量（g）

9 小　　玉0．8 1．0 0．2 0．71 篭火床面 DP6

図版番口種　別
計　　　　測　　　　値

出　　土　　地　　点 備　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

10 砥　　石10．6 4．5 3．2 176 南壁寄り覆土下層 Q16　凝灰岩

－125－



第163号住居跡（第100・101図）

第100図　第163・165号住居跡実測図（り
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第101図　第l朗・165号住居跡実測図（2）
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位置　調査　区北端部夢　監蟻摘匪。

、　　′

163号住属働細〕順に新しい、l・・．

規模と平面形　長軸圭jO吼　短軸圭32nlの方形である．

藍輸動向　酢㍊紆㌧牒

壁　壁高は6＼18川1で言まぼ垂直に立ち上がる。、．

、

竃　北東壁中盤部こ付設されている。規模は袖幅緋だm　廉さ緋だ照で　壁外㌔㌔の掘り込みはな齢。磯部は融砂混

じりの粘土を北東壁に貼り付けて構築されている、、

憲土層解説

1　暗　褐　色　し「∴ノ、粒巨巨鼠　焼上粒j’・・炭化粒J′一微量

ゴ　褐　　色　糠圭粒千中量，炭化粒jナ・。「ト・－∴粒f一少量

こ1　暗　褐　色i－トーム粒J‘一少量∴焼圭′j、ゾtトノツ0廃土粒子0歳f路上雄女量

・－i　暗赤褐色　焼損打てサー量、鳩十小‾ブしトノクe炭化粒子el∴トー∴粒i′一少鼠　粘上中▼′ノブH・ソク微量

5　暗褐色＋緻五粒予診炭化粒子珍ロ…ム粒子少農学　廃土小プぴック⑳粘土粒子療山砂微農

赤褐色　焼土小ブロック多選　廃土粒子昏炭化粒子◎ロ…ム粒子微量

7　黒褐色　炭化粒子中農芦　焼土粒子態ロ…ム粒子撤農

覆達　2層からなり、人為堆積と考えられる、、．

土層解説

且　暗褐色＋緻患粒子◎ロ…ム粒子轟ロ…ム小プロッタ少鼠　び…ム率プロッタ微最

暗褐色　ロ…ムかプロッタ珍ロ…ム粒子少量

還物　日油器片は0点が出上している　細片のため図示できるものはなかった、

所凰　鵬圭遺物が細片のため時期を決定するのは囲難であるが　番場時機後期に比定選れる遺物が多締。遺構

′

欝帽号佳腰静　第摘　昏臓囲う

位置　調査　区北部汐　監蟻g区。

重複関係　第蟻号住居跡を掘り込み　第蟻～蟻号怨蟻号経屠跡◎第　号掘立経建物跡に掘り込まれ竃締る

ことから∴本跡は第167号住居跡より新しく－　第1をう2＼一路車十月鎚昌一住居調い第6号据立柱建物跡より吉い－、

規模藍平面形　凝軸［畠や議の］m撃　短軸轟きの8mの凝方形である。

劾翫那磯　野∴弧㌧戦

塵　壁高は霊‰別mで誹孟ぼ垂直こ立ち上がる。

壁溝　重複が激しいため確認できたのは一一一ト部分で言有壁西半分から南西コ一寸一一一一部，西壁北半分から北西コー→

ナ…部の璧藩を違っている。上幅拍～謳臓　帯幅　～9服　深さ5　m　断面形は逆顔形である。

床　中央部がわずかに高くな－・了Cいる、全体的に軟質である、

ピ、ソ紅　7か所（Pl＼P71∴．Pl一＼守㌦は往30＼一7・豊川iの不整［ll里私　深さ三豊2＼8柚1で，主柱穴と思われる－．Pri・

は南壁中央の壁際から80（－Tllほど内側に位置するつ羊35用の円形，深さ47日llで出入り「l施設に伴うと、ソトと思わ

れる．

一一一一一一一128luムlムームー



第102図　第165号住居跡出土遺物実測図

ノ

ノ

∈二＝十

‾¢

哉

S＝12

0　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿＿⊥＿＿＿」

覆土　3層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説

1　黒褐色　廃土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，廃土粒子・炭化粒子・ローム大・中・小ブロック微量

遺物　土師器片237点，須恵器片10点が出土している。第102図1の土師器椀，2の土師器杯，3の須恵器杯身

は覆土中から出土している。4の須恵器嘘は北壁寄りの床面から出土しており，胎土が緻密で，断面が暗赤褐

色に焼けていることから搬入品と思われる。5の不明鉄製品は覆土中から出土している。

所見　本跡から出土した須恵器杯身は口径が最小になる時期のものである。出土遺物から古墳時代後期の7世

紀前葉と考えられる。

第165号住居跡出土遺物観察表

図版番 田 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 10 2図 椀 A ［15 ．4］ 体部か ら口縁部にか けての破片。体 口縁部内 ・外面横 ナデ。休部外面手 長石 ・砂粒 P 18 5

1 土 師 器 B （7 ．2） 部は丸みをもって立 ち上が る。休部 持 ちへ ラ削 り。 黒褐色 10％

とロ緑部の境 に段 をもつ。 普通　 外面煤付着 覆土中

2

杯 A ［15 ．8］ 休部か ら口縁部 にかけ ての破片。体 ロ緑部内 ・外面横 ナデ。体部外面 手 砂粒 P 18 6

土 師 器 B （3 ．2） 部は内攣 して立 ち上が り， 口縁部と 持 ちへラ削 り， 内面へ ラ磨き。内 ・ 黒色 10％

の境に稜 をもつ。 口緑部は短 く直立

する。

外面黒色処理。 普通 覆土中

3

杯　　 身 A ［ 8．2］ 受部片。体部は内攣 して立ち上が り 内 ・外面ロクロナデ。 緻密 P 188
須 恵 器 B （ 2．3） 受部に至 る。受部は上方に伸び， 口 灰黄褐色 5 ％

緑部 は短 く内傾す る。 普通 覆土中

4

趨 A ［15 ．6］ 口緑部片。休部は内攣気味に立 ちあ 口緑 部内 ・外面 ロクロナデ。 口緑部 緻密 P 18 7
須 恵 器 B （4 ．7） がり， ロ緑部に至る。 端部 に平端面‾外面 下方叩 き痕。 外面青灰色 10％

があり， 口縁部下方に稜 をもつ。薄

手。

内面暗赤褐色

良好

北壁寄 り床 面

図版番 口 種　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 重 量 （g ）

5 不明鉄製品 （3．0） 0 ，6 0 ．5 （1 ．7） 覆土中 M 2 1
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欝帽号住居跡　第霊図）

位置　調査　区北部，監蟻短区。

重複関係　第蟻　◎蟻　の蟻号住居跡　第は号土坑砂第　号掘立柱建物跡に掘り込まれていることから　本跡

が最も古い．

宣′告と喜一十王　　∴見目言、∴　一、、ノ）′ノ弓い子′∴‡′－亘，

一三一編圭・．＼、一　ぅ～主　’l

壁　削平のため確認できなかった、、、

床　全体的に軟質である。，

覆土　削平のため1層しか残っていない．

土層解説

1　暗褐　色　しフ一一ム粒子少量

遺物　土師器片鎚息　鉄浮　点が出土している。第摘図　の土師器相は南西壁寄り覆土下層資　の土師器要撃

3の土師器壷は北西寄り覆土下層から出土している。針　は内◎外面に二次焼成が認められる。窯は休部上

半が欠損しており，割れl＿‾二月ま磨滅し，二次的に利用された形跡があるし、

所見　本跡の時期は出土遺物から，古墳時代中期の5世紀前葉と考えられる、「

図版番司 器　 種 計測値血〕 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 。焼成 備　　 考

第103図 柑 Åト10 ．針 休部から口縁部にかけての破片㍉体 日緑部内。外面横ナデ． 砂粒 P 196

1 土 師 器 B （3 ．4） 部は丸みをもって立ち上がる。ロ縁 黒褐色 10㌔
部は外反する。 普通 南西壁際覆土下層

2

饗 B （15 ．0う 底部から休部にかけての破片。平底。休部外面へラ削り後ナデい内面嵐軋 長石 ・砂粒 P 197
土 師 器 e　 7 ．6 突出気味の底部から丸みをもって立 にぷい褐色 50 0b

ち上が畑　 球形状を呈する． 普通　 煤付着 北西壁際覆土下層

3

吏雪ぎ Å「17．針 ロ緑部片。日録部は外傾し，折り返 口緑部内 の外面横ナデ。 長石・砂粒 P 198 10％
土 師 器 B （4 ．9） し日録である。 外面のナデは工具痕が明瞭． 灰色　 良好　 煤付着 北西壁際覆土下層

第帽号佳腰掛　第摘図）

位置　調査6区北部，Ⅲ5g5区。

重複関係　第164◎且69号住居跡に掘り込まれ　上部には第描号住居跡が構築されていることから，本跡が最

も古い。、

一一…一一一一一一1301－ll一一
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第104図　第168・170号住居跡実測図
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規模藍平面形　長軸。開m　短軸［5諸の］mの長方形である。

一一三去TJこ㍉：〕、‾　（）

壁　壁高は摘～蟻cmで　ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　重複が激しいため芦確認できたのは北壁西半分から北西コ…ナ…の壁下，南壁西半分の壁下を巡る部分

である。上幅且2～2鮎m　下幅　～柑cm　深さ　～7cm　断面形は逆魚形である。

床　全体的に平坦で，軟質である。

炉　中央部のやや北寄りに位置する。長径且はcm　短径桁cmの不整長方形で，～相川掘り　ぼめている。

炉土層解説

1暗褐色　ロー1－ム粒子中量，廃土粒子少鼠　廃土小ブしトノク・炭化粒子・t．トム小ブロック微量

2　黒褐色　廃土粒子少鼠　炭化粒子。ロー一一lム粒子微量

ぼ毛細　摘、所（Pi～㌘4）。㌘～P　の掘り方は径詭～触mの円乳深さ謂～酢cmで　主柱穴と思われる。

本来は6本桂であったと思われるが重複のため確認できなかった。P　は南壁中央の壁際から約蟻cmはど内側

に位置し，炉と同一直線上にある。掘り方は径肋nの門数深さ2艶mで　出入り持施設に伴うピットと考えら

れるし、

貯蔵究　南東コ…ナ…に位置する。長径鮪は　短径撒mの長方形　深さ軸だm　断面形は逆台形である。

覆豊　3層からなる。暗褐色土が主体の人為堆横である。

土層解説

1暗褐色　しトーム粒子中鼠　廃土粒r。炭化粒f一微量
2　暗褐色　しトーノ、粒子。炭化粒子少鼠　廃土粒子微量
；〕暗褐色　ロー一一ム粒子。廃土粒子・炭化粒子少量

’ノミ守、高子‥うこ二・・′　　ノ　l・／′　　十、′　′・・　′′　′一ゝ／∴・′′、　　‥′．・く．、′：．

杯の椀類誠意　高塚柑息堵　息器白　魚　婆開意である。着は雲母片岩で北壁際から出土している。

新風　木鉢の出土遺物は細片のため時期決定は難し摘ミタ重複関係や器種構成などから音域時代前期であると

考えられる。

第蟻号住居跡出土遣物観察表

図版尋

種　 別
計　　　　 測　　　　 値 i 出 土 地 点　　 備　 考

長さ（cm） 幅（cm ） 厚さ（cm） 重量軸）

1 不明石製品 11．0 9・4　 日 ・中　 諏3 北壁際　　　　　 iQ 17 雲鮒 岩 実測図なし

第膵号住居跡　第柑図）

位置　調査6区北東乳　M蟻g区。

規模と平面形　耕作による撹乱によって規模や平面形は明確ではないが，現存する床や炉の状況から長軸

［3。60］m，短軸［3．38］mの方形と推定される。

主軸方欄［N－400－W］

壁　上面は削乎されており，炉周辺が残存しているのみである。

床　炉の北西部が踏み固められている。

炉　中央部からわずかに南寄りに位置し，長径80C恥短径53cmの楕円形で，床面を12cmはど掘りくぼめている。

覆豊　削平によって，確認できなかった。

－132－
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第105図　第173号住居跡実測図

遺物　土師器片4点が出土しており，第106図1の土師器高年の

脚部は覆土上層から正位の状態で出土している。

所見　遺物は少なく時期を決定するのは困難であるが，炉跡の確

認や刷毛目調整されている土器片が出土していることなどから古

墳時代前期と考えられる。

第173号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　　；　　　！

0　　　　　　　　　　10cm

L二二「一一一一一十－二∃

第106図　第173号住居跡出土遺物実測図

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 106図 高　　 年 D ［16．0］ 脚部片。脚部 はラ ッパ状で，裾長 に 脚部内面刷 毛 日調整後，へ ラ磨 き。 砂粒 ・長石 ・雲母 P 2 11
1 土 師 器 E （7．2） 大き く広 がる。 外面へラ磨 き。 橙色

普通

40％

覆土上層

第174号住居跡（第107図）

位置　調査6区北東部，M15r5区。

規模と平面形　耕作による撹乱によって規模や平面形は明確ではないが，現存する床や竃の状況から長軸

［4．70］m，短軸［4．45］mの方形と推定される。

主軸方向［N－950－E］

壁　壁高は2～6cmで外傾して立ち上がる。上部が撹乱されているため残存しているのは北壁部のみである。

床　北側の一部と竃前面部がわずかに高く，踏み固められている。

竃　東壁のやや北側に付設されている。撹乱のため，火床部の範囲が確認できただけである。

遺物　上面が削平されているため，土師器片12点が出土したのみである。器種は土師器杯・聾である。第108
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第107図　第174号住居跡実測図
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第108図　第174号住居跡

出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　2m

上＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿＿＿　」

図1の土師器杯は，内・外面黒色処理されており，竃内覆土中から出土してい

る。

所見　本跡は，遺物が少なく，かつ細片のため時期を決定するのは困難である

が，東側に竃が付設されていることや出土遺物などから，古墳時代後期の7世

紀前半と考えられる。

第174号住居跡出土遺物観察表

図版番 ロ 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 10 8図 杯 A ［10 ．0 ］ 休部か ら口緑部にかけ ての破片。体 口縁部内 ・外面横 ナデ。休部外面へ 砂粒 ・雲母 P 2 12

1 土 師 器 B （ 2．9） 部 は内増 して立ち上が り， 口緑部 と ラ削 り。内面ナデ。 内 ・外面黒色処 明赤褐色 5 ％

の境に稜をもつ。 口縁部はほぼ直立

す る。

理。 普通 寵 内覆 土中

第175号住居跡（第109図）

位置　調査6区北部，M15d3区。

重複関係　第176号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。

規模と平面形　長軸4．60m，短軸4．46mの方形である。

主軸方向　N一個0－W

壁　壁高は8～10cmで外傾して立ち上がる。北東コーナーは，耕作による撹乱を受けている。

床　中央部から竃にかけて踏み固められている。P4の付近から焼土の固まりが検出されている。

麗　北西壁のやや北寄りに位置する。規模は長さ65cm，袖幅110cmである。壁外への掘り込みは，耕作によっ
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第109図　第175号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　1m
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0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　　－“l i

て壊され，確認できなかった。天井部は削平されており，袖部の一部は，灰白色の粘土で構築されている。火

床部は，長径30cm，短径15cmの楕円形で，床面と同じレベルの平坦面を使用している。

麗土層解説
1極暗褐色　炭化粒子・焼土粒子・ローム小ブロック少量
2　褐　　　色　廃土粒子・炭化粒子中量

3　極赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量
4　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化物少量
5　暗　褐　色　焼土小ブロック・廃土粒子・粘土ブロック微量
6　にぷい褐色　焼土粒子・焼土小ブロック中量

7　灰　褐　色　粘土ブロック少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ピ・yト　5か所（Pl～P5）。Plは，長径30cm，短径26cmの楕円形，深さ38cm，P2～P4は，径25～30cmの

円形，深さ28～54cmで，いずれも主柱穴と思われる。P5は，径25cmの円形，深さ44cmのピットであり，位置
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第110図　第175号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

ト一一一一一一一一一一十－－」

と形状から出入り口施設に伴うピットと思われる。

覆土　5層からなる。炭化粒子・焼土粒子・ロームブロックが含まれており，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量
2　黒褐色　廃土粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
5　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子中量

遺物　土師器片15点，石製品1点が出土している。第110図1の土師器小形聾は，耕作による撹乱の北コーナー

付近から，2の土師器聾は竃前面部から出土している。3の土師器饗は，竃覆土下層から出土している。4の

砥石は覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遣物から古墳時代後期の7世紀前葉と考えられる。
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第膵号住居跡出土遺物観察表

計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土e色調e焼成 備　　考

小形聾 A［12．4］ 体部上位から口緑部にかけての破片。 口緑部内e外面横ナデ。体部外面へ 砂粒・石英・雲母・
・41 ！土 師 器 B （ 5 ．8 ） 体 部 は 内 攣 し て 立 ち 上 が り プ　ロ緑 部 う 削 り ハ　内 面 へ う ナ ヂ ハ 姦 缶 粉 子　 羞啓伍 1∩（k′

JLヽ′／Uは 外 反 す る 。 普 通 北 コ ー ナ ー 付 近

2

婆 A　 2 1 ．4 日 録 部 一 部 欠 損 。 体 部 は 内 攣 し て 立 目 線 部 内 ¢外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 南 下 砂 粒 e 石 英 e 赤 色 粒 P 214
土 師 器 B　 3 1 ．7

e　 8 ．7

ち 上 が り ， 口 緑 部 は 外 反 す る 。 位 へ ラ 磨 き 。 内 面 ナ デ 。

i

子　 明 赤 褐 色

普 通

8 0 ％

竃 前 面 部

3

聾 A ［22 ．1 ］ 底 部 か ら 日 録 部 の 破 片 。 体 部 は 内 攣 目 線 部 内 ◎外 面 横 ナ デ 。 体 部 外 面 下 砂 粒 。長 石 。赤 色 粒 P 215
土 師 器 B　 32 ．6

C ［ 9 ．0 ］

し て 立 ち 上 が り， 口 緑 部 は 外 反 す る 。 位 魯底 部 へ ラ 磨 き 。 子 ¢小 石　 橙 色

普 通

3 0 ％

竃 覆 土 下 層

尋
種　別 計　　　　測　　　　値 i 出 土 地 点

備　　　　　　考長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 さ （g ）

4 砥　　 石 8 」 3 ．3 3 ．1 12 4 覆 土 中 Q 18　 凝 灰 岩

第膵号住居跡（第且Ⅲ図）

位置　調査6区北部，八一115d2区し，

重複関係　第175号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸［5。79］m，短軸［4。92］mの長方形と推定される。

主軸方向「N－1400－－－W］
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第侶Ⅲ図　第膵号住居跡実測図
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∴ノ一・二　′：ここ　．、l・　′　　　ご′　　　　　′　l∴・′　、、　′　　一　二′′＼十∵　‾ニ‾、ノ′、

床　中央部から南西部がわずかに高くなっている、＿－、全体的に軟らかい、、

炉　長径45（－町　短径35（一mの楕円形である、、、

、、′・　′＜∴－．：　　㍉　　．　　　言†1、；：こ：ノ「ノ、、t、（．、・∴　∴∴∴：、、：・、、‾　、′　′、′∴∴′．∴／

遺物　土師器片23点が出土している。細片のみであり　図示できるものはないが　婆の頸部片に刷毛目のある

上器片が数点出土している．、、

所農　本跡はタ　遺物が少なく時期を判断するのは困難であるが芦　遺構の形態や出土遺物片から古墳時代前期と

考えられる、、＿、

言　′：’こ：声．∴二　∴一ふ′く：・

位置　調査6区北部，nn4b．1区l、

重複関係　第臓　◎柑号土坑に掘り込まれており　本跡は第摘　◎臓号士族より番い。

三人ここノ．‾‘－‾．’‘・　く　・、、、、．ノ　　　ノ　′

∴ノ∴　＼　．

壁　壁高は20＼36（・mで，外醸して立ちl二がる二、

・主、言　・心　ニ　iき5・・　言；　　　′′．、∴、Ji　‘∴　　ノJ　′．；∵、’′′ユ′　／＼′：‾′、ノ、

‾　　′、′ノ、・∵　′．　＿‾　　　′．ノ′　　∴　′　　′　　ノ′

炉　2か所。炉且は北壁から鋤cm内側に位置し　長径鮒cm　短径緋cmの楕円形で，床面を管用ほど掘りくぼめ

ている。炉　は　北壁から描翫m内側に位置し　長径渕cmタ　短径媚cmの楕閏形で　床面を3cmほど掘り　ぼめ

ている、、

炉1土層解説

1　極暗褐色

2　暗　褐　色

3　暗赤褐色

一一1　赤褐　色

5　極暗褐色

6　暗褐　色

廃土小ブロック⑳廃土粒子多量
炭化粒子中農芦　廃土粒子少量
焼土中ブロックの焼土粒子多量
焼土中◎小ブロック⑳焼土粒子多量

廃土粒子中量、炭化粒子。ロー1－1ム粒子少量
廃土粒子中農，ロ…ム粒子微量

掛y睦　7か所（Pl～P7）。Pl～㌘6は径35～45cmタ　深さ3～飢cm　断面形は逆台形で主柱穴と思われる。

㌘7は南壁やや東側の壁際に位置し　長径媚cm　短径渕cmの楕円形でタ　摘cmほど掘り　ぼめている。出入りロ

施設に伴うと、ソトと思われる、、、

貯蔵究　南東コ…ナ…に位置する。長径鋸cm　短径撒cmの楕円形　深さ飢cm　断面形は皿状である。

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　黒褐色　ロ細…ム粒子少量，ローム中◎小ブロック微量

覆土　4層からなり，人為堆積と考えられる。、

土層解説
1　極暗褐色　ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム小ブロック中量，焼土粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロックe廃土小ブロック少量

4　極暗褐色　ローム大◎中ブロック中量

一一Il－1381－－－－－1



第鍼　図　第膵馨佳應紡窯測園
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る。　の土師器婆は覆土中から出土している。臓　鼠の土師器要件は　東側付近から出土している。鼠2の土師

器磐は西側覆土中層から出上している、
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第113図　第179号住居跡出土遺物実測図
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．　　∴　　　　　　　　ノ　ノ　′、

図版番田器種恒 縮m）　　 器形の特徴　　　　　 手法の特徴　　 胎土⑳色調⑳舶　 備　 考

第彗彗［i；ii］雷雲還荒義蔓漂賢孟宗霊誓ち腰還ま；謡霊蒜孟讐葦0蓋芸を三雲票遠雷蛸壷誓；表ナ～

2　望師芸孟（1㌢霊）票嘗渚 は外儀して路 が軋冒警慧豊譜詣謎驚諾　 粒謡着態赤醜羞欝

へう削牛　　　　　　　　　　 普通　　　　　 北壁再土下層

3　 師親；且霊；雷柳瀾繍機して立ち上がる潤讐諸賢議濃霧還削　粒蒜石磯粒謂5
普通　　　　　　　 P†北寄り周辺

4望師紺堅還嚢警簿警濫護詔等葺聾軍憲憂嘉璧義轡票詣蓋慧議石欄曇蓋膜面

5　師紺誓…書晰片胤の批開0還還憂撃荒漂禦警蓋芸を豊謡粒菜蓋順土下層

串項舶恋瘍恋画一慧義欝横ナデ0休部魯底部警菱議石　義軍側周辺

冒土器菱羞菜摘駄讐漂謡霊が軋還慧嘉義軍㌘濃雷管警儲　 萎軍票コ…

土器孟；；誓…鰻壷藍窯睾蓋蓋警萎憲曇嘉。欝謡票謡休部内面滑石英　菜蓋：球種土中

中年呵黙豊漂呵彿靂㌻「蜃慈懐
摘　 土　 器孟［思雲：＿満票富鋸での批 折れて持舶内欄 横ナデ0　　 禁。黄航　 鐙2

普通　　　　　　　 東寄り床面

言土器譜gm緑断欄は複離縁である0豊潤霧遽票 禁㌘載e鐙√
している十　　　　　　　　　　 にぷい橙色　　　　 東寄り覆土中層

普通

中華笹腰挙措鵠呵豊爛ナデ0体部桶へ登蓋も濃長石蓋≡‡覆土中層

′．・‾　．′l二′V、一二．　．′′∴／′

位置　調査6区北部芦　監且射5区。

重複関係　第臓⑳摘号住居跡に掘り込まれていることから　翫滋◎摘号住居跡より青い。

規模藍平面形　長軸［4。鐘］mr短軸［叡郁4mの方形と推定される。

云京王こら　二　．＼’二王　．二

塵　南西コ…ナーが一部残存しタ　壁高は5cmほどである。

床　全体的に平坦で，軟質である。

遺物　土師器片89息須恵器片4息縄文土器片温点が出土している。凱1咽1の土師器高埠は，覆土中か

ら出土している02の土師器高埠は，南東側覆土下層から出土している。3の土師器相は，東壁南側床面から

出土している04の土師器相は，南東側覆土下層から出土している。5の土師器小形婆は，東壁南側床面から

出土している。6の砥石は覆土中から出土している。
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所見　本跡は，時期を判断するには不明な点もあるが，刷毛目のある土器が多く，古墳時代前期の4世紀前半

と思われる。

第114図　第194号住居跡出土遺物実測図

第194号住居跡出土遺物観察表

：‥、、‾

⊂⊃

｛‘：：－：

10cm

l　　　　；　　　！

図版番可器　種計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第114図高　　杯E（5．8）脚部片。脚部はラッパ状に下方に開脚部外面に刷毛目調整後，ヘラ磨き。砂粒・長石・赤色粒P306

1 土師器 く。 脚部下位に籾殻痕あり。 子　にぷい橙色

普通

10％

覆土中

2

高　　林D［17．鋸脚部片。緩やかに広がりながら，裾裾部外面縦位のへラ磨き。 砂粒・赤色粒子 P307

土師器E（3．5）部にいたる。脚部下位に三方の透か 橙色 10％
し孔を有する。 普通 南東側覆土下層

3

柑 A［11．3］底部から口緑部にかけての破片。底底部から体部外面ナデ後，へラ磨き。砂粒・長石・赤色粒P308

土師器B　5．8部は上げ底。休部は内野し，口緑部休部内面ナデ，へラ当て痕有り。子　明赤褐色 30％

C　3．0にいたる。ロ縁部は折り返されてい

る。

普通 東壁南側床面

4

柑 B（7．3）底部から体部にかけての破片。平底。体部外面刷毛目調整。体部下半へラ砂粒・長石 P309

土師器C　3．4休部は内攣しながら立ち上がる。磨き。休部内面刷毛目調整後，ナデ。橙色

普通

40％

南東側覆土下層

5

小形要A［14．5］休部から口縁部にかけての破片。体口緑部内面・体部外面刷毛日調整。砂粒・赤色粒子 P310
土師器B（15．0）部は内攣し，ほぼ球形を呈しながら休部内面へラ削り。 橙色 30％

口縁部でくの字状に外反する。 普通 東壁南側床面

図版番口種　別
計　　　　測　　　　値

出　　土　　地　　点 備　　　　　　 考
長さ（em）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

6 砥　　石（6．5） 3．0 2．5 （42．0）覆土中 Q25　　凝灰岩
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規模藍平面形　凝軸腰m　短軸。榔mの方形である。

童軸方向　N、1－rつ、、1－・l一㌔も′「

壁　壁高は墟～翫Cmで　外磯して立ち上がる。

・．・、　　　　′．

・－一息＼8（恥　断面形は逆台形である、、＿・、

′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　ノ　　　・　′

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　：　　　　　　／

憲土層解説

1黒褐色　砂中量，炭大粒Jr－0鳩十粒守・・焼巨トデしト′ツ′レ是

慧　暗褐色　粘土粒子多量ラ　焼土粒予⑳炭化粒子中量

3　黒褐色　粘土粒子多鼠　焼巨巨石十ソクe焼慄イ微量

・皇　極暗褐色　焼P粒了一e炭化粒j′一・多量

5　黒褐色　砂多鼠　焼欄て千・粘上一石・ト′ク微量

転　黒褐色　砂多農学　焼土粒予診炭化粒予中農

7　黒　褐色　炭化粒ナノ一多量1焼‖勘’・′レ是

ノ　／′、

ノ　　′　′　一′′言

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　ロー∴！、粒子e焼P粒子‥炭化粒－1’一中憲二

2　黒褐色　焼仁粒千多鼠　しブ…ム粒子・炭化粒f中量

覆豊　3層からなり筆　太為堆積である。

土層解説

1黒褐色　しトーム粒J「・e tlトーム小ゾしトノク少量

2　黒褐色　tトー！、粒戸巨鼠，炭化粒子少量

こ：i　暗褐色　しトム粒HJ鼠「トム′Jい中ゾしトノク少量

、　　　　　　　‥　　　′一、、　　　　　′　　　　　　　　　　′　　　、ノバ　　′′ノ　　　、、二′言．′′　　　　′：、′

、　　・　　ノ・／・　　′′ノ　　　　　　′　　　　　　ノ、；　！ノし′　　　　／′、　ノブ

！　′　　′　′　ノ　　ノ　　　　　　　　、一°　　　　　　；‘′言′、ノ　ー、’ニ　′】lノ隼　、了∴

′’′了、ノ　／　鋸∴・㍉　　‥　ノー′　　　∴1　・一、　　一・二

所農　本跡は撃遺構の形態や出土遺物から歯墳時代の冒健紀前葉と考えられる。
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第116図　第197号住居跡出土遺物実測図

第197号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 1 16図 杯 A lO ．5 丸底。休部は内攣 して立ち上が り， 底部か ら口縁部外両横ナ デ。体部外 長石 ・赤色粒子 P 32 1
1 土 師 器 B　 4 ．3 口縁部との境に段 を有す る。 ロ縁部 面手持ちへラ削 り。 にぷい橙色 50％

は直立する。 普通 南西側覆土中層

2

坤こ A ［12 ．6］ 体部か ら口緑部 にか けての破片。体 休部内面か らロ緑部外面構ナデ。体 砂粒 ・長石 P 32 2
土 師 器 B （4 ．4） 部は内攣 して立 ち上が り， 口緑部に 部外面手持 ちへラ削 り。 にぷい赤褐色 30％

至る。 普通 北壁東側覆土上層

3

杯 A ［11．0］ 体部か ら口緑部 にかけ ての破片。体 休部内面か ら口緑部外面横ナデ。体 砂粒 P 32 3
土 師 器 B （3．5） 部は内攣 して立 ち上が り， ロ縁部 と 部外面手持 ちへ ラ削 り。内 ・外面黒 にぷい褐色 2 0％

の境 に段 を有す る。 口緑部は直立す

る。

色処理。 内面へ ラ磨 き。 普通 覆土中

4

小 形 要 A 1 2．3 休部は内攣 して立ち上が り，口緑部 口緑部 内・外面刷毛 目調整後 ，横ナデ。砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 3 25

土 師 器 B 12 ．7 との境に段を有する。 口縁部は外反 体部外面へ ラ削 り，内面へラナデ。 赤色粒子　 浅黄橙色 7 0％

C　 7 ．0 す る。 普通 竜右袖部付近床面

5

聾 A ［20 ．6］ 体部か ら口縁部にかけての破片。体 口緑部 内 ・外面横ナデ。 内面へ ラナ 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 3 26

土 師 器 B （8 ．8） 部は緩やかに立ち上がる。 口緑部は デ。 赤色粒子　 にぷい褐 10％

強 く外反する。 色　 普通 酉壁中央覆土下層

6

杯　　 蓋 A　 9 ．6 口縁部 一部 欠損 。天井部か ら内攣 し 天井部内面 か ら休部外面 ロクロナデ。砂粒 ・長石 P 3 27

須 恵 器 B　 2．8 て ロ縁部 に至 る。 天井部外面回転へ ラ削り。 灰色

普通

70％

西壁中央覆土下層

7

フラスコ形 B （17．4） 休部は若干横長 な球形 を呈 し，中位 体部内 ・外面 ロクロナ デ。休部成 形 砂粒 ・長石 P 32 9

長 頸 瓶 に最大径 を有す る。 の最終段階 で，粘土円板を貼 り付 け 青灰色 70％
須 恵 器 て蓋を した後，へ ラナデ。穴を塞い

だ反対側 回転へ ラ削 り。

良好 P lの北西側覆

土上層

－145－



‘‾I、－h㍉、、　　、　一、く′

位置　調査　区北部　M摘e区。

＝ぺ・．二　三一ノ　　ーノ予　ノ　・′′、・・′、　　　　　　　′　．　　、．　　　　　　　．

t、・　．．・，′　∴　　、　．′こ、・′．′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

＿、・．・∴　　′：　ノニ　　ノ、　、・　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　‘　　　　′　′

い。

∴　　　　　　．、ニ　′′、　　　、　　　　　′

量軸方向　N－330…W

．、′　ノ、ノ、‥　　　　′、・　　　　　　′

＼・　∴′　∴　、　′、、　　　．、　　　　．　　　　　　　　　　　′　．、　　　　　　　′

′ノ　　　　　　′′

床　竃から中央部が踏み固められている、、、

′　′　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

ノ　　　　　㍉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　．

′　　　ノ　　．ノ＼　　　　′（、ノ　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　′　　′

憲土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒J′一。粘i二、∴デし‾ト′▼ツ少鼠　焼梱「J∴0焼巨トゾ

しト′ク微量

2　暗　褐色　粘十ブしトノク少鼠　廃土粒子。炭化粒jT・微量

：j　暗赤褐色　焼巨」＼ゾしトノク・粘1予しト・ノク′レ鼠　廃土粒巨炭
化粒子微量

・1黒　褐色　焼巨巨ブしト′ツe焼巨粒f∴粘トトブlトノク少量1し‾ト

ム′トカ「ソク。「トー！、粒自微量

5　黒褐色　廃土粒子中量ラ　廃土小ブロック珍炭化粒子少量茅　粘
土ブロック微量

（う　暗赤褐色　粘十二ゾしブック多鼠　焼巨粒子車鼠　焼トトブしトノク

少量

7　極暗褐色　粘土ブロック多農　産化粧子中農学　廃土粒子少量

8　灰黄褐色　焼土粒子踏段化粒子少量

9　黄橙　色　焼P粒子。炭化粒j′一少紅　粘ヒーブtトノク微量

1（．）叛　褐色　焼日粒子・粘土少鼠．炭化粒J′・微量

11黒褐色　焼上′J←ブし了いノ・クe廃土粒了一0炭化粒子少量

12　暗褐色　廃土小ブしブックe焼巨粒子。快多量

1：、う　暗赤褐色　炭化粒一一巨快中鼠　焼捕「「少品

目　黒　褐色lト∴！、粒J’・0叛r巨憲二　焼抽「巨炭化粒「少量

15　黒　褐色　しトーム粒J′斗唱＼炭化粒巨伏少鼠　焼上粒J’・微
【－＿ヨ

凰

16　明赤褐色　焼1滴白て一e炭化粒子e焼上′トブしコック少量

17　極暗褐色　しトーム粒fヰ鼠　焼土粒子少鼠　炭化粒子微量

18　昧黄褐色　焼十粒子中量、焼土中ブしトノウ少量

19　昧黄樽色　炭化粒f一考′量，快中鼠　焼土粒子′少量

‘ノ′′　′　、　　　　‘′・・　ニ・′′　ノノ　　ニ　　　′　　　　　′　　　了　′′　ノ、′　　′、　　　′　′

0　　　　　　　　　　0る

　

土

　

る

J

J

一 言ノ′　　′′　　　．′　　′　ぺ　　　　ノ　　　　　　　′　′　　　′′　′′　一、′　：．ノ、ノ．′　　、．

土層解説

1　褐　　色　しトーム小ゾしトソクe Lトム粒召ノ昌1焼l∴粒子e炭化粒柑橘：

2　極暗褐色　しトーム小ブしトノクe粘土少鼠　廃土粒子e炭化粒子微量

3　暗褐色　ロ」ム小ブロック魯ロ…ム粒子多量

ノラ・ヰ　・・・．ノ′：∴）ノ、三′、・ノ　、　1・．t・′・　　　　′・　　　∴′ェ　　ノ′　：．′・　　　　　　　一．

出土している。第温摘図　の土師器杯は　北西側覆土中層から芦　の土師器棒は　北西側床面からタ　の土師

器棒は芦　南西側の覆土上層から芦　魂の土師器棒は，覆土中からタ　5の土師器棒と鍔の赤彩された高塚はラ　竃覆

土車から出土している。7，8の土師器高棒と婆はタ　北西側覆土中層から下層にかけて出土している。9の土

師器椀は，竃覆土車から出土している。臓の土師器賓は　竃右裾都側覆土下層から出土している。Ⅲのミニチュ

ア土器は，竃内覆土中から出土している。臓の小義は南東側覆土中から，臓，摘の鉄鉱は　南東側覆土中層か

ら出土し，混入と思われる。獣骨◎キジ◎スズメ勝魚骨などの骨片，ヤマトシジミ◎ハマグリ◎カキなどの貝

は，竃火床面から出土している。
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第1号大形竪穴状遺構
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第117図　第198号住居跡実測図
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所見　本跡は，重複が激しく，時期を判断するのは困難であるが，遺構の形態や遺物から古墳時代の6世紀後

薬と考えられる。

ノ

ノ
第118図　第198号住居跡出土遺物実測図

第198号住居跡出土遺物観察表

〔拶‖

〃

づク／3

l′：

l　　　；　　　！

国

－3・－4S亡友

図 版 番 口 器　 種 計測値 （cm ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 11 8 図 杯 A 1 2 ．4 丸 底 。 休 部 は 内攣 して 立 ち上 が り， 口縁部 内 ・外 面 梼 ナ デ 。体 部外 面 へ 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 33 0

1 土 師 器 B　 4 ．0 口緑 部 と の境 に段 を 有 す る。 口緑 部 ラ 削 り。 内 ・外 面 黒 色処 理 。 雲 母 ・赤色粒 子 80 ％
は 直 立す る。 にぷ い橙色　 普通 北 西 側 覆 土 中 層

2

杯 A ［1 2 ．6 ］ 休 部 ・ロ縁 部 片 。 休 部 は 内管 して立 ロ縁 部 内 ・外 面 横 ナ デ。 休 部 外 面 手 長 石 ・雲母 ・赤 色粒 P 3 3 1
土 師 器 B （4 ．0 ） ち上 が り， 口縁 部 と の境 に段 を有 す 持 ちへ ラ削 り， 内 面 へ ラ磨 き。 子　 灰黄 色 2 0 ％

る。 口綾 部 は 内傾 す る。 普 通 北 西側 床 面
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図版番号 器 種 恒 臓価 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴 胎土 砂色調 ㊧焼成 i 備　 考

第118図　　 年　　 Åつ3．十 底部大乱 休部は内攣して立ち上が　 口縁部内e外面構ナ千 体部外面手 砂粒 ・長右 ・雲母 。 P 332
3 ’　 土 師 器　 勘 3．7） 年　 目緑部との境の内側に稜を持つ㍉持ちへラ削年　 内面へう磨き予 赤色粒子　 にぷい赤 15％

口緑部は直立する√ 褐色　 普通 南西側覆土上層

杯　　 Å白3．0！ 体部 〇日緑都子「 休部は内攣して立　 ＝縁部内 ・外面横ナデ㍉休部外面へ 砂粒 P 333
4　　 土 師 器　 B （4淵） ち上がり，H 緑部との境に段を有す　 ラ削年 内 ・外面黒色処軋 にぷい橙色 100。

る。日録部は直立する。 普通 肯土中

塔　　 迅（逢。2） 底部から休部にかけての酎 上 体部　 口縁部内 ・外面横ナデ十休部外面へ 砂粒 ・長石。雲母・ P 334
5　　 土 師 器 は緩やかに内攣して立ち上がる十日　 ラ削り㍉内面へラ磨き後一 ラナデ． 赤色粒子　 にぷい赤 40％

緑部はやや内傾する㍉　　　　　　 内 ・外面黒色処理㍉ 褐色　 普通 竜内得土中

高　　 林　 Å「22．十 林部f「 林部は外傾 して外上方に開　 ＝縁部内 ・外面横ナデ．林部外面へ 砂粒e石英 ・長石 P 335
6　　 土 師 器　 8 「圭＝ き，端部はわずかに反る．日縁部下　 ラ削り後，ナデ．内 ・外面赤紅 赤色 20％

位に稜を持っ。 普通 竜内等土中

高　　 年　 B （9．2う
7　　 土 師 器　 D 12」

E　 6．0

脚裾部及び林部上位大乱 脚部は円　 林部内面 。脚部外面へラ磨き㍉裾部
筒状を呈し，林部は外傾して立ち上　 内 ・外面構ナデ．脚部内面へラナデ㍉

がるい　　　　　　　　　　　　 内 e外面黒色処理．

砂粒・赤色粒子
橙色

普通

P 336

600。
北西側覆土下層

賓　　 Å 15．9

8　　 土 師 器　 B （17．弟

体部から硝 部にかけての破片。体 打線部内砂外面横ナデ。休部外面へ ！

豊 禁 て立ち上がり，日録部は ラ削り0 体部桶 へラナデ0 ！
長石 。雲母・赤色粒
子　 にぷい黄橙色

普通

P 337

60％
北西側覆土中層

椀　　 Å［19期］

9　　 土 師 器　 B 用 ．7う

休部 ・目線糾上 体部は内攣して立　 目線部内 e外面横ナデ．休部外面へ

ち上がり，＝縁部との境に段を有す　 ラ削りい体部内面へラナデい
砂粒e雲母 。赤色粒
子　 橙色

P 338

100。
る。ロ縁部は直立する。 良好 竃内再土中

賓　　 Å「17．21

10　　 土 師 器　 B （8．0）

休部から日緑部にかけての酎 上 体　 口緑部内 e外面横ナデ．体部内。外

部は丸みをもって立ち上がり，＝緑　 面へラナデ㍉外面へラ削り．

部はコの字状に折れる．

砂粒 ゆ長石
赤褐色

普通

P 339

10％
竃右袖部覆土下層

ミニチュア墟　 A ［2。8］

11　 土 師 器　 B （2．2う

底部は丸底で，休部は内攣 しながら　 内。外面剥離が激しく調整痕不軋
立ち上がり，＝緑部は内側に折り返

しているい

砂粒
橙色

普通

P 340
40％
竜内覆土中

図版番車 別 長さ毒 。m）；孔径葎m）重量施） 出 土

地　　 点 備 考

ほ　 小　 玉恒 05　 恒 の中 e～ 。4 恒 融　 庫東側覆土率 恒 は

図版番⇒

種　 別

計　　 測　　 値　 ！

備　　　　　　 考
長さ葎m） 幅 （cm ） 厚さ葎m） 重 畳軸）　 出　 土　 地　 点

13 銑　　 鉄 ぐ11．事 2．1 0 08　 日 15も0） 庫 東側覆土中層
M 38

14 鉄　　 錬 12 06　 日 ・5 鍼　 日 鋼　 庫 東側覆土中層
M 39

第調号住居跡　第摘図）

位置　調査6区北部，監温5i4区。

重複関係　本跡の上部に第誠◎翻号住居跡が構築され，第6号掘立柱建物跡に掘り込まれていることから，

第2飢⑳舗号住居跡，第6号掘立柱建物跡より古い。

規模藍平面形　長軸［6の4の］m，短軸。摘mの方形である。東壁側は削乎されている。

主軸方向　N－350－W

塵　壁高は27cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，出入り口ピットから竃にかけての広い範囲が踏み固められている。

竃　竃の痕跡しか確認できなかった。北壁中央部に付設され，火床部は長径（70）cm，短径（56）cmの楕円形と考

えられるこ、

ぼ亀捕　5か所（Pl～P5）。㌘1，P2，P4は径4卜媚cmの円形，深さ24～65cm，P3は長径亜cm，短径35cm

の楕円形，深さ78cm，断面形は逆台形で主柱穴と思われる。㌘5は南壁中央の壁際から100cmはど内側に位置

一一149－
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第吊9馳　第2錮号住居跡実測図
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し，竃と同一線上に並んでいる。P5は長径30cm，短径20cmの楕円形，深さ亜cmで出入り口施設に伴うピット

と思われる。

貯蔵穴　南壁やや東側に位置する。径70cmの不整円形，深さ18cm，断面形は逆台形である。

貯蔵穴土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

覆土　3層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説

1極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量
3　暗褐色　ローム小ブロック中量，焼土粒子微量

遺物　土師器片212点，須恵器片17点，縄文土器片1点，鉄津1点が出土している。第120図1の土師器杯は南

壁側覆土中層から，2の土師器杯は北壁東側覆土下層からそれぞれ出土している。3，4の土師器杯は南側覆

土から出土している。5の土師器杯の底部は木葉痕があり，南壁中央付近覆土中層から出土している。6の土

師器饗は北東側床面から出土している。7の須恵器の蓋は，覆土中から出土し，混入と思われる。8の須恵器

要は北壁近くの覆土上層から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期の6世紀後葉と考えられる。

＿ノ

∈示‾＝

第120図　第204号住居跡出土遺物実測図

－151－
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図版番m　器　種　計測値律の　　　　　器形の特徴　　　　　　　　　 手法の特徴　　　　　胎土⑳色調儲焼成　　備　　考

第120図　　年　　Å11．8　丸底．体部は内攣して立ち上が年　目縁部内e外面構ナデ㍉体部外面へ　砂粒。長石。雲母　P351
1　土師器　8　十8　口縁部との境に段を有する∴目線部　や削l十　内。外面黒色也理∵　　　　仁ぷい褐色　　　　600。

は直立する∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 南壁側将士中層

杯　　十十信　底部かへ＝縁部片㍉休部は内増して　＝縁部内e外面横ナデ㍉内面へラ磨　長石。赤色粒子　　P352
2　　土師器　臣5．お　立ち上が年　目縁部は直立するい　　き∴休部外面下端手持ちへラ削乙上　にぷい橙色　　　　200。

内e外面黒色処理㍉　　　　　　　　 普通　　　　　　　北壁東側博士下層

杯　　Åつ2．十　底部大損．休部は内増して立ち上が　＝縁部内。外面横ナデ十体部手持ち　砂粒。長右　　　　P353
3　　士師器　L主3．51日十　休部と目線部の外側に稜を持1．へう削「「内面一部磨滅．　　　　にぷい特色　　　　50。

目線部は直立する∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 南側覆土車

年　　Åつ．上　体部から＝縁部片㍉休部は内増して　目線部内e外面横ナデ∵内e外面黒　砂粒¢長石　　　　P3封
1　土師器　BL2．5日立ち上がり，日縁部との境に段を有　色処理㍉休部外面磨滅∵　　　　　　戊黄褐色　　　　　500

する十　日縁部は直立する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　南側覆土中

杯　　Å11．2　底部から目線部にかけての破片．休　日縁部内e外面横ナデ．底部に木葉　砂粒e長右。赤色粒　P355
5　　土師器　8　工8　部は緩やかに内攣して立ち上がる．　痕㍉休部下端手持ちへラ削乙「輪精　子　にぷい橙色　　950。

e　7．8　目線部は内傾し　一部内側に歪む．　み痕有と「　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　南壁中央覆土中層

賓　　Å万上お　体部から＝縁部にかけての破片㍉　日　日縁部内e外面横ナデ．体部外面ナ　砂粒。石英・長石e　P356
6　　土師器I主6．2う　縁部はくの字状に外傾する㍉端部は　デ　内面へう削り．　　　　　　　 雲母　にぷい橙色　50。

1まみ上げられ†内面に沈線を持1．　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 北東側床面

蓋　　臣　上6〕蓋の1まみ部㍉つまみは中央が突出　ロクロナデ．　　　　　　　　　　 砂粒。雲母　　　　P357
丁　　須恵器　r　工5　したボタン状を呈する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 戊色　　　　　　　50。

G　O．7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　覆土中

婆　　射19．0！休部かへ目線部にかけての破片．休　日縁部内8外面ロクUナデ∵　　　　砂粒e雲母　　　　P358
8　　須恵器　BLl．針　部は外醸して立ち十が年　目縁部に　　　　　　　　　　　　　　　　　 叛色　　　　　　　50。

いたる．端部は外十方に1まみ上げ　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　北壁覆土上層
へれている∴

ノ・・　　′

位置　調査6区中央乱　入廿鉦）区、、ミ

重複関係　第205◎213抽臣居跡に掘り込まれており，第205◎21＿3甘臣居跡より古い、、、、

規模と平面形　長軸（3．50）nl、無錘献上00）汀1で，平面形は不明であるツー

′ノ

壁　壁高は22＼－2‘4川1で，ほぼ垂直に立ち上がる、、，

壁溝　上幅11＼16（恥　下幅4・＼9し恥　深さ4（nl，断面形はU字形で言緋塗下を巡一．）ている．∴。

床　全体的に平坦で軟質である、、－

・′　　　　　　　．′　　　、　J　・・・・・、　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　′

貯蔵穴　南東コ一一一ナ一つ二位置する．、ん、径60用の円形，深さ48（恥　断面形は逆台形である二、

覆土　2層からなり，自然堆積である，、二、

土層解説

1　暗褐　色　しト∴と、粒子少鼠　しト∴！、小プロ、ソク微量

2　暗褐　色　しブ一一ム粒子。tコーlム小ブロック少量

－　′　、言′　′：ごニ　　：′，・ノ、1ノ　　　　′　　′／　′′／・く　′′　＿　　　′　′　、　ノ、IA　　∴．　　　　一

、ノ‘　らJ　　ノノ′、言．′、　ノ＼．∴′ノ、十一一　　∫′　　　′′．．　　　　　′　　　′′ノ、4一　　′　　　∴　ノ　　　　．

毛目整形が施されている。

所見　本跡の時期は，出上遺物から吉墳時代前期の∴‖仕紀中葉と考えられる、＿．

ll一一一1521－1－ハ
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0　　　　　　　　　　　　10cm

LL i
第121図　第206号住居跡出土遺物実測図

第206号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 121図 高　 J不 A ［8 ．8 ］ 休部一部欠損。脚部はラ ッパ状 に下 脚部内面刷毛 目調整。外面へ ラ磨き。 砂粒 ・長石 ・赤色粒 P 369

1 土 師 器 B　 7．6 方 に開 き， 4 か所 に透か し孔 を有す 杯部内面へラ磨 き。外面刷毛 目調整 子 50％

D　 6 ．7

E　 3 ．2

る。林部はやや内攣気味 に外反す る。後，へ ラ磨き。 にぷい橙色

普通

両壁中央覆土

中層

2

高　　 年 A ［16 ．0］ 杯部片。緩や かに広が りなが ら， 口 林部内面へラ磨 き。内 ・外面赤彩。 砂粒 ・赤色粒子 P 3 70
土 師 器 B （5 ．0） 緑部に至る。 外面一部剥離。 橙色

普通

10％

覆土 中

3

小 形 壷 A ［8 ．4］ 休部か らロ縁部 にかけ ての破片。 体 休部外面 ナデ後，へラ磨 き。体部内 砂粒 ・長石 ・赤色粒 P 3 71
土 師 器 B （9 ．7） 部は内攣 し， 口縁部 に至る。口縁部 面ナデ。輸桔み痕有 り。 子　 明赤褐色 4 0％

は折 り返 され る。 普通 覆土 中

第211号住居跡（第81図）

位置　調査6区北部，L14j9区。

重複関係　第132・149号住居跡に掘り込まれていることから，第132・149号住居跡よ

り古い。

規模と平面形　長軸5．18m，短軸（1．70）mで，第132・149号住居跡に壊されており

平面形は不明である。

主軸方向［N－80－E］

壁　壁高は2～4cmで，外傾して立ち上がる。

二≡＝＿
ト一十一」

第122園　第211号住居跡

出土遺物実測図

床　全体的に踏み固められている。

炉　北壁側中央から85cm内側に付設されている。火床部は長径（32）cm，短径（17）cmで，浅く掘りくぼめら

れている。南半分は第132号住居跡に壊されている。

遺物　土師器片33点，須恵器片5点が出土している。第122図1の土師器小形壷は，北西側床面から出土し，

壷の中からベンガラが多量検出された。祭祀に関わりのある遺物の可能性がある。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代中期と考えられる。

第211号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（CⅢ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 1 22図 小 形 壷 B （5 ．7） 底部か ら休部 にかけ ての破片。体部 体部外面へラナデ。体部 内 ・外面ベ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 4 0 1

1 土 師 器 C　 3．0 は球形状 である。わずか に頚部が残 ンガラ付着。輪積み痕有 り。 にぷい赤褐色 7 0％
存 し，外反す る。 普通 北 西側床 面

－153－



第212号住居跡（第124図）

位置　調査6区北部，L14j2区。

重複関係　第189号住居跡に掘り込まれていることから，第189号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸（3．85）m，短軸（2．個）mで，北西側は調査区域外のため，平面形は不明である。

0　　　　　　　5cm

「i　」

第123図　第212号住居跡

出土遺物実測図

長軸方向［N－230－W］

壁　壁高は28cmで，外傾して立ち上がる。

床　中央部から東側が踏み固められている。

覆土　3層からなり，人為堆積と考えられる。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　1か所（Pl）。Plは，径20cmの円形，深さ76cmであり，主柱穴と考

えられる。

－154－

第124図　第212号住居跡実測図
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ノ　　　　　　　ノ　　　　　′　、　　　　′ノ・　　　′　　′　′　　　　　　　′　　′′〉　　′　、′′　　　・／′

鍋底状をしている∴

貯蔵穴土層解説

1暗褐色　しト∴！、粒J’・多鼠．炭化粒f一・し「－ム小一／LJ㌧′ク微量

2　暗褐色　tr一！＿、粒Jナー多量、しト∴！、中e小ゾしトノア微量

：う　黒　褐色　し「∴！、粒川一鼠　Llトーム小‾‘ノしトノ′ソe炭化粒自微量

・・′　、′　　′　　　　　　　　　　　ノ　　　く　　　　　　　　　　　　　－、　′　　　　・′ノ　　　　　　　ー　・ノ

所見　本跡の時期は．出上遺物から出榊、封じの前期と考えられる

一　′′　∴　ノ

図版番号i 器 種 桓測縮 項　　 器 形 の特 徴　 i　 手 法 の特徴　　 恒 ⑳色調参‾遠戚！ 備　 考

第は3図
且

第別号櫨腰掛　第は図）

位置　調査6区中央部，M引臨区．

．－

ることから　第翻号住居跡より新し弘　第割　砂瓢　の翻号住居跡　第臓　◎臓号漉坑より青い。

規模と平面形　長軸5．Ohil，短軸5．00fliの方形であるこ

董軸方向　Nl－′1一一一280・1－W

壁　壁高は25一＼38川1で，ほぼ垂直五二立ちi二がる．，

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

床　全体的に平坦で，竃から出入り仕施設に伴うと、ソトにかけて踏み問められている、、

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

形である。第翻号住居跡の壁藩によって…一部削辛を受けて折るが　磯部　煙道部は残存している。火床部は

′・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　・こ　　　　　　　　・′

憲土層解説

1　黒　褐　色　焼巨事十十ト′　ソe屈と上位つ∴ぅHh∴′・、粒j’一0叛′レ品

2　暗褐色　廃土粒子◎ロ…ム粒子少畳芦　炭化粒子微量
3　暗褐色　廃土粒子多農学　ロ…ム粒子㊥炭化粒子微量

・－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

′　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　÷　　　　　　・′

′　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　、　　　′　　　　　　　　　　　　　　′　　　′　　′　′　′　　　　　′　　　　　　　′

あり，出入り口施設に伴うと、ソトと思われる、一、．

′′　　　　　　　　　　′　　　ク　　　　．　　　　　　′　　　　　ノ　　′・．

覆土　j層からなり，人為堆積である

土層解説
1　褐　　色　焼上粒J’一e L「∴′、粒j′・′吊苦；：

2　褐　　色　焼L二粒J’・・しトl！、粒jナ・・し‾トl！、′巨石「ノク′上品

3　暗褐色　廃土粒子◎ロ…ム粒子微量

・一一i　暗　褐　色　しトーム粒1’一少量，炭化粒J∴微量

一一一一155－－－－
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第125図　第213号住居跡実測図
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第126図　第213号住居跡出土遺物実測図（1）



遺物　土師器片舶息　須恵器片温点　銘文土器片　意　銑浮　意が出土している。第は図　の土師器棒はタ

㌘3の南側床面から正位でタ　出土している。翌の土師器杯は芦　㌘4の西側付近床面から芦　3の土師器棒は芦　竃

内覆土上層から資　魂の土師器椀はタ　㌘嶺の西側付近床面から逆位で出立している。5の土師器聾は芦　㌘壇の酋

′ト′．、∴告．、二ノ、－：．・・rイ守　ノ、、言′、ノ．、ノ・ノ、ノ．′′　　言　．ニ、・．、　　　、√　＿．、′1　・・′

師器婆は，北壁側床面から，9の土師器婆は学　者土中からそれぞれ出土している。

所農　本跡の時期は芦　出土遺物から歯堵時代後期の践世紀復業と思われる。

ノ、宍　∴　　∴、．′！　　・夢　′．一

第別号住居跡出土遺物観察表

∴ の　　　　　　　　　　　　　　10cm

』　　　室

図版 番 頭 器 種 序 朋 廟 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　 i胎 土 砂色 調 機 可　 威韓　 考

第 1 26 図 杯　　　 Å 12 」

土 師 器　 8　 圭 5

丸 底㍉ 休 部 は 内攣 して 立 右 上 が 年　 底 部 内 面か ら ＝縁 部 外 面横 ナ デ． 体　 砂粒 e雲母　　　　 P 調 3

日縁部 と の境 に段 を 有 す る．　　　 部 外 面 手 持 ちへ ラ削 I「 内 e外 面 黒　 にぷい橙色　　　　 8 0 0。

色 処理 ㍉ 輪 積 み 痕 有 乙「　　　　　　 普通　　　　　　　 P J 南 側 床 面

l

l

2
杯　　　Å1工0

土師器　H　l．1
髪鸞攣 攣 脛 雄 渾 豊 郡 報 澤

塔　　 A ［12 。8 ］ 休 部 か ら 日縁部 の破 片 √ 休 部 は 内 攣　 休 部 内 面 か ら ＝縁 部 外 面 横 ナ デ ∵ 体　 砂粒 ・長石 e 雲母 e　 P 40 5

3 土 師 器　 B　 J・．5 して 立 ち上 が 廿． 日縁 部 の境 に 段 を 部 外 面 手持 ち へ ラ 削 「「 内 e 外 面 黒　 石英　 にぷ い橙 色　 30 0。

有 す る十　日縁 部 は 直立 す る．　　　 色 処理 ㍉輪 積 み 痕 有 L「 普通　　　　　　　 竜 内 帝 士 上 層

椀　　　 Å 1」＼6 休 部 。目線 部 一 部 欠損 ． 休 部 は 内 攣　 目線部 内 。外 面 構 ナ デ十 休 部 内 面 へ　 砂 粒 ・長石 e雲 母　 P lO 6

4 土 師 器 B　 7．3 して 立 ち上 が 甘　 口縁 部 との 境 に段　 ラ磨 き∵ 体 部 外 面 手 持 ちへ ラ削 年　 浅 哉橙 色 7 0 0。

を 有 す る．　　　　　　　　　　　 内 e外 面 黒 色 処 理 ∴　　　　　　　　 普 通　　　　　　　 臣 西側付 近床面

聾　　 A ［28 ．0 ］ 休 部 か ら＝緑 部 に か け て の 破片 ． 休　 日縁 部 内 。外 面 横 ナ デ ． 休 部 外面 へ　 砂 粒 e 石華 e長 石　 P 調 7

5 土 師 器 B ぐ26 ．0 〕 部 は 内攣 して 立 ち上 が り， ＝縁 部 で　 ラ 削 り∴ 体 部 内 e 外 面 へ ラ 磨 き∴ 体　 橙 色　　　　　　 3 0 0。

くの字 状 に外 反 す る∴　　　　　　　 部 内面 へ ラ当 て 痕 有 し「　　　　　　 普通　　　　　　　 P l 西 側 床 面

賓　　 Å ！26 ．0 ！ 休 部 か ら ＝縁 部 の破 片 ∵ 休 部 は緩 や　 口緑 部 内 e 外 面 横 ナ デ． 内面 へ ラ磨　 石 英 ・長 石 。赤 色粒　 P 調 8

6 土 師 器　 B は 上3 1 か に 内攣 しな が ら立 ち上 が り， 口緑　 き∵ 休 部 外 面 へ ラ 削 年　　　　　　 子 。雲母　 にぷ い橙 1 5 0。

部 で 外 反 す る十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 色　 普通　　　　　 貯 蔵 穴東 側 床 面

7
芸窯苧彙姜窯警蓋窯笠澤 墾 駅 爛 側 部外面へ靡 石翁雲母

、一一一A一一一1－－－1581－1－－



図版番 ロ 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第126図 要 A ［16 ．0］ 休部か ら口緑部の破片。休部は嬢や ロ縁部 内 ・外面横 ナデ。体部外面へ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 41 0
8 土 師 器 B （6．8） かに内攣 しなが ら立ち上が り， ロ緑 ラ削 り。 淡赤橙色 5 ％

部で くの字状 に外反 する。 普通 北壁側床面

第127図 婆 B （26 ．0） 休部破片。休部は内攣 して立 ち上が 体部外面下方へ ラ磨 き。 石英 ・長石 ・雲母 P 41 1
9 土 師 器 り，中位に最大径をもつ。 にぷい黄橙色

良好

25％

覆土 中

第215号住居跡（第129図）

位置　調査6区南部，N14do区。

重複関係　第214号住居跡に掘り込まれており，第214号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸3．38m，短軸3．30mの方形である。

主軸方向　N－100－E

壁　壁高は20～30cmで，垂直に立ち上がる。

壁溝　上幅9～22cm，下幅4～10cm，深さ4～6cm，断面形は逆台形で，はぼ全周している。

床　出入り口部内側から竃にかけての中央部が踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。竃の規模は，長さ［65］cm，袖幅［85］cmと推定される。両袖は壊されており

袖部の一部が山砂混じりの粘土で構築されているのを確認できる程度である。

竃土層解説
1暗褐色　粘土粒子多量，焼土粒子少量
2　極暗褐色　焼土粒子多量，粘土粒子中量
3　黒褐色　炭化粒子・粘土粒子中量，焼土粒子少量

ピット1か所（Pl）。Plは，径28cmの円形，深さ24cmで，出入り口施設に伴うピットと考えられる。

覆土　3層からなり，自然堆積である。

土層解説

1褐　　色　焼土粒子・ローム小ブロック少量
2　暗褐色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量
3　褐　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片64点，須恵器片2点，陶器片1点が出土している。第128図1の土師器杯は，内，外面が黒色

処理されており，中央部やや西側の覆土下層から出土している。2の土師器琳ま，覆土中から出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期の6世紀後半と考えられる。

J
ク　2

第128図　第215号住居跡出土遺物実測図

第215号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　　　一一1－1－1」

図版番口器　種計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・境域備　　考

第128図杯A13，4丸底。休部は内攣して立ち上がり，口緑部内・外面横ナデ。体部外面へ砂粒・長石・赤色粒P417
1 土師器B　4．1口緑部は直立する。 ラ削り。内・外面黒色処理。体部内子　暗赤褐色95％

面放射状のへラ磨き。 普通 西側覆土下層

一一159－



第129図　第215号住居跡実測図

－「
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図版番口器　種計測値（CⅢ） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第128図杯 A［14．4］体部からロ緑部にかけての破片。体口緑部内・外面横ナデ。休部外面ナ砂粒・長石・赤色粒P418

2 土師器B（3，9）部は内攣して立ち上がり，口縁部とデ。 子　淡赤橙色 10％

の境に段を有する。口緑都は内偵す

る。

普通 覆土中

第218号住居跡（第297図）

位置　調査6区南部，N14C8区。

重複関係　第217・225号住居跡に掘り込まれており，第217・225号住居跡より古い。

規模と平面形　長軸（3．64）m，短軸（1．42）mで，第217・225号住居跡に掘り込まれており，平面形は不明

である。

主軸方向［N－50－E］

壁　壁高は12cmで，緩やかに立ち上がる。

壁溝　上幅14～25cm，下幅5～13cm，深さ6cm，断面形は逆台形で，北壁下の一部だけ巡っている。

床　全体的に平坦である。

炉　中央やや西側に付設されている。長径60cm，短径45cmの楕円形で，5cmほど掘りくぼめられた地床炉であ

る。

炉土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量
2　極赤褐色　焼土粒子多量

3　褐　　色　焼土粒子少量

－160－－



覆豊　単一層であり　堆積状況は司明である。

土層解説
1　褐　　色　LJ、－ム粒子少量

′　、　　．・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　、　　こ　　　　　　　　′ノ

所見　本跡の時期は，遺物も少なく判断するのは困難であるが、遺構の形態と刷封1整形されてある上器など

から、占‾墳時代前期以降と考えられる＿、．

欝窯鷺怯腰掛　第は園ラ

位置　調査6区南部，Nl右9匝∴

′、

主軸方向［‾lN－lll801…1年

壁　壁高は15（一111で，緩やかに立ち上がる－、

床　全体的に平坦で，竃周辺が踏み回められている、

憲　北壁中央部に付設されている∴、規模は長さ85（恥　袖幅82（恥　壁外への掘り込みはほとんどない、、、袖部は粘

上で構築されている、＿、火床部は径7日11の［‾1‾j形で，浅く掘りくぼめられている，

憲土層解説
1　黒　褐　色　焼上粒j′一多量．焼巨トブ、し‾ト′ツ中量，炭化粒「少量
望　極暗褐色　粘土少農学　廃土粒子微量
3　暗赤褐色　廃土粒子杉焼土中ブロック多量ヲ　炭化物少量

ピtソト　lか所（Pl「Plは、径22川1の円形、深さ118（・Illで口軽穴と思われる、

二　　が′‘∴　　　　　　　　‾　・．・ノ　′　　ノ
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第131図　第228号住居跡実測図

遺物　土師器片13点が出土している。第130図1の土師器杯は，Plの西側覆土下層から出土し，2の土師器

賓は，竃袖部前面床面からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，出土遺物から古墳時代後期の7世紀後葉と考えられる。

第228号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 130図 杯 A 1 7．0 丸底。休部は内攣 して立ち上が り， 口緑部 内 ・外面横ナデ。休部下端手 長石 ・雲母 ・赤色粒 P 5 04
1 土 師 器 B　 4 ．0 口緑部 との境に緩やかな段 を有す る。持 ちへ ラ削 り。内面へラ磨 き。 子　 赤色

普通

70％　 P lの西

側覆 土下層

2

整 A ［22 ．6］ 体部か ら口緑部の破片。体部は内管 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面へ 石英 ・長石 ・雲母 P 5 05
土 師 器 B （3 1 ，3） して立 ち上が り， くの字状に外反 し ラ磨き。輪積み痕有 り。 橙色 40％

口緑部にいたる。 普通 竃袖部の前面床面

－162－



第231号住居跡（第133図）

位置　調査6区南部，N14i7区。

規模と平面形　長軸4．15m，短軸3．80mの方形である。

主軸方向　N－90－E

壁　壁高は12～亜cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅10～20cm，下幅5～12cm，深さ5～12cmで，断面形はU字形である。全周している。

床　全体的に平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ91cm，袖幅130cm，壁外への掘り込みは18cmである。袖部は砂

質粘土で構築されている。火床部は，円形に浅く掘りくぼめられており，煙道部は火床部から緩やかに立ち上

がる。

蛮土層解説
1極暗褐色　砂多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量
2　黒　褐　色　焼土小ブロック・砂中量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗　褐　色　砂中量，ローム粒子・ローム小ブロック少量

4　灰　褐　色　砂中量，焼土粒子少量
5　黒　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子中量
6　黒　褐　色　炭化物・焼土粒子・炭化粒子多量
7　極暗褐色　焼土粒子・炭化粒子中量
8　極暗赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は径35～55cmはどの円形で，深さ24～53cmである。いずれも主柱穴と

考えられる。

覆土　6層からなり，自然堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子少量
2　黒褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子少量
3　極暗褐色　ローム中・小ブロック・炭化粒子・焼土粒子少量
4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子少量
5　黒褐色　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子微量

6　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子少量，焼土中ブロック微量

遺物　土師器片427点，須恵器片8点が出土している。1の土師器杯は覆土中から，2の土師器杯は南東コー

ナー付近の覆土下層から，3の土師器婆は西壁際の覆土中層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代後期の7世紀後半と考えられる0

‾、二＿一三才
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第132図　第231号住居跡出土遺物実測図
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第133図　第231号住居跡実測図
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第231号住居跡出土遺物観察表

図版番 可 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 13 2図 杯 A ［10 ．8」 底部か ら口緑 部にかけての破片。丸 口緑部内 ・外面横 ナデ。休部 ・底部 砂粒 ・雲母 ・スコリ P lO∝）
1 土 師 器 B　 2 ．7 底。休部は内攣 して立 ち上が り，ロ縁 外面へラ削 り。内 ・外面黒色処理。 ア 2 5％

部と休 部との境 に不 明瞭 な稜を持っ。

口縁部 はほぼ 直立す る。

橙色

普通

覆土 中

2

杯 A ［14，0］ 休部か らロ縁部 にかけての破片。体 口縁部 内 ・外面横ナデ。 体部 ・底部 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P l㈱ 1
土 師 器 B　 3 ．2 部は内攣 して立 ち上が り，ロ緑部は

ほぼ直立する。

外面へ ラ削 り。 内 ・外面黒色処理。 スコリア　 にぷい黄

橙色　 普通
25％　 南東 コーナ

一付近覆土下 層

3

粟 A ［29 ．0］ ロ縁部片。 口縁部は外反 し，端部は 口縁部内 ・外面検 ナデ。 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P lOO 2
土 師 器 B （3 ．5） 上方につまみ 上げられ ている。 雲母　 橙色

普通

5 ％

西壁際 覆土中層

第235号住居跡（第135図）

位置　調査6区南部，N13d5区。

規模と平面形　長軸3．47m，短軸3．26mの方形である。

主軸方向　N－80－E

壁　壁高は25～32cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅15～20cm，下幅10～15cm，深さ5～10cmで，断面形はU字形である。全周している。

床　全体的に平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ60cm，袖幅85cm，壁外への掘り込みは10cmである。袖部は砂質

粘土で構築されている。火床部は円形に浅く掘りくぼめられ，煙道部は火床部から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説

1暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，炭化物・炭化粒子少量
2　黒褐色　廃土粒子・炭化粒子少量
3　黒褐色　焼土粒子多量，炭化粒子微量
4　暗赤褐色　廃土粒子多量，炭化粒子中量
5　黒褐色　炭化粒子中量，焼土粒子少量
6　黒褐色　炭化物・焼土粒子少量

∴∵　㍉
Tt王事影彰範、

tJi＝＝疋＝こコテ〒強弓

第134図　第235号住居跡出土遺物実測図
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第135図　第235号住居跡実測図
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覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・炭化粒子・廃土粒子少量，ローム大・小ブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子少量，ローム大・中・小ブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量
4　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子・焼土粒子少量

遺物　土師器片158点，須恵器片8点，土製晶1点，礫3点が出土している01の土師器射ま竃付近の床面直

上から正位で，2の土師器琳ま南東コーナー付近の覆土中層から，3の土製支脚が北壁際の覆土下層からそれ

ぞれ出土している。4は須恵器聾頸部片で，外面には4本櫛歯の波状文が施されている0

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代後期の7世紀後半と考えられる。

ー166・－



第霊号住居跡出土遺物観察蓑

図版番 ロ 器　 種 計測値葎弟 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第134図 杯 Å 10．6 目線部一部欠損。丸底。体部は内攣 日録部内◎外面横ナデ。体部外面へ 砂粒◎雲母 P lO29
1 土 師 器 B　 3．7 しなが ら立ち上が年　 休部と口緑部 ラ削り．内 ・外面黒色処理㍉ 内・外面黒褐色 95％

の境に稜を持っ苺日録部は直立する。 普通 竃右袖付近床直

2

杯 Å［15．6］ 休部から日録部にかけての破片。体 口緑部内 ・外面横ナデ㍉休部外面へ
I砂粒e雲母

P lO30
土 師 器 B （3．2） 部は内攣して立ち上がり，口縁部に ラ削ト「 一部内 ・外面黒色処理㍉ 内面黒色◎外面明赤 300。 南東コー

いたる。端部外面に沈線が巡る。 褐色　 普通 ナー付近中層

図版番→
種　 別

計　　　 測　　　 値 i 出 土 地 点

備　　　　　　　 考
長さ（cm） 径（cm ） 重畳（g）

3 支　　 脚 15．2 5．5 537 北壁際覆土下層 D P lO㈱　　　　　　　　　　　　 9090

第別号佳腰掛　第柑図）

位置　調査6区盲観取　Nl射2区。

重複関係　第割～飢　砂別号住居跡が上部に構築されており，本跡が古い。

規模藍平面形　長軸4。68mタ　短軸魂。44mの方形である。

主軸方向　N一斗10－－1Ⅳ

壁　壁高は2～謎cmで　外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅はcm　下幅8cm　深さ8cmで，断面形はU字形である。金周している。

床　全体的に平坦でタ　中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。袖部の遺存状況は悪く，規模は長さ115cm　袖幅持兼m　壁外の掘り込み

は5細ほどである。袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は円形に5cmはど掘りくぼめられており，煙道

部は火床部から外傾して立ち上がる，、二、l

窓土層解説
1　黒　褐色　焼上粒Ifヰ鼠　炭化粒子少最
2　極暗褐色　焼土粒子e炭化粒子中量
3　暗褐色

・1　暗褐色
5　暗赤褐色
6　暗　褐　色
7　暗赤褐色
8　暗赤褐色

廃土粒子少量．廃土小プロ、ソク。炭化粒子微量
廃土粒子少量

廃土粒子多鼠　廃土小ブしトノク。炭化粒子中鼠　焼土中ブしコ、ソク微量
焼土粒子多量，廃土小ブロック微量
廃土粒子◎炭化粒子多量
廃土粒子多量

疫も訝睦　摘、所（Pl～㌘4）。Pi～P4は径40～触mの円形で　深さ渕～滋cmである。いずれも主柱穴と考え

られるこ、

者達　8層からなり，ブロック状の堆積が見られ人為堆積である。

土層解説

1黒褐色　しトーム粒子中鼠　焼土粒子・しトーム小ゾしトノク少鼠　炭化粒子・ローーム中プロ、ソク微量

2　極暗褐色　ローーム粒子「卜鼠　焼土粒子・炭化粒子・ローーム小ブしコック微量

3　黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子◎炭化粒子◎こトーム中ブロック微量

4　極暗褐色　焼土中ブロック◎焼土粒子◎ローム粒子中量，炭化粒子魯ローム小ブロック少量

5　極暗褐色　廃土粒子e Lトーム粒子少量，炭化粒子・ローム′Jrプロ、ソク微量

6　極暗褐色　炭化粒子中量，廃土粒子◎ローム粒子少量，焼土中ブロックeロ…ム小ブロック微量
7　極暗褐色　廃土粒子・炭化粒子。しトーム粒子少量

8　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

遺物　土師器片鍔点　須恵器片1点　鉄浮　息　礫2点が出土している。lの土師器杯は北壁際の覆土上層

から逆位で，2の土師器塔は中央付近の覆土中層から，3の土師器鉢は中央付近の覆土上層から，4の土師器

ムーー1－16十一一一
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第136図　第243号住居跡実測図
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第137図　第243号住居跡出土遺物実測図
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図版番苛竃 青 苗鵬廟　　 器形の特徴　　　　 手法の特徴　　 胎土◎色調⑳舶　 清　 考

勧37図　 杯　　 Åつ2㍉U　休部。＝縁部一部欠損．丸底㍉休部　目線部内e外面横ナ千 体部外面へ　砂粒。長石e雲母。PlO55

1　 土師器　8　用　 は内攣して立ち上が年　目縁部は直　ラ削牛　　　　　　　　　　　 スコリア　にぷい童　500。
立する∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 橙色　普通　煤付着　北壁肯土上層

杯　　 Åつ2・お　体部から＝縁部にかけての破片．丸　口縁部内e外面横ナデ．休部外面へ　砂粒　　　　　　 PlO56

2　 土師器　根上7〕軋 休部は内攣して立ち上が年　目　ラ削年 外面黒色処軋　　　　　 外面黒色・内面にぶ100。
縁部は直立する㍉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 い褐色　普通　　　 中央付近覆土中層

鉢　 I主6・5日底部から休部にかけての破片㍉丸献 体部外面へラ削年休部内面へラ磨　砂粒e雲母eスコリ　PlO扇

3　 土師器　　　　　 体部は内攣して立ち上がるい　　　 き㍉内面黒色亀軋　　　　　　　 ア　外面にぷい黄橙30q。

色・内面黒色　普通　中央付近得土工層

婆　　 Å2上9　体酢㍉酢吊軋平底「休部は内増し　＝縁部内e外面横ナ千体部中位か　砂粒。右奥。長右。PlO58

1　 土師器　H 3上9　て立ち工が年　目縁部は強く外反す　ら下位にかけて縦方向のへラ磨き． 雲母　　　　　　 800。
し　9言　 る㍉端部は外上方に1まみ上げられ　内面ナデ．底部外面へラ磨き．　　 橙色　　　　　　 東壁際覆土下層

ている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　外面煤付着

婆　　 十日・0！休部かへ目線部にかけての破ケ「休　日縁部内e外面横ナ千体部内繭へ　右英。長右0雲母　 PlO59
う　　 十帥器　恥は千　 揖内増して立ち工が年　目縁部は　十十千　　　　　　　　　　　 ∴ふい番橙色　　　 2帆

やや外反して端部に至る．目線部外　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 P庸近覆土下層
蘭∴沈線が巡る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 煤廿青

登　 摘 粛 打線部片。持繚部は外疫する。端部 m嫁部内車外薗横ナデ。　　 石英硝石窃雲母 序潤

6

t　貴　 主上鉦針目1線部片．＝縁部は外反する＋端蔀‖」縁証再e外面横ナ十

千帥器 IU 5．齢　はわずかに十方に1まみ上げへれて

暦 濃 磯 雄 漂

いる。 普通　　　　　　　 中央廿近楷千十層

婆　　 十上し針　目縁部片．目線部はやや外反十る　　 目線部内e外面横ナγ 砂粒e石英。長右e　PlOGl
丁 士帥　器　8日．十 雲母　にぷい黄橙色　5㌔

i
普通　外面煤付着　 東壁際覆土下層

二ね鉢 1∴Ⅲ・正　目縁部片．目線部は直線的仁外頓辛　目縁部内。外面ロブ申一デ． 砂粒　　　　　　　　 PlO62
8 須恵器　恥6．8〕る∵端部断面は三角彬を皇「ている． 黄伏色　　　　　　 200。

普通　　　　　　　 覆土車

第別号燵應静　第鍼園ラ

位置　調査　区の南部　腎臓拍区。

重複関係　第飢　⑳別号住居跡に掘り込まれ竃おり　本跡が歯締。

規模彪平面形　凝軸摘。舶跳］短軸あ別離粗の凝方形である。

蓋軸方向　N一一一一一一ハ5こ‾）－l一一一IE

′　′　　　　　　　　　　　　　′

壁溝　北東ヨ…ナ…と南壁菅で確認した。上幅摘現　下幅晋だm　深さ冒mで　断面形は閻字形である。

一　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　′

一　　　　　　′　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　・・

′　　　　　　　　　′′　　　　　　、　一　′　　　　　′　　　l　ノ′　　　　　　　　　　　　　′　　　′、　一　　　′′　・・

ノノ　ノ　　．　　ノ．’　　　　　・　　　　・′′　　　　　　　・’ノ　，　言ハ、‥，　日．　テノ・・．
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第相聞　欝別号櫨腰掛出藍遺物実測図

の　　　　　　　　　　　10cm』

憲土層解説

1黒　褐　色　廃土粒子・炭化粒了一少鼠　焼土中・小ゾしトノクe炭化物微量

2　暗赤褐色　廃土粒子多鼠　焼土中e小づしト′クe炭化粒「少量

：3　晴赤褐色　炭化粒子も鼠　焼目白二中量

・1極暗赤褐色　焼1－1二粒子多鼠　焼トトブし‾了りクe炭化粒守一少量

5　黒　褐　色　焼上粒子・炭化粒子多量

‾l‾　　　　一　′、′　　‾　ノ　′　′．・′　一　　ノ了

土層解説

1黒褐色　焼細目「一・炭化粒巨しトー！、粒子少量

2　黒褐色　廃土粒‾子。炭化粒子。しトム小ゾしトノクe rトーl！、粒子微量

3　極暗褐色　廃土粒子e Lブ一方粒子少量、炭化粒子微意

・－i　極暗褐色　しト！＼中ゾしトノク・しブー！、粒f一少鼠　焼「二粒‾巨して…！、′トデしト′ク微量

・’、′、、　ノ　　　　　　ー　／　　ノ　　ノ二∴、∴　／′　′．　、　′∴

．　′　′′．．∴・、弓′‘．′′．、　　′．　　′′′′　′・一　′ノ　．．、・．∴′、、小　′・ノ、し．　　　　一

やタ　遺構の形態や出土遺物から歯堵時代の後期と推定される。

′∴‘、∴′　ノ・一一十　’、、二こ年．！与

図版番　 器 種 匝 測値廟　　 器 形 の 特 徴　 ！　 手 法 の 特 徴
胎土 。色諦巨 焼成　　 備　　 考

卿 38図 小 形 婆　 Å白3・針　 休部一部失軋 平虹 体部は内攣し　 ＝縁部内 e外面横ナデ十休部外面へ

1　 土 師 器　 B Lは 5う　て立ち上が廿　 日縁部は外反する十　 ラ削年 内面ナデ．
器壁は薄い．

砂粒・長石・雲母 ・ P lO78

スコリア　 明赤褐色　40％
普通　　　　　　　 肯土中

1ら一一二′“‾∴工　′∴　二二二メ

位置　調査　区南部　N相加区。

重複関係　第翫号住居跡に掘り込まれており　木鉢が古い。

規模藍平面形　長軸3。9m　短軸8擁mの方形である。

主軸方向　N－70－W

壁　壁高は且～柑cmで　外傾して立ち上がる。

床　ほぼ平坦で，中央部がよく踏み固められている。

者達　単一層であり，堆積状況は不明である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子中島　焼土粒子◎炭化粒子◎ローム小ブロック微量

－171－
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第139図　第250・251号住居跡実測図
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第臓園　欝誠号燵腰掛出藍遺物霧誤聞

①　　　　　　　　　　　　　頂のC獅

』　　　産

遺物　土師濃緑鮎感　素意器綜凱軽が出漉し竃締る。の漉師器輝かや紫紺近の覆土滞層から逆位で撃　の漉

師器婆は北東ヨ…ナ…付近の覆丑一層からそれぞれ魁漉して締る。

所農　本妙に伴う遺物が少な　明確な時期は特定できな新鋭　の土師業種から畜場時機後期の　健紀後半と

考えられる。

第翫鸞住居跡班圭遺物観察羞

図版番号　 器　 種　 計測値廟　　　　 器 形 の 特 徴　　　　　　　 手 法 の 特 徴　　　　 胎土 傍色調 魯焼成　 備　 考

第遂霊園土器孟恩讐雁 豊撃鴻漂濃 豊紺欝賢魯醐ナデ働 潤 憂意志芸摘 覆土下層

婆　　 射 盈潮　 休部から描線部にかけ竃の破片。体　 四線部内 診外薗横ナデ。　　　　 砂粒 魯石英密凝着珍　 捌 摘冒

望　土師器約 8ラ漂；豊漂姜富ぎ竃孟孟霊羞鉱 票　　　　　　　 ‰抱＋ 慄鉱率
み上げられ老いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　 外面煤付着　 付近覆土下層

第霧号燵腰掛　第摘囲う

位置　調査　区南部　の臓鼠区。

重複関係　第翫号住居跡　第摘嘗漉蟻に掘り込まれてお噂　寒路が儀簿。

規模藍平面形　南部は調査区域外こ延が竃締るが　凝軸。犯m　短軸摘腰mの方形と推定される。

壷軸方向　Nllll00

壁　壁高は謳～舶刑で　外商転業立ち上がる。

壁湧　南壁華を除き確認した。漉幅蟻m　帯幅臓だm　深さはmで　断面形は閻字形である。

床　全体的こ平坦で　中盤部がよ　踏み固められ竃障る。

竃　北壁中巣部に紺設されぞ締る0煙道部は　第摘号士族に掘り込まれて遺存状況は慧ギ　規模は轟き祖師

m　袖幅摘翫mである。磯部は砂嚢粘土で構築されている。鹿床部は病因形に浅　掘り　ぼめられている。

窓土層解説

1　黒　褐　色

2　窯　褐〔皇

3　黒　褐　色

嶺　極暗褐色

5　極暗褐色

6　極暗褐色

1「極暗褐色

粘＿1二多鼠　焼巨拉f一少量

廃土粒f－e炭化粒戸車鼠　粘＿＿上′レ量

粘土多鼠　廃土粒戸中量，炭化粒子少量

廃土粒子e炭化粒子多鼠　廃土小一ブしトノウ′レ旨

廃土粒子針鼠．炭化粒子中量

焼上粒子。炭化粒ナ多量

廃土粒子多量　炭化粒子少量

－1－一つ73…
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第141図　第253号住居跡実測図
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第摘園 欝弱者住居跡出立遺物実測園

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

：＿＿＿＿…二＿上．‥二．＿：

ピット　5か所（Pl－＼P5主　Pl・＼P＿1は長径55｝＼65（W，短径45、A60emの楕円形で，深さ57・＼L93ぐmである。い

ずれも主柱穴と考えられる。、P5は径25し・mの円形で，深さ30ぐmである。出入り口に伴うど、ソトと考えられる。

覆土　6層からなり，人為堆積である。、

土層解説
1　黒褐色
2　極暗褐色

3　黒褐　色
4　極暗褐色
5　黒褐色
6　黒褐色

ローーム粒子少量，炭化粒子。廃土粒子微量
廃土粒子・炭化粒子微量
ロー一一！、小ブしコック。ロー一一＿／、粒子中量，焼土粒子e炭化粒子少量

焼土粒子・炭化粒子・ローーlム粒子中量，ローーム中。小プロ、ソク少量

ローム天。中。小プロ、ソク。ローーム粒子少量

廃土粒子・炭化粒子・ローーム粒子少量，ローム中。小ブロック微量

遺物　土師器片817点，須恵器片18点が出上している。1の土師器杯は覆土中から，2の土師器要は竜内から，

3，4の鎌は左袖付近，中央付近の覆土下層からそれぞれ出上している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や肛上遺物から古墳時代の7世紀後半と考えられる。

第茄号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第142図 杯 A ［13．0］ 体部から日録部にかけての破片。丸 日縁部内e外面横ナデ。体部外面へ 砂粒 ・長石 P l127
1 土 師 器 B （44 ） 底。体部は内攣して立ち上がり，ロ ラ削り。 にぷい褐色 20％

縁部に至る。 普通　 二次焼成 覆土中

2

聾 B （21．0） 体部片。体部は内攣しながら立ち上 体部外面へラ磨き。内面ナデ。 砂粒 ◎石英e長石e P ll17
土 師 器 がる。 雲母　 明赤色

普通　 二次焼成
20％
竃内

図版番 口 種　 別
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 重 量 （g ）

3 鎌 （12．4） 3 ．4 0．4 （39） 左袖付近覆土下層 M lO O 7　　　　　　　　　　 50 0。

4 鎌 （7 ．8 ） 2 ．5 0．4 （1 1） 中央付近覆土下層 M lO O8　　　　　　　　　 30％

一一175－



、

－；1ノ．＼　　　　、　′

重複関係　第25車封骨甘跡に掘り込まれており，本跡が古いと

＼、　　　　　＼・、′、　ノ　′　　　ノ、　・　　・′・　　　　　　　　　　　　、．　　　　　．

定される、

主軸方向・N1－－－00

壁　壁高は3・l五mで、外醸して立ち上がる、、

壁溝l二幅12（恥　卜幅7（耽　深さ7Clnlで，断面形はU′「形である、一、と　調査区域外が不明であるほかは，仝周して

いる、、

床　ほぼ平坦で．全体的によく踏み固められている、＿、、

竃　北壁中央部に付設されている、、、規模は長さ155（l町　袖幅120用，壁外への掘り込みは65川lである、、袖部は砂

質粘上で構築されている∴、火床部は楕円形状に1．2用ほど掘りくぼめられ，煙道部は火床部から緩やかに立ち上

がる

憲土層解説

1　黒　褐　色　焼P粒子e Lトーム粒子′レ鼠　焼巨j、‾ブ「ト′クe Lト∴！、小’ゾし71ソク微量

2　極暗赤褐色　廃土粒子中量，炭化粒j’一e tト∴！、粒j「一微量

3　極暗赤褐色　焼土中ブロック◎焼土粒子中農き　炭化粒子金口…ム粒予微量

複　暗　褐　色　廃土粒子少量予　廃土小ブロック啓炭化粒子微量

5　暗赤褐色　焼巨巨ノlト！ク′レ鼠　焼1二粒J’・e炭化粒j′一・しト∴ノ、粒自微量

6　黒　褐　色　廃土粒子◎炭化粒子砂ロ…ム粒子微量

7　極暗赤褐色　廃土粒子中鼠　炭化粒子のロ…ム粒子教義

ピット　2か所（Pl，PJ「　Pl，P2は径40ぐmの円形，深さ57（lmで，いずれも主柱穴と考えれる：、

覆土　5層からなり，自然堆積である、．

土層解説

1　黒　褐　色　しト一一ム小ゾtl「ノク・しト∴！．、粒J’一・歳化粒J’－e焼P粒イー微量

2　黒　褐　色　tlト一一！、′j←ブしトノク・しト・ム粒子・炭化物e廃土守口・微量

3　極暗褐色　ロ…ム粒子少量　炭化粒子◎焼土粒子微農

・1　黒　褐　色　しト1ム中・小ゾLl7い′ウ・し‾トl・！、粒J′一e焼上粒－1「一・歳化粒J’一・粘1二微量

5　黒　褐　色　tトー▼／、粒J′－e炭化粒千・焼巨粒子e粘土二微量

遺物　土師器片229点，須恵器片5点，礫2点が出土している。，1の土師器小形婆，2の土師器甑は竃内から、

3の旭が南壁際の覆上下層から横位でそれぞれ出上している、－、

所見　本跡の時期は，遺構の形態や廿日二遺物から古墳時代後期の6世紀後葉と考えられる‥一、．

第摘園　第弱者住居跡出立遺物実測図

0　　　　　　10cm

上二二‥三＿＿‥．＿＿＿＿－j

1一一1一一176－－－－－一一
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第1朝図　第255号住居跡実測図
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′、　′　　　　　　　　　　　　′－　　′

図版番㌫　器種　計醜廟　　　器形の特徴　　　　　　 手法の特赦　　　飴土珍色調怨‾‾‾‾‾‾‾成　備　考

第m図小串賓　Å五2　底部一部失肛平底・体部は内噂し　目線部内e外面構十十休部外面へ　砂粒亘華。長右。Plは3
土師器漂漫芸：鵠孟謡芸濃道警豊射る0ラ削潤ナデ0磨滅が著しい0慧讐霊豊　憲畿

軌＋＋「十寸も針　休部か0日縁部にかけての畔「休　日縁部内e外面樽十芋　休部の磨滅　砂粒亘英。長右o　Plはイ
土師器B乱射　豊群篭措諸賢にが著しいc　　　　　 霊橙色　孟語

誓＿＿ム＿＿＿＿ノ　ノ＿＿＿＿＿＿：拍現窯堅警蓋窯漉琵蔓蔓買賎警渚賢ナデ0舶外警蓋密霊芸長石昏蓋慈覆土下層

′

．　　　　、　　　　　　　　′　　ノ

∴，　．．ノ　　‘　　ノ　′　　　　　　　　　　′

規模藍平面形　南部が調査区域外に延びているため　東西軸摘。榔m　南北軸摘。脚mで　乎薗形は不明であ

る

ノ

壁　壁高は臓～臓照で　外傾して立ち上がる。

窺　全体的に平坦で　竃前面がよ　踏み固められている。

′　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　・．

、′　　　　　′　　　　　　　′　　　　　　　　、　′　′　　　′　　′　　　　　　　　　　　　　′

竃土層解説

1黒褐色　炭化粒J二・〇廃土粒つ∴。しト∴壬、粒ナ′レ旨

2　暗褐色　焼P粒子e炭化粒子少量，tトl！、粒‾j’一微量

3　黒褐色　線上粒子⑳ローム粒子中農，炭化粒子少最

・1黒褐色　焼十粒re炭化粒巨lトーム粒子′少量

5　暗褐色　しトーム粒J’中量，焼廿日二。炭化粒子少量

二・一、　′　′　′　　′　′　′、′’一　ノ′′　　′・　′　　　′．、∴　′′．、：　′．　　′　　　′′　　　　　　　′－

状をしている．－、

貯蔵穴土層解説

1＿　黒褐色　炭化粒子中量，廃土粒子。しトlム粒－j二一少量

2　黒褐色　廃土粒‾f－。炭化粒子e Lトーム粒f・少量

：〕　黒褐色　焼巨粒了・・しトーム粒子少量

一・　　　．ノ　　ノ　　　　ニ　／′　：　′ノ　　　　　′　　′　　　‥　　　　　　　　　　　　　　　　・．

ノ′′、′　　　′　一　、ノ　　　ー　′二′、　　　∴　　　　　′　ノ　　′．　　　　　　∴

新風　寒路の時期はタ　遺構の形態や出土遺物から古墳時代後期の感懐紀後薬と考えられる。

第翫号住居跡出土遺物観察蓑

図版番頭 器 種 恒 雁 可　　 器 形 の 特 赦　　　　　 手 法 の 特 徴　　 扇 面 焼成　 備　 考

第116図　　 杯　　 Å 甘 7　 日縁部一部打掛　 丸紅 休部は内攣　 口縁部内。外面横ナ千 体部 e底部　 砂粒・日英　　　　 P H 38

1　 土 師 器　 棋　 士6　 して立ち士が年　 目縁部は内偵する∵外面へラ削牛　　　　　　　　 にぷい橙色　　　 95㌔　 北コ一十

普通　 煤付着　　　 一付近床直

杯　　 A は 6　 休部一部失甘 丸底＋休部は内轡し　 ＝縁部内 。外面横ナ千 ≠部 e底常　 砂粒 e雲母　　　　 P ll淵

2　 土 師 器　 8　 5・0　 て立ち工が年 休部と＝縁部との境　 外面へニラ削年 内 e外面黒色処町　 内・外面黒色　　　 800。
工段を有する十日縁部はほぼ直立す　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 北西壁際床直

る。

1－－－－－17811－
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旦20．0m

第145図　第259号住居跡実測図

I．

第146図　第259号住居跡出土遺物実測図

－179－

二二／
0　　　　　　　　　　　2m

⊆∵一十一二∃

0　　　　　　　　　　　　　10cm
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第詑号住居跡　第摘　◎摘図）

位置　調査　区中央部　M摘e区。

重複関係　第摘　◎器　◎雷号住居跡　第蟻号土坑，および第摘号清に掘り込まれており　寒路が青い。

規模藍平面形・長軸駄麗ぬ，短働軋裾血の長方形である。

主軸方向　N一一一25〇・一lW

壁　壁高は　～摘cmで　外傾して立ち上がる。

壁満　北壁下から東壁下にかけて確認した。上幅蟻cm　下幅はcm　深さ摘cmである。

床　全体的に平坦でタ　竃前面がよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ甑孤，袖幅85細である。磯部は砂質粘土で構築されている。火

床部は円形に臓cmほど掘り　ぼめられており，煙道部は削平され不明である。

竃土層解説

1極暗褐色　廃土粒子中量，廃土小ゾしコ、ソク・炭化粒子少量
2　黒褐色　焼土粒子中農　炭化粒子少量
こう　黒褐色　廃上中ブロック・廃土粒子e炭化粒子ヰ量
4　暗赤褐色　廃土粒子多量

5　暗赤褐色　焼土粒子多最，焼土中ブロック命炭化粒子中量
6　暗赤褐色　廃土小lハトノク。廃土粒f‥炭化粒子多量

′　　ヾ、（摘、・′　；・＼㍉、、　、′　′∴阜くく∵・・章一・′′、右i：！＼．∴・ノ＼・．′　工．／、。：∴′ノノ′

ずれも主柱穴と考えられる。P　は　長径滋cm　短径謝cmの楕円形で　深さ凱cmである。出入り持施設に伴う

‾　、・二て′′、【ノ′つ／こ　′・′∴一ノ・　ノ　′：　こ　′∴　′・・′　．∴t、∴　∴′ノ′∴　′、′　　主　∴、、

である。断面形は血状をしている。位置や覆土から族を捨てたものと思われる。

P6土層解説
1極暗褐色　廃土粒子。炭化粒戸少量

2　暗褐色　廃土小プロ・ソク・廃土粒子中鼠　炭化粒子少量

者達　2層からなるがタ　覆土が浅く堆積状況は不明である。

土層解説
1黒褐色　しトーム粒子中鼠　廃土粒子。炭化粒子少呈

2　黒褐色　ローlム小プロ、ソク中量，しトーム粒子少鼠　炭化粒子微量

遺物　土師若井蟻息　須恵器片　点が出土している。鼠の土師器埠9　2の土師器小形婆は覆土車から出土し

ている。＿－、

所農　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代後期の7世紀前葉と考えられる。

第霊号住居跡出土遺物観察蓑

図版番可 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土砂色調◎焼成 i 備　 考

第119図 杯 A 「11．打 体部から＝縁部にかけての破片．体 H 緑部内・外面横ナデ＋休部・底部 砂粒。雲母・スコリ　P Hは0
i 土 師 器 B （3．2） 部は内攣して立ち上がり，休部と口 外面へラ削り。 ア　　　　　　　　 100。

緑部との境に稜を有し，口緑部は直 にぷい黄褐色　　　 再土中
立する。 普通

2
小 形 賓
土 師 器

A ［ま2．2］
B （4．7）

口緑部片十　日緑部は外反する． 口緑部内。外面横ナデ√ 蛋蓋惹 橿

－18虹
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第148図　第260・261号住居跡竃実測図

∴　　　‾

第149図　第260号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

L－－1－1－－－一十－－‥一一一一一一一一」

0　　　　　　　　　　　　　10cm

「－…　l l

第267号住居跡（第150図）

位置　調査6区南部，M14e4区。

重複関係　第198・266号住居跡，第146・161・162号土坑に掘り込まれており，また本跡の上部に第263号住居

跡が構築されているので，本跡が古い。

規模と平面形　長軸［5．鮨］m，短軸5．70mの方形である。

主軸方向　N－350－W

壁　壁高は10～22cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅15cm，下幅10cm，深さ12cmで，断面形はU字形である。掘りこまれている部分を除き全周している。

床　全体的に平坦で，中央部がよく踏み固められている。

炉　中央部から北西壁寄りに付設されている。径50cmの円形で，10cmはど掘りくぼめた地床炉である。

炉土層解説
1黒褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　窯褐色　焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子・ローム粒子微量
3　黒褐色　廃土粒子多亀　焼土小ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P3は径50cmの円形で，深さ46～65cmである。いずれも主柱穴と考えられ

る。P4は径55cmの円形で，深さ51cmである。出入り口に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　南東コーナー部に付設されている。径70cmの円形で，深さ亜cmである。断面形は鍋底状をしている。

－182－



旦題ののの翻

海
3　　　　　2

第臓国　策霧号住居跡実測園

の　　　　　　　　　　　　瑠m

』　　　走

貯蔵穴土層解説

1黒褐色　炭化粒j′－e rトム小ブしトノクe L「－ム粒巨少量

2　黒褐色　しトーム中・中ソし二、ソク。tトーム粒子微量

：う　黒褐色　炭化粒子。しトム小ブしコ、ソク・しトーム粒子微量

l　・′′・′′十　　ノ′′′ノ、　二一　∴・．。∴工、′、′ノ′一、／‘ノ．‥ら／

土層解説

1　黒　褐色　しトーム粒子微量

2　黒褐色　しトーム粒子多量，ローIlム小プロ、ソク微量

，　　　′・モ　　　ノ　　ノ　　　　　‥　′　・′　　　　′　／ノ　　′　　　′　！′′、′　′∴・′・J・－　・　′・、・：

；・・　ノ　ノ′′　　　　　′’・　　　′、‘　′′　　　・・　　　　　、　ノ′　き．：′∴′′L　．．、ノ　．′ノ
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土師器聾はP3付近の覆土下層から，6の土師器壷は西壁際の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期の4世紀中葉と考えられる。

ノ・1ニ

第151図　第267号住居跡出土遺物実測図

第267号住居跡出土遺物観察表

‥l‾三＿

10cm

！　　　；　　　！

図版番口器　種計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第151図高　　坤こA　22．5脚部欠損。杯部は内攣して立ち上が杯部内・外面へラ磨き。 砂粒・雲母・スコリP1160

1土師器B（5．7）り，口緑部に至る。 ア　にぷい橙色

良好

50％　南西コーナ

ー付近覆土下層

2

高　　坤こB（6．5）脚部片。脚部はラッパ状に開く。脚脚部外面へラ磨き。内面刷毛目調整。砂粒 Pl161

土師器D［10．6］部上位に3単位の円孔が穿たれてい 橙色 30％

E　5．5る。 良好 中央付近覆土下層

3

小形要A12．8休部一部欠損。平底。休部は内攣し口緑部内・外面横ナデ。休部外面刷砂粒・長石 Pl162

土師器Bll．0

C　3．6

て立ち上がり，口緑部は外反する。毛目調整後，ナデ。内面へラナデ。明赤褐色

普通

60％

覆土中

4

小形要A14．8底部欠損。体部は内攣して立ち上が口縁部内・外面刷毛目調整後，横ナ砂粒・スコリアPl163

土師器B（13．5）り，口縁部は外反する。 デ。休部外面刷毛目調整。内面の一にぷい橙色 45％

部刷毛日調整。 普通 覆土中

5

小形聾A［16．4］休部から口緑部にかけての破片。体口緑部内・外面刷毛目調整。体部外砂粒・スコリアPll朗

土師器B（8．8）部は内攣して立ち上がり，ロ緑部は面刷毛目調整。内面へラナデ。明赤褐色 10％

外反する。 普通 P3付近覆土下層

6
宝E A［18，6］口縁部片。頸部は外傾して立ち上が口緑部内・外面へラ磨き。頭部刷毛砂粒・雲母・スコリPl165

土師器B（9．9）り，段を有し口縁部に至る。 目調整後，ナデ。 ア　橙色

良好

10％

西壁際覆土下層

ー184－



・　　　　く－　　　∴　言∵

位置　調査　区中央部　M摘藩。

′　ノ、．・・　′　ノ　　′　′　′　　I、′一、　　l　′　　　　、′　・・‥　＿

規模と平面形　長軸圭96ITl、短軸圭70I－nの方形である∴、

主軸方向　N一つ60－′一一、－－－E

壁　壁高は26川lで，外傾して立ち上がる、、－、

壁溝　北壁トを除き確認した、、、、上幅15（耽　卜幅10（恥　深さ8（1111で，断面形はU字形である、一、、

床　全体的に、仁町で、l巨央部がよく踏み掴められている、＿．

竃　北壁中央部に付設されている。左磯部が第那号住居跡に掘り込まれており遺存状況は思いが　煙道部を

確認した．規模は長さ120（町　袖幅（75汗町　壁外への掘り込みは25（・mである，、、さ　袖部は砂質粘上で構築されてい

る．、、火床部は楕［‾I川須二浅く掘りくぼめらjt　煙道部は火床部から緩やかに立ち上がる、、、、

憲土層解説

1　黒　褐　色　焼一一l二粒J’一e炭化粒Jr一。tトーム粒J’・少量

2　極暗褐色　焼上粒J’－少鼠　炭f廿日’一・し「l∴粒j’一微量

：3　黒　褐　色　焼巨粒子・炭化粒j’一・しト∴！、粒子少量

・1　黒　褐　色　焼上粒戸上量，炭化粒j’一e Lト∴！、粒J’一少量

5　暗　褐　色　廃土粒子。炭化粒j’・。ローl一ム粒子少量

（う　暗赤褐色　廃土二粒子・炭化粒r一多鼠　焼上中‾デしトノクe L「一ム粒子少量

丁　暗　褐　色　焼⊥粒千車鼠　焼上中‘′‾－デしト′クe炭仕二粒－f・・tト∴／、粒子′卜鼠

8　暗　褐　色　焼損、白’一e炭化粒j’一中量、しトlノ、粒J’・少量

にぷい褐色　廃土粒子⑳炭化粒子多鼠　廃土小ブロック中量　ローム粒子少量

1（＿）暗　褐　色　焼上位f－0炭化粒j’・e Lト∴／、粒「少量

ピット　5か所（P＼P訂、、Pl＼I）．1は径35＼・－15（1111のilj形で，深さ50＼－55川1である．、し、ずれも主柱穴と考え

られる！P5は長径55（恥　短絡15（・illの楕［1川ラで、深さ30（lnlである、言1十入り日に伴うビットと考えられる＿、

覆土　6層からなり．自然堆積である、＿－、

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒褐色
：う　暗　褐　色

一一1　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒褐色

し「∴．ノノ、′トブし了、ソクel「∴！、粒J「一多鼠「トlム車ゾしト′ク少量

ロ…ム粒子中豊，ロ…ム小ブロック少量，炭化粒子微量

し‾「ィ、中ソ十トリグ・しト∴！、粒「多量＼しトーム車ゾじト′．？少量

しト一一ム小ブし「ソクきしトーム粒子多星，し1－一一一！再‾－ブして、ソク少量

しトlム小ブしト′ク中鼠　しトlム粒子少＿鼠　炭化粒‾jナー微量

tトlム小ゾしトノク中一鼠　炭化粒子・tト∴！、粒f一少量

遺物　日面器片185点，須恵器片＿11点、鉄製品1点が用言二している、jlの土師器杯，4の土師器聾は竃内から，

2の日油器杯は南東コ一一へナ一寸ナ近の覆土中層から，6の鉄鎌は西壁際の覆土下層からそれぞれ出上している、、

所見　本跡の時期は、遺構の形態や出上遺物からr阜即、封じ後期の71＿l璃己中葉と考えられる．．

、　　　　　　　　、∴ノ、′

蒜‾義番号！器遠
計測値葎弟 器形の特徴　 ！　 手法の特徴 胎工。色調。焼成 備　　 考

第153図　　 杯 A l上1
ロ縁部一部欠損。丸底。休部は内攣！日経部内録夕涌横ナデ。体部各底部

砂粒。雲母・スコリP1208

1　　土師　器 B　複。2 して立ち上がり，休部と日縁部との外面へラ削！「休部内面ナデ÷ ア 950。

境に弱い稜を持っ㍉　日緑部はやや内 橙色 竃内

傾する。 良好

杯 Å11．9 目線部一部欠損．丸底．休部は内攣　＝縁部内。外面横ナデ．休部e底部砂粒。雲母・スコリP1209
2　　土師器 拐　3．5 して立ち士が年　休部と目線部との　外面へラ削L「内面ナデ．内。外面ア 95％

境に稜を持つ．目線部はやや外傾す　黒色処理． 内・外面黒色 南東コーナー

る。 普通 付近覆土中層

杯 A［摘。8］底部から日経部片。丸底。体部は内　口緑部内砂外面横ナデ。休部の底部砂粒・雲母・スコリPl198

3　　工帥器 H　3．1 攣して立ち上がり　体部と目線部と　外面／＼ラ削。内面ナデ。内面黒色ア 30％

の境に稜を持っ。日経部はわずかに　処理。 外面にぷい黄橙色昏覆土中

外反する。 内面黒色　普通

一一一一一一一一一一一185－一一一一一一一一一一
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第152図　第274号住居跡実測図

－186－
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図版番号 器　種 計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第153図 聾 A　21．0 底部欠損。休部は内攣して立ち上が 口緑部内・外面横ナデ。中位から下 石英・長石・雲母・ P1210
4 土師器 B （31．3）り，口緑部は外反する。端部は外上 位にかけて縦方向のへラ磨き。内面 スコリア　橙色 60％

方につまみ上げられている。 へラナデ。 普通　外面煤付着 竃内

5

璽 A 15．7 休部・口縁部一部欠損。，平底。休部 口緑部内・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒・石英・長石・ P1211
土師器 B　20．7 は内攣して立ち上がり，ロ緑部は外 ラ磨き。内面へラナデ。 雲母　にぷい橙色 50％

C ［10，3」反する。器壁は厚い。 普通　外面煤付着 亀付近

図版番号 種　別
計　　　　 測　　　　 値

出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm）重量（g）

6 鎌 （14．0） 4．5 0，4 （46） 西壁際覆土下層 M lO13　　　　　　　　　 70％

11187－－



第279号住居跡（第381図）

位置　調査6区中央部，M14h3区。

重複関係　第278・281～283号住居跡，第151号土坑に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸5．15m，短軸5．10mの方形である。

主軸方向　N－80－W

壁　壁高は10～20cmで，緩やかに立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部がよく踏み固められている。

炉　5か所。中央部から北壁寄りに付設されている。炉1は径45cmの円形，炉2は長径70cm，短径50cmの楕円

形，炉3は長径65cm，短径35cmの楕円形，炉4は径50cmの円形，炉5は長径45cm，短径30cmの楕円形である。

いずれも地床炉である。

ピ・yト　2か所（Pl，P2）。Plは径20cInの円形で，深さ30cmである。性格は不明である。P2は径40cmの円

形，深さ26cmである。出入り口に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　南東コーナー部に付設されている。径50cmの円形で，深さ39cmである。断面形は鍋底状をしている。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　口一ム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

2　褐　　色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・焼土粒子微量

覆土　4層からなるが，覆土が浅く堆積状況は不明である。

土居解説
1　黒褐色　口一ム小ブロック・ローム粒子中量

2　黒褐色　ローム粒子多量

3　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子多量
4　黒褐色　焼土粒子中量，炭化粒子少量

十二二二二二

第154図　第279号住居跡出土遺物実測図

第279号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（叫 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 1 54図 高　　 杯 D ［24 ．4］ 脚部片ら脚部は ラッパ状 に大 きく開 脚部 内 ・外面刷毛 目調整。 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 12 25

1 土 師 器 E （ 3．7） く1 脚部中位に， 2 段 に円孔が穿た 雲母　 にぷい黄橙色 5 ％　 貯蔵穴付

れている。 普通　 外面煤付着 近 覆土下層

2

賓 A ［17 ．6 ］ ロ緑部片。 ロ縁部は外反す る。 口緑部内 ・外面横 ナデ。休部刷毛 目 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P 12 26

土 師 器 B （4 ，1） 調整。 スコリア　 橙色

普通　 外面煤付着

5 ％

P 2付近覆土下層

3

賓 A 19 ．2 底部欠損。体部は内攣 して立 ち上が 口縁部内 ・外面刷 毛 目調整。体部外 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 122 7

土 師 器 B （14 ．7） り， 口縁部は外反す る。 面刷毛 目調整後， へラナデ。 雲母　 橙色

普通　 外面煤付着

7 0％

P 2付近

－188－



遺物　十師器片2＿12点，礫2点が出上している、、1＿の＝浦器高林は貯蔵穴付近の宥上下層から正位で，2の上

師器婆はP汗音．近の覆上目百から，3の土師器婆はP2付近からそれぞれ出上している、、、

所見　本跡の時期は，遺構の形態やと仕上遺物から古墳時代前期の4世紀前半と考えられる、、

第詔号櫨履跡　第蟻　◎蟻図）

位置　調査6区中央部，M14h直上

重複関係　第279e283㌢住居跡を掘り込んでおり．本跡が新しい、－　また第277e282。284引主居跡が上部に構

築され．第280年住居跡に掘り込まれているので，本跡が古い、－1

規模と平面形　長軸8．40nl，短軸8．38mの方形である、一，

主軸方向　N・lF一一一一一380－一一一一・W

壁　壁高は∴H＼55（・nlで，垂‾跡二立ちIv二がる∴

壁溝　上幅15川，下幅10m，深さ6川で，断面形はU字形である、－、全周している。

床　全体的に平恒で軟らかく，出入り口付近がやや踏み囲められている、

竃　北西壁中央部に付設されているし、、第280別枠手跡に掘り込まれており，火床部と袖部の　淵iを確認したの

みである、、、規模は長さ（130、圧・Tll、袖幅040白一札　壁外への掘り込みは（35圧nlである．、＿．袖部は遺存状況から砂質粘

十で構築されていると思われる　火床部は円形に5（lnlほど掘りくぼめられている、，

竃土層解説
1　にぷい赤褐色　廃土粒子中量，廃土小ブロック◎炭化粒子◎炭化物少量
2　赤　褐　色　廃土粒子多量，廃土小ブロック中還プ　炭化粒子微量

3　にぷい褐色　廃土粒子少量
4　黒　褐　色　焼土中ブロック◎焼土粒子砲口…叫ム小ブロック少量
5　にぷい褐色　ロ…ム粒子多鼠　廃土粒子砂ローム小ブロック少量

褐　色　廃土粒子魯炭化粒子少量，廃土小ブロック◎炭化物砂こトーム小ブロック微量

褐　色　炭化粒子◎焼土中ブロック砂廃土粒子⑳炭化物少量

ピット　5か所（Pl＼P5「I）1＼I㍉は径35＼45（lnlの［lj形で，深さ∴11＼92（lmである，lいずれも主柱穴と考え

られる。、、P5は径35m1の円形で，深さ45（・Tllである、つ廿入り日に伴うと、ソトと考えられる。

貯蔵穴　北コ一一一ナー1－淵亘に付設されている、二、長径95川，短径50（よ111の長方形で，深さ亜柄11である、・、、断面形は鍋底状

をしているし－、

貯蔵穴土層解説
1　暗褐色　ロ…ム粒子中量芦　ローム太の小ブロック少量
2　暗　褐　色　LJ一一ム粒十中鼠　しトー∴大・小一ブしフック微量

3　黒　褐色　し‾トーム中ゾしトノク・「トーム粒「少量

覆土　7層からなり，自然堆積である、二，

土層解説

1　黒褐色　ロ…ム小ブロック

2　黒褐色　ローム小ブロック

3　黒　褐色　しトーム小ブロック

4　黒褐色　ロ㌧一ム小ブロック

5　黒褐色　ローム小ブロック

6　極暗褐色　ロ㌧－ム小ブロック

7　黒褐色　ローム粒子少量

しトーム粒子多量．炭化粒r一。しブ一一ム中ソしト′ク少量

ローム粒子多量，炭化粒子⑳ロト…ム中ブロック中量，ロト…ム小ブロック少量

ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

ローム粒子多量，ローム中ブロック微量

ロ…ム粒子多量

ロー…ム粒子多量，ローム中ブロック少量

遺物　土師器片1414点，須恵器片16点，鉄製品2点，縄文土器片1点，礫3点が出土している．．‥、1，3の土師

器杯，24の土師器小形婆，26の土師器甑は貯蔵穴内の覆土上層から，2，7，8，10，12，13の土師器年は貯

蔵穴付近の床面直上から，2，7，8，12，13は正位で，10は横位，9の土師器杯，25の土師器小形要は北コー

ナー付近の床面直上から，9は正位で，25は横位でそれぞれ出土している。4～6，11，14～16の土師器杯，

一一189－－－



／／′

㊨

第帽園　欝望馴号住居跡実測図招き
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第156図　第281号住居跡実測図（2）

－191－

ノー

1m

】　　　；　　　！



第157図　第281号住居跡出土遺物実測図（り

－192－
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第帽園　第望馴号住居跡出藍遺物実測図臓）

描～霊の土師器高塚は南西壁際の床面直上から，5，6タ　鼠魂は正位でタ11，15～17，18，21，22は逆位で，23

の土師器小形聾は西コーナー付近の床面直上からつぶれた状態でそれぞれ出土している。）

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代後期の6世紀後葉と考えられる。，

第28且号住居跡出土遺物観察表

図版番可 器　 種 計測値葎m） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ◎色講巨 焼成 備　　 考

第157図 杯 A 14 ．3 丸底。体部は内攣して立ち上がり， ‖縁部内 ・外面横ナデ．休部 ・底部 砂粒 ・雲母 P 1231

1 土 師 器 B　 4．4 日録部は内儀する。 外面へラ削り。内◎外面黒色処理。 内・外面黒色

普通
100％
貯蔵穴内
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図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 e色調 e 焼成 備　　 考

第157図 杯 Å 14 ．7 丸底。体部は内攣 して立ち上が り， 口緑部内 ◎外面横ナデ。体部 ◎底部 砂粒 。雲母 P 12 32

2 土 師 器 B　 4 ．5 口緑部は直立す る。 外面 へラ削 り。 内 e 外面黒色処理。 内 e外面黒色

普通

1∝）％

貯蔵穴付近床直

3

杯 A 14 ．0 口緑部一部 欠損。丸底。体部 は内攣 口縁部 内 e外面横ナデ。体部 ◎底部 砂粒 ・雲母 P 12 33

土 師 器 B　 4 ．4 して立 ち上が り， 口緑部 は直立す る。外面 へラ削 り。内 e 外面黒 色処理。 内 e外面黒色

普通

99％

貯蔵穴内

4

杯 A 1 4．5 口緑部一部欠損。丸底。体部 は内攣 口緑部 内 ◎外面横ナデ。体部 e 底部 砂粒 e雲母 P 123 4

土 師 器 B　 4 ．4 して立 ち上が り，口緑部は直立する。外面へ ラ削 り。内 e外面黒色処理。 内e 外面黒色

普通

99％

南 西壁 際床 直

5

杯 A 14 ．4 口緑部一部欠損。丸底。休部は内攣 口緑部内 ◎外面横ナデ。体部 ◎底部 砂粒 e雲母 P 1 23 5

土 師 器 B　 4 ．0 して立ち上がり， 口緑部は直立す る。外面へ ラ削 り。内 儲外面黒色処理。 内 e外面黒色

普通

99 9。

南西壁際床直

6

杯 A 14 ．4 口緑部一部欠損。丸底。体部は内攣 口縁部内 ◎外面横 ナデ。体部 e底部 砂粒 e 雲母 P 1 236

土 師 器 B　 4 ．0 して立ち上がり， 口緑部は直立す る。外面へラ削 り。 内 ◎外面黒色処理。 内 e外面黒色

普通

99％

南西壁際床直

7

杯 A 14 ：0 口緑部一部 欠損。丸底。体部は内攣 口緑部 内 ◎外面横ナデ。体部 e底部 砂粒 録雲母 P 12 37

土 師 器 B　 4 ．0 して立ち上が り， 口緑部 は直立す る。外面 へラ削り。 内 ◎外面黒色処理。 ．内 e外面黒色

普通

99％

貯蔵穴付近床直

8

杯 A 14 ．4 口緑部一部 欠損。丸底。体部 は内攣 口緑部 内 e 外面横ナデ。体部 e 底部 砂粒 ・雲母 P 12 38

土 師 器 B　 4．2 して立 ち上が り，口緑部 は直立す る。外面へ ラ削 り。内 e 外面黒色処理。 内 の外面黒色

普通

90％

貯蔵穴付近床直

9

杯 A 1 3．7 丸底。体部は内攣 して立 ち上が り， 口緑部 内 ◎外面横ナデ。体部 e 底部 砂粒 e雲母 P 123 9

土 師 器 B　 5．2 体部 と日録部との境 に段 を有す る。 外面へ ラ削 り。内 ¢外面黒色処理。 内 e 外面黒色 100％　 北 コーナ

目線部は直立する。 普通 ー付近床 直

10

杯 A 1 3．0 丸底。体部は内攣 して立 ち上が り， 目線部内 ◎外面横 ナデ。体部 ◎底部 砂粒 e雲母 P 1 24 0

土 師 器 B　 4 ．6 体部 と口緑部との境 に段 を有する。 外面へ ラ削 り。内 e外面黒色処理。 内 。外面黒色 100％
口緑部は内傾す る。 普通 貯蔵穴付近床直

11

杯 A 13 ．2 丸底。体部は内攣 して立 ち上が り， 口緑部内 。外面横 ナデ。体部 e底部 砂粒 e 雲母 P 1 24 1

土 師 器 B　 4 ．5 体部 と目線部との境に段を有する。 外面へラ削 り。 内 ◎外面黒色処理。 内 e外面黒色 100％

口緑部は内傾す る。 普通 南西壁際床直

12

1 3

14

15

16

17

18

19

埠 A 12 ．8 口緑部一部 欠損。丸底。体部 は内攣 口緑部 内 e外面横ナデ。体部 ◎底部 砂粒 e雲母 P 1 242

土 師 器

杯

B　 4 ．0

A 13．7

して立ち上が り，体部と 口緑部 との 外面 へラ削り。 内 ◎外面黒色処理。

口緑部 内 e 外面横ナデ。体部 ◎底部

内 。外面黒色 95％

境に段 を有す る。 日録部 は直立す る。 普通 貯蔵穴付近床直

目線部一部欠損。丸底。体部 は内攣 砂粒 P 12 43

土 師 器

杯

B　 4．5

A 1 3．9

して立 ち上が り，体部と口緑部 との 外面 へラ削 り。内 e 外面黒色処理。

日録部内 ◎外面横ナデ。体部 ◎底部

内 e外面黒色 95％

境 に段 を有する。口緑部 は直立する。 普通 貯蔵穴付近床直

口緑部一部欠損。丸底。体部 は内攣 砂粒 P 12 44

土 師 器

杯

B　 4．6

A 13 ．3

して立 ち上が り，体部 と目線部 との 外面へ ラ削 り。内 ◎外面黒色処理。

口緑部内 ◎外面横ナデ。体部 ◎底部

内 e外面黒色 95％

境 に段を有する。 目線部は内傾する。 普通 南西壁際床直

口緑部一部欠損。丸底。体部は内攣 砂粒 e雲母 P 124 5

土 師 器

埠

B　 4 ．5

A 12 ．9

して立 ち上が り，体部 と目線部との 外面へ ラ削 り。内 ◎外面黒色処理 。

口緑部内 の外面横 ナデ。休部 ◎底部

内 e 外面黒色 85％

境に段を有す る。 日録部は直立する。 普通 南 西壁 際床直

口緑部一部欠損。丸底。体部は内攣 砂粒 ・雲母 P 124 6

土 師 器

高　　 杯

B　 5 ．0

A 15 ．6

して立 ち上がり，体部 と目線部との 外面へラ削 り。 内 ◎外面黒色処理。

口緑 部か 外面横 ナデ。杯部外薗 l

内 ・外面黒色 95％

境に段 を有す る。 ロ緑部は内傾す る。 普通 南 西壁際床 直

口緑部一部欠損。脚部はラ ッパ状 に 砂粒 e石英 e雲母 P 1 24 7

土 師 器

高　　 年

B lO ．1 開 く。杯部は内攣気味に立 ち上が り，脚部外面 へラ削り。脚部内面へラナ 内 e外面黒色 99％

D ll ．8 体部と口緑部 との境に稜を持 つ。 口 デ。脚部 内面 を除 き，内 ◎外面黒色 良好

砂粒 e雲母

南西壁際床直

P 1248

E　 5．5 緑部は外反す る。 処理。

A 15．6 口緑部一部欠損。脚部は膨 らみ を持 日録部 内 ◎外面横ナデ。杯部外面，

土 師 器

高　　 年

B lO．1 ってラ ッパ状に開 く。林部 は内攣 し 脚部外面へ ラ削 り。脚部内面へ ラナ 内 e外面黒色 95％

D l l．8 て立 ち上が り，体部と口緑部 との境 デ。脚部 内面 を除き，内 ◎外面黒色 良好

砂粒 e雲母

南西壁際床直

P 12 49

E　 5．4 に稜 を持つ。 口緑部 は外反す る。 処理。

口縁部 内 e 外面へラ磨 き。杯部外面A 15 ．8 脚部 ◎口縁部一部 欠損。脚部は ラッ

土 師 器 B lO ．4 パ状 に開 く。杯部 は内攣気味 に立ち ヘ ラ削 り。内面へラ磨 き。脚部外面 内 e外面黒色 90％

D 12 ．8

E　 5 ．9

上が り， 口緑部は外反す る。 へ ラ磨 き。内面へラナデ。 内 ◎外面

黒色処理。

良好 南西壁際床直
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図版番号　 書　 庫 計測値十川〕 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第157図　 高　　 林 Å 15．9 目線部一部欠損。脚部 はラ ッパ状に 目線部内 録外面横 ナデ。杯部外薗 砂粒 ・雲母 P 125 0

20　　 土 師 器 B lO ．1 開 く㍉林部 は内攣 気味 に立 ち上が と主 脚部外面へラ削り。脚部内面へラナ 内 ・外面黒色 9000

n 12 ．2 体部 と日経部 との境 に稜 を持つ。 ロ デ。脚部内面を除き，内 ◎外面黒色 普通 南西壁 際床直

i
l E　 5 ．2 1縁部は外反す る十 l処理。

高　　 林 Å 16 ．4 脚部一部欠損。脚部は ラ ッパ状に開 目線乳　 棒部内 。外面へ ラ磨き．脚 砂粒 ・長石 P 125 1

2 1　 土 師 器 8 10 ．3 く。埠部 は内攣気味 に立 ち上が り， 部外面へラ磨 き。内面へラナデ。内 0 内 ・外面黒色 900。

0 13 ．0

E　 5 」

休部と ロ緑部 との境 に稜を持つ。 日

録部は外反す る。

外面黒色処理。 良好 南西壁 際床直

高　　 林 Å 15 ．2 脚部一部 欠損㍉脚部は ラ ッパ状に開 日録乳　 棒部 内面へ ラ磨き。杯部外 砂粒 ・長石 P 125 2

2 2　　 土 師 器 8 11 ．5 く。埠部 は内攣気味に立ち上が 畑 麻　 脚部外面へ ラ削 【「 脚部 内面へ 内面黒色 ◎外面にぶ 75％

n 12 ．0 休部と＝縁部 との境に稜を持っ． ＝ ラナデ。埠部 内薗黒色処理。外面赤 い赤褐色 南 西壁際床直

E　 5 ．9 縁部は外反す る。 彩。 普通

第且58図 「小 形 婆 Å 16 ．2 日録部一部欠損。平底。体部は内攣 口緑部内 ・外面横ナデ．休部外面へ 砂粒 砂長石 ◎スコリ P 125 3

23　　 土 師　 器 B 17 ．0

e　 7 ．6

して立 ち上が 畑　 日録部 は外反す る。ラ削 り。 内面ナデ。 ア　 にぷい橙色

普通　 外面煤付着

7500　酉 コーナ

ー付近床直

小 形 婆 Å 10．8 日録部一部欠損。平底。休部 は内攣 目線部 内 ◎外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 e長石 ・スコリ P 1254

24　　 土 師 器 8 18．3 して立 ち上が 畑　 体部 と頸部 との境 ラ削り。 内面ナデ。体部外面磨滅。 ア　 にぷい黄橙色 90 00

e　 T．6 に稜 を持つ。 打線部 は外反す る。 普通　 外面煤付着 貯蔵穴 内

小 形 婆 Å！10 ．6！ 目線部一部欠損。平底。体部 は内攣 ＝縁部 内 ・外面横 ナデ．休部外面へ 砂粒 ・長石 ・雲母 P 12 55

25　　 工 師　 器 H 12．5 して立ち上が畑　 日録部は外反す る。ラ削り。内面指頭押庄痕。外面磨滅 にぷい橙色 90 ？。 北 コ一十

し　 5．8 が著 しい。 普通　 煤付着 ー付近床直

甑 Å　27 ．6 休部一部欠損。 単孔式。体部は内攣 目線部 内 ・外面横 ナデ「休部外面へ 砂粒 ㊧石英 昏長石 の P 12 56

2 6 土 師　 器 B　24 。8 気味に立ち上が年　 目縁部はやや外 ラ削 り。内面ナデ。 雲母　 にぷい橙色 95％

e lO ．2 反する。 普通　 煤付着 貯蔵穴内

手捏ね土器 A ．L 3 平底。体部 は直立 して 目線部に至る。休部外面横ナデ。

l

砂粒 。長石 P 12 57

2 7　　 士 帥 器 8　 2 ．6

e　 3 ．8

器壁は厚い．

t

にぷい橙色

普通

I

100％

P 5付近覆土上層

、、　　　　　　【」

言　　 計　 測　 値 ！ 出 土 地 点

備　　　　　　 考
図版番 種 別 長さ葎m） 幅 葎m再 さ行m） 重畳 廟

29
革　 環 日 の目　 e中　 の中　 器 も 南東コ㌧…ナ…付近 M lO15　　　　　　　　　 1009。

30
耳　 疎 い 誹 「 摘 ！ 鍼 i 33 南東コ㌧…ナ…付近 M lO16　　　　　　　　　 100％

欝霧号住居跡　第茄図）

位置　調査6区中央部，M14g3区、

重複関係　第郡号住居跡を掘り込んでおり資　本跡が新しい。また第280◎281号住居跡，第蟻号土坑に掘　込

まれているので，本跡が青い。．

観摸藍平面形　南北軸侍霊廟mタ　東西軸磯雄頓mである。太部分を第28　◎錆号住居跡に掘り込まれており，

規模や平面形は不明である。

壁　壁「告知ま20、＼32mlで，外傾して立ち上がるこ・．

床　ほぼ平坦で，軟らかい。

覆土　2層からなるが，大部分が第28　◎謡号住居跡に掘り込まれており，堆積状況は不明である。

土層解説
1　黒褐色　ロ㌧－ム粒子多量

2　黒褐色　ローム粒子中量，廃土粒子のtコ一一ム小ブロック微量

遺物　本跡に伴う遺物は出土しておらず，炭化材1点が床面から出土しているだけである。

所見　本跡に伴う遺物がなく時期は不明であるが，第281号住居跡に掘り込まれ，第279号住居跡を掘り込んで

いることから，古墳時代前期から古墳時代後期の時期と考えられる。
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第286号住居跡（第159図）

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　！

第1労図　第286・287号住居跡実測図

－196－

淵の

0　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　！



位置　謂登　区中幾部　N摘扱区。

重複関係　第兆　怨詣号鐙屠捗に掘り込まれており　寒路

が吉い一

規模藍平面形　藻軸。繍都粗　短軸の減刑の長方形である。

長軸方向　Nrつ70－1－E

、、

◎　　　　　　　惑踪許闘

′　　　　く　　I l h

壁　壁高は1こト23川で、外醸しノて立ち上がる、、

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　　　　　　　こ　′

どでつ新面形はLI字形である

應　堂格納に平坦で　軟らか齢。

ぼ亀謬睦　　か所浮最。㌘　は径爛mの閏形で　深さ摘照である。性格は不明である。

覆土・一旦層からなり，自然堆積である．

土層解説
1　黒　陽　色　しトー！、大。車。小一／‾tト′ツー′レ量

黒褐色　ロ…叫ム粒子少選　炭化粧予診ロ…ム小プロッタ微畳

極暗褐色　ロ…ム粒子中豊　炭化粒子昏ロ…ム小ブロック微量

1　黒　褐　色　しトー！、粒j’－′レ鼠　し‾ト・∴小‾．㍉ト∵当機品

遺物　土師器片臓説藍　須恵器絆凱桑である。　の土師器高塚は㌘　紺近の床面直＿から逆位で出土している。

所見　本跡の時期は，出i二遺物からl阜貞日、封じ前期の∴日日二紀前つ′二。．！二考えられる

第誠号住居跡鵬土遺物観察義
図表覇 ‾‾ハム′ム′u‾ノ義 ハ‾‾′‾‾‾種 計測値彿　　 器 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴　　 一義義‾‾芸‾◎棚 減 可　 ノ婦　 考

第16 0図　 高　　 年

1　　 土 師 器

欝慧鍼号燵履跡　第蟻囲う

位置　調査6区中央部、M上目車上

重複関係　第盈嘗住居跡に掘り込まれており　寒路が歯い。

規模と平面形　長軸2．6血1，短軸2．18n・lの長方形である．、，

董軸方向　N　一一2201つも一丁

壁　壁高は6用ほどで，緩やかに立ち上がる、．，

床　全体的に平坦で一巨央部がよく踏み固められつ1倍1がみられる．

ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　′＼　　　　　　　　　　′　　1　　　　　　　　　　　′　ノ：テ　言

地床炉である、二、火床面は焼土がプロ、ソク状で．暗赤褐色をしている‥、

炉土層解説

1　暗　褐　色　焼上粒If－e炭化粒子・tJ一一！、粒千少量

2　黒　褐　色　焼巨粒子・炭化粒才’一・しトー∴粒r一少量

：〕暗赤褐色　廃土粒子中鼠　廃土小ゾし1ック・炭化粒子e Lトtム粒子少量

・1暗赤褐色　廃土粒子少量，炭化粒子・しトlム粒「微音

5　暗褐色　ロー一一ム粒千少量，廃I二粒子・炭化粒子微量

一・一一一1一一一一lh197一．一一一一



覆土　3層からなるが，覆土が浅く堆着状況は不明である。

土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子少量，廃土粒子微量
3　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片205点，須恵器片3点が出土している。1，2の土師器用，3の土師器整，4の土師器壷は覆

土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期の4世紀前半と考えられる。

旦20．6m

2　　　　　　　　　1　　　　　　　　3

第161図　第288号住居跡実測図

ミ、、
4

第162図　第288号住居跡出土遺物実測図

第288号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　2m

l l・l　　－　1

5　　　　　　4　3　2　1

0　　　　　　　1m

L＿＿＿＿＿⊥＿　！

1．

（

10cm

！　　　；　　　！

図版番口器　種計測値（cm） 器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第162図

1

柑

土師器

A［12．4］

B（4．4）

口緑部片。口縁部は外傾する。口縁部外面へラ磨き。 砂粒・スコリア

橙色

普通

P1271

5％

覆土中
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i　　　　　　　　　 l

婆　　 Åつ7．十　 日縁部片㍉　目線部は外反す る∵

1

日縁部内 ・外面横 ナデ．体部内 ・外

l

砂粒 ・雲母 ・スコリ

i

P 127 3
3　　 十 細目器 I r‖　hL が 面刷毛 日調整． ア

にぷい橙色　 普通

5 ％

覆土中

壷　　 A 白3 鳶］ 日経部片。 口緑部 は外反する。 日録部内 の外面刷毛 目調整。 砂粒 ・長石 ・雲母 ・ P 1274

4　　 土 師 器　 B （6 ．7） スコリア

橙色　 普通

5 ％

覆土 中

第望約号住居跡　第蟻図）

位置　調査6区南部，NlJd由∴

重複関係　第誠号住居跡を掘り込んでおり　本跡が新しい。また第討号住居跡に掘り込まれているので，本

跡が青い。

規模と平面形　長軸圭28ITl，短軸2．90Illの長方形である、，

主軸方向　N－lOY一一IE

壁　壁高は20－＼2来mで，ほぼ垂直に立ち上がる．〕

壁溝　上幅はcm　下幅8cm　深さ7cmほどで　断面形はU字形である。金屑している。

床　全体的に平坦で，【巨矢部がよく踏み固められている、－、

竃　北壁北東コ…ナ…寄りに付設されている。煙道部が第2飢号住居跡に掘り込まれ遺存状況が悪くラ　規模は

長さ［郁函勘　袖幅瀦漁況である。磯部は砂質粘土で構築されている。火床部は円形に浅く掘りくぼめられてい

る、、，

竃土層解説

1　黒褐色　焼土粒子少鼠　焼土中ブロック◎炭化物◎炭化粒子砂ロ…ム粒子微量
2　暗褐色　廃土粒子中量，焼土中ブロック◎炭化物e炭化粒子少量
3　暗褐色　廃土小ブロック⑳焼土粒子少量，炭化粒子微量
4　暗赤褐色　廃土粒子中豊，炭化粒子微量

5　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック少量
6　暗褐色　ローム粒子中農　廃土小ブロックe焼土粒子少量

ぼ亀汐終　息か所（Pl）。Plは径35cmの円形で　深さ茄cmである。出入り口に伴うピットと考えられる。

覆土　6層からなり，自然堆積である。

土層解説

1　黒褐　色　焼十粒f一。炭化粒子・しトーム粒子微量

2　黒褐色　しトーム粒子少量，廃土粒子・炭化粒子・炭化物。ロー一一一一ム小ブロック微量

3　黒褐色　ローーム粒子中量，廃土小ブロック。廃土粒子。炭化物・炭化粒子微量

4　極暗褐色　ロ…ム大ブロック◎ローム粒子少量

5　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子◎ローム小ブロック微量

6　黒　褐　色　しトーム粒手少量，焼十粒子eローlム小一ブしコ・′ク微量

遺物　土師器片建点　須恵器片　点が出土している。鼠の土師器埠は東壁際の床面直上から正位で，2の土

師器棒は中央付近の覆土下層から，3の土師器要は南東コ㌧一ナー付近の覆土下層から，4の土師器小形聾は東

壁際の覆土下層からそれぞれ出上している：、

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代後期の7世紀前葉と考えられる。、
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第163図　第289号住居跡実測図

第289号住居跡出土遺物観察表

！一ご瓦Ⅳ

図 版 番 口 器　 種 計 測 値 （cu ） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・ 色 調 ・焼 成 備　　 考

第 1 6 4 図 杯 A l l ．6 ロ 緑 部 一 部 欠 損 。 丸 底 。 休 部 は 内 攣 ロ 縁 部 内 ・ 外 面 横 ナ デ 。 休 部 ・底 部 砂 粒 ・長 石 ・雲 母 ・ P 1 2 7 5

1 土 師 器 B 　 4 ．6 し て 立 ち 上 が り ， 口 縁 部 と の 境 に 弱 へ ラ 削 り 。 内 ・ 外 面 黒 色 処 理 。 ス コ リ ア 9 5 ％

い 稜 を 持 つ 。 口 緑 部 は 直 立 す る 。 に ぷ い 橙 色

普 通

東 壁 際 床 直

2

杯 A ［1 4 ．6 ］ 底 部 ・ 休 部 一 部 欠 軋 丸 底 。 休 部 は 口 緑 部 内 ・ 外 面 横 ナ デ 。 休 部 ・ 底 部 砂 粒 ・雲 母 ・ ス コ リ P 1 2 7 6

土 師 器 B （ 4 ．0 ） 内 攣 し て 立 ち 上 が り ， 口 緑 部 に い た ′＼ ラ 削 り 。 内 ・外 面 黒 色 処 理 。 ア 4 5 ％

る 。 赤 褐 色　 普 通 中 央 付 近 覆 土 下 層

3

璽 B （ 8 ．8 ） 底 部 か ら 休 部 に か け て の 破 片 。 平 底 。 休 部 下 位 縦 方 向 の へ ラ 磨 き 。 内 ・ 外 砂 粒 ・長 石 ・雲 母 ・ P 1 2 7 7
土 師 器 C ［ 8 ．6 ］ 休 部 は 外 傾 し て 立 ち 上 が る 。 面 煤 付 着 。 ス コ リ ア

に ぷ い 褐 色　 普 通

2 0 ％　 南 東 コ ー ナ

ー 付 近 覆 土 下 層

4

小 形 要 A ［1 4 ．4 ］ 休 部 一 部 欠 損 。 平 底 。 休 部 は 内 攣 し 口 緑 部 内 ・ 外 面 横 ナ デ 。 休 部 外 面 へ 砂 粒 ・ 長 石 ・ 雲 母 ・ P 1 2 7 8
土 師 器 B 1 4 ，1 て 立 ち 上 が り ， 上 位 に 弱 い 稜 を 持 つ 。 ラ 削 り 。 内 面 ナ デ 。 内 ・ 外 面 煤 付 着 。 ス コ リ ア 4 5 ％

C 　 8 ．8 口 縁 部 は 外 反 す る 。 灰 褐 色　 普 通 東 壁 際 淳 土 下 層
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第164図　第289号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　i　　　！

第290号住居跡（第165図）

位置　調査6区南部，N14C4区。

重複関係　第291号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸6．11m，短軸5．14mの長方形である。

主軸方向　N－80－W

壁　壁高は10cmほどで，緩やかに立ち上がる。

床　全体的に平坦で，軟らかい。

炉　中央部からやや北壁寄りに付設されている。長径90cm，短径65cmの楕円形で，床を3cmはど掘りくぼめた

地床炉である。

炉土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
2　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　にぷい赤褐色　焼土粒子・ローム粒子中量，炭化粒子少量

4　褐　　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，炭化粒子少量
5　暗　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量
6　褐　　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
7　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

8　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム大・小ブロック微量

貯蔵穴　南東コーナー部に付設されている。長径95cm，短径85cmの楕円形で，深さ35cmである。断面形は鍋底

状をしている。

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子少量
3　極暗褐色　ローム粒子中量

覆土　覆土が浅く，不明である。
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第165図　第290・291号住居跡実測図
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第166図　第290号住居跡出土遺物実測図
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遺物　漉師器片詣息須恵器片融点が出土している。結　射　勘　の土師器高稀汐　の土師器髪は貯蔵究

内からタ　且は斜位で，5は正位で，9は逆位で出土している。針　勘　の土師器高塚芦鼠のの土師器婆は北壁

際の覆土下層からそれぞれ出土している。

研農　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代中期の5世紀前半と考えられる。

第頴号住居跡出土遺物観察蓑
図版番 頭 器　 種 計測値（小 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 始土 e 色調 欄 成 ！ 備　 考

第16 6図 高　　 林 A 16 ．4 脚部 e 埠部一部 欠損。脚部は ラッパ 林部外 面下端 へラ削り十脚部外面へ 砂粒 ・石英 ・スコリ　 P 12 79

1 土 師 器 8 14 ．7 状に開 く。杯部 は外傾 して立ち上が ラ削 りい 内面 に輪績み痕√脚部内面 ア 90㌦
D 15 ．2

E　 8 ．3

り† 口緑部に至 る。 を除き， 内 ・外面赤彩い 橙色　　　　　　　 貯蔵 穴内

普通

2

高　　 年 Å 13．7 脚部 ・林部一部欠損。脚部は中位で 林部外面下端へ ラ削 り．脚部外面へ 砂粒 ・雲母　　　　　 P 1 28 0
土 師 器 B 14．3 膨 らみ を持 って ラッパ状に開 く。杯 ラ削 り。内面に輪積み痕。脚部 内面 赤色 50 9。

D 白 1．2 1 部 は外傾 して立ち上が り，口緑部 に を除 き，内 ・外面赤彩。磨滅が著 し 普通　　　　　　　 北壁際覆土下層
E　 8．5 至 る。 い。 二次焼成

3

高　　 年 B （13 ．2） 脚部 ・杯部片い脚部 はやや膨 らみを 林部外面下端 へラ削り㍉脚部外面へ 砂粒 ・石英 ・スコリ　 P 12 8 1

土 師 器 E （9 ．0） 持 って ラッパ状 に開 くい林部は外傾 ラ削 りい 内面 に輪積み痕． 7　　　　　　　　　 35 9ム
して立ち上が り， 口縁部 に至 る． 磨滅が著 しい㍉ 橙色　 普通　　　　 北壁際覆土下層

4

高　　 年 A 16 ．8 杯部片．杯休部は外傾 して立ち上が 林部外面下端へ ラ削 りい内 ・外面赤 砂粒 ・雲母 。スコリ　 P l：退2

土 師 器 B （5 ．8） り， 口緑部 に至 る． 彩。煤付着。 ア　 橙色　 普通　　 50％

喋付着　　　　　　 貯蔵 穴内

5

高　　 年 A l圭」 林部片小林体部は外傾 して立ち上が 林部外面下端へラ削 り． 内 ・外面赤 砂粒 ・雲母　　　　　 P 1 28 3

土 師 器 B （7．3） り， ＝緑部に至る． 彩。煤付着。 赤色　　　　　　　 45％

普通　 煤付着　　　 貯蔵穴 内

i
i
高　 弟 A l鋸 言

！
i

埠部片。埠体部 は外債 して立 ち上が ！ 】
口緑部内 ・外面横 ナデ㍉体部内面へ l

i
砂粒 ・長石 ・雲母 I P 12 84．高　　 年 t A 18 ．5 ’年部 片．杯体部 は外傾 して立 ち上が l 口緑部内 ・外面横 ナデ㍉体部内面へ l 砂粒 ・長石 ・雲母 t P 12 8－

6 土 師 器 B ぐ6 ．日 り， 口緑部との境 に稜 を持っい　口緑 ラ磨 き㍉内 。外面赤彩㍉ にぷい赤褐色 10 Pも
部は外反する。 普通　 煤付着 北壁 際覆土下層

7

高　　 年 A 15 ．0 林部片。杯体部は外傾 して立ち上が 日緑部 内 ・外面横ナデい体部外面へ 砂粒 ・石英 ・雲母 P 128 5
土 師 器 B （5．0う り，ロ緑部 に至 る。 ラ削り。内 診外面赤彩。 赤色

普通　 喋付着

40％

貯蔵穴 内

8

柑 Å［8 ．5 ］ 休部か ら口縁部にかけて一部欠軋 口緑部内 。外面横ナデい休部外面へ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 1 28 6
土 師 器 B　 8 ．5 休部は内攣 して立 ち上が り， H 縁部 ラ削 り。内面 ナデ。 ア　 橙色　 普通 55 ％

e　 4 ．0 は外反す る。 二次焼成　 煤付着 覆土中

9

婆 B （26 ．5） 目線部欠損。平底。体部は球形状を 休部外面上位か ら中位にかけてへラ 砂粒 ・雲母 。スコリ P 128 7
土 師 器 C　 6 ．4　′室 している。 日録部は外反する。 磨き。休部下位へ ラ削 りJ 内面へラ ア　 にぷい橙色 80％

ナデ。 普通　 煤付着 貯 蔵穴内

10

賓 A 1 7．4 休部上位か ら日縁部 にかけての破片。口緑部 内 。外面横ナデい休部外面へ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 128 8
土 師 器 B （14 ．9） 体部 は，球形状を室 している。 日経 ラ削 り。内面へ ラナデ。 ア 40％

部 は外反す る。 橙色　 普通 北壁際 育士下層

第調号住居跡　第蟻図）

位置　調査6区南部，N14C2区。

重複関係　第289◎293号住居跡に掘り込まれており芦　また第那号住居跡が本跡の上部に構築されているのでタ

本跡が古い。

規模と平面形　長軸［5．3の］m，短軸5。23mの方形と推定される。

主軸方向　N－00

塵　壁高は摘～摘cmで　緩やかに立ち上がる。

壁溝　第293号住居跡に掘り込まれている部分を除き巡っている。上幅蟻cm　下幅摘cm　深さ摘cmほどで　断

面形はU字形である。

床　全体的に平坦で，北壁から中央部にかけてよく踏み固められている。
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第帽園　第調　◎調号住居跡実測図
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第168園　第293号住居跡竃実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

l　　　　；　　　［

炉　2か所。いずれも中央部からやや北壁寄りに付設されている。炉1は長径70cm，短径60cmの楕円形で，10

cmはど掘りくぼめられた地床炉である。炉2は長径60cm，短径50cmの楕円形で，20cmはど掘りくぼめられた地

床炉である。2か所ともよく使われており，暗赤褐色に変色し硬く焼き締まっている。

ピット　2か所（Pl，P2）。Pl，P2は径35～40cmの円形で，深さ60～70cmである。いずれも主柱穴と考え

られる。

貯蔵穴　北東コーナー部に付設されている。長径65cm，短径55cmの楕円形で，深さ40cmである。断面形は鍋底

状をしている。

貯蔵穴土居解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，廃土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・ローム中ブロック微量
3　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

覆土　6層からなり，自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・ローム粒子少量

2　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
4　暗褐色　ローム粒子中量
5　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

6　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片397点，須恵器片9点，石器2点が出土している。1の土師器聾は東壁際の覆土下層から，2

の土師器壷は炉付近とPl付近の覆土下層からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期の4世紀前半と考えられる。
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第169図　第292号住居跡出土遺物実測図

第292号住居跡出土遺物観察表

C＝）。 0　　　　　　　　　　　　　10cm

L＿＿＿　；　　　！

図版番口器　種計測値（cm）器形の特徴 手法の特徴 胎土・色調・焼成備　　考

第169図要A［17．2］休部からロ縁部にかけての破片。体口縁部内・外面，休部外面刷毛目詞砂粒・長石・雲母・P1299

1土師器B（12．1）部は内攣して立ち上がり，口緑部は整。内面一部刷毛目調整。スコリア　明赤褐色20％

外反する。 普通　二次焼成東壁際覆土下層

2
璽EA14．6底部から口緑部にかけての破片。平ロ縁部内・外面　休部外面へラ磨き。砂粒・石英・長石・P13（X）

土師器B　23．8底。休部は球形状を呈している。口内面ナデ。 雲母・スコリア40％

C　5．3緑部は外反する。 明赤褐色　普通

二次焼成

炉付近覆土下層

図版番口種　別
計　　　　測　　　　値

出　　土　　地　　点 備　　　　　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

3轟長　　石10．6 8．9 4．5 577貯蔵穴内 Ql（泊3　ホーンフェルス1（町％

4敲　　石13．3 6．3 6．3 614貯蔵穴内 QlOO2　ホーンフェルス　実測図なし
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第295号住居跡（第171図）

位置　調査6区南部，N14e2区。

重複関係　第294号住居跡が上部に構築されており，また第155号土坑に掘り込まれているので，本跡が古い。

規模と平面形　長軸5．35m，短軸5．21mの方形である。

主軸方向　N－310－W

壁　壁高は26～38cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅10cm，下幅6cm，深さ5cmほどで，断面形はU字形である。全周している。

床　全体的に平坦で，竃前面がよく踏み固められている。

竃　北西壁中央部に付設されている。竃は第294号住居跡に掘り込まれ遺存状況は悪く，火床部だけを確認し

た。火床部は楕円形に浅く掘りくぼめられている。

ピ・yト　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は長径30～35cm，短径25～30cmの楕円形で，深さ31～55cmである。い

ずれも主柱穴と考えられる。P5は径25cmの円形で，深さ45cmである。出入り口に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　北コーナー部に付設されている。長径75cm，短径60cmの楕円形で，深さ20cmである。断面形は皿状を

している。

貯蔵穴土層解説
1　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量

覆土　4層からなり，自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量
2　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ノ

第170図　第か5号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！
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第膵図　第調号住居跡実測図

20．4m

「津三三ヨ㌃

V

0　　　　　　　2m

」二－⊥－＿．＿」

遺物　土師器片433点，須恵器片9点がそれぞれ出土している。鼠の土師器杯は中央付近の床面直上から逆位

で，2の土師器棒は北東壁際の床面直上から正位で，3の土師器埠，5の土師器婆は中央付近の覆土下層から，

4の土師器聾は中央付近の床面直上からそれぞれ出土している。

所農　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代後期の7世紀前半と考えられる。

第295号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 e色調 e焼成 備　　 考

第170図 杯 A 13．9 口縁部一部欠損。丸底。体部は内攣 口縁部内 ◎外面横ナデ。体部 ◎底部 砂粒 P 1317

1 土 師 器 B　 4．6 して立ち上がり，口緑部は直立する。外面へラ削り。内面へラ磨き。内 ◎ 内◎外面黒色 90％
外面黒色処理。 普通 中央付近床直
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図版番 目　 器　 種
計渦 潮　　 器 形 の 特 徴　 ”ム‾‾ん‾‾‾‾i‾‾‾み‾‾‾‾‾…‾‾…‾‾‾‾‾…‾…‾‾　 手 法 の 特 徴　 i胎去‾三‾…色表 怨焼成

備　　 考

第170図　　 年 Å 13．0　 休部 。目線部一部欠損．平底∵休部　 目線部内e 外面横ナギ　 休部外面へ　 長右・雲母 P 1318
2　　 土 師　器 H　 十1　 は内攣 して立木士が年　 目縁部との　 ラ削牛　　　　　　　　　　　　　 こぶし蘭色 60㌔

C　 の魂． 艶 賢 持つo m 嫁部はわずかに外　　　　　　　　 普通 」上東壁際味直

杯 Åつ2．8！ 目線部片＋休部は内攣 して宣石工が　 ＝縁部内 。外面横ナうご　休部外面へ　 砂粒 P は拍
3　　 工 帥　 器 B （3。6ラ 年　 目縁部は直立する＋　　　　　　 ラ削し「 内 e外面黒色処理．　　　 内e外面黒色 10㌔

良好 中央付近橙工下層

婆 十 2 ．0〕 体部から目線部にかけての破片∴休　 日縁部内 e外面横ナ千 体部外面へ　 砂粒。右華 e長石 P 1320
1　　 工 帥 器 I主1上5〕 部は内攣して立ち十が年　 目縁部は　 う削「「 内面ナ十　　　　　　　　 にぷい恰色 100。

外反する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 良好 中央什近味直

婆 Åつ6．8〕 目線部片＋　目線部は外反する．　　 目線部内e外面横ナγ　 休部外面㍉＼ 砂粒0右華 。太右。 P 1321
5　　 土 師　器 迅（ 。郡　　　　　　　　　　　　　　　　　 ラ削 。　　　　　　　　　　　　 雲母 10㌔

∴ぷい番橙色　 良好 中央什近再工下層

－、ノし一、㌦　」．　ノ・′　二　一

位置　調査6区南部，N＿13bo区．．

重複関係　第渕号住居跡に掘　込まれており芦　また第那　車測号住居跡が寒路の上部に構築されているので資

本跡が古い

、・二　へ・　．　′　′　　　　‥　　　　　、∴　　　　　　　　　　　　　、．　　　　　　　　　　　　　　．

る、

主軸方向　iN　つ70∴W；

壁　壁高は23－＼Lま・0川1で，外醸して立ち上がる，

ノ　′　′、　‥′　‥、・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一．

床　全体的に平坦で一巨央部付近がよく踏み出められている、＿－、

覆土　6層からなり，プロ、ソク状の堆積をしており人為堆積である、

土層解説

1　黒　褐　色　「トーム小▼ノ＝いノ17e tトーム粒子レ宗　炭化粒自微量

2　極暗褐色　しトーム粒J「可‾－鼠　しトーム小ゾして・′ク少鼠　炭化粒j’一・しトー！、中一ブLIJりク微量

：∃　極暗褐色　Llト…ム粒子中量，しトーム中‾ブしトノク少量，しトーム小一ブしコ、ソク微音

11極暗褐色　tlトーム粒ゴ’一〇しトー∴中一ブ日ソ′呵一品，焼上粒十・歳化粒r一。tト一一ム小プロりク少量

5　極暗褐色　しトーム粒－J’可一鼠　し「∴小‾‾ブしトノク少鼠　焼主事ゾしトノク・焼上粒子e炭化粒J’－微量

6　暗褐色　廃土粒子中農チ　廃土小ブロック少農芦　炭化粒子命ロー叫ム粒子微量

三二ご　　・．ノ　‘工′　　′　　一′　ノ　ノ　′　　　　　　　∴　＿　′　　　′！　　　′　二　、′一　＼‘′ノ．　′　′1上、

高台什林，3の須恵器婆は覆上中からそれぞれ廿i上している、

‥一。．ノ　、声し．、ノ．∴巧．∴ノ、′‘‾∴・′．′．′・、，．′∴′ノ　ノ．．　．、′　ニ・ノ．、、′・・ノ∵∴ノ′・い　り　′　′、

ることから∴古墳時代後期の6世紀後半と考えられる＿∴．

第測号住居跡出土遺物観察表

図版番可 器　 種 計測値冊〕 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 e色講巨 焼成
i

備　　 考

第173図 賓 Å［22．4］ 体部から目線部にかけての破片。体 口縁部内e外面横ナデ．休部外面へ 石英。長石 P 1368
1 土 師 器 B （24．2） 部は球形を呈している．口縁部は外 ラ削亡「 内面ナデ十 橙色 40％

反する。 普通　 外面煤付着 中央付近覆土下層

2

高台付杯

須 恵 器

B （2．2）

D　 7．6
E　 O．9

底部片。高台はハの字状に開く。 底部回転へラ切り衡　 高台貼り付け。

i

砂粒・石英。長石
青灰色

普通

P 1370

10％
覆土中

3

聾

須 恵 器

A ［29．8］ 目線部片。目線部は外反する。 目線部内 魯外面横ナデ。 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 1369
B （2．9） 雲母 5 9。

黄灰色　 普通 渾土中
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第172図　第305・306号住居跡実測図
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欝膵国　策罰号鍾腰勝田蓋遺物窯測園

箋≡圭空説

第調号住居跡　第描図）

位置　調査　区南部　N相加区。

重複関係　第割　◎測　魯別号住居跡　および第蟻号士族に掘り込まれており　本跡が離。

規模藍平面形　長軸4。32m，短軸3。99mの方形である。

主軸方向　N一一920－－W

壁　壁高は誠～雷cmで　外憾して立ち上がる。

壁湧　第灘号住居跡に掘り込まれている部分を除き全周している。上幅触m　下幅臓cm　深さ臓痛どで，

断面形は逆台形である。・、

床　全体的に平坦で，中央部がよ　踏み固められている。

竃　西壁中央部に付設されている。削平により磯部の遺存状況は悪ら規模は長さ衛m　袖幅拍翫麺である。

磯部は砂質粘土で構築されている。火床部は楕円形に浅く掘りくぼめられ，煙道部は削平され不明である。竃

内には雲母片岩があり，磯部の補強材に使用されたと考えられる。

露土層解説

1暗褐色　焼土粒子。炭化粒子・ロー一一一ム粒子中量，しトム小ブロック少鼠　廃土小ブしトソク微量
2　黒褐色　廃土粒子・炭化粒子・ローーム粒子少鼠　廃土小プロ、ソクe Lトム小ブロック微量
3　赤褐色　廃土粒子多量，炭化粒子微量
4　暗褐色　廃土粒子中量，炭化粒子◎ローム粒子少量，廃土小ブロック微量
5　暗赤褐色　廃土粒子多量，炭化粒子◎廃土小ブロックeローム粒子微量
6　暗褐色　廃土粒子◎炭化粒子中量，ローム粒子微量

ぼ毛細　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径4～滋cmの円形で，深さ62～87cmである。いずれも主柱穴と考え

られる。P5は径35cmの円形で，深さ38cmである。出入り口に伴うピットと考えられる。

一一212－



第174図　第309号住居跡実測図

2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　！

4　　4 5　　　6

0　　　　　　　　　　　　　　1m

I　　　一一「一一一一1

覆土　4層からなり，人為堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量
4　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片158点，須恵器片6点が出土している。ほとんどが細片である。

所見　本跡に伴う遺物が少なく時期は明確にできないが，竃を有することと出土している土師器片から，古墳

時代後期の7世紀後半と推定される。
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第316号住居跡（第176図）

位置　調査6区西部，N13a7区。

重複関係　第313～315号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸［4．94］m，短軸［4．52］mの方形と推定される。

主軸方向　N－100－W

床　全体的に平坦で軟らかく，炉周辺がやや踏み固められている。

炉　中央部からやや北壁寄りに付設されている。長径75cm，短径40cmの楕円形で，床を3cmはど掘りくぼめた

地床炉である。火床部は赤変しブロック状をしている。

貯蔵穴　南東コーナー部に付設されている。径60cmの円形で，深さ37cmである。断面形は鍋底状をしている。

貯蔵穴土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量
2　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック微量

覆土　単一層であり，覆土が浅く堆積状況は不明である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片26点，須恵器片3点，土製品1点が出土している。1，2の土師器高杯は北壁際の覆土下層か

ら，5の土師器小形聾は貯蔵穴内から正位でそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代中期の5世紀前半と考えられる。

了

二二′

第175図　第316号住居跡出土遺物実測図
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第膵図　第別　号擾履静窯測図

第別号住居跡出土遺物観察義

圃

些儲摘滴

競革

9　　　　　　　　　　　　　　　2m

』　　　走

遠‾遠 ‾‾‾‾‾‾‾器 種 恒 臓 廟　　 器 形 の 特 徴　　　　 手 法 の 特 徴　　 恒 魯色 調 ◎焼 成
備　　 考

躯 7 5 図　 高　 林　 十 五 0 ！ 牲 狛 十 休 部 は 内攣 気味 に土 木 工 が　 体 部 内 。外面 へ 予 十 十　 内 。外 面 赤　 砂 粒 。石 英 e スコ リ P l∴131

漫 十 柚 器 I主 6 ．6 〕 年　 目縁 √狛 二幸 る＋　　　　　　　　 彩 ．　　　　　　　　　　　　　　 ア 30 ㌔

樽 色　 普通 北 壁 際 覆 土 下 層

高　 林　 壬生 1 上 3 〕 脚 部 片 ∴脚 部 は ラ ッパ状 に 開 く．　 脚 部 外面 へ 可 粧 「 内 面 に 輪積 み 痕 ． 砂 粒 。雲 母 e て コ リ P lJI32
2　　 土 師 器　 E 十 8 ．㌣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ア 50 0。

樽 色　 普 通 北 壁 際 覆 士 下層

高　 林 I主 10 ．針　 脚 部 片 ∴ 脚 部 は ラ ソノ＼状 に 聞 く＋　　 脚 部 外面 へ う削 り　 内 面 に輪 積 み 痕 ． 砂粒 e 雲 母 ・て コ リ ㌘摘3 3
3　　 土 師 器　 D つ 上 十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ア 寸0 ㌦

E　 9 ，1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 橙色　 普 通 覆土 中

賓　　 Å 「18 ．0 〕 目線 部 片 十 日綾 部 は 外反 す る．　　 目線 部 内 e 外 面 構 ナ デ∴　　　　　　 砂粒 。雲 母 ㌘14 34
1　 士 姉 器 IU 工 1 〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 快褐 色 10 0。

普通　 煤付 着 北 壁 際 覆土 下 層

小 形 婆　 Å 1 3 ．7　 日縁 部 一 部 欠損 十 平 底 〔 休 部 は 内 攣　 口縁 部 内 e 外 面横 ナ デ㍉ 休 部 内 面 ナ　 砂粒 ・長石 。雲母 P l＿135
5　　 土 師 器　 B　 9 ．0　 して立 ち上 が 年　 目縁 部 は 外反 す る∴ デ ． 内 e 外 面磨 滅 が 著 し い∴ 内 e 外　 内 ・外面黒 色 90 0。

し　 工 8　　　　　　　　　　　　　　　　　　 面 黒 色 処理 ．　　　　　　　　　　 普通　 煤付 着
i

貯 蔵 穴 内

図版番司 種 別 計　　　　 測　　　　 値 巨 土 …
備　　　　　　 考径行m） 厚さ毎車 径葎m） 重畳軸）

6　　紡錘 車 墾 年 「 堅　 い 郎 ］ ！ ㈲ 西壁際覆土下層 D P lOO6　　　　　　　　 300ゎ

一一一1－－－215－・－1－－Y



第3柑号住居跡（第178図）

位置　調査6区西部，M13i8区。

重複関係　第317号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　北東軸（5．10）m，南東軸（4．20）mで，西部が調査区域外に延びており平面形は不明である。

主軸方向　N－570－E

壁　壁高は8～11cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　調査区域外を除き，ほぼ全周している。上幅12cm，下幅7cm，深さ5cmほどで，断面形はU字形である。

床　はぼ平坦で，全体的によく踏み固められている。

竃　北東壁東コーナー寄りに付設されている。削平され火床部のみを確認した。

竃土層解説
1　黒褐色　口一ム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　炭化粒子・ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ピ・y卜　4か所（Pl～P4）。Pl～P3は径40～45cmの楕円形で，深さ48～63cmである。いずれも主柱穴と考

えられる。P4は径32cmの円形で，深さ25cmである。出入り口に伴うピットと考えられる。

覆土　4層からなるが，覆土が浅く堆積状況は不明である。

土層解説
1　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　極暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　極暗褐色　ローム粒子少量

ノ

第177図　第318号住居跡出土遺物実測図
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第178図　第318号住居跡実測図
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遺物　土師器片78息須恵器片10点が出土している。1の土師器杯は南東壁際の覆土下層から正位で出土して

いる。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代後期の6世紀後半と考えられる。

第318号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第17 7図 杯 A 12 ．4 底部一部欠損。休部は内攣 して立 ち 口縁部内 ・外面横 ナデ。休部 ・底部 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 14 11
1 土 師 器 B （4 ．7） 上が り， 口緑部は直立す る。 外面へラ削り。 内面ナデ。 ア

橙色　 普通

8 0％

南東壁際覆土下層

2

杯 A ［14．2］ ロ縁部片。休部は内攣 して立ち上が 口緑部 内 ・外面横ナデ。休部外面へ 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 144 2
土 師 器 B （4．0） り， 口縁部 との境に段を有す る。 ロ ラ削 り。内 ・外面黒色処理。 ア 5 ％

縁部 は直立す る。 内 ・外面黒色　 普通 覆土 中

3

肇 A ［25 ．8 ］ 体部か らロ縁部にかけての破片。体 口縁部内 ・外面横ナデ。休部外面縦 砂粒 ・石英 ・長石 ・ P 14 4 3
土 師 器 B （30 ．0） 部は内攣 して立ち上が り， 口縁部は 方向のへラ磨 き。 内面 へラナデ。 雲母 ・スコリア 40％

外反す る。 明赤褐色　 普通 覆土 中

第323号住居跡（第180図）

位置　調査6区西部，M13ho区。

重複関係　第320号住居跡が上部に構築され，また第324～326号住居跡に掘り込まれているので，本跡が古い。

規模と平面形　長軸6．91m，短軸6．30mの方形である。

主軸方向　N－280－W

壁　壁高は4～14cmで，緩やかに立ち上がる。

壁溝　第324，325号住居跡に掘り込まれている部分を除き巡っている。上幅15～20cm，下幅8～10cm，深さ5

cmほどで，断面形は逆台形である。

床　全体的に平坦で，中央付近がよく踏み固められている。

ピット1か所（Pl）。Plは径55cmの円形で，深さ44cmである。主柱穴と考えられる。

覆土　5層からなるが，覆土が浅く堆積状況は不明である。

土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中・小ブロック微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　黒褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子微量
5　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片44点，須恵器片4点が出土している。1の土師器高杯，2，3の土師器壷は覆土中からそれぞ

れ出土している。

所見　本跡に伴う遺物は少ないが，出土遺物から古墳時代前期の4世紀前半と推定される。

－218－

第179図　第323号住居跡出土遺物実測図
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第柑0図　第323・324号住居跡実測図
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第霊号住居跡出土遺物観察蓑

計測値行の

高　　年
＋　鮪　裳

E（3．7）

器形の特徴

脚部片。脚部はラッパ状に開く。脚
部日吉　イ「几巨「げ汗flJl貢ミ空ナー11で！＼ス

手法　の特徴

外面へう磨き、・・．脚部内0外面赤彩、、．

胎上e色調・焼成 備　　考

、・ニ　　　ー　よし

二二二二二二1】……＋＋＋渾 J∴0博士中
＝丑ご雪ぎÅ［18。6］＝縁部片．＝縁部は外傾する十　　　日縁部外面刷毛日調整㍉　　　　　 砂粒・スコリアPl160

2 土師器B（5。6） 灰褐色 50。
普通 肯土中

ニ丑ニr・雪ぎÅ「21．打目線部手「日縁部は外傾する∴端部　＝縁部内e外面刷毛臼調整後，ナデ十掃臣長石 Pl161
3 土師器B（4，3）は折り返されている十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい哉橙色 5㌔

普通 樽土中

第詑号住居跡　第摘図）

位置　調査　区西部　M摘短区。

重複関係　第詑号住居跡に掘り込まれ　第畿号住居跡が上部に構築されているので　寒路が議瑞。また第

霊号住居跡を掘り込んでいるので　寒路が新しい。

∴ミ∵㌻ふ言．言五言∴、」：∴工∴、ノ言ノ言．ノ．′∴

主軸方向　N一一20－Ⅵγ

壁　壁高は蟻～霊cmで　外傾して立ち上がる。

二、－：、年∴ニ　′・ミ：：こ廿　、．」、：二　．く、　六、、　－－′1一　　′′．′／ノ・・　　　　′′．

應　全体的に平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ臓配m　袖幅鮒cm　壁外への掘り込みは翻cmである。磯部は砂

質粘土で構築されている。火床部は楕円形に浅　掘り　ぼめられ　磯部内壁は赤愛している。煙道部は火床部

から緩やかに立ち上がる、〕

憲土層解説

l　暗　褐　色　焼土粒子多亀　炭化粒子昏ローム粒子少量，廃土小ブロック微量
2　暗　褐　色　廃土小ブしトソク・焼土粒子。炭化粒l子・ロー一一ム粒子少量
3　暗　褐　色　廃土粒子中量，焼土中・小ブロック。炭化粒子少鼠　しトーム粒子微量
・1赤　褐　色　廃土小プロ、ソクe焼土粒子多鼠　炭化粒子e L‾トム粒‾f一少量

5　暗　褐　色　焼上中ブロック・廃土二粒子中量つ射ヒ粒子・しトム粒子少量，焼上【巨れトノク微量
6　暗　褐　色　廃土粒子中鼠　焼土中ゾしト′ク。炭化粒子・しト1ム粒子少鼠　炭化物微量
7　暗　褐　色　炭化粒子eローム粒子少量，焼土粒子微量
8　暗　褐　色　廃土粒子中量，炭化粒子。ローーム粒子少鼠　廃土小ブしトソク微最
9　暗　褐　色　廃土粒子魯ローム粒子少量，炭化粒子微量
10　にぷい褐色　廃土粒子中鼠　ローr一一ム粒子少量、炭化粒子徴最
1‾1にぷい赤褐色　廃土粒子中鼠　炭化粒子。しトーム粒子少量
12　暗　褐　色　廃土粒子・炭化粒1二。しト∴！．、粒子少量

＿＿＿∴＿∴

ノ　　　　　　　　　戦、

第柑図　第詔号住居跡出藍遺物窯測園
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第182図　第325号住居跡実測図
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掛渕‰　5か所（P　～P訂。P　～P　は径滋cmの円形で　深さ霊～舶cmである。ザれも主柱穴と考えられ

る。P5は径35cmの円形で，深さ2のcmである。出入り口に伴うピットと考えられる。

覆土　5層からなり，人為堆積である、、、

土層解説

1黒褐色　廃土粒子・ローーム粒子少鼠　焼土中。小プロ、ソク・炭化物・炭化粒子・しブーム中・小ブしトノク微量

2　黒褐色　ローム粒子少鼠　廃土小ブロック◎焼土粒子命炭化粒子砂ローム小ブロック微量

3　黒褐色　ローーム粒子少量．焼土中。小プロ、ソク・廃土粒子・炭化粒子微量

4　黒褐色　ロ…ム粒子中量，炭化粒子◎ローム中砂小ブロック微量

5　黒褐色　ローム中プロ、ソク・ローーム粒子中量，廃土粒子・ローーム小ブロック微量

遺物　土師器片雷魚　須恵器片摘息　不明鉄製品　点が出土している。杭　の土師器杯，缶　の土師器

賓は覆土中からそれぞれ出土している。

研農　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代後期の7世紀前葉と考えられる。

第霊5号住居跡出土遺物観察表

図版番頭
器　 種 計測値（（両 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 砂色調 欄 成 i 備　 考

第181図 杯 Å［12．4］ 休部から＝緑部にかけての破片い体 ＝緑部内e外面横ナデ㍉休部外面へ 砂粒 ・雲母 。スコリ　 P l471
1 土 師 器 B　 3．7 部は内攣して立ち上がり，臼緑部と ラ削り。 ア　　　　　　　　 10％

の境に弱い稜を持っ。ロ綾部はわず 橙色 覆土中
かに外債する。 普通

2

杯 A 白2．打 休部から目線部にかけての破片。体 口緑部内 ・外面横ナデ㍉休部外面へ 砂粒・雲母　　　　　 P l∴172
土 師 器

i

B （3淵） 部は内攣して立ち上がり，口緑部と ラ削り。

！

橙色　　　　　　 100。
の境に弱い稜を持っ。ロ緑部は直立 普通 覆土中
する。

！

3

賓

土 師 器

A 白2．21

B （7．3）

日録部片。ロ緑部は外傾する。 口緑部内 。外面横ナデト 石英。長石・雲母　　 P l」69

にぷい赤褐色　　　 10％
普通　 外面煤付着　 覆土中

4

賓

土 師 器

A ［19．4］

B （5．8）

日経部片。目線部は外債する。 日緑部内。外面横ナデ㍉
…蓋ご、菜蓋芸 は 望芸

第32謬号住居跡（第且83図）

位置　調査6区西部，Ml射1区。、

重複関係　第328号住居跡を掘り込んでおり，本跡が新しい。また第329号住居跡に掘り込まれているので㌧　本

跡が古い。

規模と平面形　長軸4．04m，短軸3．75mの方形である。

主軸方向　N－170－W

壁　壁高は20、34emで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅且5～20cm，下幅摘～はcm　深さ5cmほどで，断面形は逆台形である。全局している。

床　全体的に平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ80cm，袖幅且25cm，璧外への掘り込みは誠cmである。磯部は砂

質粘土で構築されている。火床部は楕円形に浅く掘りくぼめられ，煙道部は火床部から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1　暗褐色　廃土粒子少量，炭化粒子。しコ一一ム粒子微量
2　黒褐色　廃土粒子・炭化粒子少量，廃土小ブロック。ロー一一ム粒子微量

3　赤褐色　廃土粒子多量，炭化粒子のこトーム粒子微量
4　暗赤褐色　廃土粒子中量，炭化粒子少量，廃土小プロ、ソク・ローlム粒子微量

ll一一一222－



第183図　第327号住居跡実測図

ピ・yト　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は径35～40cmの円形で，深さ24～40cmである。いずれも主柱穴と考え

られる。

覆土　5層からなり，自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・ローム中・小ブロック微量

5　暗褐色　焼土粒子中量，炭化粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

－223－



誓

手謬

第相聞　欝業者住居跡出藍遺物靂測園

の　　　　　　　　　　　　　頂のC悶

轟　　　　　』≡壷

三守　　　‥1　㌧．　′．．／′i　′1・　　　　′′　　　言　　ノ　‾　′／、、！′、　　．ノ、　　　ノ　　　　′

は中央付近の覆トト層からっぶれた状態で，jの上師器藍は竃内からそれぞれ出上している、．

所見　本跡の時期は。遺構の形態や出土遺物から古墳時代後期の′‖‾輌己後半と考えられる＿、．

′∴工′′．′・．ト　　、ニノ了．∴・′

〕言 ∵ ∵∴
計測値葎弟 器形 の 特徴　 i　 手 法 の特徴 胎土。色講巨焼成 備　　 考

第且84図　　 棒

1　　 土 師 器

Å 10．6

8　 3．2

＝縁部一部欠損．休部は内攣して立　 口縁部内。外面横ナデ＋休部0底部

ち上が畑　日録部との境に弱い稜を　外面へラ削り。
持つ。目線部は直立する。

砂粒・てコリア
橙色

良好

P l175

100。
東壁際覆土中層

一一一一一一一一一一一一22こ十一一一、



図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 酪 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第184図 杯 A ［11．8 ］ 休部か ら口縁部にかけての破片。体 口緑部内 ・外面横 ナデ。休部外面 へ 砂粒 ・スコリア P 14 76

2 土 師 器 B （3 ．8 ） 部 は内攣 して立 ち上が り， 口縁部 と ラ削 り。 橙色 25％

の境 に弱い稜を持つ。口緑部は直立

す る。

普通 覆土中

3

聾 A　24 ，0 休部か ら口緑部にかけての破片。体 ロ緑部内 ・外面横 ナデ。休部外面縦 石英 ・長石 ・雲母 ・ P 147 7
土 師 器 B （24 ．1） 部は内攣 して立ち上がり， 口縁部は 方向のへラ磨き。 内 ・外面磨滅が著 スコリア　 橙色 40％

外反する。 しい。 普通　 外面煤付着 中央付近覆土下層

4

聾 A ［20 ．6］ 休部か ら口緑部 にかけての破片。体 口縁 部内 ・外面横ナデ。休部外面縦 石英 ・雲母 ・スコリ P 147 8

土 師 器 B （25 ，3） 部は内攣 して立ち上が り， 口緑部 は 方向のへラ磨 き。内面へ ラナデ。 ア　 橙色 20％

外反する。 普通　 外面煤付着 竃 内

5

砲

須 恵 器

A ［9 ．9］

B （2 ．7）

口緑部片。 口緑部は外傾する。 ロ緑部 内 ・外面横ナデ。 砂粒

黄灰色

良好　 内面 自然粕

P 14 79

5 ％

覆土中

第328号住居跡（第186図）

位置　調査6区西部，M14f2区。

重複関係　第327・329・330・339号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。

規模と平面形　長軸6．00m，短軸［5．88］mの方形と推定される。

主軸方向　N－220－W

壁　壁高は8～16cmで，緩やかに立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部がよく踏み固められている。

炉　中央部からやや北壁寄りに付設されている。長径55cm，短径48cmの楕円形で，10cmはど掘りくぼめた地床

炉である。火床部は赤変し，ブロック状になっている。

炉土層解説
1　黒　褐　色　焼土粒子中量

2　極暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子多量

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは径30cmの円形で，深さ46cmである。主柱穴と考えられる。P2は径35cmの

円形で，深さ38cmである。出入り口に伴うピットと考えられる。P3，P4は45～55cmの円形で，深さ20～26

cmである。性格は不明である。

FL二諸。

ノl　　　二

第185図　第328号住居跡出土遺物実測図
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第柑園　欝詔号住居跡窯測園

魅了　ぬ了
′′：；ご

、‾・、′＼？′　ノ

2m O 餉闘

［　1一二l…　　－　＿　　　′、　－　＿′　　　：

覆土　6層からなるが，覆土が浅く堆積状況は不明である。、

土層解説

1黒褐　色　しトーム粒子少鼠　しトーム小ブしトノク。炭化粒石微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，廃土粒子砂炭化粒子微量

3　黒褐色　ロー→ム粒子中量，廃土小ブロック少量、廃土粒子e炭化粒子微量

・1極暗褐色　しトーム粒子中量，廃土粒子。炭化粒子e Lトーム中・小ブしトソク微量

5　黒褐色　焼士粒子少鼠　焼土中ゾしトノク・炭化粒巨しトーム粒子微量

6　黒褐色　ローーlム粒子少＿一宗1しトlム小ブしトノク微呈

遺物　土師器片飢点が出土している。且の土師器増は南壁際の覆土中層からプ　5の土師器壷は東壁際の覆土

下層から，ほかは覆土ヰーからそれぞれF＿1十上している、、、、

所農　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代前期の4世紀前半と考えられる。
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第328号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第18 5図 柑 A ［6 ．7］ 底部か ら口緑 部にか けての破片。平 目線部内 ◎外面横 ナデ。体部外面へ 砂粒 e長石 e スコリ P 148 0

1 土 師 器 B　 4 ．2 底。休部は内攣 して立 ち上が り，日 ラ削 り。内面ナデ。 ア 45％

C　 l ．6 緑部は外傾す る。 橙色　 良好 南壁際覆土中層

2

鉢 A ［11 ．0］ 体部か らロ緑部 にかけての破片。体 日録部内 e外面横 ナデ。休部内面 ナ 砂粒 e スコリア P 148 1

土 師 器 B （7 ．4） 部は内攣 して立 ち上が り， 口緑部 と デ。外面磨滅が著 しい。 橙色 30％

の境に弱い稜 を持つ。 口緑部は内傾

する。

普通 覆土中

3

dヒご竺E
土 師 器

A ［11 ．2］

B （4。6）

日録部片。 目線部は外傾する。 日経部内 鯵外面横 ナデ。 砂粒 e スコリア

橙色

普通

P 148 2

10％

覆土中

4

士璽E B （5．1） 口緑部片。 口緑部は外反する。 頸部下位 に円形浮文が貼 り付けられ 砂粒 e スコリア P 148 3

土 師 器 ている。 内 ◎外面赤彩。外面磨滅が 外面にぷい橙色 。 5 ％

著 しい。 内面暗赤色　 普通 覆土中

5

ごdEご当芝 B （9．4） 底部か ら体部にかけての破片。平底。体部外面刷毛 目調整後，ナデ。 内面 砂粒 e長石 ◎スコリ P 148 4

土 師 器 e　 3．7 体部 は内攣 して立ち上がる。 ナデ。 ア

灰黄褐色　 普通

45％

東壁際覆土下層

第3調号住居跡（第且87◎且88図）

位置　調査6区西部，M14el区。

重複関係　第329◎339号住居跡に掘り込まれており，本跡が古い。また第328号住居跡を掘り込んでいるので，

本跡が新しい。

規模と平面形　長軸6。40m，短軸6．24mの方形である。

主軸方向　N－180一一W

壁　壁高は5～20cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅10～且2cm，下幅8～且Ocm，深さ8cmほどで，断面形はU字形である。全周している。

床　全体的に平坦で，竃前面から中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。削平により袖部の遺存状況は悪く，規模は長さ95cm，袖幅115cm，壁外へ

の掘り込みは且5cmほどである。袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は楕円形に浅く掘りくぼめられ，煙

道部は削平され不明である。

竃土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　赤　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　赤　褐　色

6　暗　褐　色

7　にぷい黄褐色

焼土粒子中量，炭化粒子◎ローム粒子少量
廃土粒子の炭化粒子◎ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
焼土粒子中量，焼土中◎小ブロックe炭化粒子◎ロト…ム粒子少量

焼土粒子¢炭化粒子。ローム粒子少量
廃土粒子中量，炭化粒子・ローム粒子少量
焼土粒子中量，炭化粒子◎ローム粒子少量，廃土小ブロック微量
焼土粒子e炭化粒子少量，ローム粒子微量

8　暗　褐　色　炭化粒子eローム粒子少量，焼土粒子微量

ぽty匝　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は径25～45cmの円形で，深さ42～51cmである。いずれも主柱穴と考え

られる。

者達．4層からなるが，覆土が浅く堆積状況は不明である。

土層解説
1暗褐色　廃土粒子e炭化粒子◎ローム中e小ブロック。ローム粒子少量
2　暗褐色　焼土粒子。炭化粒子eローム小ブロックeローム粒子少量，炭化物eローム中ブロック微量
3　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子少量，焼土粒子e炭化粒子。ローム車ブロック微量
4　暗褐色　焼土粒子。炭化粒子eローム小ブロック◎ローム粒子少量，ローム大ブロック微量
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第188図　第330号住居跡竃実測図

〝
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第189図　第330号住居跡出土遺物実測図
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遺物　土師器片摘意　須恵器片　感　銘文土器　点　鉄製品　意が出土している。　の土師器棒は竃右裾付

近の覆土下層から，2の土師器聾は竃内から，5の須恵器棒は南東コ…ナー付近の覆土下層から，6の鉄製鎌

が北壁際の覆土下層からそれぞれ出土している．二、

所見　本跡の時期は，遺構の形態や［甘上遺物から古墳時代後期の7世紀後半と考えられる。、

第謂号住居跡出土遺物観察蓑

図版番可 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 。焼成 備　　 考

第189図 杯 Å「13．21 体部一部欠損。丸底。体部は内攣 し 口縁部内 。外面構ナデ十体部 。底部 砂粒 。長石 ・スコリ P l188
1 土 師 器 B　 圭0 て立ち上がり，日録部は直立する。 外面へラ削ト「 内面ナデ㍉ ア

灰褐色　 普通
65㌔
竃右袖付近肯土

下層

2

聾 Å　21．9 体部から日録部にかけての破片。体 ‖縁部内 。外面構ナデ㍉休部外面縦 砂粒・石英・雲母・ P l189
土 師 器 B （21溜） 部は内攣L t 立ち上が年　 目縁部は 方向のヘラ磨き。内面へラナデ。 スコリア　 にぷい黄 500。

外反する。 橙色　 普通　 煤付着 竜内

3

賓 Å「25．4」 日経部片。目線部は外反する。 口緑部内 e外面横ナデい 砂粒・長石・雲母 P H 90
土 師 器 B し7．21 にぷい黄橙色 5％

普通 東壁際覆土中層

4

小 形 賓 B （8．5） 底部から体部にかけての破片。平底。休部外面へラ削ト「 内面ナデ．底部 砂粒 ・長石 ・雲母 e P 1527
土 師 器 e　 7．2 休部は内攣して立ち上がる㍉ へラナデ。 スコリア　 赤色 45％

普通　 外面喋付着 育土中

5

杯 Å白1．01 底部から＝縁部にかけての破片．平 ＝縁部から体部内 。外面ロクロナデい砂粒 P l∴192
須 恵 器 B　 3．6 底。体部は内攣して立ち上が畑　 日 底部回転へラ切 ト「 煤色 50 0。 南東コ一十

C　 4，4 緑部に至る。 良好 ー付近覆土下層

図版番司

種　 別

計　　 測　　 値　 ！

長さ（cm） 幅（cm） 厚さ（cm） 重畳軸 ）　 出　　　　 川、　　　 備　　 考

6 鎌 （14．4） 3．9 0・中 （53日 北壁際覆土下層　　　 iM lO31　　　　 8略

第調号住居跡　第臓図）

位置　調査6区南部，013f8区。

規模と平面形　長軸4．27m，短軸2．98mの長方形である。、

主軸方向　N－1001W

壁　壁高は～釦mで　緩やかに立ち上がる。

壁溝　北壁下で確認した．上幅10〔恥　下幅5〔！m，深さ3Clmほどで，断面形はU字形である。二，

床　ほぼ平坦で，全体によく踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。煙道部は調査区域外に延びている。規模は長さ（80汗m，袖幅（70）（恥　壁外

への掘り込みは（50）cmである。袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は楕円形に浅く掘りくぼめられてい

る。二、

竃土層解説
1　暗　褐　色　炭化粒子少量、廃土粒子。ローーム中・小プロ、ソク微量

2　褐　　　　色　焼土粒子少量，ロ…ム小ブロック微量
3　にぷい赤褐色　廃土大ブロック多量
4　赤　褐　色　焼土中ブロック多量，廃土粒子少量
5　明　黄　褐　色　ローム中ブロック少量

6　にぷい赤褐色　焼土粒子多量
7　明　赤　褐　色　廃土粒子少量，ローム小ブロック微量

ピット　1か所（Pl主　Plは径30。mの円形で，深さ23（Ⅶである。）性格は不明である。、
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覆土　4層からなるが，覆土が浅く堆積状況は不明である。、

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子砂炭化粒子微量

2　極暗褐色　廃土粒子。炭化粒子・ロー一一ム小プロ、ソク。ローーム粒子少量

3　黒褐　色　炭化粒子・ローF－1ム小ブロック。ローーム粒子少量

1－－1　黒　褐　色　しコ一一一ム中ブしコ、ノク中量

遺物　土師器片56点，須恵器片19点，石製品1点が出土している。1の土師器整，2の須恵器平瓶は中央部の

覆土下層からそれぞれ出土している。、4は須恵器聾の口緑部片で，外面には横位の平行叩きが施されている．

所見　本跡の時期は、遺構の形態や出上遺物から古墳時代後期の7世紀前半と考えられる。
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第191図　第331号住居跡出土遺物実測図

第331号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 19 1図 賓 A ［23 ．0］ 体部か らロ縁部にかけ ての破片。体 口緑部内 ・外面横 ナデ。体部外面 へ 砂粒 ・石英 ・雲母 ・ P 14 93

1 土 師 器 B （14 ．3） 部は内攣 して立ち上が り， 口緑部は ラ削 り。内面へラナデ。 スコリア　 にぷい橙 30％

外反す る。 色　 普通　 煤付着 中央付近覆土下層

2

平　　 瓶 B （8 ．9） 底部か ら体部にかけでの破片。平底。体部内 ・外面 ロクロナデ。底部回転 砂粒 ・石英 ・雲母 P 14 94

須 恵 器 C　 7 ．0 休部は内攣 して立 ち上が り，休部上 へラ切 り。 灰黄色 6 0％

位に最大径を持つ。 普通 中央付近覆土下層

図版番 口 種　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　　 土　　 地　　 点 備　　　　　　 考

長さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

3 砥　　 石 （4 ．1） 4 ．3 1．6 （3 3） 覆土中 Q lO O 8　 凝灰岩

第332号住居跡（第192図）

位置　調査6区南部，013fo区。

規模と平面形　長軸3．46m，短軸3．42mの方形である。

主軸方向　N－100－E

壁　壁高は28cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　上幅15～25cm，下幅5～15cm，深さ5cmほどで，断面形はU字形である。全周している。

床　全体的に平坦で，竃前面から出入り口にかけてよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。袖部の遺存状況は悪く，規模は長さ65cm，袖幅［95］cm，壁外への掘り込み

は35cmである。袖部は退存状況から砂質粘土で構築されていたと思われる。火床部は楕円形に浅く掘りくぼめ

られ，煙道部は火床部から外傾して立ち上がる。

竃土層解説
1褐　　　　色　口一ム小ブロック少量，炭化粒子微量

2　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，ローム小ブロック少量
3　暗　赤　褐　色　焼土小ブロック・炭化物・ローム小ブロック少量
4　暗　褐　色　焼土粒子少量
5　褐　　　　色　焼土粒子微量
6　暗　赤　褐　色　焼土粒子・ローム小ブロック微量
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ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径25cmの円形で，深さ24～29cmである。いずれも主柱穴と考えられ

る。P5は径35cmの円形で，深さ38cmである。出入り口に伴うピットと考えられる。

覆土　3層からなるが，覆土が浅く堆積状況は不明である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子・ローム小ブロック微量
2　暗褐色　焼土粒子・ローム粒子少量
3　極暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・ローム小ブロック少量

遺物　土師器片46点，須恵器片1点が出土している。1の土師器鉢は覆土中から出土している。

所見　本跡に伴う遺物が少なく明確な時期を特定できないが，出土遺物から古墳時代の7世紀前葉と推定され

る。
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第332号住居跡出土遺物観察表

図版番 口 器　 種 計測値（cm） 器 形 の 特 徴 手 法 の 特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 192図 杯 A ［1 1．0］ 口緑部片。体部 とロ緑部との境に， 口緑部 内 ・外面横ナデ。内面黒色処 砂粒 ・雲母 ・スコリ P 149 5

1 土 師 器 B （3 ．4） 弱い稜を持つ。 口緑部は直立する。 理 。 ア　 外面灰黄褐色 ・

内面黒色　 普通

5 ％

覆 土中

第334号住居跡（第194図）

位置　調査6区南部，013ho区。

規模と平面形　長軸3．66m，短軸3．36mの方形である。

主軸方向　N－110－W

壁　壁高は5～22cmで，外傾して立ち上がる。

床　全体的に平坦で，中央部がよく踏み固められている。

竃　北壁中央部に付設されている。規模は長さ120cm，袖幅110cm，壁外への掘り込みは40cmである。袖部は砂

質粘土で構築されている。火床部は楕円形に浅く掘りくぼめられ，煙道部は火床部から緩やかに立ち上がる。

竃土層解説
1　褐　　　　色　砂中量
2　黄　褐　色　焼土粒子中量
3　褐　　　　色　焼土小ブロック中量，炭化粒子少量

4　褐　　　　色　焼土粒子微量
5　褐　　　　色　焼土粒子少量
6　褐　　　　色　焼土粒子・炭化粒子少量
7　明　赤　褐　色　焼土粒子・砂微量
8　褐　　　　色　焼土粒子・砂少量，ローム小ブロック微量
9　にぷい黄橙色　砂多量

10　赤　褐　色　焼土粒子少量，炭化粒子微量
11明　褐　色　ローム小ブロック少量

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径35cmの円形で，深さ47cmである。主柱穴と考えられる。P2，P3は25

～35cmの円形で，深さ41～45cmである。性格は不明である。

訝

第193図　第334号住居跡出土遺物実測図
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第194図　第334号住居跡実測図

覆土　3層からなるが，覆土が浅く堆積状況は不明である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量

遺物　土師器片75点，須恵器片11点が出土している。1の土師器杯は竃左袖付近から，2の土師器甑は竃右袖

付近からそれぞれ出土している。

所見　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代後期の7世紀前半と考えられる。
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図版・番目器橙　計鵬可　　器形の特徴　　　　 手法の特赦　「料砂色調砂焼成　備　考

第193図杯　　Å…H㍉「＝緑部片、休部と＝縁部との境に†　目線部内e外面構十十内e外面黒　砂粒・雲母eてコり　P1502

温土師器　恥3華　弱い韓を持1十日縁部は内偵する＋　色処理∴　　　　　　　　　　　 ア　　　　　　　用0。

普通　内。外面黒褐　竜左柚付近覆土
色　　　　　　　　上層

2

第慧詭号佳贋跡　第摘　魯摘囲）

位置　調査　区南西部　N摘摘区。

重複関係　第謂　◎需号住居跡に掘り込まれてお札　本跡が歯齢。

こ　　　　　、　　′　　　　　　　－　　　　　　　′′

童軸方向　N一一一F一一1－90∵Ⅳ

′　　　　　　　　　　　　　　′　、　　　　　　・・

、　　．　　　　＼　　　　　　　　′　′、・　∴　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　、・　　　　　　　　．

ほどで　断面形は逆歯形である。

＼、　　　　　′

′　　l　　　　、　′　　ノ　′　′．．　　　　　、　／　　　′　′　ノ

′　′　　ノ’　　　　　　′　ノ′　．　　　　　　　′　　∴　　　′　　　　　・・

火床部から緩やかに立ち上がる．、、

憲土層解説
1　黒褐色　焼土粒子窃炭化粒子少農
2　黒褐色　廃土粒子中豊軍　旗化粒子少量

3　黒褐色　廃土粒子砂炭化粒子中豊夕　廃土小ブロック少量

こ　′、ノノ、　　　　‥′′　　　　　　　′　　　　　　　　　、．、　　　　　　ノノ

ー　　　　　　　　　　　　、′　　　　　　　ノ′　ノ　　′　　′　　　　　　l　′　　　ノ

る、

覆土　8層からなり，人為堆積である。、

土層解説
1　褐　　色　「フ一一ム粒戸車量＼トトーム車e小一∴し　いノウ少量

2　極暗褐色　廃土粒子遜炭化粒子◎ロ…ム粒子少最芦　ローム車命中ブロック微量

：う　黒褐色　焼14年千。炭化粒子e Lトーム小ゴロ、リク・して－∴！、粒f一少量

4　暗褐色　ロ…ム粒子多農，廃土粒子⑳ロ…ム小ブロック少量

5　黒褐色　しトーム粒jリー鼠　焼十二粒子・しト∴f恒小ゾしト′ク少量，炭化粒冊立量

6　黒　褐　色　焼上粒子e炭化粒r一・・し了・∴と、粒千中電：

7　黒褐色　焼付粒子。炭化粒f‥Llト，！′、ヰ1e小rブしトノウe H」∴∵粒了一少旨

8　黒褐色　廃土粒子・炭化粒子少鼠　廃土小一カトノク微量

遺物　土師器風篭軋慈　須恵器射意　石製品　息　鉄製品　意　礫　意が出土している。　の土師器棒は竃

．＿中一、皇′ソ・、′・弓′ノ．ノ′ノ　　ノー′・＼′・j号∴∴ノク．．∵∵′ノ′ノ′′、t．′、∴　′　　′′－　　ノ∴－∴′、・　．。

土下層から，6の須恵器平瓶はP2付近の覆土中層から正位でタ　8の鉄製刀子タ　9の鉄製鎌は南壁際からそれ

ぞれ出土している。　の土師器婆は竃左磯部の補強材として使用されていた。

研農　本跡の時期は，遺構の形態や出土遺物から古墳時代後期の6世紀後半と考えられる。
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第195図　第336号住居跡出土遺物実測図
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第197図　第336・338号住居跡実測図（2）

－239－

0　　　　　　　　　　　　1m

ヒ－；　　」



‥∴：∴　ト　ン、．’∴互工′∴′′

図版番口 器　 種 計測値車両 器 形 の 特 徴　 i　 手 法 の 特 徴　 i胎土砂色調砂焼成 i 備　 考

第195図 年 Å 12．2 日緑部一部欠損「体部は内攣して立　 口緑部内。外面横ナデ㍉休部e底部　 砂粒。雲母　　　　 P 1508

鼠 土 師 器 8　 1．0

i

ち上が年　 目緑部との境に弱い稜を　 ヘラ削主上 内。外面黒色処理㍉　　　 内e外面黒褐色　　 900。

持っ㍉　＝緑部は内傾する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　 竜左袖付近覆土

i　　　　　　　　　　　　　　　 下層

聾 Å「23．0」休部から目線部にかけての破片㍉体　 日縁部内e外面横ナデ√休部外面へ　 砂粒。石英e雲母　 P 1509

2 土 師 器 B （18．日 部は内攣して立ち上が年　 目縁部は　 ラ磨き√内面ナデ亡　　　　　　　　 にぷい橙色　　　　 20 9d
外反する√　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　 内面喋付着　 竃内

小 形 婆 Å 15」 休部一部欠損∵平底．休部は内攣気　 口縁部内e外面横ナデ㍉休部外面へ　 砂粒。石英・雲母。 P 1510

3 土 師 器 B，20．1 味に立ち上がる．休部はやや長胴で　 ラ削り．内面へラナデ．　　　　　 スコリア　 にぷい褐　609。
e L 7．針 ある十　日縁部は外反する㍉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 色　普通　 煤廿着　 竜右袖付近博士

中層

甑 Å「28．81 単孔式．休部は内攣気味に立ち上が　 日縁部内e外面横ナデ㍉休部外面縦　 砂粒。石英・長右・ P 1511

4 土 師 器 B （29．事 り†H 縁部は外反する．　　　　　 方向のへラ磨き㍉内面へラナデ．　 雲母　 にぷい樽色　 6006　竜内・竜

普通　 外面煤付着　 付近覆土下層

杯 A 「9．針 日縁部片．＝緑部は直立する．　　 口縁部内。外面横ナデ㍉　　　　　　 砂粒　　　　　　　 P 1512

5 須 恵 器 B （2も2） 黄灰色　　　　　　　 5㌔
良好　　　　　　　 渾土中

平　　 瓶 B （12．6）体部 。＝縁部一部欠損い休部は内攣　 体部内e外面ロクロナデ．口縁部貼　 砂粒。長石。雲母　 P 1513

6 須 恵 器 して立ち上が年　休部上位に最大径　 り付け衡　 ナデ予底部へラ削む「　　 煤色　　　　　　 70 0。

を持つい頭部は外傾して立ち上がり　　　　　　　　　　　　　　　　　 良好　　　　　　　 P ヱ付近得土中
口縁部に至る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 層

図版番号 種　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 …

備　　　　 考
長さ葎m） 幅亘中 厚さ（cm） 孔径葎m） 意義（g ）

7 剣形模造品 （3．7） 1．7 0．6 0．2 し5．051 得土中 Q lOll　 滑石

8 刀　　 子 （7．＝ 1．0 0．3 － （8） 南壁際博士下層 M lO33

9 鎌 捕．71 1．0 0」 － し3即 南壁際覆土中層 M lO3Ll

一ノー24駐－
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熊の山遺跡5区遺構全体図

熊の山遺跡6区遺構全体図

熊の山遺跡8区遺構全体図



熊の山遺跡5区遺構全体図
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熊の山遺跡8区遺構全体図

？ 20
■　　　　　　　　　　　　　　　　 ll l


